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われ を 愛する すべての 人に 

われの 愛する すべ ての 人に 

われ は 贈らん この 歌 を、 

寢られ ぬ 夜半の 守 唄に 

かなしき 時の なぐさめに。 


俤 
草 
紙 


野 ゆき 山 ゆき 


水の 上 

水に ぼっかり 

白い 花、 

おの づ からなる 

う つ くし さ。 

春 風 

里 は みどりの 

草な のに、 

山 はまし ろな 

雪の 波。 


なぜに わたしの 

春風が、 

雪 をと かして 

来なかった。 

むさし の 

むさし のの 

く 

ろい 林 はものお も ひ、 

綠り 明ろ い 林に は 

かるいた は むれ。 

うち つれだちて 

行く とき は、 

あなたの お好きな 

林の 中へ。 


水の ほとりの 1 もと 蘆、 

一 25 円く すくす くと 

右に 左に 葉 を ひらき 

春の 光に み づみづ しい、 

末 はつれない 秋風に 

吹いて 折られる 身 だら 5 と 

伸び伸びて 行く 一  もと 蘆。 

蟹  窨 

何處 からま ぎれ 込んだ か 

枕 もとに、 首筋の 赤い 蟲が 一 匹、 

かはいい ね、 めづ らしい 筵 II 

てのひらに 載せて 見て ゐ ると、 . 


手の 筋の ながれの 上に 

ぼつと 靑ぃ火 を てらす。 

滎ッ てほんと にか はいいの ねと 言って、 、 

蚊帳の 中に 一 杯滎を はなして 

おまゆ， > 

ひとりで 寢てゐ た その 人の 俤 か 

ふとお も ひだされ てな つかし さ II 

あれ、 蛰、 螢と 子供た ちが 遠くで 叫ぶ、 

部屋 一杯の 大きな 榮 籠です。 

くさつ ゆ 

溪 流の ほとり、 草 露に むらがる 籙" 

ひとよ ，- , » 

水 はさら さら 一 夜な がれて 

滎も 流れ、 影 も 流れて、 凉 しさ。 

佗しい 都ず まひに、 ふと その かみ を 思 ひだし 

私 は そっと 螢を 庭へ はなして やって、 

お ぼっか 

しばらく、 垣根の 覺 束ない 光 を 眺めて ゐた。 


京う まわ 

しとやかに やや もの 羞ぢて 

；? て 

なよ やかに 面 を 伏せて 

見る からに やさしげ なれば • 

な マ 日 もな ほか かる をと めの 

世に ある もの か、 

生れし さと は いづく ぞと 

ふとお も ひふと たづ ぬれば 

京の 5 まれと 

こた ふる も 聲 のし づけ さ。 

ぬかるみ 

こんなに 傑 い 

ぬかるみ であら 5 と は 

革珐 


知らなん だ、 

春の 霜 どけ。 

行きな やみ 

行きが てに して 立歸 り、 

高い あしだ を賈 うた ぞ え、 

春の 晝 すぎ。 

この 心 くんでくれ よと 

力に 力く に 

ぬかるみ を 踏み かため 行く 

春の 田 舍路。 

眞 間の をと め 

ivz モ  てこ "4 

しも ふさの 眞 間の手 古奈の 

あはれ にもな つかしき あと 


セ 


入江ば し、 つぎはし 痰り 

やとめ  » 

うる はしき 少女に あ ひぬ 

何び との 兒 にか あり けん。 

その かみの 若き をの この 

より つ どひ あこがれ わたり 

手古^よ とまちけ る 井戶と 

云 ひった ふこれ の 濁りて。 

梅の 花^ける ほとり を 

今の 代の 眞 間の 少女 は、 

こ ひわた る 1 人 も あらで 

眉 伏して わら やに ぞ 入る。 

芭蕉の 秋 

芭蕉 紫、 秋に やぶれたり、 


やさしき 人の ふところに 

祕 めし 夢 さ へ やぶる る を、 

秋 はさ やげ り、 芭蕉 葉に。 

月 ほのかなる 庭のお も、 

芭蕉 は 女と あら はれて 

さみしき 影 も 夢の ごと 

秋 を かなしむ 淚ご ゑ。 

芭蕉 葉、 秋に やぶれたり、 ， 

やさしき 人の かなしみ を 

そぞろに 秋の 風 ふけば、 

まな 

芭蕉の 女 もと もに 泣く。 

さやけ き 月の すむ とき は 

秋の 思 ひも 胸に 澄む、 

涙 を ふきて ほほ ゑめば 


芭蕉の やれ 葉、 うなだれぬ。 

二月の 雪 

さむざむと 山 もと かけて 

^は ひといろ 枯れた 木の 

梢に かかる 去!. の 夢。 

まほ 

花の 微笑み あ ともなく 

春のお も ひの いづ こぞ や" 

.? ち ベ 

路の邊 につ もれる 雪 は 

いつ 消 ゆる はやく 消えぬ か e 

くさ 

草ぐ さの 綠 のなかに 

おち わ 

よき 人の 面 i かがやく 

春ぞ 待た るる 山の きさらぎ。 

俤 車 a 


萩 と 薄 

萩 やすす きの 生 ひしげ る 

河原の 砂の さらさらと 

漉される 管 も 秋 ふけて、 

水の つめた さわび しさよ。 

载 やすす きのうら がれて 

二人 行っても さみしい みち ノ 

語る おも ひも あと やさき、 . 

風の つめた さわび しさよ。 

春の 夜の 吹雪 

急に しんしんと 降り出した 

春の 夜の 吹雪の ながめ。 


九 


傘 もな くして 毛皮の マント を 

すつ ぼり と顏 にかけ たる 男の かげ。 

傘 もな くして 狐の 皮の 首卷 きで 

すつ ぼり と顏を かくした 女の かげ。 

-% る さと 

相思 ふ 二人 そろうて 故郷の 

アメリカ か、 はた イギリス かしの ぶ |ま 

花 曆 

野み ちの 堇、 

垣根のう ばら、 

その ふ 

鬩 生の 中の 桃、 樱、 

春が 來 たなら 

いつも うれしい 花の 國。 


春から 夏へ、 

つつじ、 卯の花、 櫻 草、 

花壇の ァネ モネ、 ヒ ヤシ ン ス- 

たった ひとりの さまよ ひも 

なに かたのしい 花の みち" 

めくれ ど盡 きぬ 

. .  はな 2* み 

1 年中の 花曆、 

花から 花へ 心 を かけて 

その ひとつに も 籠も る 思 ひ 出、 

—  こ .4 み あか 

わたしの 唇の 紅と むらさき。 

1 初 夏 

五月が くれば、 ふるさとの 

砂の 畑の 葉の さわやか さ、 ， 


若い 心 を さながらに • 

五月が くれば、 野 も 畠 も 

みんな ひと 色、 

青い 夢から 萠 えいだ す。 


の 秋 


.3、 ひ 

秋た ちて、 はや も 幾日 か、 

，ど ご fn*  てぬ e ひ 

宿の 腸 干に かけた 手拭 は ひとつ 


輕く かわいて ひらひらと 舞 ふ. 


； 9 そへ 


ああ 秋の 風、 夕と なれば さみし さに 

やさしき 君が あり 香 を 

しのびな がらに、 ふと もま どろむ。 


君と わかれし その 夏の 日の 

海 はな ごり を 音に たてて、 

锞軍珐 


岩に くだけて、 波 は白雰 。 


すでに 日 かげと なり ぬれば、 

山 影 水に 入って 蒼々 と， 

ああ、 秋 は ひとりの 身に ぞ しむ" 


秋刀魚つ る 沖の 漁り火 

露 芝の 露に きらめく^ さながら 

はや もそぞ ろかに 波に 燃 ゆる、 1 1 

漁り火 をかぞ へ かぞ へ て 今 a も 寢られ ぬ- 

筑 紫の 海 のれ 知 火の 

燃 ゆる を 君 は 知り もせで …… 0 


柳 に よ せ て 

ふるさとの みか へ り 柳 

水の あたりの か はやな ぎ 

綠の夢 をと くで あらう、 


春の かすみに、 春雨に、 

P づ や 

色 まさり ゆく 賤が 家の 

柳、 やなぎ ::: 

思 ふに あまる の ぞみ ごと 

若き H よりの このね が ひ 

いっか 叶 ふや 叶 はぬ や、 

釣瓶の 水の 流る る しづく 

朝 曰に 光る 春の 門の 

柳、 やなぎ …… 

やなぎの 笛 を くちびるに 

生 をた たへ し 時 も あり、 

楊の 枝に 琴 を かけ 

春の 光 を 身に あびて 

夢 をうた ひし 日 も あ り し 

^ やなき  


そぞ ろち またの ゆきか ひに 

高架線より 見お ろせば、 

いら かの 中の 柳 さ へ 

はや 靑 やかに もえ そめし、 

い のちめ ざむ る 春 なれば 

柳、 やなぎ …… 

白き 幻 

目の そこにう かぶ 幻、 

ありし日 にわが 佇みし 

たそがれの 白き かの 撟。 

縛の 中の 人の ごとくに、 

わが 影 も 白 かりし かな" 

いで 會 ひし 人 も 白 かりし、 


お 

に 


水の 光 

み づ,？ t 

夕 ぐれの 光 しづかに 照り 匂 ふ 湖 の 

さざなみの 上に うかべる 白き かげ。 

望 .摟 の 白き 柱の かげお ちて 

夕 ぐれの 光 なごめる 水の 上。 

消え も 入る 淡き け は ひの 望. 摟に 

ほのかに 白き 鳥う かぶ。 

白鳥 をよ ぶ 少^: 子の いで 來ずゃ 

*< る ましら 

憂き 人の 心 は 逑ふ圓 柱』 

あ ひお も ふ あっき 心の こ ひびと と 

このうつ くしき 夕 ぐれと。 

I 三 


»n  a. あて > 

その 人の 衣 も、 面 も， 

心さ へ 白 かりし かな。 

夏の 夜 を、 わかれ 惜 みて ノ 

ためいき も 白 かりし かな。 

若き 日の 夢 も、 ねが ひも、 

靑、 紅、 黃、 はた 紫に 

亂れ てし 色 も しづみ て、 

ただ ひとつ 沁みての これる 

おも ひでの 白き かの 橋。 

おもかげの 白く のこれば、 

はてしな きものと 化ら まし。 

はく I  はくて う 

雪に、 白紙に、 白鳥に 

わが 心なり て 美し、 

その 白き 餍を しのべば。 


湖に かよ ふこみ ちの ねむの 葉 は 

すでに 光の きえて 失せ ゆく。 

初夏の 素描 

あか 

ガラス 函は 明る い 水に すきと ほり、 

上から ふりそそぐ 光線に すみわたり 

しんしんと 冴え 光り、 

でう C くず ゐ 

ただ 一 條の落 水が 

銀の 小粒 を ひるが へす。 

おお、 色よ、 

美しい ものの 色よ、 

あか  にじ _ 

紅い ダ リアの まっかな 虹、 一 

夕映えの 雲、 スト 口 ォべ リノ 

べに 色さん ご、 町む すめ" 


ガラス 函は 明るい 水に すきと ほり、 

上から ふりそそぐ 光線に すみわたり- 

しんしんと 冴え かへ り、 

でラ らくず K? 

ただ 一 條の落 水が 

銀の 小粒 を ひるが へす。 

火の 部屋 

夫人よ、 

私 は 思 ひ 出します。 

嗞爐 まぢかに およりに なって 

何 かお 讀み になって ゐた ところへ、 

^を あけ て 入って 行つ た 私の 心 持。 

夫人よ、 

私 は 思 ひ 出します。 


暖爐に 燃えて ゐる 石炭の 火よりも 

紅くて カづ よい 双眸の 火であった、 

おさへ つけられ ひきつけられた 私の 心 持 U 

夫人よ、 

私 は 思 ひ 出します。 

室が 暖爐 にあた ためられる やうに、 

入 間の 心 は 人間の 眼で 溫 まると 知った 時、 

生の 惱み と 喜び に 私の 心の 燃え 上った 時。 

若き 女性に 與 へて 

おも. 9 

うる はし き H 輸 に 句 ふ 春の 光りに 

ゆるやかに 水の 流る る ほとり、 

おも ひ を ゑが く 君た ちの 心の 鏡、 

その 淸き 瞳と こぼれ いづる 微笑 やい かに。 


くろかみに 光り かがよ ふ 秋の 入日 を 

ふり は へ て 窓 かけし ぼり 見る 夕、 

あこがれ ゑが く 君た ちの 善き 魂の 

花と 喫き づ るかぐ はしき 匂 ひ はいかに。 

咲く 花の II の 中なる その 祕密 を、 

波打つ 海の 底なる その 恐れ を、 

風 わたる 林の なかの その さやぎ を、 

ひ つき 

めぐる 日月のう つろ ひ を、 君 も 知る ゆ ゑ 

£  fc*  » とめ 

眞珠 なす 少女の 身に もお そ ひくる 

その くさぐさの 憂 ひ、 痛み を 

心亂 れて堪 へがた み、 生き は 迷 ふ も、 

その 迷 ひ、 その 憂き 中に 生命 めでたし。 

^と： i?  h 

5 ら わかき 少女 子た ちの 行末の 

さら 

幸 をね が ひて、 詩人 われ 吿 ぐる はかく ぞ_ 


苦しと も^ s しと も 君よ. 捨てた まふな、 

又とな き 世に、 ひたすらに 生く る 勇氣を • 


おのれ さへ 風と おも はる- 


さち 


しづかなる 幸に そ よぎて- 


夏の 夜の 微風 


きの ふの 日 


燃 ゆる ひと 日の もの 狂 ひ、 

かつ 光り、 を どる 木の葉 も、 

夕暮の そよ風 くれば、 

5 る ほひて や はらぎ うた ふ。 

ち しま 

も ゆる 血潮の くるめき に 

心み だるる その あこがれ も、 

やすら ひて しづかに なごむ 

この 夕暮の そよ風に。 

夕 ぐれ 窓に よりそへば 

白き 衣、 波と はためき、 


たのしかった と 

云へ る こと は、 . 

きの ふの 風の 

音の やうに、 

とらへ がたい。 

きの ふの 呼吸の やうに 

力 そへ 力え I 

悲しみと 心配と 

淚と 痛みとの 

そのと きの ほか は、 ， 

多分 みんな 


たのしかった 時。 

心に 闇 を もつ もの 

や. * 

心の中に 深い 闇 を もつ てゐる もの は 

夜の あかり を 慕 5 て ゐる。 

「ここの 珈琲 はうまい よ …； J 

スト ォブの 赤い 火の そばで 

久し振りの 友達と 珈琲 を飮 む、 

その 窓の 外 を、 何と はなしに 

あかるい 灯影 を 浴び て 人が 通る。 

赤い トマト、 白い 林 搶の匂 ひ、 ， 

少し 顔 を ほてらせて 詩の 話 …… 

ゲ ェ テ、 ブラウ 二 ング、 ホイ プト マ ン 

この ありふれた 小さな 貧しい 魂 は 


偉大な 名前 を 口にする の を 好む。 

心の中に 暗い 闇 を もつ てゐる もの は 

夜の あかり を 慕うて ゐる" 

花 あやめ 

白、 まだら パ 

うす 紫の 

花 あやめ、 

今 かも 咲け る 

ふるさとに、 

あはれ 初夏。 

ふる 池の 

みぎ はに 生 ふる 

花 あやめ、 

1 七 


君が たたずむ 

花 あやめ、 

あはれ 初夏。 

うつむく と 

おも. 9 

見 ゆる 面輪の 

ま ま t ^みは、 

水の 上に うかぶ 

花 あやめ、 

あはれ 初夏。 


とりどりの 

CI をき そ ひて 

花 あやめ、 

今 かも^け る 

ふるさとに、 

あはれ 初夏。 


林 中小 池 

おそ 秋の 林の 中に 

澄んで ゐる 

水の 色。 

そんなと ころに 

たたへ た 水が 

あらう と は 思はなかった e 

秋の 光 はみがき 出す、 . 

さやかな 水の 色 を。 


^は〗 设 し まず、 

みづ から やぶらず • 


珠の やうに 明るい。 

0.0 や, 

芙蓉の 靑葉 吹く 頃の 

はつ 秋風に 頰を 吹かれ 

紫苑の 花の 咲く 頃の 

秋 なかごろの 風の なか。 

おも ひ つづく る 自分の こと、 

いつしか 夢 も 過ぎたり や、 

色 そまり ゆく か へ で 葉の 

のぞみ もす でに 過ぎたり や。 


柔 かかりし 芭蕉 葉 も 

心 ほのかに 裂けたり や、 

おの づ からなる 心 澄み 


冴えて ぞ秋を われに 見る ( 


たそがれの 旅 


秋の くれがた、 宮城 野 を 

たった 一人で 行く 旅人、 

トラ ンク さげて 乘 りこんだ は 

山の 湯へ 行く 田舎 馬車、 

中には 子供が 一杯 だ、 學校 がへ り。 


*  =ク9 が は 

日 はくれ かかる 濁 川、 

土手から 畑に、 野の 中に、」 

刈 田の 中 を、 村々 とほし 

馬車が はしれば よろこんで 

子供 は 唱歌 をうた ひ 出す、 學 校が へり。 


日 はくれ はてた 暗い 山、 


とほく に 見る は 湯の 村の 灯 か、 

ふるさと 

ああ 忘れて 遠い 故鄕を 

今 旅人 は 思 ひ 出す、 うつむいて、 

子供 は唱歜 をうた ひつ づけた、 學 校が へり。 

夜 音 

陰に こもる 冬の 夜、 

犬のと ほ 鳴き、 

ど は 

憤 る 罄には あらず、 」 

あても なき 遠き 訴へ。 

陰に こもる 太き 聲 して、 

ただ 一 つと ほ 鳴き をす る、 . 

夜 は 暗き 丘の 上、 

大き 邸宅の 塀の 中より。 


二 〇 

何者か この 犬の ごとく、 

陰に こもる 太き 聲 して 

あても なき 訴へ をす る、 

この 悲しみ は 悲しみ を 超 ゆ。 

1 枝 

こまやかに 木の葉 をす かす 

葉脈の 心 を もちて、 

この^: 渡れば、 

薄き かよわき 人と ぞ なる。 

あ-ひ 

S  く  つ よき はよ しと いへ、 

人と 人との 心の 枝 は 

梢 細く ぞ撓む もの、 . 

大風 吹けば 亂れ 立つ • 


時と ところの よしあし や * 

光と 影の 木の 姿、 

後から 兌ても 前から 見ても、 

こまやかな その 一 枝。 

冬 枯 れ 

めぐりあ ひの 悲しみに 似る 

この 冬 がれ。 

若 かりし もの を、 

綠 なりし もの を。 

かく も 移ら ふ もの か 

冬枯れ は。 


明る かりし もの を、 

親しみし もの を。 

俤^ 羝 


夕榮ぇ 


ああ、 光 は いづ • 

ただ 消 ゆる や、 

冬の 夕の 

夕ば え。 


二  J  Is- る や- 


レ のち 

ああ、 命 は いづく にかへ る や * 

ただ 失する や、 

冬の 夕の 

夕ば え。 


ときが たき 思 ひ を もち て 

心しみ いる、 

冬の 夕の 

夕ば え。 


二 


夢み る 女 


薇 ひら 


く 


このうれ しい 時  

薪 薇の 花が, ききった。 

温かい 火鉢の そばで 

あなたと お話しす るう ちに- 


この あかるい 時 …… 

齊 薇の 花が 開きき つた。 

温かい 火鉢の そばの 

卓の 上の 花瓶に。 


申し分のない 時- 


薔薇 はわた しの 心 持。 

もって 來 ました その をり は 


ひら 


まだ ききって はゐ ませんで した もの を， 


あやめ 折る とて 

紫の その 花びらに やどれる は 

けさ、 あかつきの 雨 しづく、」 

折れば か つ 散る. レづ くに も 

をと め 心 はな づみ ゆく。 

ましろなる その 花びらに やどれる は 

ゆ ふべ、 しづかに 落つ る 日 ざし、， 

折れば 光の た ゆた ひて 

をと め、 じ はう ち ふる ふ。 


あやめ 折る とて 來て みれば、 ， 


ものの 風情の しめ やかに 

さても 心 は さわやかに、 

わが 身 も 花と おも はれて。 

藪柑子 

夜 ふけて、 be のした で 

ほほ づゑ をつ く、 心の 散歩。 

赤い 實が 一 杯です ね I 

やぶ 柑子、 そっと 默 つて。 


ふ S 


夜 ふけて、 ひとり をれば、 

あれ や これ やと、 夢見 心地に 一 

^に 映えて、 しげみに 赤い 

>-， -\ 

やぶ S 子、 默 りくら して。 


君 は 1 日の つとめに つかれ、 

涕革 0 


夜の 葉の しげみの 中で 

はや そっと 眠り じたくの 

やぶ 柑子、 その 眼 はうる む。 

ふたり ゐて も、 何も 云 はねば 

「なに かおつ しゃいな、 

寂しい わ」 と あまえて 云へば、 

ほほる め め 

やぶ W チ、 微笑む 眼と 眼。 

まごころ 


あなたのお 顏を みると き は、 ， 

熱い 心も凉 しくな り 

迷 ひも 靜 かな 悟りと なり 

淚も 柔和な 笑みと なり 

我執 もやさし い 奉仕と なり、 

ただ ひ とす ぢ のま ご ころに 


二三 


みだれぬ わたしと なるならば- 

あなたのお 縢の そのな かに 

みどりの 夏の 花の かげ 

うす 紫の 秋の 夕 雲 

白い 冬の 空の 星 

ほの あかい 春の 木の芽、 

たのしい. m 然の いろどり を 

おも ふが ままに 見る 氣 がして。 

若 草 

お およく 伸びる 若草ね、 

どんな 明る い 素直な 心 も 

お まへ ほどに は 行かない だら う。 

このまへ ここに 來た時 は 


お まへ は 去年の 枯れ草から 

ニ寸 ばかりの 芽 を 出して 

は， 

やっと 春陽に てらされて ゐた。 

お まへの そばに は 緩い 水が 

土 を じ つ とりうる ほして、 

あき  つや 

脂の やうに 白く 澤づ いて 

琉れ ると もな く 流れて ゐ ました。 

水と 光が 愛の やうに 

甘く うれしく 身にしみ とほり 

お まへ を 育てて 育てつ づける。 

おお まあ やさしい 春の めぐみよ 

まったくお まへ はきれ いになる 

あ す や-と i9 

今日より 明日と 少 かの やうに。 


夕映え 

is いみ そらの 夕 雲が 

うすくれ な ゐの色 をして 

花の 匂 ひ を 蒔く やうに 

ほんのり なびいて ゐ るの を 見る と 

この美し い 天と地の 

云 ふに 云 はれぬ めぐみ を 思 ひ、 

一輪 咲いた 白い 夢 薇の 

そのみ づみづ しい 花びらの 

やさしい 人の 頰の やうな 

その や はら かさ 見て ゐ ると、 

したしい 人と わたしとの 

云 ふに 云 はれぬな さけ を 思 ひ、 

睇萆 « 


われと わが 身が いとしくて 

心 かぎりに つか へる はしため、 ， 

ふとした ことの あやまちから 

あたらた ふとい この 費 玉 を 

きずつけて は いけな い と 

自分に か しづく わたしの 心リ 

その 薔薇 を 

ああ、 やさしい 小さい 花でした 

淡い 黃 色とう す ベ に の その 薔薇 は、 

花うる 店の かざり 窓に 

冬 の 日 を ほか り とうけ て 、 

金魚の やうに 咲いて ゐ ました。 

お 友達に わかれて さみしい 氣 持で 

寒い 風の 吹く 町す ぢを 

二 五 


ひえて 冷たくな つた 頰 をして、 

たった ひとりで 歸る 途中で、 

ふっと 見つけた のです、 その 薔薇 を。 

ああ、 長い こと 見 とれた のでした 

淡い 黄色とう すべに の その 薔薇 を、 . 

花うる 店の かざり 窓に II 

丁度 まづ しい 娘が しみじみと、 

ちか 

費 石 入りの 紅い 指輪 を 見入る やうに。 

ないしょごと 

なぜに 河原が 

こ ひし I 力 

いつも 夕と 

なる ごとに、 . 

なぜに 河原に 


おで まし か、 

月見草で も 

見る ため か。 

いえ、 いえ、 けれど 

それ はない しょ、 

人に 言へ ない 

な いしょ ごと、 

こっそり しまった 

この くるしみ を、 

河原の 石に 

告げる ため。 

壺 すみれ 

ひとつ ひらいた 壺 すみれ * 

やとめ ごころ 

少女 心の そのす みれ 


君に 相 ひ 見る 登す みれ、 

今日の 心の そのす みれ、 

野の 片隅に^い た 身に 

おも ひがけな いことば かり * 

力  に 

ひとけ 

人氣 がする とお どろいて 

小石の 下に そそく さと 

その 身 を かくす かになる か、 

行き 逢 ひさうな 氣 がする と 

ひらいて かざす 水色の 

かう もりが さの その 中で * 

櫛の 唄 

わかき 愁 ひに 鎖され て、 


こころむ す ぼれ 黑髮の 

櫛の 齒 からむ この 惱み、 ； 

ふと 折れた る を 何とせ う。 

洗ひ髮 

靜 かな 春の 洗 ひ髮， 

二 尺に あまる 陽の 光り、 

乾いて くれば さらさらと 

そよ ふく 風に ゆらぐ ほど 

わたしの 心 も ゆらぎます 0 

かげろ ふ 

かけろ ふ 

野に 陽炎の も ゆる 日 は 

頭の わるくなる わたし、 

梢の 花の ちる ころ は 


黑髮 さへ も 重い よな、 

春 は 心が むす ぼれ て 

あ を ざめ て ゆく 頰の いろ。 

埋み火 

それ を はなしてし まふたら 

匂 ひが 花から ちる やうで 

雪が とけて しま ふや 5 で、 

^意ない 氣持 がします ので 

そっと 心の中の 埋み火。 

窓 邊の春 

S の 柳 は は や も 芽ぐみ 

そよ風 ほのかに 春 を^ 1. ぐる、 

ああ ふるさと は いかにな りし 


わが 父母 はいかに おはす。 

はるけ き 都に ひとり 住み て 

あけくれ 霄 物に は 眼 を そそけ ど 

おも ひ はかよ ふ ああ ふるさと 

その ふるさとの なつかしの 家。 

若 葉 

さわやかに 搖らぐ 若葉、 

はつ 夏の 陽に かがやけ る 

か へ での 下の さまよ ひに 

さわやかに 搖ら やぐ 心。 

はつ 夏の & にかが やける 

か へ での 下の さまよ ひに、 

世の 憂き こと も 忘られて 


みどり 兒の ひとみに かへ る わが 瞳。 

うる はしき われ を 見ば やとの たま ひし 

われ を 見た まへ、 はつ 夏に、 

うる はしき 君 を 見ば やと、 われ 思 ふ、 ， 

この 初夏の さまよ ひに。 

花 束 


あの方の 御 病氣を なぐさめようと 

わたし は 花屋に 出かけて 行って、 

大きい 大きい 花束 をつ くらせました。 

紅い 薔薇 やら、 白い 薔薇、 

桃色の ス キイ トビ ィにァ マリ リス、， 

力 ァネェ シ 3 ンに アスパラガス 

その 名 を 知らぬ 花 花 を 

束ねて、 錤の 紙で 卷 いて、 


丁度 こよない 賨の やうに 

そっと 大切に、 わたし は 持って行き ましたの 

「まあ、 なんてお 美しい …… 」 と 

その 方 は 白い ベ ッドに 起き かへ り、 

明るい 色の とりどりに、 眼 を かがやかせ、 

うるんだ 淚 にお 目 をぬ らして、 

さう して 寂しく おっしゃ いました、 

「わたし、 この 花が 一 等 好きよ ：： 」 

それ は 名 知らぬ 寂しい 花でした の。 


セ 


ノ 


の 頃 


夏 はち かきに 葉 ざ くらの 

木蔭 も ほのに 惱 ましく、 

た つ た ひとり で 行く とき は、 

わたしの 夢 を さながらに 


お いて をり ます さみしい 小鳥" 

(空 を 吹く 風に まぎれて 

鳴く 聲の消 ゆる を 惜しめ。) 

薄 藤い ろの セル を 着た 

その 都ぶ り、 せん もな や、 ， 

きみに 離れて ゐる わたし、 

都に 遠い 林の 中で 

£ とめ 、 

泣いて をり ます さみし、 少女 

(や はら かな その 白い 頰に 

珠 ばし る淚を 惜しめ。) 

山茶花の 友達 


わたしの 庭の 山茶花よ、 - 


も 5 冬の 日 はくれ ました、 . 

光 はなな めに なりました - 

お まへ の 影の ながいこと U 

^&の 中の 山茶花よ、 

ああ 何とい ふ 美しい 色、 

紅の ささべ り 匂 ふ 色、 

お まへの 姿 は あの方の やう。 

山茶花よ、 やさしい 花よ、 

今日 あの方 は ど 5 して らっしゃ るの 

あの方 は なぜ お出でにならなかった の _ 

あの方の 事で 心が 1 杯になる わたし。 


やさしい 花よ、 山茶花よ、 

もうす つかり 晴く なりました、 

お ま へ は 見え なくなりました、 - 


わたしの 心の さみしい こと。 

花束 を 持てる 女 

あなたのお 持ちになる もの は 

いろいろの 風呂敷 包み、 

か は 

それとも 革の 折 かばん、 

それとも 何 かの 紙包み、 

または 讀 みさし の雜 誌です のね。 

わたしの 持って ゐる もの はな あに、 

この バ ラ ビ ン 紙から のぞ いて ませう 

花束な のよ —— 

美しい 蓄蔡 と、 力 ァネェ シ ヨンの ：… 

あなたのお 考 へになる こと は 

おかへ りになる お 家の こと、 

あ 一 

それとも お金の こと、 


それとも 學 校の こと， 

まだ はほんの 無心です のね。 

花 を 持って ゐる わたしの 心 は 

心の中 は 嬉し さばかり、 

今日は 久しぶりの 訪問です もの 

美しい 方の、 ほんのり とした 大應接 間の 

夕の 窓 

都ず まひ も 秋 ふけて 

夕の 窓に 散る 柳。 

ひきだ I 

ふと も 簞笥の 抽斗に 

さぐりて えたる 緋 縮緬、 

その 長き きれ 夕闇に 

匂 ふ をみ て はものお も ふ。 


針箱 だして 絹針に 

糸 は 通して みたれ ども、 . 

驛に せまし 前垂の 

紐に やせ まし さだめ かね、 

さしぐ む 襟に 風 さむき 

夕の 窓に ものお も ふ。 

秋の 落日 

はな. |み 

ひとりた たずむ 花園に 

ああ、 もう 秋の 日 は 暮れる。 

日の 暮れ、 心に 影お とす 

白い ダ リアよ、 佗しい 夢よ • 

夢の 國 から 喫き 出た か、 

ほんと に靜 かな 花の 色、 


その 花 みれば いつしかに 

をと めと なりし 身 を 思 ふ。 

わたしの 顏に たは むれた 

5 る， み 

をさない 子供の 微笑 も 

今 はかくれ て、 うかぶ の は 

ややお となび た 羞恥の いろ • 

花 はきれ いに 咲く もの を 

日 は 暮れて ゆく、 花園 も、 

秋 はつれない 夕日 かげ、 

ど 5 してく らくなる の やら 0 

これ はわた しがして いい 事 か 

して わるい と は 重々 しれ ど 


心 ひとつ はま まならぬ、 

つつじ、 つつじ、 まっかな つつじ。 

こんな 事した わたし はだれ に 

何とい はう かいふまい か、 

心 ひとつ はま まならぬ、 

つつじ、 つつじ、 まっかな つつじ。 

つつじ はまつ かに 咲く ことが 

おも ひの ままに 出来た けど、 ， 

さう して 人に 見せる けど、 

わたし は、 人に 見せる に は、」 


ああ、 つつじの やうに 人の まへ 

ばつと まっかに 咲かう に は 

まだ 十分のと きが 來ぬ、 

その 時節まで 待ち ませう。 

ほ 草紙 


追 羽 子の 歌 

ももいろの 五つの 羽根の 

きりきりと 1;s に ま はりて、 

妹よ 今日は ひと 日 を 大江戶 の 

昔 をと めの 振りの 袖。 


むらさきの 五つの 羽根の 

きりきりと 空に ま はりて、 ： 

妹よ 正月 なれば 靴なら で 

昔 をと めの 紅 はな 緒" 


くれな ゐの 五つの 羽根の 

きりきりと {さ に ま はりて、 

妹よ 夕と ならばう ちつ どひ 

昔 をと めの 歌が るた。 


三 111 


たんぼ ぼの 花 


あの 野へ 行って 

たん ほ S 

^公英の 花 を 

見つけた いと 思 ひます わ、 ， 

永 も 解けて さらさらと 

ほと リ 

琉れ てる 水の 畔に。 

このごろの やうな 

溫 かい 春の 日 ざしに 照らされたら、 . 

とても 咲かずに は をら れ ますまい 

あの 明るい 可愛らしい 

たんぼ ぼの 花。 


ほと！ 5 

水の 畔で 


ああ わたし は 見つけました わ、 黃 ろい 花 


黃ろ いきもの の 踊り子の やうな 

たんぼ ぼの 花、 


しあ はせ 


春の 光 を 幸福 さう に 浴び て をり ます わ" 


春の 歌 

その | 

里 は みどりの 

草な のに 

山 はまし ろな 

雪の 波。 


わたしの 心の 

春風で 

あの 白雪 を 

とかしたい" 


その 二 

郾邊 はまつ かな 

花な のに 

この 世 はさみし 

荒れ 野原。 

わたしの 心の 

春風で 

きれいな 花 を 

咲かせたい。 


ら れた髮 

翳髮 した 少女に 與へ て 


銀の 鋏が 

斷 つた 髮- 


わたしの 髮ょ 

さや 5 なら" 

い つも ふさふさ 

垂れて ゐた 

かはいい 髮ょ、 . 

黑髮 よ。 

どんなにお まへ は 

たのしげに 

わたしの 顏を 

かざったら う。 

垂れた 手 さきの 

つ まさきまで も 

とどいた 髮ょ 

黑髮 よ。 


0 


五 


けれど あんまり 

ながすぎて、 

お まへ はわた し を 

ぢら すので、 

わたしの 白い 

首す ぢに 

垂れた あまり は 

斷 りました。 


銀の 鋏の 

斷 つた 髮、 

わたしの 髮ょ 

さやうなら 0 


藤色の ス ェ ー タァ 

若き 未亡人の 耿へ る 

櫻の 花の 咲きみ ちた 

寂しい 春の えんさきで 

わたし は 今日 も 藤色の 

ス ェ ，タァ を 編み ませう。 

そよ との 風に 花吹雪 

散りみ だれた る 春の 庭、 ， 

道 子 は 坊やと 一緒に 

花 を ひろって お遊びな 


ひな 


^'ま 鄙 こ て くらせ ども 

二人 を 生んだ は 花の 都、 ， 

お父さん もお そくさいで 


お 庭の 櫻で お 酒 をめ した。 

お まへ たちが 都に ある 

女^校と 中學 校へ 

ゆく 時が 來ま したなら 

いまに 見 ませう 都の 摆" 

まあ それまでの いくとせ は 

か 5 して 暮 して ゆく ばかり、 

つまらぬ 事 を 思 はずに 

ス ェ ，タァ を： i みませう。 


少女の 


5 


，レ 


へ る 


今の この 身 は 花なら ば 

さくらの 花 か 薔薇の 花、 

いやいや、 わたし は 牡丹の 花、 

傑 革 紙 


帶の模 樣も緋 の 牡丹、 


も rc ち 


それ を 双^の 上に しめ 

お AT ぎぬ 

魟ょ、 霞よ、 面紗の 

色 はこの みの 薄 桃色。 


1 


みな 眩しげ に 見る けれど 

われの 眩しき 人 はなし、 

どんなに それが 寂しい か、 ， 

うはべば かり を 見る 人に 

どうして わからう この 惱み、 

貧しい むすめに なったなら 

いっそ ほんとの 人に 逢へ ようと 

眞實 おも ふこの 心" 


三 七 


春の 女. 秋の 女 


新しい 望み 

美しい^、 美しい 春， 

あらゆる 不幸と 禍 ひとは 

み な 雲片れ の やうに 吹き 拂 はれて 

靑々 と、 底 深く 澄み切った Ml 

はつ 春の 空、 

仰げば いかに 心 を どる、 

胸の 底から は 湧き出 づる 

この 世に 生きる ものの 新しい 望み。 

美しい^、 美しい 春、 

この 年 こそ は榮ぇ ある 年と 


限りなき 望みいだ きて 

勇ましく わたし は 生きて 行か 5、 

春の 立ち かへ る每に 

ああ、 此の世 は 何と 云 ふ 美し さ。 

早 春 

何 をし に、 何 を 話しに 出て 來 たか？ 

ただ 默 つて、 顏 合せて 微笑む ばかり、 

何も かくべつ 話したい と ：K ふ こ ともな い 

いやいや、 言葉でなくて 

心と 心が 話して ゐる、 

口に 出る 言葉 は みんな 無意味 だ、 

默 つて ふたり は 眺めて ゐる 

秩 父の 山に  力 力つ て ゐる雪 る 

その 山 こえて 吹く 風に 吹かれ 吹かれて • 


若草の つま もこ もる とうた へ りし 

その 武藏 野の 春 あさく、 

若草 もい まだ 芽ぐまず、 

ただ、 ふたつの 影が 寂しげ に 

6:1! な 土の 上に 搖れ てゐ る。 

我が 世の 春 

ものみな 芽ぐみ、 湧き かへ る 

今 は 春、 身 も 人の 世 も。 

わが 世の 春 はめで たしと 

きの ふまで は 思って ゐ たもの を、 

どうして こんなに 寂しい か。 

水の ほとりに 來て みれば 

柳の 若芽、 すくす くと 伸びて 靑 みて 

その 影う つす I？ 井の 池 水 は 


b たし こさ さやく、 その 寂し さ 力 

春の はじめの 春の 夢， 

望み は 夢に こもれり と。 

ものみな 芽ぐみ、 湧き かへ る 

今 は 春、 身 も 人の 世 も。 

さくら 草 

さくら 草 さく その 野邊を 

浮^が 原の 名 もな つかし や。 

をと めの 胸の 夢の かずかず 

^こ 落ちて 花と 咲いた かさくら 草、 

草 かげに むらがって 

ほのかに 紅く つつまし く 

か ぼ そい 莖に ふし 目して。 

HI 九 


濃い 紫と 紅と 水色の 

さしす てた 三つの バラ ソルが 

影 をつ くった その あたり、 

油の やうな 春の 日が、 

ゆるく 流れて あたたかい • 

さくら 草 さく その 野邊を 

AT きま 

浮 間が 原の 名 もな つかし や。 

樓 つ： 

そとで  かどぐち 

たまの 外出に、 いそいそと 門口 出れば 

風呂敷 包み を かかへ た 右手の 袖 を 

はるぎ 

くぐる そよ風、 春 清 も. P く 

そこと はなしに 物 匂 はし い 四月 朝。 


四 〇 

来る日 来る日の 雜 用に 忘れて ゐ たが、 

かど 

屋敷町から 出 は づれる 角の 塀 越しに、 

や. S ぎ 

枝 さしのば した 櫻の 老木に は 

ああ、 もう 花 も 咲いて ゐる。 

花の ころに はき まって 心惱 ましかった の も 

今 は 昔の、 その 折りの しみじみ なつかしく- 

IT とで 

たまの 外出に、 用達しの 用 も わすれて 

しばし 見 とれた ひと もと 標。 

秋晴れの 日 

秋晴れの 靜 かな 眞晝 

わたし はや はり 熱が ある。 

この 四 五日ず つと 下らぬ この 熱で 

病が すすんで 行く のか しら、 

^の 着物 を鏠 ひながら、 


幾度 も腋に 入れて 見る 

驗？ J 器の 目 は 下つ て 見えず、 

こんなで わたしが 病氣 になり、 ， 

つ ひに 死んだら その あとで 

おっと 

娘 や 良人 はどうなる だら う 

不幸になる の は 知れて ゐる、 

それ を 思へば この 命 も 

自分ば かりの もので はない、 

いつまでも 生きて 行かねば ならない と 

或 ひ はお も ひ、 また 或る は 

自分の やうな おろかな もの を 

おっと 

妻に 持つ の は 良人の 不幸 

母に 持つ の は 子の 不幸 

いっそ 死んだ がまし ではない か、 

思 ひまど へ ば 秋の 日の 

靜 かな 光り 胸に 沁む。 

俤箪 K 


秋の 夜の 寢 ざめ 

秋の 夜中に ふと 眼が さめて 寢られ ない、 . 

長い ひと 夜 を しみじみと おも ふ は 昔、 

はつ 春の 日の つみ 草の こと、 

S き玄 

さくら 草 さく 浮 間が 原の 春の 風。 

そよ そよ と 風が わたれば 

ふっと 話 を やめて 目 を はなつ、」 

目に 近く 水 は ひた ひた 

ゆるやかな 春の ひと 日 を 

語る も あかぬ 夢の かずかず。 

いま は覺 えても ゐ ない 夢の かずかず、 

あの をり の ふたりの 友 も、 いま は 人妻、 

西 ひがし また 逢 ふこと もい つかわ からぬ 

四 一 


こんな 夜 は 思 ひ 出されて なつかし や。 

またして も 屋根 の 上 をす ぎ る 風 

ばらばらと 木の葉の 落ちる 音が する * 

眞實 わたし は 祈ります、 

むかしの 友達が みんな たっしゃで 

しあ はせ であります や 5 にと。 

羽衣なくて 


この 世 は 異國、 ふと 下り 來て 

ころも 

水浴み しひ まに 衣 とられて、 . 

しばらく この 世に 宿りす る 

その 天人と 身 をば さだめつ、」 

V も 

身 も 面 もしろ じろ と 

塵の 世の 塵に は 染まぬ 

天つ をと めの 誇り を祕 めて、」 


入の 世の われ や 人妻。 


かくされ L その 羽 ごろ も を 

求め 求めて 探し出されず、 

あま 

いつの 日 か 天つ ふるさと、 

その 靑空に 飛び立つ まで は 

人の 世の 人のお きての 

つらく とも 堪へ てあらむ と * 

ふるさと もしば し 思 はず 

かし づきの われ や 人妻。 


古風な 調子 


、 

ん 


唄 


I 

むすめ 盛り は 

丘邊 のさ くら 

咲く ともお も へ ば 

散って ゆく。 


散った さくらに 

心 はない が 

むすめごころ は 

なんとせ う。 

0  ず 


II 

蝶よ 花よ の 

年 をば つみて 

いっか 頭に 

つもる 雪。 

野邊の 雪なら 

春こ^ とナ る、 

わしが 身から は 

消え やせぬ。 


三 

風が もの 言 や 

こと 

言づ てし よもの. 

山の むかう の 

あの 入に _* 


F1 


なん とまう して 

言づ てし よか、 

山の こちらで 

泣いて ると。 

ぬしの 來ぬ夜 は 

月夜の 千鳥、 

ないて ゆけ ゆけ 

この 慰 ひ。 


月夜ち どり は 

いつまで なく か • 

わしが 泣^に 

寢入 るまで。 


ra: 四 

月夜の 野 ばら 

「空に は 月が かすんで ゐる 

野に は 野 ばらの 花が うるむ」 

「白い ほほ かぶりして 

娘よ、 娘よ、 村の 小娘、 どこへ 行く」 

「どこへ も 行かぬ ここへ 来た 

このい い 匂 ひの 花 かげへ 」 


「眼に は淚を 一 杯た めて 

娘よ、 娘よ、 村の 小娘、 何 を 泣く」 

「何にも 泣かぬ、 涙で はない 

4- とめ 3 ころ 

少女 心の ただ 夜つ ゆ」 

「あれ 見よ 月 は 冴えて 來た 

野 ばらの 花 は 白雪の やう 一 


. 手拭 とれば 顏 は白& 

娘よ、 娘よ、 村の 小娘、 名 は 何と 云 ふ」 

「名 は 恥 かしい 云 ひたくない 

お 虎と いふ 名で ある もの を、 

花に 隱れ て、 月 あるう ち は 

わたしの 顔 をもう 見せ ませぬ J 


花の 咲く 日 は 

っひぞ ない、 

夜ごと ひとりで 

泣く ばかり。 

秋の 小唄 


野邊の 小唄 

よその 娘さん は 

さくら か 梅 か、 ， 

花 を 咲かせて 

またが 力 T 

わたし や 木 かげの 

名な しぐさ、 

なさけない 身よ 

そのまま 萎れ 


しぐれ、 はら はら 

紅葉 を そめて、 

秋の 夜な が は 

夢ば かり。 

夢の ゆく ゑ を 

見果てぬ うちに、 - 

霧の なかから 

夜が 明ける。 


夜明け、 ほのぼの、 . 

紅葉の 露 は、 

昨夜の しぐれ か 

朝霧 か。 

こころ 妻 

おも ひお も はれ 

心ぢゃ 添へ ど、 

添へ ぬ 身ぢゃ もの 

死ぬ がまし。 

これが この 世の 

なら ひとて 

かた 

おも はぬ に 

寄る 波の、 


波の よる 晝 

うき； I 

浮夔の 床に 

落ちる 淚が 

無理 かいな。 

うき 世の 波 

板子 一 枚、 下 は 地獄と は 

そり ゃ舟乘 りよ、 

わたり くらべ て 世の中 見れば 

あ は なると 

阿波の 鳴門に 波 もな し 

と は、 またよ く 云 5 た。 

世間 は 荒海、 荒灘 よ、 

入の 心の 波風に 

か へらぬ 舟 も あら 磯の 

人 さまざまの 


浮世の なげき。 

見る に 無情の 花 さへ も 

身 こ つまされて はら はらと 

さても かなしく 散る もの を- 

花よりも ろ い 人の 身 は 

H  も 便 力 り 力 力る * 

皂  露 

露 はやさし や 

朝日に とける、 

とけて ひとつに 

なった とみれば、 

露 はやさし や 

すぐ 消える。 

^簞紙 


露と 消え ましよ 

あしたが 來た ら、 

わし も そなた も 

ひとつに 溶けて ノ 

露と 消え ましよ 

朝露と。 

人の 心と 

人の 心と 

さくらの 花 は 

さく も 早.., 力 

ちる も 早 い。 

さくら、 さくらと 

もてはやされて 

三日 見ぬ まに 


七 


塵と なる 0 

ほんに この 世 は 

花 も 人 も 

三日 見ぬ まの 

仇 ざ くら。 

こ ひし、 こ ひしと 

おも ふ も 三日、 

三日す ぎれば 

また 他人。 


罪の ふ 


力 


まど 


罪の ふかい ほど 

命 はつよ い、 

岩の 松 ほど 


根 はかたい。 

罪の ふかい ほど 

、, に 、 i  、 、 

、t は ^力...；' 

松 はかたい ほど 

色 濃い い。 

罪の ふかい ほど 

さとり も 近い、 ， 

罪が 救 ひの 

みちと なる。 


罪の ふかい ほど 

救うて くれる 

彌陀の 御 慈悲 は、 

ありがた や。 


麻 

の 

葉 


みじか 夜の 窳の 葉ず れ の 音より も 

はかなき もの はわが 見た る 夢 


"や 

麻の 葉、 麻の 葉、 あの 爽 かな 葉 ずれの 音よ、 あの^し 

げな 葉の 感じよ" 私 は 麻の 葉が 好， き だ。 麻の 葉撙 樣の帶 

をし める 女の人た ち も、 そのす つきり した 感じが 好きた 

のに 違 ひない。 が、 私に はな ほ 特殊の 思 ひ 出が、 麻の 葉 

に はこ もって ゐ るの だ、 それ は 私の 故 鄕の海 邊を思 ひ 出 

させる、 故鄕の 海邊の わが 若き 日 を U 

新しい もの を 新しい もの を ど， ひたすらに 求め 喘いだ 

若い 時が 去る と、 心 はいつ しか 古い ものが なつかしくな 

る。 かう して 人 は 故 鄕を思 ひ 出し、 昔の 夢の あと を路ん 

で^たいと 思 ふ。 この 年の 二月 末、 私 は 久し 振リ で故鄕 

にか ヘリ、 第二の 故鄕 なる 出 雲の 地 を 踏んだ。 それ は 古 

ぃ國 である、 そして 遠い 上代の 思 ひ 出 を 胸に 哓び 起す。 

日本人の 心 は、 つ ひに は その 故鄕 にかへ る。 莴葉ゃ 「松 

の 葉」 が いつまでも S れられ な いのも、 芭蕉が 限りなく 

麻のお 


祟 まれる の も、 民謠が sg えず 思 ひ 出される の も、 その^ 

界 がわれ われの 心の 故鄕 だからで ある。 私 も今晳 く故鄉 

にかへ つて、 その 衷に强 く 打つ 日本人の 心、 日本人の 傅 

铳的 精神に 身 を ゆだねる。 西 詩の 澄 情に 醉 うたの も 長い 

ことで あつたが、 年と ともに、 さすが に^の 激しい 心 も、 

今や 閑寂 を 求め、 枯淡 を 愛する やうに なった。 私の 心 は 

なほ も靜か に 澄まん こと をね がって ゐる。 

この 「麻の 葉」 I 卷は、 如上 兩樣の 意味での 私の 歸鄕の 

土產 である。 新しい 詩人に よって， かやうな 復歸は どん 

なに 昝 めら れる だら う、 それ は 想像に あま リが ある。 然 

し、 ^は默 つて 自分の 道 を 行べば かリ だ。 私 はいつ も 孤 

獨の 詩人で ある、 非難と 默視 とが 私の 受けた 酬いで あつ 

た、 だが、 それ も 私に はふ さはし いこと に 思 ふ。 

われ は 水草 

たよ リ はない が 

a に ゆらいで 

のびのびと 

五 1 


五 二 


のびのびと —— ここまで 私の 心境 も 今 は 進んで 來た の 

だ。 そして かやうな 心の 動き を鮮 かに 見せた 點で、 私 は 

こ の I 卷が 好きで ある。 

おも ふに この 集 は、 私の 詩集の 中で、 全く 特別の 地位 

を 占める に 違 ひない。 私の 生涯に 二度と つくる 事の 出來 

ない ものの やうな 氣 さへ もす る。 私 は敢て 「古 調」 の 名 を 

もって この 詩 章 を 呼びたい と 思 ふ。 けれども、 これ を 新 

しい 「松の 葉」 と 呼ぶ の は 潜 越の 至りで あらう、 それ はた 

だ 「麻の 葉」 にすぎない、 私の 故鄕の 海邊の 畑に 鳴り さわ 

ぐ 「麻の 葉」 ずれの 寂しい 音に すぎない。 

終りに 添へ た 「出 雲 新唱」 は、 私の 久戀の 地、 思慕の 國 

なる 出 雲の 國に對 する 私の 限リ ない 愛着から 生れた。 か 

の 地の 俗謠の おもむきに 則った この 調子 を、 卑俗と 斥け 

る 人 も あらう、 いつも ヴァイオリンの やうな 張りつ めた 

色ば かり 出して ゐた私 も、 なほ 三鉉の おもむき を 解し 

ない もので はない、 これ を 徒ら な 戯れと 罵る 人に は、 私 

は卷 末の 1 首 を もって 答へ たい。 


沖の 御前に 

うつ 波 さへ も 

風いで しづかな 

とさ- *p ある 

大正 十 1 年の 初夏 


靑 桐の 家に て 
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憂き  pj- 

憂き 鷗 

うきうき 隨 

け ふ もまた 

水に かなしき 

あや 

文 見せて 

消 ゆる を 

か こ 

水夫 は 

雪と ながむ る。 

山淸水 


萩の 露 

芒の 露 も 

麻 の 


ながれて は 

おなじ 谷水 

山淸水 0 


とけあうた 

山の 淸水 も 

ながれて は 

村の 水車で 

われて ながる る。 

泉の ほとり 

まと * ましる 

泉の ほとり 

すて 石 に 

ならんで かけて 

はなす 話 も 

こぼす 笑 ひも 
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一. nJH,tv. ^らす 

おのれ も 知らず 

夢 を たどりて 

泉に 落ちた 

君が ハンケ チ。 

水汲み 

を とめ子よ 

袖 を ぬらすな 

水 を 汲み 

袖 を ぬらすな 

人 思 ひ。 

水に ぬれたら 

乾き もす るが 

戀に ぬれたら 


乾き やせぬ。 

愛  ^ 

眞淸 水の 

あさき 淸さを 

わが 戀に 

うつさ まほし と 

おも へ ども 

にごる もよ しな や 

わが 戀は 

君 をお も ひの 

ふかければ。 

落 葉 

滿 山の 


一とぶ 日 

ち ふ 

われ も 落 i 

簿 を 出る 

風に 吹かれて 

何となる 

身の, しらぬ 

さすら ひの 旅。 


ァん  S 


lc び ごま 

忍^ s> 

しのびし のびの 

しのび Is の 

わが S9 らも 

音 をば たてけ り 

ゆ こ っナて 
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枯 笹 


狭 山に は 

枯葉 さわ だつ 

今 曰 もまた 

二人 来べ しと 

ささやく 力 

その 枯^ 1 は。 


笹の葉 


笹の 葉の 

うす V  C を 

枯れた 心 を 

その 笹の 葉に 

消えて ゆく 


五 


雪と 見る 夜の 

心 もとな さ 

君 かわた しか。 

里 住み 

草な 卓な 

露 ふみて 

砂の ながれの 

砂 ふみて 

われ も そなた も 

すこやかになる 

里に し i£ めば。 


1 ほ ぎ 


前髮に 

てぬ ぐ ひ 

手拭 かざし 

水 汲む と 

白き かひな を 

うごかせば 

君 はう つくし 

この 朝 ぼらけ。 


こ ひしと も 

袖 を ひくな よ 

小む すめの 

袖 はもろ きに 

かよわき に 

袖 を ひくな よ 

こ ひしと も。 


水 草 

われ は 水草 

たより はない が 

風に ゆらいで 

のびのびと。 

月の出 

月の出に 

潮 はみ ちた よ 

夕け むり 

賤 がふせ 屋も 

ま V 

飯 を 焚く。 
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谷 川 

まろい 月 

ぼっかり 浮いて 

瀨の 石に 

欠^ 鳴ります 

さらさらと 0 

谷川 を 

ふたりで 行けば 

まろい 月 

どこまで 追うて 

くるの やら。 
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人に 知られず 

河原に さいて 

河原に しぼむ 

月見^。 

人に 知られず 

しぼんだ とても 

p 十 rr- るます 

月見草。 

, 夢 - 


夢を見ました 

故 鄕の夢 を 

よ ^  **ャ ベ 

夜見ケ 濱邊の 

靑 あらし 

君と ふたりで 

^雷と り。 


五八 


一 村 翁 

野の けしき 

見て はま どろむ 

すのこ 

簀 子の 上に 

今日 も 日ね もす 

1 村翁 

晚年は 

かく も あれ 

浩 歎の 

この 詩人に も。 


ふたりして 

かくれて 住めば 

やすらかに 


世 を あざむ もよ しゃ 

豆 を 煮て 

番 $5 すらん 

この 山家 

ふたり かくれて。 

深山 趣 

人に 知られず 

さいて はちれ ど 

sue も 

花のう ち。 


花のう ちなら 

ちらねば ならぬ 

春 カ行く 日 は 

人知れず。 
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名な し 草 

野邊に そだって 

野 邊には 朽ちる 

名な し 小 草 も 

花が さく。 

花 はさけ ども 

野宋 にす めば 

いつが 春 やら 

さかり やら。 


-.P げろ ュ は 

與作 をつ つんで 


五 
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日 もす 力ら 

畑に もえる。 

打て 打て 與作 

畑 を 打て 

國の ためより 

身の ためだ。 

1  初 雪 

初雪に 

今日 ま どうと きら 

力う とやら 

となりのお 嫁 

むかひの 娘 

女 はお しゃべり だね 

寒さ も 知らず 


この 初雪に。 

毛 - 

毛蟲 やく 

煙 ひとす ぢ 

靑々 と 

野中の 小 家。 

毛蟲 やく 

うつくしい ス 

白々 と 

その 指う ごく 0 

毛蟲 やく 

音 ヂ リ ギリと 

うつくし や 


その 宵い 煙。  こまやかに。 

朝戶 出  撗顏 

霜ば しら  硝子 ごし 

くづれ て  音 もな くして 

ふみ 

病める  書 を讀む 

胸痛む。  今宵 も 君 は 

さびしと も 

かよわき 少女  おぼしめ さず と。 

いぢら しゃ 

今朝 も  その 橫顏の 

朝 戸出。  この頃の 

あの やつれよ と 

茭 生に  ながめつつ 

歩く 林に  ふと さしぐ む を 

オゾン ただよへ  知り もせで。 


^の^ 


雪 の 音 

ものい はぬ 夜の 

雪の 音 

火鉢 を かこんで 

紅茶 をのんで 

顏を 見合 は せ 

何ともな しに 

笑った よ 

窓の 外に は 

雪の 音 

ふたり をお きて 

なほ もさら さら _* 


少 女 心 
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をぺ め I 

少女 子 は 

人を怨 まず 

た 力 J らず 

ことに ふれて は 

ただに 泣く のみ 

W と 力 -* 一 

少女 子 なれば。 


靜 澄 


よき 人 は 

泣かず 怨 まず 

かなしまず 

侮い ずお それず 

ただ 笑む よ 

世 をば ながめて • 


落葉せ よ 

枯葉して 

みにくく なりぬ 

？. 1 、一 

お 力、 も 

落葉せ よ 

落葉せ よ。 


道 


、い 


靑麥の 上 一 寸 

黃 寺の いら か 

近し 法燈の もと 

遠し 遠し 

わが 悟道の 日。 


ほ 


西 上人 を偎ぶ 

むかし 見し 

野中の 泉 

か はらねば  . 

その 面影 を 

またも うつせよ 

g き 人の ため。 

甲 5  念 


野 を こめて 

夜霧 はふ か. 

露 ふかく 

哲人 默 して 

寒燈の 


-し 


及ばぬ ところ 

ただ 風が 鳴る。 

夜 讀 

霰 白く 

木の葉 黑き 

夜の あらし 

なにげなく 

あけし 窓より 

さと 吹き込めば 

史^ 幾 頁 

めくり とばさる 

英雄の 一 一人 一 二人 

事 もな く 

風が 片付け て 

^ふる 夜。 


夜 の 

夜の 雨 

でら "はら * ま つ と 

小 家 越し 

生垣 を 越し 

野に 逃げて 

誰に 追 はれて 

夜の 雨" 

夜 明 

さびし さよ 

瓦斯 ほの しろき 

夜 明が た 

ひそひそ 通る 


ふたつの 影が 

誰と も 知れず 

さびし さよ 0 

ひとす ぢ 

君お も ふ 

道 は ひとす ぢ 

のがれむ と は 

おも へ ども 

行く も 力 へ る も 

道 は ひとす ぢ 

おも ふ 戀路に 

わき 道 もな し。 

祕 むる 戀 


麻 


切なき 戀は 

あら はさぬ こと 

あら はさぬ こと 

祕 むる ほど 

祕 むる ほど 

切なき 戀は 

切なれば。 


火中の 花 


戀 すれば 

われ も そなた も 

烧ぇ燃 ゆる 

3 な. A 

中の 花よ 

花の 葉よ。 


戀 すれば 


六 五 


花の そなた も 

葉の われ も 

おなじ 火ぢゃ もの 

灰ぢゃ もの。 

砂の 山 


大河の 末に 

なに なれば 

あまり 小さな 

砂の 山 

二つ 三つ 四つ 

それでも そこで 

君と わたしと 

遊んだ ね 

もうふた 昔。 


舟 中 

海に 寢て 

つれな き 波の 

音き けば 

世 も 憂し や 

人 も 憂し や 

いかによ からめ 

このままに 

消 ゆる 身なら ば。 

ささ か 


ささ かにの 

雨に かくる る 

家 もな み 


網の 眞 中に 

ゆられ ゆらる る • 

ささ かにの 

網に かかりて 

， * 

て ふなら v< 

われ もぬ れつつ 

ゆられ ゆらる る。 

家鴨 飼 ひ 

家鴨 づれ 

鳴き 立つ 暮は 

うら さびし 

5 らの ながれ 川 

水 も激れ けり 

草 も 枯れけ り 
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5 ら ぶれて 

世 を 佗び 住めば 

うら さびし 

家鴨 を 飼 ふ も。 

櫻の 家 

櫻 葉の 

木の葉し ぐれの 

音き きて 

秋 はさみし や 

櫻の 家 も。 

世 を 佗びて 

ひとりし 住めば 

こ ほろ ぎば かり 

これが 友 かや 
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憂き 入の。 

八月の 

この 炎天に 

谷川で 

ころ あ 

衣 を 洗 ひ 

さて 身 を 洗 ふ 

山の ひとり 居 

妻 もな く 

子 もな L 

何とい ふ凉 しさ。 


めづら 13 や 
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朝の さへ づり 

出て みれば 

ゆらぐ 枝に 

はや 影 もな し 

どこかむ かう で 

朝の さへ づり。 

鳩 をよ ぶ 

鳩 を 飼 ふ 

家の むすめが 

今日 も 日 くれて 

鳴 をよ ぶ。 


誰 をよ ぶかと 

みか へれ ど 

みかへ り もせず 


た. >>1始 をよ. -.s 


なよ る 鳩 

鳩 を 飼 ふ 

むすめに よばれ 

なより くる 

よばれず 

路ば たに 

立てる わが 身と 

いづれ よろしき。 

ゆあみ 


ゆあみす る 

白き はだ へ を 

麻 の 


續の ごとく 

ながめて あれば 

心 もとな し 

まのあたり 

鳥と もな りて 

飛び も 立つ やと 

わ C  *♦ め 

この 童女が。 


た を やめ 


た を やめ は 

戀 もせず して 

老いる て ふ 

海の なかなる 

國を慕 ふと 

かたる も かなし 

君 はた を やめ。 
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いい 着物 

着られる 

ほくろです よと 

う、 し *ナ こ 

君が 撫でた る 

ほつ そりと した 

その ほくろ 

ふっと 心に 

うかびて は 

むかし こ ひしゃ 

なつかし や。 


垣つ づき 


君が 家 は 

おと は 

音 羽の 町の 

そのお くの 

ほかけ 

灯影 まれなる 

垣つ づき 

白き 梅 さく 

垣つ づき。 


花の 野 


汽車 をのり すて 

二 里 三 里 

行けば 行く ほど 

花の 野邊。 


この 世の 旅 は 

つらく とも 

春 はたの しゃ 

ひとり 旅 0 

瓜 小屋 

^小屋の 

瓜の 葉 ずれに 

夜す がら を 

かたしく 袖の 

露に L つと り。 

まどろむ まなく 

ほのぼの 明くる 

夏の 短夜 

麻の H 


はかなし や 

靑 蚊帳の 夢。 

錦の 浦 

ふるさとの 

錦の 浦 を 

とぶ ほ 

とぶ 反 子 舟 

いつもお 山の 

風に 吹かれて 

5 ら やまし や 0 

板 廂 

ふるさとの 

鳥の 巢 くひし 
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板廂 

いま も かかる や 

重たげ に 

ゆれて ありし が。 

松 露 

し ，5ろ 

松露 かはい や 

松葉の しづく 

いやよ そなたの 

淚の しづく 

砂の 中から 

ころころと 0 

松露 かはい や 

松槳の しづく 

昔 こ ひしと 


磯松 かげ を 

行けば 行く ほど 

ころころと。 

麻の 葉 

麻の 葉 

麻の 葉 

ぁゐ 5 ろ 

その 藍色の 

君が 白地の 

ち 5-ゥ がた 

中形の 

きもの の模樣 

なに を傯 ばす 

ふるさとの 

海 邊の村 を • 


七 


六月の 夢 


みじか 夜の 

麻の 葉 ずれの 

さわ さわと 

なる 音よりも 

は 力なき は 

君 を はなれて 

わが 見た る 夢 

六月の 夢。 


松 li 


ましろ こて 

色 つやつやし 

夜 見 ケ濱の 

S の 


松露の ごとき 

妹 力 &カ. 


漁 火 

網 小屋に 

あまた 

かなしき^ 火 を 

ふたり かぞ へし 

秋 を わすれず。 

海の 秋 


舟の かげ 

並びて 

海の 香 を かぎて 

手と りて 泣きて 


七 三 


わかれた る 

秋の IT は ゆ。 

海 の ： 

わかれ 際 

海の ひびきに 

こめたり し 

かたみの 言葉 

いま も 鳴る 

海の ひびきに。 

夕 濱 


とつぷり こ 

日が 暮れた 

潮 もみち たよ 


とつぷり こ 

海に も 目 こも 0 

ちろ ちろ と 

波 もな げく か 

千鳥 もな く か 

ちろ ちろ と 

濱 にも 身に も。 


人 色 


白波の 

末に ぼつち り 

人魚が ういた 

黑髮の 

肌し ろじろ と 

人の 女 か 


，つばり 人魚 

波の なぞへ に 

うれし やな 

銀の 鱗が 

月に きらめく 0 

そのころ 


穗芒も 

白き 流れ も 

椎の丘 も 

なつかし かりし 

その ころ を 

思 ひいでて は 

ほろ となく 

われ も そなた も。 


夜と なれば 

»  まち 

あかるき 街に 

ら *JS らと 

迷 ひ 入る 身 は 

娥には あらぬ か。 
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とぶ 燕 

とび 力 *ik" 

ツイと 來て 

さっとよ こぎる 

靑 樹立 

若葉 若葉 も 


燕が へしに。 

現 身 

歐 ずれ ば 

夢の 世 

と は 田 S へ ども 

心が ままならぬ 

せんすべ もな や 

生きの 身 なれば。 

水 草 


根な L 水草 

われから 浮いて 

寄る ベ なぎさに 

添 ひもせ ず。 


夢 遊 


秋の 夜 を 

ねられぬ ままの 

憂き 思 ひ 

おも ひし 人 は 

おも はねば。 

あかり 吹き消し 

すり がらす 

磨 硝子より 

ぬけ いづる 

外 は 月の 夜 

蟲も なくなく 0 


雪 あられ 


雪 あられ 

ふりて また やむ 

瓦屋根 の^に 

白く とどまる 

雪 あられ 

なに をお も ふや 0 


諦 

雨風 を 

怨みし こと も 

昔な り。 


月 

李 白の 月 

西 行の 月 

月 は 心の 

鏡 かや 

おも ふ 、し を 

うつしだす „ 


をり ふしに 

泣ぎ つる こと も 

昔な り。 

ありがた や 

ここに 世相 を 

觀じ そめて は、 ， 

蜃の徒 も 

身の ままに 


七 

七 


聖 とそなる ( 


身 


命 


^後 は 寂寞 

生 fRJ に 酒 

李 白の 嘆。 

世 は III- る 

泪羅は 深し 

屈 原の 怨。 

菊 を 東籬の 

下に 採る 

淵 明が 樂。 


知らず 


わが 心 

いづれ にか ある" 

遁 世 

如 かざりき 

如 かざりき 

戀も をと め も 

名 富 も 


野に 庵して 

ただ ひとり 

行 ひすまして 

世 を 終へ むに は • 


枯 草 

枯 草の 

山に この 身 を 

なげ 出せば 

われ も蟲 かや 

なげかる る 

さても ひと 夏 

つたなく も 

もに 生きし と。 


初 心 


ああ この 夜 

f? たりの 胸 は 

戶 もささず 


され どかたみ に 

入らん ともせず。 

自 戒 

そのな みだ 

あ u  a やく 

签ぞ 無^ ぞ 

泣くな かれ 

人 も わら ふぞ 

身も瘦 すぞ。 

首 筋 


うつく 1J や 

黑髮に 

ほんのり あ をい 

君が 首筋 


侮 ゆる を 知らず 

ひたすらに 

小さき 誇り を 

つ みあぐ る 

をみ ななれ ども。 

妖 

瞳 こ i 

人 を あざむく 

うるみ あり 

唇に は 

人 をお ぼらす 

火 あり 

これ 力 女 力 

君なる か。 


曰 暮 

^の ほとり 

日の 暮に 

とほれば 

そこに もこ こに も 

なく 蛙 

なくなく 蛙 

なくき X- ば 

むかしの 戀が 

しのばれる。 

P. も 

眞晝 ふと 

屋根から 落ちた 


やもり ！ 匹 

S の B の 

かるい 夢路 を 

おどろかす 

夢から 落ちた 

やもり 一 匹 

チョロ チョロと 

井ぜ きをめ ぐる。 


薄 暮 


瓦斯 燈が 

ひとつ ポッツ リ 

人待ち顔に 

ともつ てゐる 

小路のお くに 

人 も 来ないで 

0 の 


とつぷり 暮れて 

やもりが 一 匹 

ノ ソノソ 出て 來て 

硝子の 上に 

ぴったり 吸 ひつく 

その 吸盤 は 

丰形か 花 か。 


自 


棄 


かなしうて ならぬ 

いっそ このまま • 

雪の 屮に 

w つ ほに. a 

眞 裸で 寢て 

死にたい と 

おもうた 

や， けッ くそ。 


なぐさめられて 

J で 

はじめて 出る 

淚はづ かし 

い L 子い い 子と 

あやされて 

急に 泣き出す 

子供の やうで。 


告 钦 


ベア トリ チェと 

おも ひし 女 

何事 ぞ 

ニニが HI に 


詳し からん と は 

さても 世の中。 


十六の 歲 

ひ， らがほ 

平 顔の 

その ふくれた る 

頰べ たも 

なつかし かりし 

十六の 歳。 

夏 帽 


秋なる や 

ふところ を 吹， 

秋の 風 

君 も瘦 せたり 


われ も瘦 せたり 

かへ りみ て 

わらへば 

夏 W に 

さっと 秋風。 


底 の 心 


、、つもうよ ベ は 

笑って をれば 

底の 心 は 

人知らず。 


夜な かに こっそり 

泣く 身と は 

ゆめの ゆめにも 

人知らず。 


よしや 夢見に 

それと は 見ても 

ばかな 夢よ と 

わらって すてて 

底の 心 は 

人知らず 0 

夕 暮 

夕風 そよ そよ 

軒 力ら 

蝙蝠が 飛び だす 

子供が さわぐ 

K ゃぢ 

親爺 は 留守 か。 


油 問屋の 


帳場の 中に 

若い 息子が 

ふみをよ む 

女郎の ふみを 

まあ、 あの 長さ • 

追 分 

若い 馬子が 

醉 5 て 馬 ひいて 

松 並木。 

s: は 追分 

東 は關所 …… 

T つ こ？ つ こ 

馬に 曳 かれて 


松 並木。 

せめて 關 所の 

茶屋まで も …… 

泥 龜 

どんが め 

泥龜が 

なに を のそのそ 

容態ぶ つて 

ほと 

小 田の 畔りを 

やつ こらさ e 

どんが め 

泥龜が 

泥に もぐって 

またもぐ り 出て 

甲羅 を 干す や 


石の 上。 

泥 <i が 

いくら 勿體 ぶっても 

^趣 は 

いつまでた つても 

泥 龜ぞ。 

妻 

しづかな 愛の めでた さよ、 

人目に つかぬ いつくしみ、 

聲を 高めて ふれあり く 

賢 物なら ぬた ふと さ を 

年 へ て 人 はさと るらん。 


どんな 人で ももつ ベ き は 

Boa 


まごころ ふかくつつ ましく 

やさしい 一 人の 妻で ある、 

その ある 日に は それとも 知らず 

なくて ぞ戀 しき 妻で ある。 


あや やた ぎ 

靑^、 枝 もた わ わに 

かつうた ひ、 かつな くきけば、 

うら ぶれの、 さすら ひの 

わが 身 ゆ ゑ、 あはれ 悲し や • 

か はばたの 風 はよ けれど 

あ さぎり の 思 ひまど ひて、 

たえまな き 一 曰の 

塵埃に むせて は、 影う する る * 


八 五 


車 ひく 人の いこ ひて 

e: 草す ふ、 煙に むせて 

寒空に ひとり 立つ。 

ね 

もの の 音の よど もみぎ り を、 

V だれ やなぎ 

川端 柳、 枝垂柳 

きしかたの 思 ひ 出 を 泣く。 


づ 


こ 


ひ 


松 かげの 透きて 礎 山、 

小さなる 網 小屋 も 

ありし 曰 を さながら 

月 かげに 夢とう かべ ど、 

呼ぶ は 松風、 ささやく は 波、 

ふたす ぢの影 もした しく 

ともに さまよ ふ 人 は あらず 0 


年 をへ てまた ここに 來て、 

磯草の 露 を ふみつつ 

さまよ へ ど 影 は ひとす ぢ、 

ふるさと も 今 は 他國、 

ありし日 を 思 ひしぬ びつ 

磯づた ひゆき ゆけば、 

波の音に 涙と どめず。 

昔の 戀 


，i、 

ひびか ふ 角の 

ね  I 

ほそ |官 も あはれ、 

がよ 

昔 通 ひし 

ほそ 道 こえて、 

け ふ もまた 


あはれ ひびか ふ 

そのな げき。 

角の 響 は 

つたへ ね ど、 

つたへ は せ ざれ 

わが 戀は、 

いつの 日 とても 

消え はせ ず、 

ひとり つぐみて 

また 鳴り どよ む。 


愁 思 

お 4、5 み 

はてしな， AVKii の 

限り こそ， はかられね、 

わが 胸の 惱み ごこち も 


見る 眼に は 限り ありと も- 


い  とせめ て L きり 5 つ とも 

時刻む 時計なら ねば、 

思 ひいでて はたまた まに 

かなしみの 淚 こぼる る。 


ゅふづ つの かゆき かく ゆき、 

冬空に 寂しき 花 は 

しげしげと われ をな がむ る、 

いとしと 友 を あに れ むが j と _= 


見れば 小さき わが 思 ひ、 

あはれ はかなき わが 愁ひ、 

され どな ほ、 はてしなき、 

大^の その 靑の ごと。 


八 
七 


故 鄕の唄 


わしが 故鄕は 

^ばた よ 

朝と 夕に 

さしひきの 

潮が 嗚るぞ え 

さらさらと C 


わしが 故！： は 

海ば たよ 

麻の 畑に 

風 吹けば 

葉 うら 葉 うら を 

日が てらす。 


ん 


わしが 故鄕は 

海ば たよ 

夏の 宵々 

瓜番が 

西瓜 畑に 

火 をと もす. * 

わしが 故鄉は 

海ば たよ 

白い 砂地 を 

松の かげ 

BC 夜 ちどりが 

波に なく。 


わしが 故鄉は 

海ば たよ 

花の 都 を 


ミ 百 里 . 

汽車 はかよ へど 

いつ 歸る。 

- 故 鄕の唄 

知らぬ 他國に 月日 を かさね 

いま は他國 がぁぢ きない 

苦勞 ばかりに やつれた 身に は 

花の 都 も 荒野なる。 

戀 しなつ かしわが ふるさと は 

海の ほとりの 田舍町 

その 町な みの 柳で さへ も 

昔ながら のな つかし さ。 

これが^ 世 か 世の なりゆき か 

の^ 


ひ- ?;10 

さても 變るは 人心 

むか 乙な じみ 

昔 馴染の 友 だち さへ も 

顏を そむけて もの 言 はず。 

これが 故！： か 生れた 町 か 

わしが しるべ は 墓ば かり 

知らぬ 他國 となげ いた 身に は 

生れ 故鄉 も他國 なる。 


出 雲新唱 


め ラと まつ 

關の 五本松 I 本き り や 四 本 あと は きられぬ 夫婦 松 

お やま 

關 はよ いとこ 朝日 を 受けて 大山お ろしが そよ そよ と 

風が よせる か 女郎 衆が よぶ か關の 港に かかる 船 

關と 御崎に 燈臺 あれ ど 戀のゃ み路は 照らし や せぬ 

こする 

嫁 ケ^ 极に 夕日が させば 松の 小枝 を 舟が 行く 

出 雲古謠 


の 五本松 


出 雲よ いとこ 

こ ひの 國 

像 をむ すぶ の 

神の 國 

關の松 さへ 


め5と まつ 

夫婦 松。 


安來 ぶし 

出 雲よ いとこ 

うたの 國 

のんで うたうて 

日 をく らす 

たれが 飽き ましよ 

やすぎ . , ► 

安来ぶ し。 

嫁ケ島 

松 江よ いとこ 

そ でし  うら 

袖師ケ 浦に 

力く すぎ も 

嫁ケ 島。 


出 雲 富 士 

け ふ は 松 江で 

大撟 なれば 

はれて うれしい 

出 雲 富士" 

白魚と hN 

松 江大橋 

四つ 手の 網に 

白 角 、としゃ 

すく はれる。 


V  ，お 

白魚い としゃ 

四つ 手の 網に 


わたし や あなたに 

すく はれる。 

千 鳥 

岸に 蘆の 葉 

皮 こ +<千 鳥 

嫁ケ 島根に 

月が さす。 

松 江 


たれ を 松 江と 

とふ 人 あらば 

わたし や!： 屋 だと 

王つ くり。 


失 道 湖 

しんじゅ 

心中し ましよ か 

あなたと ならば 

5み 

湖 は 名 さへ も 

宍道 うみ。 

闘 まゐ. CS 

關 にまゐ ろか 

9 づき 

许 築に 行 こか 

ひとりものなら 

關に 行け。 

白 帆 


關へ關 へと 

白帆 ははし る 

關は 女郎 衆と 

惠比須 樣。 

關の夜 明 

關 はよ いとこ 

夜 あけが 来ても 

ぬし を か へらす 

鷄 はない。 

戀 の 港 

關 はよ いとこ 

惠比 須樣ゐ ます 

鶴 がきら ひも 


戀の ため e 

鷄 なき 里 

鶴 はない とや . 

關 のこの 里に 

とりよ をり ます 

かけとりが。 

關で あそんで 

關で あそんで 

しんしょ 

身上 をし もて 

今 は あひる を 

關で飼 ふ。 


麻のお 


沖の 御前 

み き 

沖の 御前に 

うつ 波 さへ も 

風いで しづかな 

とき も ある 0 


十し 


心 

地 


わき いづる 春の 潮の ごとくなる 

胸い ビ きつつ 物 を こそ 思へ 


S 傷の 春 J 


序 

ゆめごこち 

「お 心地」 と は、 英語の reverie 或は もっと あや をつ け 

て、 brown  study とい ふ 位の 意味で ある。 この 題名に よ 

つても、 それが 私のより 早い 時期に 屬 して ゐて、 およそ 

今の 心 持と は、 かけはなれた ものである 事が 察せられる 

であらう。 ^の 最近の 心境と 傾向と は、 昨秋 刊行した 「澄 

める 靑空」 の 一 卷に盡 きて ゐる。 あの 詩集 を 讀んだ 人の 

中には、 これ は あまりに 寂しす ぎる、 あまりに 肅 殺の 氣 

に滿 ちて ゐ ると 云って、 率直に、 その 理解し にくい 事を訴 

へ た 人が あった。 それ は 確かに 正直な 吿 白に 違 ひない。 仝 

く、 そこに は 一 點の 感傷 味 もな く、 甘美な 趺謠の おもむき 

は. 袷ん ど兑 出されな いからで ある。 それ は 謂 はば、 北極 

光の 寂寞に 照らされて ゐる。 そして、 それが 今の 私の 心 の 

姿で ある. - また、 私の 敢て めざす ところの 境地で も ある。 

今、 私 は その 內 生活に 於ても、 外 生活に 於ても、 生涯 


の 1 番 困難な 時期に 際會 して ゐる。 私の めざす 境地 は あ 

まリに 高い、 私の 道 は あまりにけ はしい、 それに、 私の 

つるぎ 

力 は あまりに 弱い、 しかも —— 常に 劍に 觸れて 泣く ベ し、 

をの のくべし。 かやう に 私は敢 て、 この 弱い 自分に 命ず 

るの だ。 眞實 は劍の やうに 銳く、 匕首の やうに 剌す。 し 

かし、 一 意、 眞實の 生 を 求めて すすまう とする。 

かやうな 時に、 早い 時代の、 この 夢と あこがれとの ス 

ヰ イト • ソング を：^ ると き、 私の 心 は、 羞恥に 杠 らまずに 

は ゐられ ない。 が、 また、 その 底に は、 不思議に も、 人 

知れず 慰められ もし、 微笑ませられ もす るので ある。 詩 

は^の 病で ある、 I かう 自分に 私 は 囁く。 

この reveries の 中には、 もとより 最近の 作 は 殆どない。 

槪ね、 「慰めの 國」 以前の 時代に 屬 して ゐ るので ある。 そ 

して、 本來 「慰めの 國」 の 中に 加へ て、 若く は、 その 稍 以前 

に 公表 さるべき もので あつたが、 一 册 とする に 足りな か 

つたた め、 延び延びになって 今日に 及ん， だもので ある。 

大正 十二 年 五月 二日 

九 七 


小鳥の 


う 


， 一 


わ 力. W 

II 古 欲の 替欽 1 

燕が くると 夏になる 

たと ひ 一 羽の 燕で も、 

そなた を 見ない と 心が 痛む 

たと ひま こと は ある とても。 

ああ、 ふたりが わかれて 行く こと は 

なぜに かう まで 堪 へられぬ、 

また 逢 ふ のぞみがないならば、 

さやうなら、 さや 5 なら。 


あす はおた ちか、 うき 世の つら さ 


心に そまぬ この わかれ、 

まやく まやくと せく やうに 

小鳥 はなき ます あの 森で。 

ああ、 ふたりが わかれて 行く こと は 

なぜに かう まで 堪 へられぬ、 

また 逢 ふ のぞみがないならば、 

さ^うなら、 さやうなら。 


たと ひ 草木 は 枯れようと 

ふたりの 思 ひ は 枯れ ませぬ、 

たと ひそな たは 見えな くなら うと 

わたしの 胸から 消え はせ ぬ。 

ああ、 ふたりが わかれて 行く こと は 

なぜに か. うまで 堪 へられぬ、 

ま た 逢 ふ の ぞ みが ないなら ば、 

さやうなら、 さやうなら。 


夢 ご こ ち 

みどりの 草に 寢 ころんで 

いまかいまかと 待つ 5 ちに 

つ いうとうと とまど ろんで 

はてなき 夢に さそ はれて 

どれほど 行った か 知らないが、 . 

小鳥の 聲に さまされて 

みれ どやつば り 君 は來ず 

くさぶ 

草 生に わたしの 影ば かり、 

これが 夢なら よから うに。 

ー| 

これから わたし は あの方 を 

愛し てあげなければ ならな い と 

&心坳 


.f た 

ただ あの方ば かり を 懸命に 

愛しなければ ならない と 

心に 誓って ゐる もの を、 

なぜ また こんな^ をみ る 

こんな 悲しい 夢 をみ る、 

お ほかた 夢の 祌 さまが 

とりち がへ たのに ちが ひない 

小鳥の ね ぐら は 何處だ やら 

つい 突きと めた こと もない， 

庭の 木立で なく 聲を 

いつも か 5 して 聞く ばかり。 

あの 子の 家 は 何處だ やら 

たづね る こと も！： 山來な い で 

とほる 姿 を 見お くって 


九 
九 


け ふ もき の ふ も 夢 ごこち。 

わたしの 心 

いたみ やすい わたしの 心、 

風の そよ ぎに ふる へ る 葉より 

十 一 月の 花より 脆く 

枯れて 萎れて 破れて しま ふ。 

いたみ やすい わたしの 心、 

手に とらば 死ぬ る かげろ ふ の 

つゆの 命の それより 脆く 

消えて うすれて 絕 えてし まふ。 

いたみ やすい わたしの 心、 

ど んな あらし が 吹けば と て 


1 00 

荒々 しい 手で もまれれば とて 

默 つて 散りたい わたしの 心。 

誰も 知らない わたしの 心、 

知られな いのが 寂し いけれ ど 

知られな いのが 幸 ひと 

お も ふ 日 も あ る わ た しの 心" 

誰も 知らない わたしの 心、 

人の 知らぬ は 不思議 はない が 

とも すれば そ の 轟きが 自分で も 

何だか わからない わたしの 心。 

誰も 知らない わたしの 心、 

自分で も わからな いその 動き さ へ 

それでい いの だ、 ただこの ままで 


動いて ゐて くれよ と 祈る わたしの 心。 

鳴り やんだ 琴 

わたしの 心で 歜ふ もの は 

ただ 戀 ばかり、 あこがれ ばかり、 

いつも 鳴る よと 聞いて ゐ たのに 

その 胸の 琴 はだ まって しまった U 

いくら あこがれて ゐても 何になる、 

つまらない、 つまらない、 

心 はそんな につぶ やいて 

そして 默 つてし まった のです。 

愛する 人よ、 あなた さへ 來て 下す つたなら、 

うれし 淚 にかき くれて 

わたしの 心 は どんなに 鳴り ませ 5、 

A 心境 


たと ひ 張りつ めた & は斷れ ようと。 

巣立ち 

小鳥 は 飛んで 行って しまった， 

きれいな 卵と 生み落されて 

やさしく 派され はぐくまれて 

I 毛が 生えて 黄色な 觜で啼 いて ゐた 小鳥 は、 

親鳥の 巢 から 飛んで 行って しまった 0 

かはいい 小鳥よ、 お まへ は なぜ 飛んで 行った、 

親が きら ひに なった のか 

この 巢 がいやに なった のか 

親 も その 巢も いやで はない が 

わたしが ゐ るに はもう 巢が 狭い 0 

かはいい 小鳥よ、 お まへ は嬉 1- さ ，つに 

ー〇1 


啼 いて 歌って 飛んで 行った、 

飛んで 行って お まへ はいつ 歸る、 

遠い 國 で.：！：： 分 の^を かけて 

もう 二度と かへ つて 來ゃ しない。 

wide,  wide  worlci  ！ 

籠の 鳥 ゆ ゑ 力 ナリヤ は 

羽い ろ 音い ろの めづ らし さ を 

めで、 めぐし まれて をりながら 

その 身の しあ はせ が 身の 恥と 

今日 もな きます かなしくて 

かなしい よりも 籠の 外 

ひろい 世界が こ ひしうて。 

ああ、 あの世 は ひろい 美しい、 

あの ひろい^ 界に 出て 行ったなら 


1 〇 二 

どんな 花で も 咲いて ゐる、 

綠の森 も ある 淸ぃ水 も ある、 

たと へ 翼 やぶれて 野に 落ちて 

誰に 拾 はれる 身 だら 5 と、 

何！ i まで 行っても 果ての ない 

ひろい 世界 を 飛んで 行きたい。 

白ィ ン コ と鶯 

鳥な かまで も 

お 利 巧 ものの 白 イン コ、 

飼 ひなら されて 

舂の 鳥屋で うた ひます 

「うぐ ひす は …； 」 

春の 鳥屋のお 店から 

買 はれて かへ り、 


いい^で なく 白 イン コ、  春 を たづね て 

ぉ鎞 さま を 見て はと ひます  海邊に 山に。 

「 うぐ ひす は  」 

ゆる や 力な， ね 

鶯を 買って か へ つたお 鑲 さま、  ゆるやかなら、 

白い イン コは 大きい！ i で  沖 はか すんで 

「うぐ ひす は .：：. 」  遠くの 島 も 

音樂の や- o に 

「鷥、 お まへ、 何とかお 云 ひ」  ^がふる へる 

かう おっしゃ ると  たのしい 春。 

r ホ、 ホ、 ホケ キヨ  」 

と、 なきました。  や はら かな 空 

や はら かな 草、 

たのしい 春  木々 の 枝に も  ： 

.  綠の いろが 

行き ませ 5  春の しらせ を 

行き ませう、  ^げ ると き、 

© 心 a-  1 0 三 


わたしの 胸 も 

たのしい 春 0 

たのしい 春 

5 つくしい 春、 

風が そよ そよ 

わたし を 誘 ふ 

海へ 山へ と 

わたし を 誘 ふ、 

でも 春 は をり ます 

わたしの 胸に、 

5 つくしい 春 

たのしい 春。 


か へり ませう 

か へ り ませう、 

春 を たづね て 


I 〇 四 


わたしの 胸に * 


夢 に告 ぐる 

たれで せう？ あれ はたれ です 力- 

わたしが うっとりして ゐる 時に 

つい 眼の まへ に來て 

や；； T  、 

そっと わたしに 會 II する の は？ 

ぴゃ く^ 

その 淸ら かな 白 あのす がた 

それ はわた しのい ちばん 仲よ し 

ほんと にたの しいお 友 だち 

それ は うれしい わたしの 夢よ。 


わたし はこの 手 を さ L だして 

あなた をお むかへ します わ、 

ねえ、 なつかしい わたしの 夢よ 


どうぞ わたしと 話 を L て m 戴。 


くる 乙み 

苦痛 は 永遠に する。 


古 欲より  


夢よ、 あなたの 顏を 昆 ながら 

ふたりで しみじみ 話 をして ゐ ると 

いっか わたし は そと 微笑む 

口で い へない その 嬉し さ。 


おお、 うつくしい 夢 

わたしの 淸ら かな 夢、 

いつまでも 淸ら かで ゐ ておくれ 

そして わたし を 捨てない でおくれ c 

樂 しみ 苦しみ 

としつき 

あはれ、 樂 しい 年月 は 

疾風の やうに 飛んで しま ふ、 

惱 みに 充ちた 束の間 を 

0  ^  a 


&の鳥 


あなた はわた しの ものです よ- 

わ たしの 胸に 閉ぢ  こめられて 

ゆぎ 

鍵 は どっかに すてました もの- 

もう 出る  こと は出來 ませぬ。 

野のう た 

北の 海から 南まで 

この 世が わたしの ものなら ば 

みんな 捨てても 惜しまな い、 

野邊の 女王の その 胸が 

この 手の もとに 打つ とき は。 


1 〇 五 


たのしい 春 

春の 陽はク 口 ォグァ の やうに 甘い 

愛の 蜜 をい つばい 塗り た てられて 

人の 心 もみな 燃え あがる 

春が か へ つてく ると き は" 

春が 来たと て 花 は ほころ ぶ 

野邊 もう る ほひ 露に かがやく、 

をと め 心の かなしみ も 

愛と 笑 ひに 代 へられる。 

愛せられる もの と 愛する もの は 

春の 曰 和 を あだに はせ じと、 

出-!: ひの 時と ところ をき め て 

人 H を さけて むつみ 合 ふ。 


1〇 六 

中 世紀のう た 

おいで、 來て くれ、 愛する 人よ、 

わたし は あなた を 待ちました、 

長い こと あなた を 待ちました、 

おいで、 来て くれ、 愛する 人よ。 

蔷薇 いろ をした おいしい くちで 

わたし を元氣 にして 下さい、 

元氣な ものにして 下さい、 

薔薇い ろ をした おいしい くちよ。 

北國の わかれ 

わが 去る 明日 は 

わが 庭の 


花木 ことごと 

しぼむべし。 

鳴け ようぐ ひす 

こ^ 力ぎ. 9 

月の 今^: を 

夜もすがら • 

いまし が 歌に 

わがこころ 

慰めん 曰 は， 

わが 庭の 


花木に 憂さ を 

はらすべき 

たのし 日 はは や 

長から じ。 


垴 


少 女工 ルラの 唄 


わたしの 夜 は 雪の やうに 白い 

白い 薔薇い ろしめ やかに 

ただ ひっそりと 夢 ごこち、 

ぎ.？  . 

^のさ さべ りと りながら 

その 雲の 中から もれ いづる 

ほのかに 靑ぃ 月の やう。 


わたしの 夜 は 雪の やうに 白い 

さわやかな 雪の やうに 冷たい 

ただ ぢっ として 死んだ やう、 

けれど 燃え立つ 朝 あけの 

その ひ そや かな あ こがれが 

熱ぃ淚 とな つ て わきあが る.： 


〇 


〇 


苺 摘み 


ラち 


燃える やうな S の 暑さの 中に 

いろいろな 花の 咲き匂 ふ とき、 

わたし は 選んだ、 奥深い 森 かげに 

出會 ひの 場所の やうに わたしの 席 を- 

かがやく 日 かげの もの 5 さに 

ただ ぼんやりと、 浮れ た 心 持で Q 

色 さまざまに 染められた 花が 

露に 惠 まれた 草が いきいきと 

そよ風の 中に 息づ いて ゐる 

野 邊には 一 本の 樹が 立って ゐた、 

卩 手な 詩人 やゑ かきで は 

こんな 美しい 場所 は 描け まい Q 


直ぐ 傍ら を 小川 はさ さやき 流れ 

小鳥 はいそ いそ, つ て、 

遠くから は 歌聲が ひびいて くる、 

「まるで 天國 だ」 とわたし は 叫ぶ、 

これより たのしい 爽 かな 

有難い 場所 は 知らないから。 

わたしが さう して 心 を 慰めて 

夏の 日の 木蔭と 凉 しさと を 

ひとり 樂 しんで ゐた 時に、 

1 人の 娘が 近くに やって 來て 

葉 を 分けて 莓を 摘み 出した、 

おお、 何とい ふ 美しい 娘 だら う！ 

彼女 を 見る と、 その 場で わたし は 彼女 を 愛した- 

どんな 不思議な 撬理 があった のか、 

わたしが そつ とそば へ 近づく と、 


彼女 は爵 いたや 5 に 振り返って 

わた 1* の 顔 を 見る と眞 赤に なった、 

丁度 その 手に 摘んだ 苺の 實の やうに。 

旅 人 

帽子に 花 を さし、 手に 杖つ いて 

この 世 はさみし いひと り 旅、 

町から 町へ、 村から 村へ と 旅 八 は 

やつば り 行かねば なり ませぬ。 

道の ほとりに どんなに 花 は 咲かう とま まよ * 

そのまま そっと 行きす ぎる、 

花 は^ T へ どか をれ どま まよ、 

やつば り 行かねば なり ませぬ。 


山の 麓の こん もり 茂った 樹 のかげ に 


小ぢん まりした 家 a れば、 

ああ、 あんな 家に 住みたい と は 思へ ども 

やつば り 行かねば なり ませぬ。 


この 世の 樂 しみ 數多 けれど 

よろめく 足 を驅り 立てられて、 

やがて 墓場に 迎 りつき、 ふり か へれば、 

なん 

この 世の 樂 みは 何にもなかった。 

IJ 古 民 謠 から 


〇 九 


野 花のう た 


i ぶちる 日 

いたむ 心地 

すぐれぬ 日 なれば、 . 

病む とい ひて 

ひ とりこ もる、 

春の ゆく 日に、 

戶 外に は 

花 もちる ちる、 

や はら かき 光の 中 を。 

世を薆 しと 


おも ひそめて は、 

春 來ても 

心 は 雪に とざさる る。 

おのれ さ へ 

そ の 冷たき に おどろかる、 

この 春の 曰に 

花の 身ながら。 

心 病みて 

ひとり こもれる 戶の 外に、 

f 化 もちる ちる 

此 世に 名殘 さらさら 無げ い 

日本の 春 

雨 も 日影 もみち たりて 


人もう る ほふ 舂 四月、 

野に も 山に も 川邊 にも 

日本の 花 は 咲き そろ ふ。 

これが 日本の 花の 女王、 

枝 もた わ わに 喫き ほこれ ども 

櫻 はすぐ に 散つ てし まふ、 

ああ、 美しい ものが I 番 脆い * 


ああ、 美しい 日本の 少女、 

春 は 四月の 花と ともに 

若き さかりに 散らば やと、 

おのが 姿 を 花に たぐへ て。 


K1 死の 戀 


牧の泉 の わく 水の 


しろがね、 こがね、 

流れ ゆく 淀み さながら、 

わが 戀も かつせ かれ、 かつ はた ゆた ふ" 

た ゆた へど やむ にや まれず、 

靑 葉な す淸瀧 川の 

水に かくれて 泣き もせず、 

け ふ も かすかに 底 を琉 るる。 

秋の 木の葉の ふる 戀の 

枯れて 芽 生 ゆる こと もなくて、 

ふるき は 逝きて 

あらたなる 靑 葉の そよ ぎ。 


牧の 泉の わく 水 も 

またも 昔 にかへ り や せず、 

い つも もと へ とか へる の ふ- i 


われば かり、 わが 戀 ばかり" 


美しき 人 を 甲 3 ひて 


蓑 笠に つつむべく 

すす  ) ら ニヤ 

君が 淸 しき 白玉の 


かほ ズ せま、 あまりに^-し。 


眞珠 なす 御手 も、 姿 も、 

いづれ はた、 人の 世なら ぬ 

神の 代の 神の 姿 か。 


天つ 國、 そこに 住むべく 

げ にや ふさ はめ、 君 こそ は 

つか ひめ 

神なら ずと も、 神の^ 女。 


遠く ゐて戀 ふべき 入 か、 


近く ゐて たたへ む 入 か、 

君 をお もへば、 堪 へがた し。 

君が まなざし、 淸く つぶらに 

たな *こ 

薔薇色の その 掌 は 何の 葉な らん、 

そ をば おも ふだに、 堪 へがた し。 

ひらひらと 白 鳩の 飛ぶ にも まが ふ 

かた 

その 素足して、 わが 方へ 君 来ます とき、 

堪 へがた し、 わが 醜 さの 堪 へがた し。 

春の 鳥 


さへ づ りか はす 

春の 鳥、 

雲雀 は 雲の 

なかに して、 


よぶ はいかなる 

戀 人ぞ。 

畑に かくれて 

われ も 待つ、 . 

くだる 雲雀と 

はす かひに、 

もし その 人の 

來 もせん と。 


春 はち ひさき 

いとし 兒と、 

わけへだてな， 

いだく らん、 

雲雀と われと 

戀人 を。 


麥 生の 中に 

よこた はり、 

のちの まこと を 

誓 ひっつ、 

まく もやさし き 

黑髮 は。 


花 守 


靑 野の 草 をし きぶして 

今日 もね むりに 入りた ま へ、 ； 

そしたら あなたの その 顏は 

ましろな 花 かと 見え ませう。 


あなたの 顏を くびす ぢを 

花と おも 5 て  蝶 力く る、 

蝶 はしば らく 舞 ひながら 


どこに とまらち かと 惑 ふでせ う。 

百合の 額か蓄 薇の 唇 か、 

何の 憂 ひも なげに 咲き出した 

花の めでた さいつ くしけ さに 

蝶 もみ とれて しま ふでせ う 0 

ただ 野に ふたり、 ただ ふたり、」 

ねむる あなた をみ まもって 

わたし は 花守、 春の ひと 日 を、 

ああ、 こんなた のしい 仕事 はない。 

つれな き 人に 

せめて あはれ とも 

思 ひた ま はば、 』 

靜 かに 夢にも 
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お とづれ たまへ、 ， 

ああ 君 を 待つ の 

外にす ベな き 

この 胸の なかに 

惱む こころ を。 

なんに 

淚 はてなき 

かかる 戀路 の、 

われ は ひとり 寢を 

泣きて あかす に、」 

あまりに 悲 しき 

君が こころね。 

二な き 戀ゅゑ 

今 も わたしの 手に のこる 

たった 1 つの この 寶、 この 寶 石よ， 


その 1» はもう 暴って しま ひ 

そこ ここに 疵 さへ ついて ゐる けれど 

それでも やつば りた ふとい 

思 ひに 沈んで ぼんやりして は 

つ い 取 落さ 5 とした こと も あり、 

また その 冷たい おもてが うらめしく 

いっそ 碎 いてし ま は 5 かと 思った が、 

ああ、 これ も 二な き戀ゅ ゑ。 

行く に 行かれず 

うつくし い あの人の もとより 

はなれて 行かねば ならぬ、 

心ならず も かなしく も 

今 は 野心 も逸樂 も、 名 譽も富 も、 

みんな 5 たかた、 夢の 夢、 


生 も 死 もない 今の 身に 

これ は 迷 ひか 煩惱か 、 

ああ 一 入の 君 ゆ ゑに 

«v_c が； * 

後髮が ひかるる ぞ * 

ひかるる も 

よしや、 

かなし や、 

大^ もつな ぐと ふ 

君が 髮の 毛、 

など われ を 

つなぎた ま はぬ！ 

彼女の 聲 

彼女の 罄は 

わたしが 生れた 日から 


たった 一 つ 心から 聽 いた 聲だ、 

忘れられない 聲だ、 

い つも 耳に つ い て はなれぬ 聲 だ。 

何と 形容したら よから うか、 

滾 々 と 湧き 迸る 泉水 の 音と 云 はう か、  . 

晴れ渡った 大空 を 白 鳩の 翔る 翼の 音と 云 はう か 

靑 海原の 海の 音の 中に 漂 ひながら 

白鳥のう た ふ聲も ああで あら 5 か。 

まこと ハイネの 詩の やうな 聲だ、 

ハ イネの 歌った ロォレ ライの 聲だ、 

その 甘 さ、 その さわやか さ、 

わたしの 胸 はこつ そり 云 ふ 

愛らしい 聲、 心に しみい る聲、 恐ろしい 罄 …： • 


彼女の 手 

彼女の 手ば かり 美しい もの はない， 

まだ 一 度 も觸れ たこと さへ ない けれど 

よのつねの 柔 かに ふくよかな 手よりも 

なほな つかしく 心 を惹く あの 手よ。 

その 指の あの ほそ やか さ、 

動け. よ 眞白 い 百合が 風に そよ ぎ、， 

その 膝の 上に おかれる とき は 

蝶が とまって ゐる やうな 手よ。 

でも、 この 瘦 せて ほつ そり L た 手より 

世の 悲しみ を 知つ て ゐる手 はない、 

淚に靑 く 染められた 手よ、 

わたし は その 手 を 見て はいつ も 夢見 心地になる 


この 世が ふ たりに 滅び て も <* 


心に 問 ひ 

あなたの こと を 思つ てゐ ると 

顔が まっかになります わ、 

誰が 見る でもない もの を、 

そして また 今度 は その あとから 

胸 はかなし い 思 ひで 一 杯になる、 ， 

丁度 しづかな 野 を 霧が 降る やうに < 

心に 答 ふ 

ま 一お 

いとしい 少が、 

やさしい むすめ、 

愛 も 惱みも 口で はい はず 

默 つて 笑って ゐ るが よい、 

そして しづかに 愛しつ づける がよ」 


片 
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ああ、 カラ も 悲しい 思 ひが わいて くる もの か- 

お さへ きれぬ この 淚、 

ひ. 

い つ 乾 あがる ことで あらう。 

戀 して はならぬ 人を戀 ふる かなし さ、 

自ら を恥ぢ て、 かくれつつ する この 片戀、 

死なう と 思 ひっつ もな ほ 君を戀 ふる。 

ああ、 いつの 日 かこの 悲しみ をと りさら^ て 

おもうて はならぬ 姿 を 忘れて 

昔の 自分に. か へ つ て 行かれよ うか。 


】 1 七 


焦 心 

戀と いふ 字 は 

鉋く ほど I： きたれ ど、 

なほ 死ぬ ほど 戀し 

君戀 し、 

どうにか ならぬ もの かれ 

羞 心 


わく 泉 

あ ふるる 泉、 

かなしき は 

夜 もね むらぬ 

胸の そこより 

ぁ 為 


あら 恥 かしゃ。 

さみだれ 

あれ はまた 

誰 力 泣く の だ 

雨の 音、 

咽び泣く よな 

さみだれの 菅。 


春よ、 春よ と 

小さな 鳥が、 . 

まあ 氣の 早い 

さわぎ やう * 


春が 來た とて 

いくらな かう と、 . 

わたしの 心 は 

秋ぢゃ もの。 

か へらぬ 春 

春 はすぎ たりと こしへ に 

ああす ぎ 去り ぬと こしへ に、 

夢と 望みと 慰めの 

& が 日 はつひに 去り はてぬ。 

去りて か へらぬ 汝が 春に 

い か に そそぐ も あだなら む、 

たと ひ淚 のつ くるまで 

その 思 出 を 泣けば とて • 


光と 影 

そなた は 光 

われ は 影、 

光が 強くなる につれ 

影 も 色 濃くなる けれど、 . 

かなし や 光 は 消えて しま ふ 

影の この 身 を うちすてて。 

憂さ 身 

淚もた えて 久しくな り 

モら 

瞳に も 天の 光 は 消えて、 

はや も 秋、 はや もまた 春、 

瘦 せし 身の なほ 瘦せ瘦 せて 

息づ くさ へ も 今 はくる しき • 


春の 夕 ぐれ 

「君な に ゆ ゑに 泣きた まふ」 

「ただこの 春の 夕 ぐれの 

過ぎ ゆく ことの 悲しくて」 

「おなじ 過ぎ ゆく 束の 間の. 

人の 命 を われ も 泣く」 

夜 の 思 び 

木の葉 ごと に^み 入る 

月影の 忍び音、 

蟲 さへ も 忍びな く 

この か はたれ、 

愁 ひっつ 歩めば 

遠き 響かす かに わななく。 , 


行く 水の かげの みだれに 

安き 身 を かきに ごされ て, 

靑 蘆の 葉が くれ われ は 

寂し さに 心 ひたされ、 

ありし日 を 思 ひわ づ らふ。 

月の 夜 

緣 @に ■ 

たった ひとりう つぶして 

泣いて ゐる 

少女の いぢら しさ。 . 

月の かげ 


水の やうに 流れて、 

蒼い その 頼に 

キラ キラ と淚が ひかる 

一 pro  ^ 

あのむ すめ. 

なに を 編む とて 

今日 もい ちにち 

指の 舞 ひ、 

白く もつれて 

また ほぐす 

その 指の を どり の 

おもしろさ。 

あのむ すめ 

朝から 緣先 きに 


ぢっ とす わって、； 

ふとして は 

ほ つ と • 

つきながら、 

なに をお もうて 

毛糸 編む。 

うつむいた その 積 顔の 

さみし さよ 0 

ものたら ぬ 心 

靑海を 

すべる 白帆 も 

鵾 らも 

濡れた つ 杭 も 


ま ■ 


ものたら ぬ 

ものたら ぬ 

ひとりし をれば 

春の 日ながら。 

かの ひと も 

少女な りせば 

そのむ かし 

さだめて 

人 を 泣かせ けん。 

いな それよりも 

I 力 は 力り 

おのれ 泣きし か 

かの ひ とも。 


ニニ 


寂しい 心 

悲しい と 云 ふの も 

寂しい と 云 ふの も 

ひとつ こと、 

おなじ 心の ありさまよ • 

若い 男の ものたら ぬ 

悲しい 寂しい その 心、 

きつば りと 言 ひ あら はせ る 

言葉 はない か。 

人の 身 


のぼれば くだる 

峙 みち、 


みつれば かぐる 

U ざ 上 ひ 

十六夜の 

月と 人の 身。 

悲しみ 

冬の 夜 さめて 

水 をのめば、 

冷水 をのめば 

ほら £ た 

冷氣 腸 にし みん、」 

そのごと く 

悲しみ は 

沁みぬ 心に。 


水 火 

火 もて 


かなしみ を 煮た る 人、 

水 もて 

淚を洗 ひたる 人、 . 

われ …… 

いま 何 を 煮、 何 を 洗 はん、」 

かなしみ は 石と 化し 

淚は 火と なりたれば。 

思 ひ 出 


さち 


思 ひ 出の 

こ は 何よりの 幸なる を 

知らぬ にあら ね ど わが 心、 

そのよき 言の 

甘き を も 

いつはり とする、 


思 ひ 出は樂 しきもの を 

ただ われに のみ 

耽る に 悲しき 

思 ひ 出 なれば。 

さくら 花 

無慙 なる かな さくら 花、 

心せ はしき 春風に 

あまりに も 短命なる 身 を 

なげきいた むかさ くら 花、 

ま たも はら は ら散 りか か る ~ 


花の なげき を 知り もせず 

花の 下に は 入が 舞 ふ、 

通りすがりの 小む すめの 

袖 さへ 引いて さわぎ ののし る- 


二 四 


それ も 束の間の 夢と 知らずに 一 


つかの 間の 春 は 人に もな げかる る、 

花の をと めの おもかげ も 

詩人の ほまれ もさ かり 短 かく、 

うつら ふ 人の 世 をば おもへば 

花 の なげき は 身に も 知らる る • 

新 春 


寂しい 枯 野の 都に も 春が 来た、， 

春 は 日本の 國 にかへ り來 た、 

新し い 希望と 喜び の 花 を 蒔き つ つ 

この 初春 は、 我等に 何 を か 語る、 

「さあ、 君 等 も 心勵 まし 勉め たまへ 

男らしく、 强く、 いさましく、 

どんな 險 しい 岩床 の 道 も 恐れず に 


ただ 進め、 前へ 前へ と 水の 流の やうに、 

君 等 は 希望に 充 ちた 小 英雄！」 と、 

この 年 はかく も 語って、 その やさしい 手 もて 

小さな 勇士 の 搖籃に 好運の 花 を 飾る、 

ああ、 その 花と 咲き出で よ、 我等の 未来 I 

朝の 心 

わたしの 小鳥が ないて ゐる， ， 

さや さやと 風の 吹 

冴えた 空 へ と 首 あげて。 

ちゃう ど わたしが 

さや さやと 風の 吹く とき、 

冴えた 空へ と 首 あげて 

敬って みたい 心の やうに。 

わたしの 小鳥が ないて ゐる、 


風 も、 木の葉 も、 朝の 益 も 

ろつ 

みな すさまじく 移る 中で。 

ちゃう ど わたしが 

もえき る螺の その やうに 

くづれ ゆく 生の 流轉の 中で 

歌って みたい 心の やうに。 

昨日の 花 

この 乾け る 泥土 を 黄に 染めつつ、 ， 

みどりし たたる 葉 ざ くら は 

その 梢 もて 寂しく 笑 ふ。 

そ は 昨日の わが 花な りき、 - 

わが 戀 なりき、 夢な りき。 

わが 心い ま 稍に あり、 また 泥土に あり 0 

ただ あるがままの 相に て 足らむ、 

ゆく 春の 空 はこと なく 晴れた る を。 

1 二 五 


r 春 月 小曲 集」 題 詩 

たった ひとりの わたしが 殘 る、」 

あらゆる 賞讃、 あらゆる 非難 ノ 

みな 雪の やうに 消えて しま ふ。 

雲が 暫く 蔽 うた とても 

やつば り 月 はもとの まま、 

いつも さびしい わたしが 殘る。 

1 九 1 九 年 秋 


春の 序曲 


われ は 燕に あらね ども 

われ は 燕に あらね ども 

こ 4- 

去年の ふる 凝の く づれて は 

鳴く 音 もしげ き いとなみに 

都の 泥 を はこ * ふなり。 

われ は 燕に あらね ども 

海：^ こえて はるばると 

こ ひしき 國 にきて 兒 れ ！H 

こ こも さびしき^: なり ナり • 

われ は 燕に あらね ども 

f 仆の序 K 


ここ も 海原、 すさまじき 

浪の どよ もす 音き け だ 

都 かなしく 鳴く もの を。 

水の ほと， CS 

しぼ 

もろく も 萎む 月 草の 

永の ほとりに もの 

たりと ともに 暮れし とき 0 

流れ は あ をく あきらかに 

いつまで となく 眺めい る 

〜  ひとみ 

四つの 隨 につく るな き 

河 は 暮れつつ 流るな り。 

J  こと 

力くても ふたり 言な く て 

かたみに 握る 手 をす てず 


ソし 


さていつ まで か ありぬ ベ き。 


流れ はやが て くらみ ゆき 

兌 か はす 隨 にわか き^-の 

光 も 失せて かなし さは 

そよ  ) 

蘆と かたみに 戰 ぐな り。 


ああ 月 草の もろく して 

v£  あす 

萎れ はつべき 明日の 曰 を 

ともに 妻れ ぬわれ 等 か は。 

ふるさ との 夜 


その 1 

愁 ひて 夢 もやす からず 

くるしき ままに 目 ざめ て は 

かなしき 海 を ながめい る。 


三 〇 


みえがくれ する いさり 火の 

なに を 種なる わがお も ひ 

いと も はかなき 夕 かな。 

潮の しぶきの しろく 散る 

磯の 夜風の つめた さに 

目 ざめ いでたる 戀 ごころ • 

胸 こ とどろく うなばらの 

暗に もしる き 音き けば 

さ こそ 搖 るら む あまが 舟 • 

その 一一 


ああい さり 火の ほのかなる 

靈も すると は 誰が うへ ぞ Q 


.< も 忘れし ふるさとの 

小夜 ふけ ゆく を さびしと て- 

抱かむ 君 も あらぬ 身 は 

死ぬ る も つらき 物お も ひ。 

にがき 酒 だに つきぬれば 

冷えに し I も はかなくて 

^を聽 きつつ うち 嘆く。 

その ni 

ああい さり 火の 夜もすがら 

燃えて 戀 ふと は 誰が うへ ぞ。 


春の 夜風の しめりて は 

おばし ま 寒き 星 かげに 

長き 怨みの ある 世 ゆ ゑ 

くらき に 落つ る わが 淚。 

響め ！b 曲 


スも 忘れし ふるさとに 

くるしき 夢 のさめ し とき 

夜 は 悲しき 歌な りき。 

織 心の かなしき あ ぢはひ は 

戀 のかな しき あ ぢはひ は 

はかなく  くいた ましく 

心 ごころ に沁 むなる を、 

浮き て ぞ 今日 もす ごしぬ と 

言 ひよこせ たる その 文の 

長き うらみと なる もの を。 


君し 淚を よしと いはば 

我も淚 は 見せな むに、 

君し 淚を 見せ ざれば 


i 三 一 


我も淚 はかくせ ども、 

ああ 世に 戀の あるかぎり 

人の 淚 はっき ざら む。 

戀 のかな しき ぁぢ. に ひ は 

にが 

はかなく 苦く いたましく 

心 ふたつ をく だけど も、 

しばし 忘る る 夜の ありて 

蔓 きを あざむく 笑 ひ をば 

君 はこよ なくお ぼ すらむ。 

君の 來 ませし その をり は 

君よ この 世の かなし さに 

君よ ふたりの わびし さに 

われ は 夜す がら 嘆け ども、 

樂し きさまに いそいそと 


I コ ニー 

君の 來 ませし その をり は 

君の 笑みます その をり は 

われ も淚 はかくし てむ。 

春 夜 

すがらむ 母 も 

もたぬ 身 は 

泣きな む 君が 

ふところに。 

君が うなじ を 

かき 抱き 

落つ る淚は 

盡き せじと • 

四つの 頰に沁 む 


gr つの 目の 

«ff 人の 

ものなら ず。 

消 ゆると もしも 

おも はずに 

むしろ 閱 こそ 

よしと 泣く。 

梅の かをりの 

ただよ ふに 

く ゆる 力 ^は 

鳴り ひびく 0 


いかにした まふ 

わが 君よ 

われい ま 君の 


ものなる に • 

君が 言 紫の ， 

消 ゆる 間 を 

生く るに たへ じ 

力 胸 は" 

をと め ごころ 

こ ひ をく る L とたが いひし 

こ ひ を かなしと たがい ひし * 

げ にくる しき はこ ひに して 

また かなしき もこ ひなろ を 0 


力く、 D そめし その ひと も * 

さだめし こ ひの くるし さに 

さだめし こ ひの かなし さに 


なみだな がせし ひとな らん。 

われ も くるしき こ ひ をして 

かく も かなしき こ ひ をして、 

かみの みだれの いやましに 

もつれ もつ るる このお も ひ。 

ああ をと め ごとなる なかれ 

ああ ひと を こふ ことな かれ、 

をと め は よわきものなる を 

こ ひ はは かなき ものなる を 0 

こ ひの くるし さかなし さに 

やつれ はてた る わがす がた、 

むねに なみだの ますな ベ に 

ほそりに けりな わが ゆび は • 


一 驪 

わが おもかげに おどろく を 

まして やひとの いかな らん、 

かく もや つれて あると？ は 

ひとのお も ひの いかな らん。 

をと め ごころ のよ わくして 

それとも ことにいで ざれば、 

くるしき こ ひ を たれ かしる 

かなしき こ ひ を たれ かしる。 

け ふ もき の ふ も かの ひとは 

われに やさしく L たま へ ど、 ， 

われ は うらみに おも ふなり 

し ら ずが ほなる きみ なれば _* 

こ ひ をく る 11 とい ひたりし 

ひ ともかく こそ もだえ けん、 


こ ひ を かなしと いひたり し 

ひ ともかく こそな きに けん。 

夢 はなに とて 

夢 はなに とて 

夜と ともに 

來て 夜と ともに 

去るなら む。 

夢み る こと を 

せめても の 

世の なぐさめと 

する われに。 

夢 はなに とて 

夜と ともに 

s の 序曲 


來て 夜と ともに 

去るなら む" 

母 

いっか また 

我 はか へらむ、 

あたた 力き 

母の ふところ。 

う つくしき 

世の 戀び とも、 

わが 母に 

など かま さらむ • 

わがこころ 

ただに^れ ぬ、 

I 三 五 


か へらな む 

いざ S のむ わ。 

ひとり 欺 へ る 

いつしか 碎け しふた つの 玉よ 

いつしか^れ しふた つの 胸よ、 

かがやく 玉 よりこ ぼる る淚 

きらめく 胸より 落ち く ろな げき。 

かば かり かなしき 君 を 慕 ひて 

，つるめる 玉より 淚を おくり 

いためる 胸より なげき をお くる 

やつれし 命の 絕 ゆる 日な きに。 

ここらの ！s 珠ょ、 ここらの 胸よ 

碎 けて いつしか 海に しづめ ど、 


ああ 君殳け ませ、 涙と な. けき、 

それに もました る わが この 歌 を。 

夜半に 歌へ る 

ねむり はすべ ての 目蓥 に 一洛 ち て 

たのしき 夢に 入る も あらむ 

くるし き 夢 に 入る も あ ら む。 

ただ ひとり、 ひとり われ 寢 ねず、 

醒めて、 醒めての 夢 をお ひ 

殘る ともし 火に なほ もゎづ らふ。 

ああ その くるしき 思 ひの なかに 

われ はな ほ 君 を 忘れね ど 

君の 夢に は 入る やい かに。 


さはれ、 いかに つれな き 君な りと も 

つかれし 夢より 醒む るの 時、 

わが 面影の、 など 見えぬべき。 

月に 寄す 

みそらに 靜 かに かかる 月よ、 . 

いまし も戀 をば 失 ひし か 

さは 何 ゆ ゑに い と 蒼白き 0 

みそらに 夕 を かかる 月よ、 

いまし の瘦 せて ほそりし 如く 

われ もまたい たく 瘦 せたり。 

Is- そらに はかなく かかる 月よ、 

いまし もの 5 くわれ を 照ら せ ば 

われ は淚を なれに そそがむ。 

0; の 序曲 


おも ふこと 

長 くもいね ず 

おも ふこと、 

ただう つくしき 

君が うへ。 

長く もお きず 

おも ふこと、 

ただうる はしき 

君が うへ。 

若き 詩人の 夢 

若き 詩人 はたかく 歌へ り。 

滿ち 足ら ふ 喜び を 歌へ り。 

I 一一 一七 


入 生 を 我 はよ く 知る、 

わが 歌 は 歌の 歌な り、 

若き 詩人 はかく ぞ歌 へる。 

黃 なる 沙漠に 


あはれ 一 人の 兒ょ、 海へ、 

海の あなたの 靜 けき 國へ。 

君が こ ひしき 人 は いづこ、 

ぎょく V- 

戀の 玉座 は どこに ある。 

訪 めて 行て 見よ、 聽 片の國 

黄なる 沙漠に ただ ひとり" 


さまよ ふ 時 

！ 大阪 にて 


更ラ  ね 5 ザつ 

^なき 饒舌、 


三 八 


ぎ *z ん そち 

絕 えざる 欺瞞の 街， 

かなしき 思 ひ を 

たづね て 迷 ひいる * 

夜の 幕 さぎり は 

だハぢょ 

男女 を かくしたり、 

ともし 火 5 た ふ を 

聞きす て ひとり 行く 


河畔 ささや  く 

河砹寢 入り 時、 

.5 づこ 

何處か 叫べる 

舟 夫 等の だみ しこ ゑ = 


いたむ は 肉體、 

なやむ はこの こころ 0 


野 の 眞 晝 

遛 人の 群れす ぎ 去れり 

c 鳥の 群れと び 去れり、 

かくての これる 野 邊の草 

眞晝の 影 は ゆらめきぬ。 

影に 衣 を 染めな して 

影の 影なる われひとり、 

しづかに 天 を、 徵人を 

白鳥の 群れ ながめい る。 

幸福 は 流 る 

幸福 は 流る、 

しばらく もと どまるな し 


わが ためにと どまるな し。 

水の 流れの はやき が 如く 

幸 一 Si はしかく すみやかに 

わが 前 をよ ぎり てす ぐ。 

幸福 は 流る、 

いつの 日 かまた か へりく る 

わが ためにい つかへ りくる。 

白 鳩の やうな 君 

いつの 夕の うれし さか 

この 夕 またよ みが へ る、 

悲しい 夕の 胸のう ちに …ミ 

い つの 夕 か  まざまざと 


目に 浮びく る、 うれしい 夕、 

白 鳩の やうな 君と われと …： 


ああ その 戀 のうれ しさ は 

はじめての もの！ そして 終の もの 

人妻と なって しまった 君 もまた …… 


この 夕、 かなしい 夕、 

いつの 夕の うれし さかよ みがへ る- 

白 鳩の やうな 君！ 


悲しい 夜の 

吐 息 

わたし は 吐息した • 

鎵が嗚 る。 

また 吐息した。 


また 鑌が 鳴る „ 

夜が 更けた …- 


もはや わたし は ひとり だ * 

大きな 家の 冷たい 夜 を 

,1 つ. 0 

冷たい 寢 床に 橫 はる。 

とぢ てもと ぢても 眠らぬ 眼 は • 

いっか 淚に 濡れて しま ふ。 

ああ わたし は棄 てられた …ミ 


わたし は， 吐息した" 

もう 鐘. H 鳥らぬ…， 

あけ 方ち かい 夜 は 凍る- 

ああ わたしの 血 も 凍る- 


こ,^ 

は」 


遠くで かすかに 鷄が 鳴. 

天井で 鼠が 騷ぐ。 


冷え はわた しの 床から 湧く。 

へや 

なげき を 盛った くらい 室に 

ゆめ 幻が ゆききす る  

あはれ な 男、 —— 棄 てられて、 泣いて 

それでもお ま へ は 男な のか。 

ほんと に 憎い 女 だが、 

しかし、 ほんと に 美しかった * 

ああ、 いつはり の あの 誓 ひ、 

ああ、 あの いつはり の 美し さ …ミ 

わたし は 吐息した。 

惜ぃ 女の い とし さに  


秋の 日 比 谷 

秋の 日 比 谷の 夜 はさび し い。 

風 は 木の間 を もれて くる けれど 

春の 序曲 


人 はべ ンチに 待って をらぬ 悲し さ …… 

忘れる ことの 出来な いのは 過ぎた その 夜の 物語 0 

短いた のしみ を 追うて 來て 

かたく 手と 手 を 握り 合 ひ、 

聞く ともなし に^いた の は、 ， 

あの 噴水の 音だった …… 

秋の 日 比 谷の 夜 はさび しい。 

愁 ひに やつれて 噴水 は 夢と したたる。 

風 は 木の間 を もれて くるのに、 

その 時 泣いた 人 は 今 何處に …… 

わかれて 行った の だ …… 遠くの 國. へ、 

また 手と 手と を とらぬ やうに と。 

のこる 一つの 唇 は 蒼 ざめ て、 今 ここに 顗へ てる. 

知れた こと、 合鍵の ない 戶は あかぬ もの を。 

わかれた は ある 夜の^ かわかれ 際が 

また ある や うな 氣 のす る晚 だ 

I 四 一 


1 四 二 


夜が 更ける 

ふたつの 夜 

夜が 更ける。 鐘が 鳴る。 

涙が こぼれる ……  君と 寢る 夜の うれし さと、 

海の 昔、 とほく こ. とほく に,」  ひとり 寢る 夜の かなし さと J 

ああして だんだん 高まって、  どちらが よけいに うれしい か、 ， 

響いて ゆく やうに、  どちらが よけいに かなしい か。 

わたしの 愁も 大きくなる …… 

未だに 眼 を さらぬ 悲しい 夢。 恐ろしい まぼろし。  君と 寢る 夜の 明け やす さ。 

あの 唇。 あの 鼸。  ひとり 寢る夜 のさて さて 長い こと。 

捉 へよ 5 として 眼 はなやみ、 

か メ 

さしのば した 手が 頭髮 をつ かむ。  とても 短い 夜なら ば、 

車 も 行かず、 足音 もせぬ  ひとり 寢 てても よ. ささうな もの • 

^る 

さびしい 夜、 かなしい 夜。  そんなに 長い 夜なら ば、 

涙が  一 J ぼれ る ……  どんな に し て も 逢 へばい いに。 

どこ やらで 曙が 鳴く  


君と 寢る 夜が かなしうて、 


ひとり 寢る 夜が 何ともな うなったなら、 

「あなた はほんと に 美し い 」 と 

こんな こと 言 ふやう になった とおな じこと • 

どうで 末 さね。 

そらぎ き 

あし. 

^が 急に 音 を を さめて 男の 足下 を 這 ふ。 

何 か 恐ろしいた くらみで もして るかの やうに、 

^は 急に 默 りこんで、 彼の 足下 を 這 ふ。 

…… ぢ やぶ、 ぢ やぶ、 ぢ やぶ …… 

それが 女の 聲 になって、 かすかに かすかに 

「ねえ、 あなた、 いらっしゃいね。 きっとよ！ 」 

素足が 氣 味の 悪い ほど 白く 浮いて、 

^にきって、 この頃の 淚の やうな 冷た さ を、 


ぢ いと 堪 へて ゐる …… 默 つて 波が ゆれに ゆれる. 

くらいく らい 海の 上に 白い ものが 見える ：… 

きれいな 幻 だ …… きれいな 女の 幻 だ…… 

「ねえ、 あなた！」 波の音 ともなく 女の 聲 ともな ノ 

風が 來て 接吻す る 「春 だもの、 ねえ 君」 と。 

だが、 男 はやつ ばり 闇い 海 を 見て ゐる …… 

「きっとよ！」  また、 ぢ やぶ  ぢゃぶ …： 

わがお もて 

ゆ ゑな き 愚 かなる 悲 みに 今 曰 も 狡れ て、 

と. <?!> び 

もく わんと 燈 火に うちむ か へば、 

^と 光 を わかちた る、 そのく もりな き 

^璃 にう かびぬ、 わがお もて、 

靑 ざめ した だ ひとつ b わがお もて。 


ああ わがお もて、 これ や 秋の 葉 か、 

げに ひるが へる 枯葉なる べし、 

刻める は 命 蓮の たは むれの 敏、 

r や 

飄も なく、  5 る ほひ もな し、 

と *_ しび 

燈 火の 死の 影 は 匂 ひこ そ すれ、 寂しき 命 0 

木 かげに て 

光の 雨に ささなる 葉、 

いかなる 唇の くち ふれて か、 

たのしき 面 持に 

そよ ぐみ どり 葉。 

黄なる 曰 向 葵 

お あ 

はや も 彼方に 面む けたり、 

とり 殘 されし 女の なげき、 


I 四 四 

くらき 色 もて ふる ふ 木の葉" 

七月の 橄 欖山莊 にて 

II 小 林 愛雄 氏に 

あ" さ 

蒼 ざめ し 紫陽花の^ 息 かすかに、 

かがやく 日、 いやましに かがやく 眞晝、 

わが 心 また、 湧きた ちぬべし、 

^息 もつ らく、 思 ひまたい と 蒼 ざめ て • 

すず 風は絕 えず 通へ ど、 胸に は 入らで 

海の 詩を讀 みっつ 行く や、 

ふみ 

スヰ ンバァ ンの 集のう へ 光 ふるへ て、、 

いまや はら かき 眸 おとす 君 を われ 見る * 

ぁぢ さ； 5 

紫陽花の 吐息の ひまに、 

君が 言 の 葉 とぎれ とぎれに 、 


わが 愁 ほのかに 燃えて、 

MJi 兑ご こちの この 眞畫、 いと も靜 けし。 

山莊の 窓に よりて 

— 七月 六日の 夕 主人 を 待つ 間の 作 I 

波が しら、 白く 白く 大^な して、 いと も 白し" 

黑き k 津海を われ は 見る、 今 この 窓に。 

とどろと どろの 波の音な して、 

都の. AJ どろき を やみな くと どろく ゆ ふべ。 

ああ 心地よ きかな わが よれる 窓。 

この 夏 はわが ために 來 りて、 

この そよ風 はわが ために 吹きて、 

力くて この 窓 わがた めに ある に， も 似たり 0 

彼方なる 小さき 窓に うな だれ て ！ f が は よれり。 

19 の 序； g 


かげ はお ぼろお ぼろに てらすな り 窓と 窓と を J 

ふたつの 窓なる 燈火は 夢 をな しつつ。 

S は、 風 は、 また かの 窓 は、 少女の ために * 

觀月橋 

白く はた つめたき 橋 を ふり わたれば、 

墓へ 行く 道に も 似たり U 

げに戀 の おく つきへ 行く 今宵 なれば 

わたら まし、 觀月橋 を。 

晝は 深く しづ める 池 も 浮み て 見 ゆ る 

しのばず の 夜風す ずしき。 

ゆ れ はす *o_ と 

敗 荷の 音 はき かね ど、 あまた つらなる 

燈 火の なげ きをば 見る。 

わ だつ みの 黑 きが 如く も だせる 山 こ . 

など （2 たりい そぎ 行く ら む 0 

墓 を 行く 重き な や み を捤る 手 さきに、 

I 四 五 


われ は 聞く、 つめたき 餒を。 

幸 ひの 島に まつる は、 女神と きけ ど、 

わが 見る は 池の かなたの、 

白く はた つめたき 墓に 似た る たてもの。 

かしこに は 死 もやす むらむ。 

わざ は ひの 道 を 行く とて 溜息 しげ し。 

水鳥 は いづ こに ねむる、 

そのお むりい とも 安 かれ、 われら は戀の 

果 へと て惱 みの 橋 を今ぞ 渡る。 

久遠の 戀 入に 寄す 

我れ かって 汝を 見き、 ただ 一 たび 汝を 見き、 - 

そはいつ なりし か、 何處 なりし か、 

いと かすかなる 記憶 をた どれば 

汝は いまだ 十五 を 出で ざり し と覺 ゆ。 

我が 惱み にあり しことの みは 疑 ふべ くも あらず- 


I 四 六 

紫が かりし 着物 をつ けて、 

十ば かりなる 子 を 連れて (そ は 妹な りし か) 

たのしき 人々 の 行き かよ ふ 遊び場に して、 

、< としば しなり しが、 我れ を 見て 立てり き。 

そのし ばし こそ は、 我が 無窮の 生涯 を 値せし なれ 

いく 度び か 我れ はこの 苦しき 世に 生れ 出で て 

汝を 求めき、 饑ゑ渴 きて、 我れ は 

娼家の 街に 入り、 荒野 を 旅し、 劇場に 求めて 

つ ひ に汝を 見出で ざり き。 

ああ そ も 何の 處に、 いつの 日 かまた めぐりあ ふべき 

いな、 いつな りし か、 我れ 汝を 獲き ：… 

され ど そ は 夢な りし 力 

く 

我が 夜毎の 夢に 汝 はつねに 訪れ 來れに …… 

石像に 寄せて 女に 示す 

我れ を棄 てた る 女よ、 


我が 衣 はや ぶれ、 我が 髮は 锐れ き、 

我が 面 は 蒼く、 我が 手 はふる へたり き、 

この 餓ゑ たる もの を汝れ はいと ひき。 

され ど 今ぞ、 

汝は そのうる はしき 衣 を はがれて、 

^ざめ し 面 を 伏せつ、 

來れ とふる ふ 手 を さしのべて、 

その 光な き HI は ゆるし をね がふ。 

汝れ もまた 人に 棄 てられし か、 

人 を 欺きし むく い をう けて 

日 も 夜 も、 雨に なやみ、 風に いたみ 

救 ひ を 待つ か。 

世の 人 はな ど 我が 情 を 持つ べき ぞ、 

いざ 我れ 抱かば、 汝れ もまた 蘇るべき，. 

我が 血 を わけなん、 

その 血 は 氷の 如き 胸に 通 ひて 

いにしへの 甘き 思 ひも めざめいで、 

春め 序曲 


その 唇 はくれ なゐ に、 その 髮は黑 く、 

その 目 は 力 力 やき、 その 頼に は 光 ささむ。 

され ど ああ、 我れ を榘 てた る 女よ、 

汝 はつめ たき 石な りき、  . 

歡び もな く、 苦み もな く、 

氷の 目 もて 見る ものの 胸 を 凍らしむ るの み。 

月影  . 

ああお ぼろなる 月影 を 浴み て、 

夢の ごとくに 立ちつ くす 我等が こころ o 

むら 雲 湧 き のぼる 限り なき 空 の あなた、 

我等が ほりす る もの こそ あれ、 

我等が あこが るる もの こそ あれ。 

君 見ず や、 おぼろな るかの 月影 を、 

】 B 七 


ノ 


さはれ、 まどかな るかの 月影 を。 

おぼろお ぼろの 水上 遠く 

fc^ 千き の ともし 火うる む。 

W ち 

しづかに しづかに ねむれる 街 は、 

もすそ  t  » , 

罪の 裳 をい ましつ くら ふ 


ひとみ 


ひとり、 かの 天上の 若き 眸ょ、 輝け る眸 よ、. 

ち さ ^る 

いまし 月よ、 いまし は 小き 夜 を てらす *  , 

いまし は 小き 人の子の 世界 を てらす。 

ああお ぼろな ろ 月影 を 浴み て、 

夢の ごとくに 立ちつ くす 我等 ふたり。 

今し、 たのしき 望 はよ みがへ り、 

な マし、 さやけ きま ことの 愛 は 胸の 扉 をた たく。 


うなだれて 歩む 人よ 

月 はやさし くも 汝れ を兑 まもり、 

星 は 汝の愁 をな だめ、 

雲 は汝の 慰めに 舞 ふ —— 

され ど汝は {仝 を 仰ぐ ことなし、 

汝そも 何 を か 見ろ ？ 

やとめ y 

うる は 1- き少古 を 力？ 

いな、 いな、 いな、 

汝は ただ 見る 塵 を、 埃 を、 

塵の 中に ただ 自れ をば 見る。 

その 墓 を 求む る 人の ごとく、 

失 はれた る 幸福 を 求む る 人の 如く  • 

汝れ はた だ 地 をの みぞ 見る。 

^の 中に た だ惱み をば 見る * 


半夜の 断片 

夜ごとの 夢の くるし さは 

わが 枕 こそ これ を 知れ、 

夜ごとい ためる わが 胸 を 

I とね 

わか 衾 こそうち お ほへ、 

わられぬ 夜半の この 淚 

てらす はくら きと もし 火ぞ、 

なげき あかせし あかつきの 

わが 溜息 を、 枕より 

また 衾より よく 知る は、 

しばし も われより 離れ やらぬ 

つれな き 人の おもかげ ぞ。 

墓 場 

61 の <± 曲 


あだし © の 枯^. は 燃 ゆる 日なくて、 . 

ひとつ 

とこし への 無言に こもる 墓の 一列、 

とぶ 鳥の ひとつ だに も 鳴け る は あらず， 

靑き火 の 消 ゆ る ごとくに 凄慘 の 

光た だよ ふ。 

け ふ は 東 か、 むら 雲の 爭 ひひと しきり、 

いな 妻の 銳 きふるへ、 濡れつ、 乾きつ、 

い と 遠き あの 地平に 暮れの こりた る 

刑 人の 姿し どろに、 あやなし や 

光た だよ ふ" 

夕闇の 行手遙 かに、 行方 さだめぬ 

もの の 影 さめざめと 泣き やわ づ らふ、 

ももの 墓 かたち は 消えて、 殘 りたる は 

百合の 葉の かげに 隱 るる 蛇の ^ か、 あな 

光た だよ ふ。 

一 B 九 


^  0  ^  二 年頃) 


稚 歌 

わが まこと 悲しった なき いつはり と 君が 心に 5 つる こ 

の ごろ 

きが 

石油に も 似た る 性な りこ ころして 近づき ますな 君 は 火 

なれば 

^.u め  さき 

ああ 少女 誰 を戀へ とてつ くられし 前なる われに ほほ ゑ 

み もせず 

わが.^ 女 われに 手 かせて そちむ きて 恥 づる日 を だに 悲 

しとい ひぬ 

まどろめば 夢にも 君の み ゆる かな 君 はた 夢の つかさな 

る ベ き 

いまこ こに 夢の ごとくに あら はれて われ を戀ひ 泣く 人 


】 五 ◦ 

も あれ かし 

S  と， 

さりげなく 人 を か へ して わかれむ と 文 を 書く 夜 を鷄さ 

わにな く 

わ だつ みのい ろ この 宮は さぐる とも 君に まされる 寶ぁ 

らめゃ 

海の さち 山の さち を も われす てむ しかして 君に かなし 

み を 得む 

い たづら に 生きて あらむ もよ しとい へど 今 はは かなく 

なりに ける かな 

夜の 思 ひ 消 ゆる あかり を 悲しげに 磨 硝子より 拔け いづ 

る 力な 

夜の 波 はわ づ かに かなし 眞晝 がた淚 おぼえて 聞きし に 

も 似ず 

若き 火の 燃えな ば 燃えよ 消な ば 消よ われの ねが ふはつ 

よき 酒の み 

い と 高き 才も ねが はず ただ ひとり 老いる こ となき が 女 

をた まへ 


ここ かしこ 忍びて 君 を 奪 ひゆく 惡者 どもの 一 人 かわれ 

も 

泣く を 恥ぢて くるしく つくる わが 笑み をよ しと 兌た ま 

ふ 憎き 入 かな 

をと めみ な 美なる に 心はぢ いりて 春の 夕 を われ 急ぎ 行 

鳩の ごと 小さき 1 1 つの ましろなる 素足より くる 春の く 

れかな 

わが まなこ 二つ 何 見る 今日 もまた あらぬ かなたに さま 

よ へ れ ども 

少女 子 はわれと われらが 戀の ため 靜 かに 生きて う つ く 

しき かな 

春 さきの なまあたたかき 夜の ほど を ふけて しきりに、 

おも ひけり 

不知. § の 夜ごと あやしく 燃 ゆる ごと 知らぬ 女に わが こ 

ころ 燃 ゆ 

,5 る はしき もろき 悲しき ものみな を愛づ る、. ：3 といつな 


りに けむ 

命と いひ わかき 日と いひ 戀 とい ひものの 終り はかなし 

力り けり 

命と は 人 を 待つ 間の ひととき を 木 かげに ねむる それな 

りし かな 

いねた まへ あまりに もの を 思 ひて は 若くて 老いし 人 も 

多き に 

戀と 死の あ ひに 悔 あり 悔の のち 淚 ひそかに 流る る を 知 

る 

僧院に のがれ 行かん とお も ひっつな ほ 年々 に人戀 ひて 

泣く 

唇の 5 つ り 香 春の 夜 ひ と 夜 を われに うれしき 夢見せ て 

ナり 

つ とうかび つ とまた 消 ゆる 春の 夜の 思 ひ を 君に つたへ 

まほし き 

春の 夜 はなつ かしき ものかず 多し なかに も 君のう しろ 

姿の 


潮の 香に 眞晝の 秋のう たたね は 身に つらき もの 淚 はて 

なし 

ふるさとの 月 草の 花 わ すられ じ 泣きし 少女 もまた 忘ら 

れじ 

-TV 

君に よりか かる 冷たき 淚 をば わが 流す こ となら ひとな 

りぬ 

りんだ うの 花 ざ かりなる 秋の くれ 君の 手 とれば やや 瘦 

せの 見 ゆ 

暮れて ゆく まがき のうちに ほの 白く 去りし 少女に 似て 

匂 ふ 梅 

はじめ 見て われ は うれしく つぎに 見て われ はかなし く 

お を 慕 ひぬ 

この 不思議 わが 慕 ふ 人の われ を 見て そしらぬ 顔に すぐ 

る不思 Si さ 

かずなら ぬわが 身 なれ ども 君 ゆ ゑに 入に ましたる 物 思 

ひする 

悔ぁ をし かぎりなき 世の おもかげに 似た る さびしき 冬 


I 五 二 

の 夕に 

日 もす がら 海の 上なる あはう どり なれ も 悲しき われ も 

悲しき 

f 'つ ベ に 消え ゆく 船の あと ひきて の こる 煙りと 身 をな 

さん 力 も 

ょラ. *  »  V  )  i  . 

わが 戀 はくら き 夜 海の おくにして ほのかに ひとつ 輝け 

る 火 か 

君 をえず ば 微塵と なりて 碎け よと を さなく 神に 祈りた 

りし か 

高山 を ふるさとと L て 大河に 瘻 むかの 鳥に なら まし も 

の を 

朝 あさを 露草 ふみて 砂 ふみて あさ あさ 淸き 流れ わたり 

ぬ 

や， 

砂原に つづく 草 場の しら 露に 濡れて かよ ひし ひとつ 家 

の路 

，ゃ靑 き 花の やうなる 瞳よ とわれ を 見る とき 胸 さ f き 

しか 


を さな 兒を あやなす ごとき ゑみ を もて われ 見し 人 も老 

いやしぬ らん 

死ぬ といへ ど 人 はむな しく 聞き流し 老いし 曰の こと 饍 

舌す る も 

水 わたる ひとりに あらで いったり の 十の 素足の 浮 草の 

花 

たよりなき おのれ を ひとり 見て あれば やがて 悲しき 淚 

ながれぬ 

いと あっし 千歳の あとの ある 時に 一 人の やくる 火と 思 

ふかな 

火の 前に 立つ は 二人 かひた 泣きて この 日 この 時 やくる 

われ 見る 

淚 さへ 出で ぬかな しさ うれし さの 世よ と はじめて 知り 

しわれ かな  • 

1 人に は 足らで 二人に あまる て ふ あやしき 人 をお もし 

ろ 力り き 

ことさらに 傷け さて は 罵りて そのの ちわれ を ^ふこと 


なし 

と 一せ つと せ 

さり とても かかる 悲しき なり は ひに 十 年 五 年す ぎに け 

るかな 

知る 人の なき ぞ 悲しき わが 戀の ひそかなる にも 飽き 果 

てし とき 

わが 戀を さま たぐる 人の あら ざ る をむ しろ 寂 しくお も 

ふこの ごろ 

灤見草 も ゆる 夕の 花の ごと ふかく も 君 をお も ひそめて 

し 

淺見 草 ふづきの 朝の 潮ざゐ にあ さく も 君 をお も ひそめ 

てし 

少女 子が あみだ 河原に 立ち い で て 茅 花 つ む H を 風な 吹 

きそね 

いつしか に 淺茅淺 茅と い ふ 原に われ をし 疎む 君と なり 

けむ 

やとめ 

ひと 目 見し むかしの 少女 海のう へ を ましろき 鳥と なり 

て來 にけ る 


憎む にも 憎みが たきに ものたら ずの ちはいと しくな り 

にけ るかな 

かの をみ な悔 ゆる 胸な しひた すらに 小さき 誇り をつ み 

上ぐ るの み 

梅ば やし あるかな きかの 朝 雨に いっか 濡れた る 肩なら 

ベ 行く 

胸に かざす この 花よりも いやさら に i 紅の 花 ぞうちに 

咲くなる 

歡樂を 捨て て淚 にわれ 行かむ ああ 歡樂 は盡 くる とき あ 

り 

おん 指の 白く 長き を わすれえ じふれ てみ し 間 はしばし 

なれ ども 

わが あがむ た ふとき お 指 水 をく み 米と ぎた まふ ことの 

悲しき 

あやまちて そと ふれたり しその 時の 指の ふるへ を 忘れ 

かねつ も 

大君に つか ふる ごとく 一 生 を 君に ささぐ と 誓 ひたれ ど 


1 五 四 

も 

君 見る と 長き 音 羽の 町 まち を あかず 通 ひし われな りし 

かな 

五日 ゐて 月に 一 度も來 ずな りし 君 ゆ ゑ またも 逄 ひえ じ 

と 泣く 

町に 逢 ひ ただ つかの ま を あ こがれし 少女 あまた を 思 ひ 

いづる 夜 

すぎが てに 人に よく 似し われ を 見て つかの まわれ を戀 

*- とめ 

へる 少女 か 

入 を戀ふ 少女なる べしつ とわれに 媚を わかちて 行きす 

ぎに けり 

戀を 知る 瞳う つくし あたたかき 夜 なれば われ を 戀ふ眼 

とも 見る 

なつかしき 瞳 のまへ を 足ば やに 去りし 心の 呪 はしき か 

3  ，と 

讚め 言に まさりて うれし ほほ ゑみて われ を 眺めし 人 を 

おも へ ば 


^沙 にも 似た る わびしき 果てよ とて ふたり 寂しく 笑み 

て わかれぬ 

キ定 5 ど 

病人 は 病める 木の葉の ほろ と 散る そ を 見て 泣きぬ 親の 

戀 しと 

雨風 を 怨みし 昨日 を 問 ふなかれ ここに 世相 を觀じ そめ 

てき 

觀 ずれば 夢の 世な りと おもへ どもな ほ 去り やらぬ 執着 

に 泣く 

死にむ かひな ほ资 笑める 大量の われと 昨日 は 知ら ざり 

しかな 

ふるとしの 雪 や いづことう つくしき 花 を ながめて 心さ 

とりぬ 

如 力 ざり き戀も をと め もた だ ひとり 行 ひすまして 世 を 

終へ むに は 

求めて 行く 果て は 知らね ど ただ今 日の 思 ひのう ち^わ 

れ 生きむ かな 

君 をお も ふ ほかに は 何も 知らず など ほこり かに 言 ふが 


女 あらぬ か 

憎む まじ 女の ゆ ゑの 罪 なれば 若き いのちの つくる とき 

まで 

ひとつ 星空の まなかに 靑ざ めて われ も 悲しと 慰む るか 

な 

憎まむ とすれ ど 憎めぬ 君 なれば せめてす ねても 見た き 

夜 かな 

日の目 だに 見ず て 育ちし 草 なれば 月の 影 だに すねて 望 

まず 

失せし ものみな 美しくな つかしし それ ゆ ゑ 君 も われに 

失せし か 

助けた ま へ 若き わが 世 は い と 狭し あまり に 慕 ふ 入 多き 

ゆ ゑ 

世の 入の あらゆる 八に すてられつ ふみにじられし 女 を 

戀 はん 

言し げく 別れし のち はこの ふたりい とつつ ましく 泣く 

のみに して  ， 

r  I 五 五 


疲れたる われ か戀 にも 宿世に も 泣く もものう し 笑む も 

もの， つし 

さ 

生けろ 海 生ける 命の 波うた ふわが 身の ための これ や 早 

ま-あ 

少女 

ゅふづ つの さやに さやかに 荒れく るふ 海 を 見 まもる 如 

きみひとみ 

見し は 春た そがれ やみの 格子戸の なかなる S を やさし 

き 君 を 

うま 酒の 醉ひは 夜半まで たもた ね ど 君が ゑ まひ はわが 

失する まで 

わ. か 惜む 人も來 よかし 今日の このよろ こびのう ちに 心 

彼 立つ 

つら か りき つらし とか こつ 今日の 日 の あり と覺 えぬ わ 

れ なりし とき 

憎まれて 憎みて はて はの ろ はれての ろ ひて われ やひと 

り 死ぬべき 

死なむ とて 靜 かに 淚 ながる て ふやさし き 入 を あはれ と 


一 五大 

思 ひぬ 

ひとり ゐの緣 にあ かるき 月 かげに 蒼き もろ 頰に淚 ひか 

れり 

葉が げやみ あやにく 顏は 見え ざれ どむ しろ 夢な す さま 

なつかしき 

黑髮の 夜ぶ か の 床に 亂 るる を かきつ くらへ る 白き 手 の 

見 ゆ 

いたましく 今日に やつれて 明日 を 待つ 人 は 昨日 を 思 ひ 

出ぬ かな 

*-に 

石うて ば 石 も 一 W する 世に ありて さはいつ まで か默 した 

まふ や 

靑き 花た づね あぐみて みなつ ひに 逝きし 昔の 人な つか 

しさ 

首 世 より 流れ 落つ る 日 ひとつひとつ 食み てす ぐ さむよ 

き 人た ちと 

崖の ぞく かかる 小さき おこな ひに なほ 大 いなる 恐れ も 

つ 君 


くろ 髮の千 筋の みだれな にお も ふ 若き 愁 ひの さわなる 

タ 

を さな 兒に 似た るち ひさき は ぢらひ を おぼえて 君に む 

力 Q あ- t5 夜 

春の 夜 はく つ る も 惜しき 四 つの 袖 かたみ に戀 をし ぼり 

つくさ じ 

昔 もな く 霰 はふり て 地に 消えぬ かく も 消え ゆく わが 身 

なるべき 

ひとりに はやが て 悲しくな りに けり 板屋 をた たく あか 

つきの 雨 

< 'とめ 

君 ゆ ゑに 十の 少女 を はなれ 行き ひとり 聽 くなる あかつ 

きの 雨 

オルガ ンの キイの 白き を はしる 指さら に ましろき 春の 

夕 ぐれ 

深 浦の 波に 手 ひたし ひや やけき 君の 心， を 知りぬ と 云 ひ 

ぬ 

いつまでも ながらへ はせ じかくまで も はかなき ものの 

S の^ 曲 


限りなる^: に 

こと 

十九に て 二十 五に して 死ぬ とい ふ はかなき 言も樂 しか 

り り 

ひとこと 

なかなかに 死の 一 言 は 言 ひいでず 生く と 苦しき 胸 さす 

るの み 

わが 神 はわれ を 憎みて わが 後世 を 愛でた まふ ごとき 心 

地 こそ すれ 

われい まだ 十九 に み たず 戀せ むと 日 *、  J と 町 をば さ ま よ 

へれ ども 

い た づ ら に 人 を 罵り ふと 今日は 才な きわれ を 見 て お ど 

ろき ぬ 

われ 才の なき はくやまず ただ 金の あらぬ を 切ち に 嘆か 

まほし，？ 

21 リ 

わが 才を 誰か いなまむ ただ われと 父と 母との 三人な り 

一 五 七 


せば 

もしも 世に ただ われ 一 人 ある なれば われに まさりて よ 

き 人な きを 

わが 姉 は ひとたび 嫁ぎ 肥え たれ ど 夫に わかれて また 瘦 

せに けり 

をり ふしの 思 ひ あまりて 人知れず 卑しき 戀 もして ぞぁ 

りつる 

草 山に つたなく 生きし 古る i よこた へ歜も 泣きうた ふ 

詩の 才 われに なければ くやしく は あれ ど 夕 を 酒の みて 

ゐる 

人 はみ な 口の 大きさ あざけれ ど わがお も ふ 君 は 口な き 

もよ し 

^こえて 夜の みの 國の毛 蒲團に 二百の 夜 を寢に ゆかむ 

力な 

あはう どり 今日 もまた 來 よわ だ つみにう つらう つらの 

わざ くらべせ む 


1 五八 

阪 のぼる 車の あとに 腕く みて わが 行く ゆ ふべ 秋 は來に 

けり 

傲りた る 髭の 間 を 行かむ より 馬糞 ひろ ひと われなら む 

力な 

いにし への 猛者の やうに も 歩まむ かさらず ば 隅に 力く 

れゐな むか 

きものの み 美人なる 世に われ 生きて きもの 戀ひ 居る い 

たまし きかな 

牛肉の パ 」 とく 電車 の つ り 革に を とこ をん なの ぶらさが 

る國 

火 を わたる 源 七 翁 は 二宮 を說 くやからより まさりた る 

らし 

英語に て惡 口た たく 今の 世に 八百屋お 七 はまた 出で ぬ 

かも 

若から ぬ 美しから ぬ 女 ゆ ゑ 惜しく も 金の 失せに ける か 

な 

かの 女 わが 月給の 額き きて やがてし きりに 戀 ひに ける 


かな 

餘の 悲しみ 何 か 如かむ や この 國の 少女 ことごと 算盤 を 

持つ 

ぐら 

女うた ふ片髮 にても 禿 にても 藏 にお 米の あるが よろ L 

一 一宮の 翁が をし へ はよ きをし へ われ もま もらむ 勳 章た 

ま へ  - 

大君の 銜德 おもへば いくさして あだ 殺した くお も ほ ゆ 

る 力 も 

遺憾な くわれす てられぬ 仕方なし に 今日は 酒場に 酒の 

みに 行く 

日 比 谷なる 便所の 壁の らくがきに 似た るた はれ を 云 へ 

ば 名いで む 

われ もまた 大. <  なるべし いかにして 生くべき かて ふこ 

と考 ふる 

佛蘭 西の 女 を ほめて わがくにの 女い やしむ かの 友 この 

友 

譽の &  A 


佛蘭 西の 女ば かりが 女 か はま づ こころみに 門に 立ちて 

みよ 

知る 知らぬ 人 をつ どひて 大君の みこと 說く ほどよき 事 

はなし 

わが 禱牛 いしく も 云 ひ ぬげに われ も醉 ひて うた はむ 公 

德 唱歌 を 

世に 生きむ 心 ありせば 汝れ もまた まめに お 髭の 麈 はら 

へ かし 

よき 歌 は か なしき 時 になる と 云へ 文字 も て あそぶ 人 々 

に 行き 

夜の ね 力 ひ 黄ばめる 月のう しろより さらに も ひとつ 月 

出で よかし 

都路を 塵に まみれし 花見む と 塵に まみれし 人 群れて 行 

く 

この 戀の 邪宗な りせば ころべと ぞ 人の いふ 時 われ ころ 

びて む 

ころべ ころべ かくうち わめく 人 も あれ 戀の ふたり はと 

I 五 九 


くころ びて む 

泣き 男 Si の さきに 泣く ごとく われ 泣きに けり 君の み ま 

へに 

たは むれて 金魚に 似た る顏 なりと わが 慕 ふ 人 をい ふ は 

誰が 子ぞ 

金魚 賢り 戀ひ 待つ それ もこと わり や 君 は 金魚に 似て ぞ 

ありつる 

じ や 

を みな子 は 鬼 も 十八 蛇 も はたちまして やかく もうつ く 

しき 君 

遠く ゐて われ を 慕 へ る 人 ありと おも へ ばた だ に戀 ひも 

かねつる 

なほ 君 を 信ずと いふ はおろ かなり 死ぬ も ふたりと 古き 

こと 言 ふ 

口笛 を 吹き 吹き ありく 子等 もやが て 車を曳 かむ 単に 乘 

らむ 

やぶめ 

手毬つ きて 遊べる 少女 その なかにわが 妻と なる 人 は あ 

ら ぬか 


1 六 〇 

戀を 賢る 店 を ひらきて 副業に 淚も買 はむ と 憎き たはむ 

われお も ふ は 十三 度 目に 嫁に 來る やきもちやきの 妻の 

みならん 

くろ.，？, <  •  ,  * 

黑人 に^たる 黑 さもな つかしし あなた 好きよ と 言 へ る 

そとめ 

少女 は 

すねられて 爲 すすべ 知らず おろおろと 惑 ふ をつ ひに 手 

くひ. I 

管と なしぬ 

1、 ふ 

わが 戀は薹 やた ちけ むこの ごろ はから かふ 人 もな くな 

りこ 寸り 

われ^ 嫌 ふ 女 はつねに 醜し とさ だめての ちの 心 やすけ 

さ 

わが i  一一  „1 は 誰れ に 言 はせ む われ 死にての ちの わが 世に わ 

れ あらぬ とき 

なべ て 世に 惑 ひなき 日と なりに けむ 若くて 戀 やわれ も 

呪 ひぬ 

^と 

かしこくも すめら みことの 下にして かかる めでたき 戀 


も. U るかな 

をと こもつ ことのみ いと どた くみなる その 下女 を さへ 

うつくし とみる 

力なし さに 堪 へずつ ひに は 雪の 中に 眞 裸に 寢て 死. ， よん 

とぞ おも ふ 

おも ヱ さま 泣いて 見たい と 目 こすれば さすがに 少し 淚 

出で にき 

うつくしき 女 あまりに 多き かなされ ど 慕 ふに 足る 女な 

し 

おなじ こと 繰返し いふくせ つ きぬ 自 然 主義よ りこの 方 

われ は 

煩悶に われ は 飽きたり むしろ かの 彌次喜 多と なり ふ ざ 

け 散らさむ 

國の ため われ は歜 をば つくるな り奚ぞ 大臣に 劣る ヾけ 

む や 

文豪 は 多き りれ へず 日に 月に 雜誌 文學 さかんな るかな 

や 


* の- ヒ？ 

男子 等 も 廂髮し て リボンな ど 靴に しむす ぶ 御世の め で 

たさ 

水 白粉 ほのに ほどこし 象徵 詩と なへ て ありく 詩人め で 

たし 

かくてな ほ 君な びかず ば ョ ボ國の 泣き 男 ともなり ゃ果 

てな む 

わ 力 鼻 は いささか まろし さは あれ どッ ルゲェ ネフに 似 

ると 高む る 

吾妹 子が 眉の ほとりの 小さなる 痣 を うれしく^ まゆる 

力 も 

いにし へ にた だ彥 九郞 今の 世に 官吏 ことごと 忠君 を說 

果て もな き 三 千 世界に 一 人なる すめら みことに われ も 

つかへ む 

女 等の 顔 を あまねく 解剖し 批判す る 身 も戀せ ざら む 

や 

戀 人に 自ら ほ こる あさましき 下 根の もの は棻 てら 1 こ 


寸り 

IV  r  M づ ま 

忽ちに われ は戀 してた ちまち にす てられに けり 電光の 

ごと 

夢に して 裸 を どり を 見て しょり われ はこの 戀 すてむ と 

ぞ おも ふ 

かくば かり 世に は 悲しき 夢 も あるか 裸 を どり を 君な し 

ま し ぎ 

きぶれ 傘 くるくる ま はし 寺小屋の 歸 りに 餅 を 食 ひし 父 

かも 

^にう く 大き 乳房 をめ づる などた はむ るる われ を を さ 

な 兒と見 ませ 

かへ り來 てた だ 手 を あぶる ことのほか 餘念も あらぬ 君 

のうと まし 

目白より 妻 をめ とりて 天金の 詩集いだ せば 生き甲斐 あ 

らむ 

株 買 ひて 金儲けた る その をり は 動 儉の說 つつしみ 聞 力 

まし 


1 六 二 

戀の くにをみ なのく にの 巡禮 にわれ はすぐ さむ 若き 月 

日 を 

戀の花 ふたつ の 胸に 咲かせむ とかの 温室に 入りし なら 

ね ど 

戊 申 詔勅 

大君の m にし あれば 苧を食 ひ 味噌 をな めつ つ 世 をす ぎ 

ん かも 

Q 嘲 

われし こ を やがて 妻 もちみ にくき 子 あまた 生ませ も わ 

が國 のた め 

佛蘭西 を 愛する 友に 

そのうへ に佛蘭 西の 旗 ひるが へる 風き て 吹きぬ 若人の 

0 


新し レ 春の gg- 

風に 吹かれる 蘆の^ は 

なに を 嘆いて ゐる の だら う、 

泣いて ふる へ て 吐息して 

それでも や つばり 折れ もせず。 

わたしの 心の 薔薇の 花， 

好き 放闺 につみ すてて、 

こ..？ 力 0^ れと ふ 日に も 

そなた は 笑って 泣き もせず • 


ヨ 

ほんに わたし は 仕 合せ ものよ、 

顔 を ほんのり あからめて 

なさけに 燃える 黑ぃ 眼が 

ぢ つと こちら を兒 てく 化る。 

おやすみ、 おやすみ、 かはいい 子 * 

わたしの 夢を見な がらに。 

夜中に なって、 かはいい 子、 

また ゆ り 起して あげる まで。 

わたしの 夢で すんだ ひと、 

I あはせ 

幸福な 曰 を くれた ひと、 

胸 を やぶって 行った ひと、 


V んな 今ではお なじ こと 

思 ひ 出して はなつ かし I 

わたしの 膝で 泣いた ひと、 

默 つて わかれて 行った ひと、 

こっこり 笑って 死んだ ひと、 - 

つきつ ぼい 目 を 投げた ひと、 

背中 あはせ で すんだ ひと、 

それが 殘らず 忘られぬ。 

わたしの 愛よ、 お まへ がほんの 愛なら ば、 

あの 黑 目 がちな 凉 しい 目の な 力 力ら 

あのに くらしい 心の底まで 忍び こみ . 

そこに 隠れて ゐる 祕密を 見て おいで。 

それさ ヽ、 それだけの 事 さへ 出来ないで、」 


1 六 四 

そ L でお まへ はどう し て 愛と 呼ばれよう。 

八 

、- つか はお まへ も 死んで しま ふだ らう、 

そし たらもう 誰もお ま へ を 思 出し て はくれ な 、たらう 

その 時には みんな 自分の 好きな 人の ことば かり 

思って ゐ るのに せ はしくて 死んだ 人な どに 用 はな- 

い つもい  つまで もお まへの  こと を 忘れな、 

お まへ を 好いて ゐる たった 一人の わたしの ほか は。 

それな のに、 ど 5 してお まへ はわた しに すげ ない の だ 

らう 0 

九 

あなたが 來 ると いふ 日に は 

いくら 抑 へても 心が 躍る 

でも 愈々 あなたと 向き合 つ て 

目 を 見合 はせ て はなす とき 


わたしの 目 はいつ も 負けて しま ひ 

悲しくな つてた まらない、 

ああ、 わたし は あなたの ねうちがない 

あなた はそんな に 賢く 美しい のに 

わたし は 醜く 愚か だもの を。 

しづかな 眉の や はら かさ、 

白い 齒 なみのう つくし さ、 

首 を かたむけ ほほ ゑんで 

わたしの 顏をぢ つと 見て、 

すぎた 日の こと、 明日の こと、 

敎會 のこと、 歌の こと、 

それから それへ きりのない 

その さわやかな 言葉の 波に 

まき - J まれ て は 夢 ごこち、 

そっと 盗んで 見る 顏が 

春の 序 s 


むかしの 夢 を よびさます。 

十一 

きれいな 花 はみ な 好きだ 

だが 長 くもつの が 一 ばんいい、 

きれいな 娘 はみ な 好きだ 

だが 信實 なのが I ばんいい。 

十一 一 

きれいな 娘 を 見る ごとに 

わたしの 妻と 呼んで 見たい、 

だが それ は 所詮 かな はぬ 望みなら 

その 一入で も 我慢す る。 

十 S 

銀座の 柳に 風が 吹く、 

男の 醉 ひに 風が 吹く、 

I 六 五 


靑ぃ 酒つ ぐ 白い 手に 

髮の 亂れに 風が 吹く。 

十四 

まつ さ をな 蚊帳の なかに 

ひとりで 寢てゐ ると 

あとからあとから 寄せる^、 

疊の 上の この 海に 

お ぼれ る ほ ど の 凉し さ よ 、 

け ふ も か 5 して 寢て くらす • 

十 E 

赤い 林檎 も そのな かが 

くさって をったら 何に ならう- 

きれいな 娘 も 本心が 

うそで あったら 何に ならう。 


1 六 六 

十六 

戀と 燕は巢 をつ くる • 

花の さわぎ もよ そに して 

燕 は せっせと 泥 を はこぶ。 

ふたり も 小さな 巢 を-つくる。 

十セ 

さあ、 一緒に 山に のぼり ませう、 

だが ころんで はい やです よ、 

あなたの かはいい その 足が 

折れたら わたし はどうし ませう。 

十八 

于ふも 水車 はま はって ゐる 

なぜ だか 自分 も 知らないで、 

娘 はわた しに はらた てた 


なぜ だか 自分 も 知らないで • 

十九 

ふたりが 行けば、 公園の 

枝に とまって 鳴いて ゐた 

小鳥が こちら を 見返し て 

つれの 小鳥に 何 か 言 ふ、 

何と 言った か 知りたい な。 

一一 十 

1 一羽の 小鳥が ふざけて ゐるを 

ぼんやり ふたりで 見て ゐ ろと、 

I 羽の 羽根から 落ちた 毛 を 

I 羽が ひろって 巢に はこぶ。 

だから あなたの 落髮を 

术 の あ ひだに はさんで をった とて 

わら ふ ものではありません 0 


一一 十 I 

橋の たもと に 家が ある、 

家の なかには 娘が ひとり 

わたしが とほって 行く ごとに 

小鳥の やうに うたって ゐる、 

朝の ゆきに は うれし ヂこ 

晚の もどりに はか， ，，* しヂ こ。 

一一 十二 

ばん 方に い つも 通れば あの 家の 

窓から 見て ゐる あのむ すめ、 

顏 ははつ きり 見えな いけれ ど 

ちゃう どま 白な 花の や 

なんとはなしにな つかしい • 

二十 2 


涙の まじった 接吻 を 奪る 

男 はいちばん 罪が ふかい、 

だが 愛 もな い の に 接吻 をす る 

女 はもつ と 罪が ふかい。 

一 1 十四 

山の 上に は 風が 吹く、 

風に 吹かれて 松が 鳴る、 . 

松の 下に は 若い 衆の 

^にも たれて 小娘が 

忘れち や いやよ と 泣いて ゐる。 

11 十五 

たうとう 小鳥 をつ かまへ た 

もうどう あつ て も 放す もの 力 

かう してび くびく ふる へ てゐる 

小さな 手 を 握って ゐる とき は 


1 六 八 

ああ、 この 世 も 我れ も 夢の やう。 

一 1 十 穴 

たのしい 戀に息 絶えて 

お まへの 腕に 5 めら れて 

どれほど たった か 知らないが、 

お まへの 接吻に さまされて 

見れば かがやく ふたつの 星が 

ぢ つと こちら を 見下 して ゐ る。 

一 1 十七 

こんなに 思 ひ 合って ゐる もの を 

ふたりが 一 緒に なれぬ と は 

なんて かなしい 世で せう か、 

これが 最後と いふと きに 

ぢっ といつ まで も だきあ つてる と 

わすれなぐさが^ えませう。 


二十 八 

お まへの 長い 睫毛から 

したたる 露 を 手に うけて 

^に を さめて とっておき、 

年と つてから 飲んだなら 

若が へる にち が ひない。 

一一 十九 

花壇の なか を 歩くなら 

花のに ほひに むせ かへ る、 ， 

だが 女學 校の ひける とき 

通りかかれば 息づ まる， 

.  ^とめ 

それでなくても 少女と い へば 

生きた 花 ゆ ゑ s« もつ よい。 

ni 十 

春の 序曲 


おいでな さいと いふ 聲は 

小鳥の 歌より たのしい が、 

さやう ならと いふ その 隱は 

蟲の 音よりも なほ かなしい • 

一一 一十一 

あの 煙草屋の 看板む すめ 

あれが わたしの 好きな 娘 だ、 

愛嬌が あって 深切で 

い つ も あな た は 好き よ と 言 つて ゐた 

それに どうした わけ か 今 曰 はまた 

知らぬ顔して すまして ゐる、 . 

こんな 箬 ではなかった が。 

一一 i 十二 

きりきりす きりきりす、 

秋の 夜つ びて 何 を 泣く、 

i 六 九 


生きて ゐる のがつ らくて か 

胸に 思 ひがつ もって か。 

いえ、 いえ、 なんにも 思 はずに 

ゆかした 

お まへ は 床下で 泣いて ゐる、 

けれど 泣かない 私の はう が 

心の底で は 泣いて ゐる、 

生きて ゐる のがつ らいので 

胸に 思 ひがつ もる のて。 

n 一十 ni 

どんな 苦勞も 我慢して 

默 つて 愚痴 を こぼさずに 

仕事に 糈を 出す がよ い， . 

そしたら 心が 落着かう。 

1-1 十四 

いろいろ 求めても 手に入らず 


一 七 〇 

いろいろ 聞いても さとられず 

いろいろ 見て も 氣が附 かず 

かう して 人 は 死んで しま ふ。 

n 一十 五 

おお、 やさしい やさしい そよ風よ、 

お まへ の 息に 雪 は 消え 

心の 永 もとけ そめる。 

おお、 やさしい やさ L い 春風よ • 

お ま へ は 花 を もってくる、 

わたしに も 愛 を もって 來ぃ • 

2 十六 

舂 はいつ まで つづかない 

春の 日 はすぐ 暮れて しま ふ、 

はやく 花輪の 花 をつ み 

美しい 口に %吻 をして 


世の たのしみ を 吸 ふが よい、 

花 はし をれ る 香 はう せる 

若い 曰 はすぐ 行って しま ふ。 

n 一十 七 

% へ 

わたしが いつも 求めて 喘いで ゐる 

遙 かな はても ない 永遠の 氣は 

あなたの 顏 では あるまい か 

あなたの 心で は あるまい か。 

わたし は あなたに 接吻 をして 

永遠に 額れ たの だとかん が へ たい • 

n 一十 八 

今日 も わたし はかん がへ る 

生や 死の こと 永遠の こと， 

それが みな あなた ひとりに つながって ゐる 

あなたがなければ 永遠 も 何で あらう 


生 も 死 も わ たしに は 何で あらう、 

あなた を 腕に 卷 いてる と 

全世界 をつ かま へ て ゐる氣 がする。 

I- 一十 九 

I ハイネ 詩集 を愛讀 する 少女に 

あなたの 瞳 は 星で ない 

あなたの 口 は |^蔡 でない 

あなたの 指 は 百合で ない、 

あなた の 瞳 は 晝間も 燃える 

とけ 

あなたの 口に は 刺 はない 

あなたの 指 は い つ も あたたか い。 

四十 

わたしの 短い 生涯のう ちに 

出 あ つ たたく さんの 人の うちで も 

どうしても 忘れる ことの 出來 ない 人、 


その 人 はわた しによ つて 生きて ゐる 

わたしの 死ぬ まで 生きて ゐる。 

ああ、 わたし も か 5 して 人の 心に 生きて ゐた 

それでな くって どう して 詩人の 甲斐が ある" 

四十 一 

沂 所の 洋服屋の 娘が とほる。 

髮 をまん なかから 分けた 身に 

長い マ ン トを 驚て とほる、 ， 

きけば 女優に なった とさ ゾ 

四十 二 

女僵、 女優、 オペラの 女優、 

飛んだり 跳ねたり 歌ったり， 

冗談 言ったり 笑ったり 

ほんと にの ん氣 な. <氣 もの。 

末 は 野末の 野 たれ 死に、 


どうで もい いわ そんな こと、 

今の 今 さへ 愉快なら、 

わたし は 美し いんだ もの 

若 いんだ もの。 

四十 HI 

わたしの かないが 死んだなら 

京都へ 行って つれてくる 

もっと 若くて きれいな の をと * 

死 ものぐ る ひで 手に入れた 

戀 女房の まへ で 言 ふ 

こんなぶ をと この 友 だち に、 . 

心が はり をして 嫁入った 

^ 氣な女 を 思 ひつめ 

死んだ 男の ある ことが 

さ て も 不思議な ことで ある • 


四十 四 

目に 見えぬ 紐が ふたり をむ すんで ゐ ます 

心と 心 をつな ぎ 合 はせ た 愛の 紐、 

これ をと くの は 神 さまば かりと 思って ゐ たら * 

あなた はいきな り その 紐 を 

何の 造作 もな く 切つ てし まふ、 

目に 見える 紐が わたし はよう ござんす と" 

四十 五 

ダンテの ベア トリ チェ、 

ペトラルカの ラウ ラ、 

それ も わたしに は 何でもない 

わたしの 女王 は あなたです。 

だが わたし は ダンテ やべ トラ ルカの や 5 に 

讃美の 歌 を 紙に 殘し はしますまい、 


わたし は そっと それ を 押しつけ ませう 


くち 


あなたの 頰に、 あなたの 唇に。 

四十 穴 

たのしい 歌 をつ くらう と 

心に かけて ゐ たもの を、 

かなしい 歌のう た ひ 手に 

いっか わたし はなって ゐる 0 

ああ、 わたしの 歌の かなし さは 

みな あの人の した こと だ， 

わたし をす てた あの人の 

s が ほ 

あのに くい 笑顔に 罪 は ある • 

四十 七 

いつも 靜 かにつつ ましく 

眼 を 伏せてば かり をりながら、 


おとなしい 娘よ、 

お ま へ はどうして  > 」 の 宁 5 こ 

わたしの 心 をく る はせ る？ 

つつまし やかに しとやかに 

十くな 

口かず 少 くして をりながら、 

おとなしい 娘よ、 

お ま へ はどうし てこの やうに 

わたし を いぢめ てぢ らします？ 

四十 八 

醉 つたう ち さへ 涙が おちる 

さめた のちに は どれほど か、 

どうせ さびしい この 世なら 

さめて 泣く より 醉 つて 泣け。 

人の さまみ て ふと 思 ひ 出す 


ほんに きたない この こ ころ、 

何から 何まで い やなら いっそ 

すてて 惜し くもな いいのち。 

四+九 

ふたりが 接吻 をした ときに 

誰も 見て ゐた人 はない、 ， 

^に 出て ゐる 星の ほか、 . 

星に 遠慮 はいる もの か 0 

ところが 星が 落ちて 來て 

海に 祕密 を吿 げたので、 . 

海 は 小舟の 櫓に はなし、 . 

樓は 船頭に ささや いた。 

そこで 船頭 はな かよし の 

娘に 接吻して はなしした、 


さあ そこで 町で も 田圃で も 

もう みんな ふたりの ことば かり。 

M 十 

こんなに まだ わたし は 若い のに 

知らぬ 他國 でた だ ひとり 

死んで 行かねば ならない のか。 

かう して 死なねば ならぬ の を 

わたしの 父が 知ったら ば 

死ぬ ほど 嘆い て くれる だら う。 

もし 母が それ を 知ったら ば 

もし また 妹が 知ったら ば 

死ぬ ほど 泣いて くれる だら う。 

だが もし 死なねば ならぬ の を 
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それ を あの 娘が 知ったら ば 

ほんと に病氣 になって しま ひ、 ， 

遠い 故鄕の あの 部屋で 

おなじ その 日のお なじと き 

死んでくれ るに ちが ひない。 

五十一 

逢うた ときには 出逢 ひの 接吻よ 

わかれて 行く に は 別れの 接吻よ、 ， 

ひとつの 接吻に は 千の 接吻" 

まごころ こめた この 戲れ よ、 - 

口から 口へ 押しつけられて 

心と 心 を とりむすぶ。 

あな たの 息 を わたしが 吸へば 

I 七 五 


あなた はわた しの 息 を 吸 ふ、 

ii にし ひ 

そして 二人の 魂 は 一 つに とける。 

それでも 二人 は滿 足しない、 

もっと 近くに ゆく とき は 

天 も 地 もみな 消えて しま ふ。 

五十二 

手  一 2 さは ス。 も 

のの ひやり とする その 氣持 よさ 

わたし ははる ばる 海 を 越え て 來た 冷た い 瓶 を さげて 

シ 3 オル 

十一 一ば かりの 女の 兒の 紅い 肩掛を 見て あるく 

芳 列：^ を も 燒く怫 蘭 西の 酒 を 手に さげて 

鼠色した くもり 日の 町 は 行く けれど、 

ショ オル 

ああ、 あの 可愛い、 溫 かさうな 紅い 肩掛 は、 わたしに 

ない。 


I 七 六 

紅い 肩褂は まだまだ 蕾の 薔薇の 花、 

わたし は 五 年の 後と、 つい 後の ことと を 夢みながら 

もう 醉っ たやうな 氣 持で 歩いて 行く。 

五十 S 

わたしが 死んだら 海の ほとりに 埋め て 下さ い、 

間の 瞟 やわる 口の なかに 生きて ゐ るより は 

松風の 昔と 波の 饗 とが 聞いて ゐ たい、 

たくさんの 仲^の あ ひだに 埋められて 

死んで からさへ 氣が ねして ばかり ゐ るより は、 

世間の 口から はすつ かり 忘れられ てし まひ 

さびしい 海邊の 墓に ひとりで よこた はり、 

一 生の あやまち や 罪 やかな しみ を 

人の 耳に は 遠慮なく 思 ひ 返して 嘆きたい • 


少女の 夢 

銀の 拍車に、 金の 鞭、 

羽の あろ 馬に またがって 

遠い ぉ國の 王子 さまが 

迎 へに 来て 下さる その 日まで 

わたし はおとな しく 遊んで をり ます わ。 

あなたが 木に のぼって ゐ るの を 見る と 

わた L もの ぼって 行きたい わ。 

どんなに その 木よ 高く とも 

女 だてら と 言 はれう と。 
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わたし は もう 機 を 織る ことが 出来 ませぬ 

校の 手が くるうて なり ませぬ、 

きれい な^の 兒 がわた し を いぢめ ます 

しょつ ちう HI のまへ へ 出て 來て は、 

お 母 さま、 あなたの 娘 を いぢめ ます。 

け ふ も わたし は あみ 物よ 

きれいな 袋 を あみます わ、 ， 

あなたの 胸の いつはり を 

殘らず 入れて しま ふため、 

かなしい 心で あみます わ。 

あなた は 薔薇よ わた L は 百合と 

I 七 七 


呼んで 遊んで 來 たもの を 

わかれわかれにな つてし まひ、 

風に 吹かれて たたかれて 

薔薇 はかなし や 散って しま ひ 

百合 もこん なに 萎れました。 

すてた 人なら 薄情 ものよ 

あきらめな さいと 敎 へて くれる、 - 

これが ど 5  L て あきら めら れょ 5 

いっそ 死んで しまった そのと き は- 

あの人 だとて 夕方な どに 

つ いひよ つと 不幸な 女 を 思 ひ 出し 

かはい さう にと つぶやいて 

すまぬ とい ふ氣 もし ませう に。 


I 七 八 

わたしの 心の 小さな 部屋 を 

け ふ はきれ いに 掃除して 

花 をい けたり 繪を かけて 

あなたの おいで を 待ち ませう、 

わたしの 心のお 客 さま 

どうぞお は ひり 下さい まし、 

ほんと にせまい 部屋です けれど 

あたたかい 火が 燃えて ます、 

ねむたく おなりに なったなら 

や はら かい 寢床も ございます • 

あの方 を ひと 目 見てから は 

まるで 盲目に なった やう、 

どちら を 向いても 見える の は 

ただ あの方の 顏 ばかり、 

うつらう つらと して. ゐる やうに 


あのお 姿が ちらちら する、 

ふかい 闇から あざやかに 

>  _« が ほ 

あの方の 笑顔が 浮んで くる。 

この 世の中が ほんた うに 

なんともい へず さびしうて、 

ビア ノを彈 いたり テ -I ス をしたり 

お 友達 と 遊ん で 暮らす 氣も せねば、 

ひとりで 部屋に 閉ぢ こもり 

こっそり 泣い て 暮らしたい、 

あの方 を ひと 目 見て  力ら は 

めくら 

まる で 盲目に なった， う。 

わたしの 指の この 指輪 

まぶしい 金の この 指輪、 

わたし はお ま へ に 接吻 をして 
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胸に L つかり 抱き L める • 

少女の 夢 もさめ てし まひ 

浮世の 風のお そろし  く 

さびしく 泣いて ゐ たもの を、 

ほんと に うれしい この 指輪。 

わたしの 指の この 指輪 

まぶしい 金の この 指輪， 

お まへ はわた しに 人生の 

た ふと さを敎 へて くれました。 

わたし は 一 牛： あの方の 

奴隸 になって くらしたい、 

そしたら どんなにた のしから 5 

ほんと に うれし いこの 指輪" 

一 七 九 


十 

b，. こし t いつも、 いつも ひとりで 

ひとりぼっち で 暮らして ます の 

橋 を わたって から 橋 を わたるまで 

ながく つづいた この 町で、 

わたし は §k の 一 軒 家で ゐ るより 寂しく つて- 

ひ とり 111 を讀ん だり 空想したり 

裏の 花 を つんだり 小鳥 を 飼ったり して 

一 人で 樂 しむた つた 一 人の 小さな 世^;。 

わたしの 髮を、 姿 を， わた L の顏を 

赏 めて くれる 方 はたく さんありまして も 

いつにな つたら 來て くれ ませう、 

かう して 一 人で さびしく しょんぼりと 

、- つまで 待っても 來 ちゃくれ ないで せう 力 

わたしの 心 を 知る 人 は、 


1 八 〇 

何處へ 行ったら 逢へ るで せう 

ああ、 わたしの 心 を 知る 人に。 

十 1 

たうと わたし もお 嫁に 行かねば ならない か 

顧 Y を もたねば ならない か。  - 

しかも 小さな 年と つた 良人 を もた ね はなら な、 力 

^0 い » らし い 良人 を もたねば ならない か。 

お父さん お母さん 親戚まで が 朝晩に 

お 嫁に 行けと 責め立てる、 

ああ、 これが この 世の 習 ひなら 

わたし はいつ そ 死ん ぢ まひたい。 

お 嫁に 行かねば ならない のが これが 女の 道なら ぱ 

わたし は 男に 生れて 来たかった。 


でも 娘と 生れた ばっかり にお 嫁に 行かねば ならな 

つめた 

冷い 家庭で 苦勞 をし なけり やなら ないか 

世間の 習 ひ はどう だら うと 

わたし はわた しひと は ひと、 

いっそ 家出 をして しま はう、 

そしたら わたし はどうな るか。 

十一 一 

尼寺へ わたし はま ゐ ります， . 

浮世 はなれて 朝夕に 

行 ひすまして ゐ るよりも 

ましな こ と はもう ありません もの、 

ああ 戀ょ、 これ もお まへの おかげね え • 

it ざ- ゥ 

あけくれ 御^の 前に 出て 


どうぞ わたし をお 棄て になった 

か  あの人に 惠みを たれた まへ と 

お祈り をす る 外に は 何もない、 

ああ 戀ょ、 これ もお まへの おかげ わえ) 

わたしの 妹 も、 友 だち も 

きれ い な 着物 を 着か ざ つ て 

たのしく 遊んで ゐ ませう が、 

わたし は黑ぃ 着物 を 着て ゐ ます、 

ああ 戀ょ、 これ もお ま へのお かげね え。 

晚に寢 床に つくと き は 

たった 一 人の さびし さに 

あの人の 手に あったなら などと 思 ひます 

祌 さま、 どうぞお 許し 下さい まし、 

ああ 戀ょ、 これ もお まへの おかげね え。 


十三 

よくもの の わかって 下さる お 父 さま 

なさけぶ かいお 母 さまに 

こんなに 大切に されて をりながら 

どうして かう も 寂し いんで せう。 

いち 日 部屋に ぼんやりと 

すごして しま ふ 日 も あれば、 

人に かくれて 中庭の 

木 かげに しくしく泣く 日 も ある。 

舉校 1 のお てんばと 

うた はれた わたしであった のに、 

いま はまる で 人が 變 つたと 蟫 され 

病氣ぢ やない ことと 訊かれます。 


I 八 二 

ああ、 十七と いふ この 年が 

何 を わたしに もって 來 たか、 

わたしに 何が 起った か 

それ を 知る の は神樣 ばかり。 

十四 

わたしの やうな ふつつかもの でも 

貰って 下さる お 方が あったなら、 

わたし は どんなに 甲斐々々 しう 

お 身の ま はりのお 世話 をし ませう に • 

草葉が くれの 名もない 花 も 

春が 來 たなら 咲く やうに、 

色香もう すい 身ながら も 

いっか わびしい 花になる. - 

人に 知られず 片隅で 


つつまし やかに おだやかに、 

何の 奢り はせ ず とても 

夫婦仲よ くくらしたい。 

わたしの やうな ふつ つか もので も 

賀 つて 下さる お 方が あったなら、 

B; 那樣と 申して 上げる のが 

わたし は どんなに うれし からう Q 

十五 

娘 

お 嫁に 行く の はい やです わ 

思つ て 見ても いやです わ、 

わたし は 1 生 このままで 

の ん きに 暮 して ゐた いのよ。 

まあ、 お まへ は 我儘な 子 だ こと 52 


それで 通る とお 思 ひか、 

お まへ に 乳房の あるかぎり 

お 嫁に 行かねば なりません、 

子供 を 生まねば なりません。 

嫫 

^房なん かわた しはいり ません， 

子供 を 生む の はきら ひ です、 

それより 學者 になり たいわ 

あの ェ レ ン ，ゲイみ たやう に • 

母 

ほんと にお まへ は 馬鹿 だ ねえ、 

あの 宅へ よく 來る A さんの やうな 

ォ ー ルド ミスが 好きな のかえ、 

それより きれいな 丸醫に ゆって 

奧樣と 呼ばれて 見たい と は 思 ひませ ぬか 暑 

十 穴 


『こじき： こじき！ 

お まへ は ひも じい か、 泣きたい か 

ひも じけ り や 握飯 あげよう、 

お まへ は 寒い か、 死にたい か 

寒け り やわた しの 古い 着物 を あげよう。 

こじぎ！ こじぎ！ 

M つ た 煙草の 吸 殼に氣 をお つ け、 

町が 燒 けたら どうします 

そしたら お ま へ に 捤飯も 着物 もやれ やしない J 

『ぉ媲 さん！ ぉ孃 さん！ 

かはいい お 躋 さん の ぉ顏 を-見る と 

わたし は 泣きた かありません、 

ああ、 こんな かはいい ぉ孃 さんが あるんだ もの 

わたしよ どうして 死にた うなり ませう。 


一 八 四 

ぉ孃 さん！ ぉ孃 さん！ 

わたしの 町 も 火事で 燒 けました， 

ラち 

わたしの 家も燒 けました 

そして わたし は 乞食に なりました』 

十七 

少 女 

かはいい すみれよ、 よく^い たのね、 

まんと にお まへ はい い 匂 ひだ こと 

もっと さう して 咲いて ぉゐで 

そしたら もっとき れいに なり ませう。 

ねえ、 すみれよ、 わたしの 心 を 知って るの 

わたし はお ま へ を 摘みと つて 

あの方へ おくって あげる つもりな の 

すみれよ、 ほんと に， つれし いぢ やない の。 

すみ わ 

ええ、 ええ、 わたし はやさし いすみれ です 


あなたの お好きな すみれです、 

ど-つ ぞ 摘みと つて 下さ いな 

今にもつ ときれ いになります から 0 

わえ、 お嬢さん、 わたしの 心 をお 知りで せう か、 

わたし は あなたの 白い 手に 摘ま 丄 

あなたの 黑ぃ髮 に 飾られて 見たい のです、 

お嬢さん、 どうか わたし を 愛して 下さい ましな. > 

十八 

うく ひす かなく、 今日 もな く、 

裏の 畠で 今日 もな く、 

その 小さな からだが 裂ける ほど 

わたしの 胸が 裂ける ほど。 

うぐ ひす、 お まへの 聲閗 くと 

わたし は 悲しくて ならない わ、 

お ま へ はほんと に樂 しげに 
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樂し 、春 をうた つて ゐ るの だもの。 

おいで、 、「ぐ ひす、 こ こへ 來て 

どうか わたしに 言って くれ、 

わたしが 自分に 言 ひたくな いこと を 

お ま へ はきつ と 知って ゐ るに ちが ひない。 

うく ひすよ、 うぐ ひすよ、 

お まへの 口から 聞いたなら 

恥し 、 もし ます ま い 、 

わたしの 祕密な このね が ひ。 

た 力 うぐ ひす、 お まへ は 知らないの、 

わたしの 祕 I？ も、 かなしみ も、 

どうし て やっぱり その やう - 一 

樂 しい 春の ことば かりうた ふの か。 

J 八 五 


ねえ、 うぐ ひすよ、 うぐ ひすよ、 

お ま へ は 何處に 住んで るの 

お 山の 豁か、 藪 かげ か、 

あの方のお 家の 近く ぢ やない のかえ" 

十九 

まち 

街で 出逢 ふ 若い 男 も 年よりも 

みんな わたし を 兌て 行く に、 

あの人ば かり は なぜか しら 

知らぬ顔して 行かれます、 

ほんと に 男らしい 方 だ こと 

でも、 それが 何だか 氣 になる わ、 」 

もし きら はれて ゐる のなら 

そしたら わたし はどうしょう、 ： 

ああ、 かはい さうな この わたし。 

二十 


1 八 六 

この 然 える 胸 を 冷やさ 5 と 

海水浴に 行く もの を、 

ほんと に 羨まし いわねな どと 

友 だち はみ なお 言 ひになる。 

わたしの 胸に 燃える 火が 

どんなに 熱い もの だか を 

誰も 知って くれる 人 はない 

この 暑い 日よりも 熱い もの を 0 

どんなに 冷たい 水 だとて 

とても 冷やし はしません わ、 

それでも ぢ つと しちや ゐられ ぬので 

わたし は 海水浴に まゐ りました。 

すると まあ、 どうで せう、 不思議な ことに 

その 海に は あの やさしい 顔が 浮いて ゐて、 


こちら を 眺めて 笑って ゐ るんで す もの、 

ああ， わたしの 胸 はな ほどん なに か 燃えた でせ 5* 

二十 一 

ある 日 ふたりの 娘が 野原へ 行きました、 

大 さう 仲よ しの 友 だち が、 

ひとり はいかに も 嬉し ザ こ 

ひとり はいかに も 悲しげに • 

うれし さうな 娘が 言 ふ ことに 

『靜 子さん、 ほんと に名殘 惜しい わね 

あなたと 遊ぶ の も 今日き りよ、 

あちらへ 行ったら たより を 下さいね 

どう ぞ 永久に わたし を 忘れないで 頂戴』 

かなし さうな 娘が 言 ふこと に 

『綾子さん、 あなた はほんと に 幸福ね 

春の 序曲 


どんなに 樂 しい ホォム をお つくりになる でせ う、 

あなたのお 顔に は丸鬆 がよく 似合って よ 

でも、 あはれ な靜 子を覺 えて ゐて 下さいな』 

ふたり は ひとりの 人 を 愛して ゐ たが、 

ひとりが 默 つて 愛して ゐ たうちに 

.  S つと 

ひとりが 結婚して 良人の 國へ 行く のです。 

ああ、 そして わたしが その 靜子 でしたら ば。 

一一 十一 一 

きの ふ、 わたしと あの方が 

すわって 話 をした の はこ こだった， 」 

ああ、 草 はやつ ばり 寢てゐ る わ 

お立ち、 立ちよ、 かはいい 草よ、 

立っても はなしち やい けない ことよ、 

お まへの 上に 肩 をなら ベて ながいこと 

すわって ひそひそ ささやき 合った 

I 八 七 


あのた のしく 響いた ふたつの 名 を" 

一一 十一 一一 

ふたつの 生きた 泉が 見た ければ 

わたしの ふたつの 眼 を 御ら ん なさい 

淚で こんなに 赤く はれて ます。 

き メ* 

刀の 疵 より 大きい 疵が 見た ければ 

わたしの 胸 を 御らん なさい 

こんなに 破れて 血が 出ます。 

誰が こんなに したので せう 

それ を わ たし は 言 ひ ますまい 

その 人 を やつば り 愛して ゐ ます もの _ 

二十 四 


わたし はけ なげな 娘です 


ノ  ノ 


どんな ことで も 出来ます わ、 

縫物 も 出来ます、 編物 もします 

機 も 織れます、 糸車 もま はせ ます、 

そのうへ まだまだ 出來 ます わ 

あなたが お好きな ことならば • 


少年の 戀 

わたし は 若くて 貧乏で 

^布が からだと いふ だけで 

娘 はわた し を はねつけた。 

だから 懸命に はたらいて 

金 もちに なって 歸 つたら 

言 ふ こ と を g い て くれる だら 50 

だが それまで にお 嫁に 行って 

子供 を 生んで しまったら 

ああ、 そのと きわたし はどうな るか • 

春の 序曲 


少 年 

お まへ を 思うて 死に さう だ 

お まへの 黑ぃ 眼が、 眉が 

わたしの 心 をく る はせ る。 

ああ、 たった ひとこと でもい いから 

お まへ と 話が してみたい 

わたしの 心 は それば かり。 . 

夜の 森 かげ あぜ 路に 

お まへ がちゃんと 待って ゐて 

き す 

笑 つ て 接吻して くれたなら • 

わたしの 胸から 血が 流れる 

早く その まっかな 口 を おしあてて 

I 八 九 


、す  なま 

お まへの 接吻で 瘀 して くれ • 

お ま へ のまつ かな その 口 は 

どんな 隰 でも 癒す だら う 

どんな 苦勞も 消す であらう a 

少 女 

あなた はわた しも 好きです わ、 

でも わたしに は 年と つた 

お S さまが ぉゐ でになります もの 

お 母 さま は 病氣で 寢てゐ ます、 

わたしが お 嫁に 行ったなら 

誰が 看病し ませう か。 

あなた はわた しも 好きです わ、 . 

だけど わたし は 駄目です わ 


1 九 〇 

どうぞ あきら めて 下さいね" 

その か はりあな たの その 頓へ 

きす  ，  , 

接吻 を ひとつして あけます 

これで 我慢 をして 下さい。 

お まへの きれいな 眼 を^る と 

星 も 笑 ひます 日 も 照ります、 

お まへ が 地面 を ながめる と 

いろんな f 化が 咲き出ます、 

それに どうして わたし だけ 

お まへ を 愛せずに ゐられ うか。 

川ば たで 顔 を 洗って ゐ ると 

愛する 娘が やって 來て 


お早う^  J ざ い ます と挨 接す る 、 

けれどお まへの 心の 開く の は 

早く はない よ、 おそす ぎる。 

わたしが 小鳥で あ つ たなら 

ふたつの 翼 を もってたら 

お ま への そばへ 飛んで 行かう、 

だが 人間の かなし さは 

い つ かも かう して 泣く ばかり。 

お ま へ を 思って 曰 をく らし 

寢 人る とお ま への そばに 行き 

お まへ と 話 をす る けれど、 

さめる とやつ ばりい つもの や 5 二 

たった ひとりで 泣く ズ かり。 


I 番鷄 がな くと き は 

ああ、 もう 夜 あけに なった かと、 

今日は どうで も 逢 ひたいが 

それ も はかない みかと 

やはり ひとりで 泣く ばかり 0 

わたしの うちの 果樹園に 

梨 や 林檎が たぐ さ んな つて ゐる、 

きれいな 娘 も その やうに 

もし 木の 上に なって たら、 ， 

1 つむし って袁 ベたい な。 

あ。 M* 

うらの 杏が よく うれた 

ちゃう ど 今ごろが 食べ どき だ、 


となりの 娘 は 十七 だ 

今が いちばんう つくしい、 

ああ、 この 杏が となりの もので 

娘が うちの 杏で あ つたなら。 

わたしが^ 道に 出て 行く と 

1- んぱ  かか I 

田圃の 案山子 も 笑 ひます 

からす 

案山子の 鴉 も 笑 ひます 

雀も蝗 も 笑 ひます、 

あれ 見な、 今日 もまた 行く よ 

好きな 娘 を 見に ゆく よ 

みんなで^ 鹿な 小僧 を 笑 つて やれと。 

むかし 希 縢の 神様が 

しい 娘に 下りて 來 たやう に 


1 九 二 

わたし も 白い 鳥に なって 

あなたの ふところに 飛んで 行きたい 

わたし も 金の 雨に なって 

あなたの 胸に そそぎたい、 

ああ、 いつまで かう して 朝晩に 

あなたの 家の 門前 を 

往き戾 り して ゐ るより は。 


わたしの 娘 はう つくしい 

その 唇 はまつ か だが 

あか い メリンス の帶 はさめて ゐる、 

ああ、 きれいな 帶が買 つて やりたい な 

そしたら まっかな あの 口で 

ぉ禮を くれる にち が ひない • 

十 1 


かはいい 娘さん、 何處へ 行く 

手籠 を さげて 何處へ 行く、 

靑物 市場に 行きます か 

魚市場に 行きます か、 

ついて 行って はいけ ない の 

か へり は 重たくな るで せう、 

わたしが かついで あげたい に。 

十一 一 

お まへ の 心 はいつ もぐらぐ らして る 

ちゃう ど 荒海 や 4t  く 船の やうに、 

お まべ は 每日氣 がか はる 

まるで 秋の {仝 の やうに、 

い つ もちが つ た顏 をし て 見せる 

お まへ はきれ いな 力 メレ オン、 

それに どうして わた し の 心 だけ 

いつも こんなに 變ら ぬか。 

§ の 序曲 


十コー 

わかれ、 わかれ、 かなしい わかれ、 

わたしの 若い 心から 

喜びの 根 を かりとって 

なげきの 草を植 ゑつけ る。 

綠の 枝に とまった 二 羽の 鳩、 

わかれて 行った その あと は 

草 も 木 もみな 枯れて しま ふ、 

わかれ、 わかれ、 かなしい わかれ • 

十四 

ふたり は 互 ひに 好きだ もの、 

人目に かからぬ 片 すみに 

こっそり かくれて くらしたい、 

ちゃう ど 二つの 巴旦杏の 實の やうに 

1 九 三 


おなじ 幸福につつ まれて * 

十五 

かしこ い 人も戀 すると 

馬鹿より 馬鹿にな つてし まふ、 

どんな なまけもの でも 戀 すると 

どんな 苦勞 もい と はない、 

大きな 男も戀 すると 

小さな 子供に なって しま ふ、 

子供 だとても 戀 すると 

1 人前の 男になる であらう。 

+ 穴 

を はりに 

ほんとの 幸福 は 歌 はれない、 

戀入 同志の たのしみ は 

だまって ゐる ときが 一 ばんだ、 


ひとつの 接吻で、 交 はす 目で 

殘らず 苦痛 は 消えて しま ふ。 


春の 小曲 


、 


麵 


風な きに 花 はちり くる 

ひらひらと 花 はちり しく 

庭 もせ を 白く うづめ て 

5 つくしく きょく かなしく、 

>  . ま リ 

ここに わが 最後 こそ あれ 

けに われ も かく ぞち らまし 

花の ごとくに 四月の 花の ごとくに- 

夢 はさむ るな とこし へ に 

春の 序 g 


月 はく もるな とこし へ こ 

夜 はあくるな とこし へ に * 

そのと こしへ が 束の間と 

おなじき もの と as! ると も、 

われの いのちの 終りな.. X 

その 時 こそ はと こし ヽ こ 

われ を 忘るな とこし へ に • 

人の 世の たへ なる 琴の 

力なし み も その 1 の^ 

よろこび も その 一 の絃、 

かきならせ、 かきならせ 

人の 世の たへ なる しらべ、 

5 つくしき その 生涯の 

たえだえの 歌の もとす^。 


1 九 五 


四 

知られて 

わ すられて 

死ぬ るお ろか さ。 

知られず 

わ すられず 

死ぬ るかし こさ。 

ひや やけき 石と なるべく 

いと かたき 石と なるべく、 

世の ひとは 生命の はて へ 

ゎづら ひの 道 をした どる。 

5 たびと はお のれの 墓 を 


ほほ ゑみて みづ から 築く 

うつくし きその 墓の ため 

.S のち 

その 生命 をし むこと なく 

*T な^ら  ，  • 

海原 越えて なげけ ども 

妹 は 力 へ らす 

帆影 も 見えず、 

ただ 輝く はわが 淚 のみ。 

海原 越えて うたへ ども、 

妹 はか へらず 

我 も か へらず、 

とこし へに 海原 越えむ。 

人の 世 は淚の 海と 


あるときに 敎 へし 君 は、 

われ もまた かく 淚 すと 

あるときに 泣きた まひし か- 

戀と いふ ものの あれば ぞ 

人の 世 は 涙の 海と、 

そのい はれ われ もさと りて 

いっしらず 淚 ながる る 0 

母の 膝に を さな 兒は 泣く 

われ は 野に 行き 今日 も 泣く、 

を さな 兒の 夢に 入る とき 

など 忘れえぬ 戀 ならむ。 

か へ らぬ むかし か へる とも 


か へ らば 今や 戀 しからむ。 

君 はわが 手に かへ ると も 

むかしの 君に あら ざら む" 

むかしの 花 を 慕 ひっつ 

落葉 を ふみて 今日 も 歩まん 0 

君 はまし ろき 指 を もて 

ゎカ动 をぬ きとり ぬ、 

され どうつ けし わが 身 をば 

君 はすげ なく 棻 てて 行く。 

君 は 右手 をば さしのべて 

わかれて 行く に ほほ ゑみぬ、 

また あ ひ  力た き.^ 力れ にも 


つゆ ふる ふ こと あらぬ 手 を。 

その 指 こそ は 憎き かな、 

いくたび となく 濡らしけ る 

淚もっ ひに きずつけず、 

それ ゆ ゑ さらに 憎き かな。 

十一 

今日の 心 はかなし くも、 

濁れる 泉 

やぶれし 鏡、 

愛 をう つす に ひそかに 恥づ 

十一 1 


日に 三 たび 死 をお も ひ 

日に 111 たび 苦痛 を 喚ぶ、 

これ わが 靑 春なる か 


九 


これ はた 靑 春と いひ 5 べき か ( 

十三 

.5 のち  - 

生の 流れ はと どまらず 

死 は ひたむきに 追 ひすが る、 

あはれ おのれ も 人の 身 も 

眠りの 床 は あと やさき。 


I 日の 人 を かなしめば 

明日の 人より かなしまる、 

かくて 世 はすぎ 世 は 5 つ る 

時の 流れのと まらねば。 

十四 

よ 3 

日 も 夜 も わが 眼 は 

うちに 向 ひて はたらけ ども、 

、じの くらき 隅々 を 


S なく！ ^しま はれ ども、 

なにもの も 求むべからず 

なにもの もまた とどまらず、 

& しっき た 允 *< 

年月 は絕間 あらせず 

逝きて か へらず、 

いと はやき 流れの 如く 

我 を棻て さる 凡ての もの II 

十五 

盃の ふちと くちびる は 

人目く らます 珊瑚礁、 

いかに かしこき 船乘も 

あへ て 難破 をせ むと いふ。 

十 穴 

わが 詩 は 吐息の ごとし、 

影の ごとけ むりの 如く 

春の 序曲 


消えて 行く その 果敢な さに 

かなしみの 吐息 は つづく、 

その 吐息 また 詩と なる、 

わが 詩 はわが 吐息な り。 

十七 

年の 境に 

我 は 今 眠らむ とす、 この 眠より さめた る 時- 

いよいよ 四十 四 年の 曙 は 来らむ， 

その 時 我に 微笑な りと もうかべ よかし。 

聖歌の 断片 


われらた だ 神の ものな り、 

かの 操た だしき 妻の ごとくに 


一九 九 


つ * 


かつ 仕へ かつ は 慕 はん、 

神 はしばしば 戀を あた へた まへ ど、 

惡 魔の これに 乘ぜむ をお それて 

ふたたび その 手に か へ した まふ。 

II 

たまし ひ  ， 

かなたなる 綠の 丘に 我が || 魂 はね むれり 

神い まだ 起きよ とのた ま はず、 

鶏 は III たび 鳴きぬ、 

ああ、 我れ いかで 知らず と 言 ひ 得べき、 

主よ、 ゲプセ マネの 血の 祈り 

その 祈りの 聲を 我れ も 感ずる を、 

たま しひ 

かなたなる 綠の 丘に 我が 靈魂は めざめん „ 

人 はみ な その 名 を 有て るに 

/V とうる はしき 心 を 有たざる ベ き、 


二 〇〇 


惡 魔が 來 りて 蔽ふ のみ。 

うる はしき 心 あれば ぞ 

花 を 賞で 月 を よろこび、 

かなしき 人 を氣の 毒が りて 

涙な がれて やみがたし。 


むらくも 

この 淸き光 をね たむ 叢雲の 


ザ 多 


隙 をう かが ひ 來て蔽 ふ、 

人の 世の あらゆる 汚れ 

人の 心の あらゆる 闇の 

ああな どかく もカづ よき a 


神よ おんみが 神なら ば 

我等の ための 神なら ば、 

この 闇に 光 をて らした まへ 

この 汚れ を 洗 ひきよ めた ま へ、 


弱き 入の 子 は I 念に 

神よ ただおん みに よりすがる。 

四 

死なむ とする が 如く 覺 えたる とき 

神 は 萬 物の 生きむ をね がふ 

神 はまた 我が身の 生きむ をね がふ、 

よき こ と をな さんと する 者に 

その 生命 は 甘き 實 となる 小さき 芽な り、 . 

々にしへ あ 

昔 の惡 しき 事の むくい は 苦み となる 

され どな ほい まだ 死と はなるべからず、 

その 人 はまた その 罪 を 償 はんと すれば なり。 

. 夕暮 の祈禱 

夕 ぐれ ごとの 我が 祈り 


力く も 力なし き 祈り をば 

きき 給 ふ 神 はあり やなし や, 

よし 神 はなく とも ゐ まさず とも 

夕 ぐれ ごとに 祈ら まし 

知られざる 神に 祈ら まし。 

迷へ る 人よ 祈れ かし 

祈りて 人よ 惱みを 去れ、 " 

祈りて 眠れ 心 しづかに ノ 

3 す 

明日の よき 行 ひに より 

,  きよ 

今日の 罪 をば 淨む ベく 0 

疑 ひ 惑 ふ 日に ありても 

我れ を 導く その 力、 

我れ を 連れ ゆく その 船よ、 


神 か 蓮 命 か 名 は 知らず 

知らね ど 我れ は 祈り てん、 i 

夕 ぐれ ごとに 祈り てん、 

我が 生涯の 港まで 

我 を しづかに 導きた まへ、 

やすらけ き 死に 連れた ま へ と。 

四 

愛する に 時 ある を 知らず 

ただつ ねに 憤 まるる を 知る、 

ああ、 かく も 卑しき 我れ なれ ど 

神よ、 この 身を棄 てた まふな、 

この 目 をお そふぐ さぐ さの 

a- しく 厭 はしき ものより 我れ を 守り ませ、 

我が この 上 卑しく ならぬ 爲め 

主よ、 君が その 惱みを わけた まひし ごとく 

また ぞの惠 み を も わかちた まへ。 


二  0  二 

マリアよ、 我れ は 御身に 仕 ふ、 . 

世の 戀人を かへ りみ ず 

御身 ひとりに 仕 へんと す、 

かくて 我れ は ぎ ある 身と ならん、 

マリアよ、 この 誓 ひに たが はぬ やう 

我れ に强き 心を與 へた まへ • 


「春 月 小曲 集」 に 序せ る 

これまで 作った 短 かい 小曲 だけ を 選んで、 小さな きれ 

いた 本に して 见 ようかと 思 ひ 立った の は、 かなり 以前の 

ことで、 六月の 末 頃に は 原稿 を 出版者の 手へ 渡す 約束で 

あつたが、 のち 私 は 始めの 計寰を I 變 して、 さう したい 

かに もも. の ほしげ な 行爲を やめに して、 本年に なって か 

ら出來 た 新しい 作品 を 主として、 これに 前の 詩集 を 出し 

てからの ちに 發 見され た舊稿 (春の 小曲、 昨日の 情緒 等 

の 諸篇) を 加へ て、 1 卷に まとめる ことにした。 それ か 

ら、 はじめに 以前の 二 集から 採錄 した 分 は、 大部分 取 除 

いてし まった けれど、 最初の 計畫 が計畫 だけに、 そのい 

くら かが 新作の 間に 介在す る ことにな つ た。 

そして 新しい 作品に 關 して は、 簡單な 轺介狀 を 書いて 

やる 必要が ある やうに 思 ふ。 なぜならば、 「感傷の 春」 の 

序文に 於いて、 私 は 自分が 最早 詩に は 別れ を 告げな けれ 


ばなら なくな つて ゐる事 を 告白して 置 いたから である。 

然し、 私 は 詩人であった、 それが 誇 o であった 時と おな 

じく， それが 羞恥 を覺 えさせる 時に 於いても、 私 は 詩人 

の 外の 何者で もない のであった。 私 は 韻律で、 1 曆 分り 

易い 言葉で 言へば、 調子で 物を考 へ る 人間で ある。 私から 

韻律 を 取 去ったなら、 そこに は 何 1 っ殘ら ないで あらう。 

A イネと ゲェテ とを績 けて 譯 して ゐる うちに、 私が 輕 

卒 にも 死んだ とば かり 思 ひ 誤って ゐた 私の 詩 神 は、 急に 

蘇って 来て、 再びむ かしの 琴 を かき 鳴らした。 私 は 急い 

で それ を 書き取った。 それが 冒頭の 「小曲」 と、 その 次ぎ 

に 置かれた 二つの 小曲の チ クルスで ある。 これ 等の 作品 

は その 二三 を 除く 外 は、 すべて" イネの 「新しい 春」 とお 

なじく、 私の 第二の 春の 欲で ある。 そして 「ハイネ 詩集」 

が 私 を 再び 詩の 世界へ 引戾 したので あるから、 從っ てこ 

の蕖の 前 牛 は 「私の ハイネ 」 と 同じ 氣分を 有して ゐる かも 

知れない。 また、 私 は 時としてず： 識 的に、 諸國の 民謠ゃ 

民謠 詩人な どから、 その モティ ヴを 借りさへ もした。 


仏 は a らく 現代の 詩人の 何人よりも 民謠を 尊重して ゐ 

る、 そして 我 國在來 の 民 謠の單 なる 模擬で はなく して、 

新しい 口語に 適した 民謠の 形式 を 作り出す ことが 出来た 

ならば、 どんなに 喜ばしい ことで あらう。 私の 「小曲」 も 

その 試みと して 見られたならば 私の 滿足 すると ころ だ。 

1 九 一 九 年 秋 

同上 改訂版に 記す 

はじめ 獨逸 製の 壁紙 を 利用した 瀟洒な 小册 子と して 現 

れ たこの 集 は、 のち かう した 同 装の シ リイ ズの 一 つと な 

つて、 當 初の 意味 を 失った ため 「靈 魂の 秋」 「感傷の 春」 二 

集から 採錄 した もの を、 その 中に 介在せ しめる 事が、 と 

り わけ 私は氣 になって ゐた。 

が 今度、 社の 好意に よって、 それら をす ベて 刪 除し、 

新たに 未發 表の 作品 三 十 篇をも つて それ を 補 ふ 事の 出來 

たの を 幸福に 思 ふ。 これによ つて、 本 集 は はじめて 完全 
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に獨 立した 一 個の 詩集と なる 事 を 得た ので ある。 

なほ、 その 重出の 詩 以外に も、 今 見る と 自ら 羞恥 を覺 

えて 画 除したい もの も 多い が、 これ 以上の 我儘 も 云へ な 

いから、 それに は 敢て目 をふさぐ 事と する。 

1 九 二 六 年 墓 春 

「春の 序曲」 の あとに 

r 荞月 小曲 集」 舊 版本の 卷 首に 置き、 今 この 「春の 序曲」 

中に 編入した 「新しい 春の 欲」 は、 抒情 小曲の 最初の 試 

みであって、 はじめ 多くの 非難 を 得、 次いで 多くの 模倣 

を 得た ものであるが、 著者と して は 1 つ の 昏迷の 記念で 

ある" .P に は、 ぜ 自分が こんな もの を謇 いたの 力 了解 

に 苦しむ もの すら ある。 が、 また、 眞實 の聲を 出し 得た 

もの もないで はない ので、 熟考の 上、 玆に收 める 事と し 

たので ある。 

1 九 二 九 年 早春 


我が 詩 は 賞め たた へらるべき ものに あらず 

ただ 淚の ひまに 讀 まるべ きもの のみ。 

多くの 喝采 を犧牲 にし て 我れ 寂しき 詩人 は 

今日 この 眞實の 幾分 をった へうる を 喜ぶ。 


宣 言 


寂しき ものの 聲 

まことに 寂しき は 

この 世な りけ り。 

誠 ある もの は、 

來 つて 我れ を 慰めず や。 

星の 子 

おも ふ、 われ はかの 星辰の I つなり し を。 

何の 罪 ゆ ゑ か、 かくは さすら ひて 來ぬ、 

あはれ この 世に、 このうつ し 世に。 

ある は 遠く 望みて その美に あこがれて か、 

S  0 


ある は 罪 を 犯して 逐 はれて か • 

もし 慕 ひ 来しなら ば 

この 醜 さ を 見て など 歸ら ざる、 

逐 はれし ならば 

はやく その 罪の ゆるさる る 日 を 祈れ かし * 

空 を稱ふ 

^^仰ぐ こと 稀れ なる 人 は、 

おの づと心 卑し。 

廣大 無邊の 心に 住する もの、 

く か5 ベ ， 

覺 えず 首 あがりて、 

靑签 を遙 かに 眺め わたし、 

飽 くる ことなく 

淸 澄の 大氣を 吸 ふ。 

かかる 心に、 

など か 汚れし 思 ひ は 入らん。 

二 C 七 


身 は 靑{ 仝の 下に 立 つ とお も へ ば、 

物 を 恐る る氣は 去りて 

心安ら に、 心 澄み わたる。 

思 慕 


はて 5 づく 


この^ 界の果 の何處 にか 

わが 思 ふ 人 は あらむ と、 

限りなく 

心 あくが るる そのうし ろより， ， 

わが 思 ふ 人 はこの 世に 

旣に 失せし にあらぬ かと、 

未だ 生れざる に は あらぬ かと 

かく 疑へば、 

ああ、 これ もまた 愚かなる 妄想 かと 


わら 


おのれ を嗤ふ 心 ともなれ ど、 


はて .S づく 


この 世界の 果 の何處 にか 


二 


わが 思 ふ 人 は あらむ と、 

なほ も ひそかに 

おのれに 隱 しつつ 心 あくが る A 

感 傷 

世に すてられて 

ひとり 荒野 を 漂浪せ むか、 

曰は沒 して、 月 もな し、 

星 光 空に 薄く 寂し、 

ただ 風 あり、 ただ 露 あり、 

草に ねむりて 

かう ベ 

終夜 頭 を 濕すを 得ん 


標 語 

飛燕の 如く 輕 快に、 


落花の 如く 悲愴に、 

かく も 生きなん、 

かく も 死なん。 

これ ぞ わが 望み なれ、 ， 

わが 願 ひなれ。 

一生の 値 

あ』 J 

余 は 余の 一 生の 値 を 

可 こて ら i む o 

紙幣 か、 銅貨 か、 金^か、 

羊毛 か、 瑪瑙 か、 靑 玉 か、 

否、 淚も て。 

自  さ 一口 

すべて の 入に 嘲られ 罵られ て も、 


われ は 平然として、 

路上 を 行かん， 昂然と して。 

わが 心に は 

眞珠 あれば なり。 

. 二 途 

わが 生きる にニ途 あるの み。 

貴公 十た るか、 

ジブ シィ たる か 0 

客間の 生活 か、 

野天の 生活 か。 

放浪 こそ、 放浪 こそ。 

血 を も つ て け 

血 を もって 


その 傳 記の 一 頁 一 頁 を 

染めて 行け。 

中途に して、 

これ を 墨汁に 換 ふるべからず。 

進 言 


悲しき 時、 悅 しき 時、 

入 はすな はち 歌 ふ * 

しかも 考 ふる 時、 

人 は 歌 はざる なり。 

い たづら に戯欽 し、 

い たづら に 雀躍す る もの よ、 

しばらく 考 へよ 0 

され ど 哲人、 

君 はしば らく 讀書を やめて- 

砍へ、 砍へ、 この 人生 を。 


二 一 o 


碎 けたる 魂 


やさしき 詩人の 心 は 

いつの 日に か碎け はて けん。 

玉 となると も、 よし 身 は 失する とも 

ただう つくしく 碎 けなば 

君 は 詩人よ、 夢の 王者よ。 

このみに くき 世に はふ さはぬ 

その 夢と ねが ひの はげし さに、 " 

若く して わが 魂も碎 けたり。 

塵より 起て 


一 たび 身 をば 

塵に 埋めよ。 

その 塵の 中より 


身 を IS せし 時、 

汝は大 なる 詩人 たるべし。 

高 靑邱に 寄す 

わが 哀しき 高靑邱 よ、 

われ 今お の 詩 を よんで、 . 

敢て 君に 言 はん、 

天下の 愁 人君と 我れ とと。 


愁人愁 詩 

滿 腔の 幽情、 滿 腔の 愁， 

1 身血淚 にして、 1 身 火な り- 

今朝、 愁思霉 の 如く 湧く、 

盤 を 打って 悲歌 すれば 

涙 滂沱又 滂沱， 


傷哭 して 曰 ふ 


ここ 


妥に 在り、 一 高 靑 邱。 


自分 を 憎む 

かぐろ い 翼 は 签を蔽 ひ、 

愁は こぞって わたし を 襲 ふ- 

光、 光 もなくて、 なほ も 生. 

ああ、 うとまし や、 

この 肉 身 は。 

夢 を 愛す 


夢 こそ は 母の ふところ、 

か へらむ か、 

か へらむ か、 

母の ふところに。 


母の 胸 こそ 過去 なれ や、 

わが 夢 を殘 せし 過去 なれ や。 

戀を 知りて 

戀を 知りて より わが 胸 は 

戀を かたるに 堪 へずな りぬ。 

戀を 知らねば こそ 

戀を かたりうる なり。 

自ら 覺る 

われ まことの 悲しみ を覺 えそめ てよ り- 

い  とど 命の 短く なれる を 感ず。 

われ は 世に立ちて、 

人 々 と 交 はる ベ き 人間に は あらず。 

孤獨 なら まし かば、 


二 一 二 

さなり、 幸^ I にあら まし かば。 

寂 寞 

畢竟 寂しき のみ。 

昨日 は S 君と 

瀧 野 川、 赏鴨を さまよ ふ、 

友な きに あらず、 惱み 多き なり。 

人生 を かたる、 

徒らに 厭 はし さ をます のみに 過ぎず ® 

友に あた ふ 

ラま？ やし 

わかれに つみし 苜稽、 

くれな ゐの よろこび 吸-つて、 

われ 都に あり。 

今、 花 は 窭れ ぬ、 


いま つくづく とわれお も ふ、 

よろこび は盡 くれ ど 

夢 はや ぶれず、 

しかして 千 九 百 〇 九 年 は 逝く。 

君 は 故 鄉に何 をお も ふや、 

うま- ノゃ レ 

わかれに つみし 苜祭、 

^の 詩集の 中 にても 枯れに しか _* 

故鄕 にて 歎く 

かかる 處 にわれ かへ る、 

^みなき かな、 

^みなき かな、 

やさしき 自然の 手に 

抱かれながら、 

われ はな ほ 

入の 世の 煩 ひに 堪 へず、 


人の つくりし 

おきての 繩に 

いましめられて 

うち そむく、 

今 われ 美しき この 自然に。 

is  、じ 

余 は 自ら 善行 をな せし 時、 

ますます 厭世の 念 をた かむ。 

善行 は 羞恥な り。 

柔軟なる 胸 を 刺す の 矢な り。 

生く るの 樂し きを 思 ふ 時、 

わが 心苦し。 


生く るの 至難なる を 感ずる 時、 

わが 藝術 欲、 

忽然と して 醒む。 

さよ あれ、 孤獨 もまたい とつら きものな り。 

われ、 卑しき 思 ひに 燃 ゆ。 

われ、 功名の ために 喘ぐ。 

われ、 人 を 慕うて 悶ゅ。 

われ、 人生の 無情 を 感ずる や 切なり。 

この 矛盾 をい かにせ む I 

あはれ、 孤 獨の愁 思 はいと つらき ものな り。 

自  & 

一度 爭 へば 一 生 和睦す るな かれ。 
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此 一事 を 念頭に おいて 爭へ。 

爭 ふ ベ き 時 に は 爭は ざ る を 得 ざ れ ば な り。 

され ど佘 は 容易 に 人 と爭は ざ らむ。 

敵と 妥協す る はよ し。 

絕 交した る 友と 再び 交る は、 ， 

最も その 人の 人格 を 傷つく。 

絕交狀 は その 重大なる こと 遺言 狀に 似た り _ 

翹 望 

余の 平和 は 常に 破らる。 

恰も 絕間 なく 

水面に 點 滴の 落つ るが 如し • 

ゎづ かに 心 落着 き た る を覺 ゆれ ば 

また 忽ち かき 亂 さる。 

ああ 永久の 平和 は 何時の 日に か來ら む" 


ゲ ェ テは歌 ひぬ、 

平和よ、 甘き 平和よ、 

來ょ、 ああ 來ょ、 わが 胸に と。 

しかも ゲ ェ テ はつひに 平和 を 得たり。 

そ の 晩年 何ぞ 幽邃に し て崇 鬲 なる や。 

しかして、 その 平和の しかく 偉大な りし 如く、 

その 奔命 もまた 偉大な りき。 

佘ゃ抑 も 如何の 態ぞ や。 

余に 来る 平和 は 

唯 だゎづ かに 死 あるの み。 

世 を 厭 ひて 

この 世 は 火宅、 

心 も 火宅、 

昨日 は 人 を わらへ ども、 

今 R! は 人から わら はれる、 


昨日の まこと は 今日の 噓、 

今 H の 望み は 明日のう たかた、 

これが この 世の常 だ、 いつまでも 攀 

ああ、 ここ は氣 流が わるい、 

何處 かに 逃れたい、 

世界の 隅の 何處 かに は 

わたしの 理想の 國も ありさうな もの だ。 

それ も 駄目なら、 

この 世 はお さらば、 

^界の 外の 何處 かに 逃げて 行きたい。 

人生の 苦楚 

ああ、 死んでも 足らぬ 

味氣 なさ ー 

これが 人生 か、 


^の 常道 か！ 


つら 


生きる も 辛い、 死ぬ の も 辛い 


わ、 がた めの 挽歌 


われ は餘 りに 拙く 世に 生きぬ、 

今 われ 自らの ために、 

ただ 耶利 米亞の 哀歌 をな さむ。 

自ら のために 薤露 をうた ひ、 

自らの ために 蒿里 をな さむ。 

自ら その 柩を つくり、 

その上に 一 篇の 挽歌 を 記し、 

かくて 死人と なりて われ 生きむ。 

さらば 此上 いかばかり 

世に 1|へ き 事 は つもる とも、 

何 を 歎かん、 何 をいた まん。 
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僞 善の 辯 

偽^ を 攻擊す る の 稚氣 を脫し て 、 

自ら 偽善者 たれ。 

牧師と なりて、 

恭しく 祈禱 し、 說敎 する が 如き、 

實に 立派な 事で はない か。 

どう だ  >  牧師に ならぬ か <| 

生き 難き  一 j と 

-".less  2  ,  » 

算盤 を も つに 堪へ ざる もの 

生く る 能 はぬ 我が 世な りけ り。 

かかる 卑しき 世に、 淺猿 しき 世に- 

生きが たきこと、 

その 人の 譽れ なり、 何 を か 恥づる ( 


後から 來る者 

IB は 後から 來る者 を 恐れる. * 

僕 は 後 か ら の 打擊を 畏れる。 

僕の 惡魔は 僕の 後に ゐる だら う • 

僕の、 この 死の 影 は、 

必ず 背後に 從ふ ものと しか 思 はれぬ U 

背中 は、 僕の 身^のう ち、 最も 軟弱で ある。 

眞 詩人 

露の 詩人 はつねに 孤立して ゐる、 

その 孤獨の 中で、 ひとり 寂しく うたって ゐ るの ビ o 

K の 詩人 は 市場の 喧騒の 中には ゐ ない。 

彼 は 塵 網の 中 を 飛び ま は つ て、 

虎 名 を 賢ったり、 政^ を 弄したり はしない" 


どこでも かしこ でも 顏 出す もの は、 

どんな 拔目 のない、 俗人ら しい 顏 をして ゐ るか、 

ぢ つと 見れば 一 目で わかる こと だ" 

けれど 悲し や、 今では の 詩人 は 極く 稀れ だ、 

市場に は、 偽 詩人が 蜩の やうに 飛びが うて ゐろ 0 

我な ほ 生く 

^界の 中で 一 番 不幸な 男 は、 

まだ 死なずに ゐる。 

いつま で 生きる の であらう — 

^きな くと もよ ささうな もの だの こ。 

女 を 4{ る 

女 は 恐 る ベ きも の に は 非ざる ベ し。 

ij くと も、 余の 恐る るが 如くに よ、 


恐るべき ものに は 非ざる べし。 

余 は 女性に 愤憬 す、 

しかして 最も 女性 を 恐る。 

. 二人 づれ 

法界 節の 二人 づれ、 

三味 憚いて、 

歌つ てす ぎて 行く、 

「笑って 暮すも 五十 年 

泣いて くらす も 五十 年」 


若い 二人の 行く 道 は 

皆 幸福の 道ならぬ はない • 

殊に ははて なき 道の 草々 に 

敬って 暮す 五十 年、 

羨まし や あの 二人 づれ。 


貧しい 少女 


朝早く 

割引 電車に 粱れ ば、 

澤 山の 少女が 乘 つて ゐる。 . 

そのな かに 

何處の 女工 だら う、 

貧しげ な 着物 を 恥ぢ、 

亂れ た髮を はばかる は。 

可憐な ものよ、 

お まへ は 女で、 しかも 貧しい。 

だが、 恥ぢ なくて よい、 恥ぢ なくて よい _ 

お まへ こそ 本當に 幸福な の だ、 

ここに 同じく 貧しい 哀れな 靑 年が、 

お まへ を 愛し、 お まへ をい つくしむ。 


女 を 厭 ふ 

女と いふ 

何の 用 もない 無益な ものに、 

白粉 をつ けさせて 

いい 着物 をき せて、 

あらゆる 裝飾を 惜し まず 飾ら せて、 

これ を 見て 樂 しむと は、 

まあ 何とい ふ 自然の 反語！ 

こんな 皮肉な こと さ へ 

考 へる やうに なった、 

女と I ュ 

何の 用 もない 無益な もの を、 

彼女が 私に 見せて くれてから …… 


悲 畫 

白山 下で、 

一 寸 法師の 踊 を 見る。 

一 寸 法師と いへば 名 は 面白い が、 

頭ば かり 大きくて、 

しかも 色の 黑ぃ 片輪 者が、 

紅い 色の 褪めた を かしな 着物 をつ けて、 

同じ 事ば かり をく りかへ して、 

ただ 足ば かり を 踏み か へ て ゐる。 

何とい ふ 悲しい 光景 だら う. 

それ を 笑つ て 見て ゐる 人の 氣持 ー 

お まへ たち は 

よく そんなに 笑つ て 見て ゐられ るね、 

あれ は お まへ たちの 心の 姿 だぞ。 
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愛 を 坐 


迷へ る 羊の 歌 


女の あ ひだに、 

愛 を 求めて ま はる は 卑し。 

ただ ひとつの 天の 愛 を 

ただ 坐して 待て。 

愛 は 甘から ず、 

ミぅ 

傷つ けられ、 鞭た るる は 愛な り。 

天の 愛 は 

ただ 惱 める ものの みに 來る 0 

あてなき 戀を 

ただ 坐して 待て、 

神の 救 ひ を もとむ る 入の ごとく、 

つねに その 目 を 天に 向けつつ 0 


陸 ゆく とき は 雨な きをね が ひ、 

海 ゆ くと き は 風な きをね がふ、 

ほし いま まなる 願 ひ を も 憎みた ま はず、 

われ 狐の ごとく 疑 ひ て 見上げし 時 も、 

なほ 十字架の 上より やさしく 見 そな はしき。 


I ゆ 


主よ、 おんみ いかばかり 我 を 愛した まふ HS 

tV む 

よし 身 は 主に 近くと も 背ける ものより、 

遠く とも 主 の 方 を 向け る 故 を も て 

ただ その 故の み を もて 我 をよ みした まふ.^ 


1>? 


主よ、 我 はつねに 君 を 裏切れり、 

錤 三 十 もて 君 を 賢り し ュダの 心に 

また この 迷へ る 羊の 心なり き、 


され ど その 不信の 羊 も 今 はかす かに も 知る、 

率 さで  にこけ 

愛の 優 手 を その 柔毛に おぼえて、 

主の 惠み はつねに 限りなし と。 

隱棲を おも ふ 

奈 良の 廢寺 こそ は、 

つ ひに わが PIS 地たら む" 

由緒 ある 寺に して、 

無住なる ものいと 多し と 聞く。 

暦と なりて、 

この 寺に 入りて はいかに と、 

人我れ に 言へ り。 

ゆるゆると 隱る べしと 我れ は 答へ き • 

かく 答 へ L こと を 

この 日頃、 ふと 取り出せし 日記 を 見て 

追悽 す。 


十 年の 都會 生活、 十 年の 資、 文 生活、 

そ も 何の 意味 か あらん。 

わが 心 常に 安らけ き 立命の 地 を 求めて 止まず。 

山林に 跡 を かくして、 悠々 風月 を 友と して、 

無限 の 幽邃と 寂寥 の 中に 終ら むか。 

若く は荒廢 せろ 僧房に、 

ひとり 行 ひす まさむ か。 

しきりに 出家遁世の こと を 思 ひ 惑 ふ、 . 

今す でに 

有髮の 僧の 身 なれ ども。 

隱遁心 

わたし は 隱 遁 したい、 

人間 を 愛せん がた めに" 

大都會 の 人^に もまれて 


喘ぎ 喘いで 生活 するとき、 

人間の 醜き を 憎めば。 

わかれて はまた 逢 ふ 日な き 

ふたり ゆ あ 思 ひさしぐ み、 

海 を 見て、 海に 波た つ 

夕 ぐれの あはれ 身に 沁む。 


つめたき 影 を 

われ は 踏む。 

ああ、 この 影 は 

死の 影 か。 

つめたき 影 を 


ふみ 行けば、 

死に 行く 如き 

心地す るな り。 

宣 言 

我に 鬣 あらば、 

これ を 振らむ。 

我に 蹄 あらば、 

地 を 蹴らむ。 

我に 翼 あらば、 

羽ばたき をせ む。 

我に 高き 聲 あらば • 

卽ち 叫ばむ。 


驟 はざる ベから ず。 


今日の 寂 寥 


あるお 讓 さんに 

あなた を 見て ゐる とわたし は 人生 を 愛した くなる、 

すべて は 喜びと なり、 愛と なる、 

生きて ゐ るの はほんと に 幸 一幅 だとかん がへ る、 

人の 心 は 美しい もの だとかん が へ る、 

涙ぐまし いほ ど 敬虔な 氣 持に なって 

神樣 にお 祈り さへ もした くなる、 ， 4 

ちゃう ど あなたが する^う こ。 

あなた を 見て ゐ ると、 この 心さへ 

朝晚 となく 荒れて ゐる わたしの 心さへ、 

しづかに、 しづかに 落着いて 来て 


ほんと に 神 樣 がぉゐ でになる に 違 ひない、 

きっと 神樣 はわた したち を 守つ てゐて 下さる、 

決して 泣いたり 嘆いたり して はならない 

今日の この 日に 滿足 して ゐ たいとい ふ氣 がする 

ぉ孃 さん、 ほんと に 幸福な お嬢さん、 

いつまでも いつまでも 幸福で ぉゐ でなさい、 

夢の 國の 女王で ぉゐ でなさい、 

今の ままの あなたで ぉゐ でなさい、 

わたし は それ を神樣 にお 祈りし ます。 

ダ ェ テに 寄す 

朝 影が ほのかに 窓に 忍びよ る とき、 

わが 机の 上なる 素燒の 花瓶より 

立ちのぼる フ リジァ の 香りに 漂うて， 

夙く に 消え失せた 時代の 而 影が、 


胸のと どろき、 微笑み、 靜 かな 囁きが、 

すぐれた 生活の 風景が あたりに 浮び あがる。 

ひろ 

ゲェテ よ、 あなたが 展げて 見せて くれる。 

この 心情の 繪卷 物に 心 を 奪 はれ、 

この 廣ぃ 世界に 身 を 忘れて 

かくて、 幾夜も、 春より はつ 夏まで 

だんだん^の あしの 早くなる につれ て 

わが 肇は 更に 遲く なり、 

おのが 力の 足らぬ 嘆きの み 

詩稿の かさばら ぬの を 補 ふ 如く 積み重なる。 

電燈の 光と 共に 夜が のがれ 去って 

窓褂の レ ェ ス 越しに、 窓の 硝子 越しに 

^の 光が わたしの 机の 上に 流れ こみ、 

あ、. -ち 

= の 前の 狭：： i 地を蔽 うて 

鈍く 白い 空に 織りな された 桐の 葉が 


ニニ 四 

わたしの 疲勞に 影 を 投げる、 

わたし は ホッと 溜 息をついて 

卷 煙草に 火 をつ ける。 

プリ イデ リイ ケ、 リリ、 口 プテ、 ケ エト ヘン、 

かく も 多くの 美しい 名 も 

更に 美しい その 眼、 その 唇 も 

かって この 人 を囚へ 得ず、 

やさしい 薔薇の 紐 さへ 斷 ちきって 

世紀の 動亂、 內 部の 熱に も 身 を 1 うし、 

く おん に 上 L や 5 

久遠の 女性に 引き上げられし 

おお ファウスト、 汝を讃 ず。 

r ゲ h テ詩 集」 を譚 了した る 日 

, 公園の 雪 

1 月、 雪ば かりの 一 月、 


霉は 地上 を 白く 染め 

また 木の 枝に ぶらさがる、 

ふ はり ふ はりと 漂 ふ^の ジプ シ ィ- 

ふらふらと 小鳥の 散歩 II . 

、ま は 高い ところから 落ちて くる 

^びに 醉 うて、 うっとりと 

白い 舞踏に 疲れて 橫 たはつ てゐる 

この 小さな 魂の ねむ. 


5 


寂 寥 

寂. ま は 水の 如く 澄む 

また 水の 如く わが 上 を 流る 0 

わ 力 心の 動^ 1 の 中 こ も 

寂篸 はふ かく 身 を ひそめて ゐて、 

たえずし め やかに 蟒く。 

靜 かなれ、 靜 かなれ、 わが 友よ と。 


.8 づ -J 


宜 


0 


寂寥 は何處 にも、 何處 にも、 

赵の 行く ところに 影の やう こ隨 ふ。 

私の 影が 街燈の ほの 晴ぃ間 を ゆらめく とき 

？ ，た 

寂寥 は 来って 私の 影に 戲れ かかる、 

まだ ほんの 子供の 時から 私に したやう に、 

あの 友達に 泣かされて 私が 一 人で ゐた ときな ど" 

また さかんなる 鍵 宴の 中で も 

私 は 寂 霧の 呼吸 を 身に 近 

く 感ずる。 

目 を 擧げて 見る と、 しづか こ 笑って 

あまた 集って ゐる 見知らぬ 客の 中 こ、 

\  *  やく 

とり 私 を 見て 會釋 する ものが ある。 

む 力し なじみの その 顏ょ、 寂寥よ。 

&& 中に、 もの 皆 眠って ゐる眞 夜中に 

何もの か 來て弒 を ゆりおこす。 

ニニ 五 


この 樂 しい 時、 この 僕 等の 時 を なぜ 君 は 眠る 

今 こそ 我々 は樂 しまう ではない 力 

髟の 生、 影の 戀、 影の 名譽 をと。 

ああ、 いつも か はらぬ その 聲ょ、 寂寥よ。 

寂寥 はつねに 目 新ら しく、 つねに 深切た" 

私 を 慰める 聲 なき アラビア ン- ナイトの 語りえ よ 

寂寥よ、 寂寥よ、 寂寥よ、 

わが 心の ふるさとよ、 

生れた 國ょ、 

わが 墓よ、 ああ 寂寥よ。 

. 砂 濱にニ 入で 寢 ころんで 

あのと き、 砂濱に 二人で 寢 ころんで 

私たち は 1 蹬何を 話した の だら う？ 

それよ 磯に 這 ひ 寄る 砹 0 ささやき、 


ニニ 六 

あの 絕間 のない i 敌リ とおな じ ものだった の だら うか？ 

今 S ひ 出さう としても 何 一 つ 思 ひ せな I 

砂 濱に寢 ころんで や はら かな 砂 をお もちやに しな 力ら 

かはいい 足 をい たづら な 波のお もちやに させながら、 

沖 を 通る 汽船の こと、 近くに 下りて 来た i のこと、 

その ¥にが る樂 しい 祭の 事な ど を 話した の だら うか？ 

まんに 二人 は 子供であった、 生活に まだ 荒されない 子 

供であった！ 

^よ 晴れて、 日本海 は 銀色に 輝いて ゐた、 

メ エルへ y 1, —  >  Z '  ^ 

中に ぼッ つり 浮いた 隱岐の 島 は 童話の 國の やうに ニゾ 

を 招いて ゐた、 

そのこと だけ は覺 えて ゐて も、 二人の 話した こと は 思 

ひ 出せない、 

私で さへ も 忘れて しまったの だもの、 三人の 子供のお 

母さん 力 


どうして そんなた わい もない こと を覺 えて ゐ よう 》■ 

砂 濱に寢 ころんで 熱心に 1 1 人で 話した こと は 

かはいら しい 子供の かはいら しいお しゃべり は 

あの 時の 波の音と いっしょに 消えて しまったの だ 0 

だが、 二 入の 頭 を 並べて よせかけて ゐた あの 年と つた 

松の 樹に 訊いて 見たなら 

あるひ は覺 えてる て 話して くれる かも 知れない。 

ェテ ルカに 

ェテ ルカよ， ェテ ルカよ、 私の ェテ ルカよ、 

お まへ の眶 はもう 二度と 開く 日は來 ない のか？ 

お まへの 頼 はいつ もい つ でも 蒼 か つ たが 

ュぢら >  c C 

でも、 時に よると 美しい 羞恥の 紅 を さした のに、 

ああもう 二度と ふたたび その 生の 燈明は つく ことが な 

くって 


ふたり 手 をと つて 濱邊 を散步 して ゐた とき 

お まへの 兄さんの 姿が むかう に兑 え，； ：- とき 

お まへの 顔 は なぜか 大變 蒼く、  になった が 

あ の とき よりも 一 厣蒼ざ め て 、 永遠 に 蒼 ざめ て し ま つ 

たの か？ 

ェテ ルカよ、 二度と 會へな い 私の ェテ ルカよ、 

なぜ 私ば かりが ひとり 寂しく 生きて 行かねば ならない 

の 力？ 

ただお まへの 悲しい 生涯 を 泣く ためば つかりに 

ゥカ  r つな ク  ゆ 

私 は 此の 荒れた 冷たい 慨界に 生きて 行かねば ならない 

のか？ 

ひつぎ うめ 

お ま へ の柩が 呻く やうな 音を立てて 土の 底に 落ちて 行 

つた 音 

あの 恐ろし い 音 を 聞いた の もも， r 昔に なった。 

昔に、 昔に、 みんなす つかり 昔に なって しまつ たね I 

お まへの 淚も、 お まへの 微笑 も、 お まへの 凉 しい 擊 


も  

でも、 お まへ は 死に はしない、 お まへ は 私の 中に 生き 

てゐる ー 

ェテ ルカよ、 私の 母よ、 私の 娘よ、 

お まへ は 私 を 生んで くれた 

しかもお ま へ は 私が 生んだ の だ" 

すべての 人と 人と を 隔てる もの は、 お まへ と 私の 間に 

ぶ、、 

な t 

大氣 も、 壁 も、 衣服 も、 警戒 も、 

また 誤解と か、 嫌忌と か 云 ふやうな もの もない。 

お まへ は 私の 心 だ、 私の 心の中の 血 だ、 

お まへの 死んだ その 日から、 お まへ は 私の 中に 入って 

しまったの だ、 

お まへの 柩 がくら、 土の 底へ 入って しま ふの を 見て ゐ 

たうちに。 
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A ら- 

ェテ ルカよ、 お まへの 身體が 墓の 中に よこた はって る 

る ^5  - 』 

お まへの 魂 は 私の 胸に ゐて、 私の 淚で 育って ゐる" 

さう して 私の 魂 はお まへの 魂のお なかに 入って しま ひ 

今 も、 今でも やつば りお まへの 血から 育って ゆく ：：： 

ああ、 私 はお まへの 爲 めに 歌 はう (お まへ は 私 を 歌 は 

せる) 

おお、 誰が こんな 悲しい 詩人 を 生んだら， つ？ 

おお、 誰が こんなけ だかい 女 を 生んだら う？ 

かう いって 人 はいつ もい つまで も、 それ を 不思議に 思 

ふだら う  

詩 を 作りながら 

壁に うごく、 やせた 手の かげ — 

うごく、  5 ごく、 いま 詩 を 作る とき 

心は絕 えず 涙の 満ち潮に あら はれて 


SSlM にの ぞいて ゐる 木の 根の やうに すりへらされて 

自分 で 自分 を, K ひつ くす 

自 分で 目 分 を S? み へらす 

このお ろかし い 消耗、 心の 浪費 II 

自分自身との 戰ひ にす つかり 磨滅して しま ふ 

ああ、 詩人と いふ もの は 何とい ふ 馬鹿者一 

何處か 遠方の 工場の 汽笛の 音 ，1 

幾年 かまへの 秋の ひと 夜に 

日本海に 面した さびしい 港町の 安宿で、 

ひとり よごれた 蒲團 にくる まりながら 聞いた 

あの かなしい 汽船の 汽笛の 营 II 

今の 私が そのと きの 私で ある やうな 

今の 汽笛が その 汽笛で ある やうな 

そんな 心に なって、 私 はべ ンを 走らせて ゐる、 

さびし さ、 昔ながら のこの さびし さ。 


壁に うごく 頭の かげ .1 . 

どこまでも、 どこまでも、 きりがない ほどの びた 髮の 

毛が 

怪物の や 5 な 影 を を-どら せて、 

ちゃう ど その 頭の 中に ある あらゆる 妄想が 

O とつ ひとつ を どり 出して ゐ るき うな  

ああ、 これが 何百 年 も 昔から 

つめたい、 がらんと した 屋根裏で、 

才の ある、 又才 のない 夢想家 達に よってな されて 來た 

繰 返され、 繰 返されて 来た、 相變ら ずの あの 馬鹿な 事 

だ。 

やせた 手の ぐ づぐづ とした ものお も ひ、 

あっちへ 振り、 こっちへ 振る、 頭の を どり Q 

銑の 上の やけな 線の 走りよ、 ま はり 道、 

もう 寢ろ！ ああ、 小さな 詩 入 ー 
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新しい ハ ム レット 

「尼寺に お行き やれ、 オフ イリヤ！」 

男の 女に 言った 言葉のう ちで 

こ の 言葉よ り殘 酷な 言葉 は ひとつ もな し 

だが、 また この 殘 酷な 言葉より 

まごころの こもった 言葉 もない。 

わたしの かはいい オフ イリヤ、 

お ま へ にわたし はかう 言 は 5 

「お 嫁に お行き、 オフ イリヤ！」 

むかし は 知らず、 いまの 世で 

これが 一 番 まごころ こもった 言葉 ゆ ゑ n 


新しい オフ ィ ^ャ 

「わたし は 尼寺 へ まゐ ります」 

女に 言へ る 言葉のう ちで 

こんな 悲しい 言葉はありません、 

こんなに 男の 胸に こた へ る 言葉はありません 0 

さう して この 悲しい 言葉 を あ の 人 も 

別れる ときに 言 ひました、 

「わたし は 尼寺に まゐ ります 

死んだ つもりで まゐ ります」 

でも、 それ は あとで 訂正され ました， 

「尼寺 へ 行く やうな 氣 になつ て 

わたし はお 嫁に まゐ ります」 

ああ、 これが 一 番 悲しい、 男の 胸に こた へ る 言葉です C 


昨日の 淸緖 


、の 


かしこき 妻 

賢げ に こ と をな す 女より 

よく M むる 女 こそよ けれ， . 

い たづら に 言葉し げくて 

男子の わ づらひ を^す のみなら ば 

あはれ 女 はかなし きかな。 

やっと 

夫の 手を强 くして 

人の 世 を 幸 あらしむ る 女 を 

黃 ^ もて 誰か あがな ひ 得ん、 

あきう ど の か け 値 あ る 女の 

あまりに 多く 買 ふ 八 もな きを。 


宜 


0 


かしこき 妻 は 自れを 賢し とせず、 . 

いとつつ ましく 頸 を 垂れて 

その 手 は 膝の 上に やすむ ことなし、 . 

あはれ かく も 尊き 女 を 得な ば 

その 人 はいかに 幸福な らん。 

愚かなる 女に 

愚かなる 女よ、 我れ は 御身 を 愛 T、 

我れ 御身に 何 を か 愛する？ 

ただ 御身の その 愚か さの み 

我れ につれ なき その 心の み、 

御身の 愚か さ こそげ に 我れ の 愚か さなれば。 

つれな き 女よ、 若し 御身に してな ほ 愛 あらば 

御身 は そ も 誰 を か 愛する？ 

ニー 一 1 1 


御^ の 愛する は 色白き 伯爵の 子なる か ？ 

御身の 愛する はいと 肥りた る 老いし 金 持なる か？ 

され ど^れ は 神に あらず、 我れ その 故に 御身 を 責め ざ 

らん U 

いとしき 女よ、 我れ は 御身^ 愛す、 

さち 

我れ を 離れて 幸 あれよ リ 

御身の はかなき 夢想 は 裏切られ ざれ、 

御身 は 永遠に 賢くなる ことな かれ、 . 

その 愚か さ 故に 御身 は 幸福 なれば。 


我が 命 は 月の ひかりに 

^く 草な り、 

覺束 なく も ふるへ つつ 

あし 一 I 

彘を 待た で 萎れ ゆく。 

我が 詩 は 墓の めぐりに 

ささやく 風な り、 

くらく あやしき 1曰 をた て て 

歸の 如くに 消えて ゆく。 


省 察 

あはれ 世界の 苦しみの 束の間 こそ は 

我が 生涯 なれ、 

その 瘦攣の を さまり しとき 

我れ は あら ざら む。 


あはれ 世界の 苦しみの 束の間 こそ は 

我が 生涯 なれ、 

おき 

喜びの 笑みの ただよ ふ 面に は 

我が 面影 は あら ざら む。 


1R 勇 

このす ベての 苦痛の 

つ ひに あだなる こと を 知る、 ， 

あだなる こと を 知りつつ も 

力く ば 力り 身 を くるしむ る 

世に かほ どの 勇氣 はなしと 思 ふ。 

なに 人の 賞讃を もお も はず 

ただな すべき ことと 思 ひて なす、 

I つの 行爲 のむ くい は その 行爲 なれば、 

德 のために 滅 ぶは德 のむ くい、 

かくて 心に ふか き滿足 あ り。 

卑劣に して 世に 榮 ゆると も 

わが 心に なんの 悅び あらん や、 


ただき よくた だ 美しく 

この 汚れた る 世に ありて 善 を 行 ひ 

默 しつつ われ は 滅び 行かん。 

かな はざる 望み を 負 ひて 

かな はざる 望み を 負 ひて 

あざ けりの 笞 くぐり て 

いつまで か 我れ は 歩まん。 

入の 世の け はし さに 泣く 

幼 ごころ を あはれ みて 

手 を かす 入 も 有たぬ 身の、 

昨日より 今日はお とろ へ 

今日よりも 明日 はや つれて 

とぼとぼと 日 かげ をた どる。 


あるとき は 烈しき 誹謗， 

こころみ 

ある とき は つ らき 試練、 

しかもな ほ 命 ある こそ あやし けれ。 

かかる 益な きおろ か 者 を も 

わが もとに か へれと 

© は ひとへ にの たまへ ども、 

われ はか へら じいつ まで も 

われ は 歩まん 人の 世の け はしき 道 を。 

地 はくる しみて われ を 生 みき、 

さ こそ われ は 苦しみて 死ぬべき なれ、 

その 日まで われ はか へら じ。 

義 憤 

不義の 勝つ ^ぞ献 はしき、 


二三 四 

我れ は 死なん 

かかる 世に 憤り もて 老いなん より は。 

おろかなる 我が 命な ど 惜し からん、 

ただ 一人の 不義 を斃 すに 

我が 命な ほ高價 から じ。 

虐げられた る もの 

ああ 虐げられ たる もの の淚 流る。 

卟 ^ん とする も 口輪の 口 を 群す る あり 

定 らんと する も 鎖の 身 を 縛す る あり、 

かくてな ほ 自由 を 得ん と 試みる もの は 

よく その 良心に？^ ぢ ざらん とする もの は 

たちまちに その 罰を受 く。 

ああ き げられ たる ものの 涙 流る 。 


彼等の 頭 は 垂れて また あがらず 

彼等の 贈 は 縮みて 伸びず、 

しかもな ほ 彼等 を 慰む る 者 あらざる なり、 

自由なる 入 は 彼等 を 見ず、 見る を 欲せざる なり * 

ああ 空しく 虐げられ たる もの の淚 流る。 

詩人の わざ 


入々 他人の 幸福 を おのが 幸福 の 如く 喜 ふ を 得ば- 

また 人々 jif にゐて 互に 嘲り 合 ふこと なくば、 

龜 しきものが つ ねに 最後の 勝利者な らば、 

さ， - やき 

愚人の 叫びが 智者の 私^ を 消す ことなくば、 

卖 しき 少女の 夢の つ ひに 破る る ことなくば、 

贫 しきものの 働きが 正しき 酬い を 得るならば、 

ジャ アナ リス トが藝 術 家と 呼ばる る ことなくば、 

この 人生 はいかに 美しき 樂園 なりし ならん。 


され どこの 世 は 地獄な り、 深き 地獄な り、 

_| しきもの は 常に 滅び、 惡 きものみ な 勝ち誇る、 

これ を 見て ただ 嘆息す、 長く 嘆息す。 

あちた 

われに 世 を 革む るべき 力なし、 

人の 心 を 滓むべき 德 はさら になし、 

淸き 自由と 平等 を 世 に 齎らす ベ き 智慧 はなし、 

ただ 涙ぐむ 目に 眺め やり 深く 嘆息 せん、 

«-ち 

地に 面 伏せて ただ 嗚咽 せん、 われ 弱き 小さき 詩人 は- 

詩人 


まことの 詩人 はかく こそ あれ、 

その 大 いなる 人格の なかより 

彼 は 一 IK つつの 詩 をした たらす- 

流れて 盡 きせぬ 泉の ごとくに。 


いつはり の 詩 入 は かく こ そ あれ、 


ひしろ 


その あはれ むべき 虚飾の 莛に 

彼 は あまたの 赃品を 並べ 飾る、 

】- 仁 

泥沼の 泥水 を湛 ふる ごとくに。 


さらば 我等、 つたなき もの はいかに、 

もとより 盡 きせぬ 泉なら ねば 

また 泥沼 を このまねば、 いかに かせむ、 

さらばよ し、 木の葉より したたる 露と なら まし。 

自  H 


何 を か 健 かなる 人と いふ や、 

ありと あらゆる 不幸に 身 を 捧げて 

その上に なだれ 落つ る 世界の 苦痛に 耐 へて 

おのが 力の すべて を 盡 くし 

人生の 夏の 夕立と なる もの、 

あらゆる 决 樂に溺 るる ことなく 


二 111 六 

おろかなる 安逸 を 貧る ことなく 

すべての 事物 を 愛して これ を樂 しまし め、 

おのれの 麵麴を ふたつに 割りて 

他の 飢ゑ たる ものの 感謝に よりて 

うまく 味づ くるよ き 智慧 を もち、 

よしたと ひ 自ら 神 を 信ぜず とも 

か- r ベ 

かしこき 蓮 命の 前に 頭 を 垂れ て 

自ら の 韈軻 不遇 を 自ら の 罪に 歸 して 

人類の 未來の 幸福に 自 れを捧 ぐる もの、 

まこと  た^  ： 

これ をし も眞の 人、 善き 人、 義 しき ムと 

いざ 我等め めし き 繰言 のうちに 

怨嗟、 棄、 嘲笑、 賤 劣の 酒 をく むこと なく 

たと ひ 人の 嘲笑の 的と なると も 

毫も 意に 介す る こ となく、 

すすみて その 尊き 使命 を果 すべ く 

苦痛 を その 旗 じる しとな して 

怒濤 さかまく 不幸の 海 を わたり 


幸福の 島に いざ 萬 人 を 伴 ひ 行け、 、 

かくて 汝の 生涯 は 存す。 


らき 街に て 


ここにして 人生の 初めの 驚き を 見出せし もの、」 

ここにして 寂寥 を 更に 加 へ しもの、 

そ は 我れ なりし か？ 

否と 言 はむ に は 少しく 卑怯なる にす ぎたり、 

然 りと 答へ むに はま た 少し く 偽惡な る を 感ず • 

紅き 色に 迷 ふ もの は 鉛の 色 を 見出で 

快樂 をね が ひし もの は 羞恥 を 得る、 

この 晴き 家に て、 たのしく 歌 はむ に は 

我が 心 あまりに 弱く、 脆く、 はかなし、 

ただうな だれて 足早く 通りす ぎん、 この くらき 街 を d 


轉 居 するとて 

ほろびぬ、 うせぬ、 

きち  ？ひ 

その かみの 幸う すき 月日 • 

うづた かき 落葉 を ふみて 

あたらしき 望 をお も ふ。 

その かみの 夢 も、 淚も 

葬りて、 また かへ りみ ず、 ， 

今日 こそ は、 わが 一 の 日と 

この いくとせの 心に 似た る 

その 破れた る. K 戶 をいで て、 

あたらしき 戰 ひの ため、 

さらによ きわが 生の ため、 

たかき 家& にわれ はう つらん 


彼 女 

い と 利 巧な りし 彼女 も 不幸な り、 

彼女 もま た その 生 を まもり 得 ざ りき。 

蓮 命よ、 汝は かかる 聰明 を 憎む か？ 

. 愚かなる 女 を汝は 破れ ど 

利 巧なる 女を汝 はさら に無慙 に打碎 けり。 

い と 利 巧な りし 彼女 も 不幸な り、 

彼女 もまた 愚かに 誘惑 者の 手を耿 りき。 

彼女の 算盤 は 桁 一 つ 踏み 違へ たり。 

ああ 彼女が より 愚かな りしなら ば II 

愚かなる 女のより 賢 かり L 如く 幸福な りしな らん。 


二三 八 

人知れぬ 幸福 

我れば かり 不幸なる は あら じ、 ， 

され どかく 嘆ず るに よりて 

我が 不幸 は ただちに 償 はる。 

この 世に してた だ 不幸の みならば 

我れ は 嘆きの ほかの 何物 を も I はざる べし、 

され ど 我れ は 人に 知られぬ 力 を 授かりたり 0 

かくて 世の 人の 前に 不幸なる 我れ は 

3.5 は ひ 

人知れず おのが 幸 に醉 ふこと をえ つ、 

くれなる  . 

さて、 我が 紅色の 盃 にも 力 は 溢 るるべし。 

L 錢に つ きて 貧しき 

人々 に 示す 

博學 なる 博士 は絕 えず 我等 を敎ふ 

人は淸 貧に 甘ん ずべき ものな りと。 


ああ 痏 © とや、 そ はまことの ©に あらざる なり 

睦 じきと ころに は 常に 乾け る あらむ。 

飢鏤 なくして 何の 罪惡 あらん や、 

そ の 愛兒を も嚙ま しむる は 餓な り 

ダンテ の 地獄 は 常に 我等が 前に あり 0 

ま づ金錢 ありて、 のち はじめて 平和 あり 

德 あり、 義 あり、 愛 あり、 幸： ai あり。 

恒產 なきもの に は 恒心な しと 

古人の 言 はいかに 正しき かな。 

され ど 金 錢に囚 はるる 時 我等の 魂 は 死す 

その 時人 は 人間の 心 を 失 ふ。 

我等 金 錢を支 配 する こと 奴隸の 如くに して 

これ を崇拜 する こと 神の 如くなる ベから ず。 

もとより 金錢は 我れ と 入との 恥に あら じ 

我等ね がはくば 更により 多く これ を 重んぜん 

され ど 我等 更によ り 多く これ を 輕んぜ ん。 

我等の 生活に 足る ところ あらば 他 は 何せん、 


かくて まことの 人間の 如く 生く る を 得ん。 

Is は耍 なし， ただ 些かの 恒產を 

我等に 與 へよ、 ああ 我が 博學 なる 博士よ • 

反抗 

ゲ ェ テは 自殺せ ずして 宰相と なり 

シ ユエ クス ビア は 成金と なり 

せ ふ 

ユウ ゴ ォは崇 拜者を 安 あがりの 妾と せり、 

(友よ、 この 粗野な 言葉 をし ばらく ゆるせ) 

ああ、 大 詩人 はつねに 大 なろ 俗物な りし。 

第二 流の 詩人よ、 ああ 我 はた だ 卿 等 を 愛す、 

クライストよ、 レ ナウよ、 ヘル デル リンよ、 

マ ァロォ よ、 パアン ズょ、 ジ ヱムズ • トム スン よ、 

ボォ ドレ エルよ、 ネル ブ ルょ、 ゴ ルレ ェヌ よ。 


二 四 〇 


その 情熱の ために 仆 されし もの 

その 運命の ために 傷き しもの 

不幸なる ものよ、 愚かなる ものよ、 

ああ 汝等 をお きて 眞の 詩人の 生き方 はあり や？ 

され どかく 叫ぶ とき 小さき 詩人 はいかに あ はれなる 

よ、 

かく も 遺憾な く 我れ はおろ かしきよ！ 

大河の 濁り を淺き 小川に 代 へんと する は 1 . 

し かも 我が 情熱 は默 する を 得ず 

我れ は^ しき 反抗 の 叫び を擧 げん —— 

美しき もの は 滅びざる ベから ず 

この 世 は 美しき ものの 國 にあら ざれば なり- 


夏 八月の 偶感 


复 はまし ろき 日影と なりて 


我が 窓の すだれ をば 這 ふ。 

ひな ナ V  かしら 

雛罌粟 は 蔭 ふかく 頭に 燃えて 

閉 ぢられ たる 眶に 白日の 夢 は 忍ぶ" 

1 杯の 氷 は 日本 アル ブ ス の 風を資 らし 

我が 渴望は 我れ を吞み 去る。 

ああ 堪 へず、 かく あるに 堪 へず、 

を はりの 戀のを はりの 願 ひの ごとくに 

凍ら ん ばか り 熱烈に 我が 心 は 語る。 

熱き、 熱き 日影 を 我れ に與 へ よ、 

その 底の 濕氣を 乾かさん ために 

つねに 梅 雨季なる 心の 濕氣を 

なまぬるく じめじめしたる 善 を、 柔弱の 氣を。 

かの シ ルス • マリアの 隱遁 者の ねが へる 

熱烈なる 冷酷 は汝 になき か。 

夏 八月の 硝子 窓の 中に 

アル n オル づけ 

^精漬 の 死兒の ごとくに 

う、 JJy 

氣 味わる く蠢 ける なまぬるく 醜き 我が 心よ • 


深切なる 人に 

彼 は 言 ふ、 「汝 が才 はいと § さし 

我が 友の B に 如かず」 と。 

B の すぐれたる は、 我が 劣れる は 

そ は 我に 何の かか はり か ある？ 

彼 は 言 ふ、 「汝が 詩 はいと 古し 

世に I 世紀 をお くれたり」 と。 

我が 詩の 世に おくれた る を 我れ はよ く 知る 

しかも そ は 我れ に 何の かか はり か ある？ 

彼 は 言 ふ、 「汝は 空しき 努力 をす 

汝 はつひに その 夢想に 欺かれん」 と。 

我れ は 我が 空しき 努力 を樂 しめる もの 

我が 夢想に 欺かる る は 我れ に 何の かか はり か ある？ 

*  0 


ああ、 かば かりに 漦 切なる 人よ、 

さばかり 我が 爲 めに 心を勞 するな かれ • 

人 はお のれの 爲 めに 餘 りに いそがしき 世に 

君 は あまりに 深切す ぎる。 

1 娼婦に あた ふ 

わざ 

娼 繕よ、 娼婦よ、 汝の業 を恥づ るな かれ、 

汝の行 ひ をな さ ざらん や。 

われ、 美しき 髭の 買 はるる を餘 りに 多く 見たり 0 

あまりに 惱 める 者の 冷たき 手 を溫め 

な ろで 

お 力 腕 を、 彼が 深き 快癒の 眠りに ぞ 貸す、 . 

ああ、 この 故に 汝は 罪人と 呼ばるべき か？ 

人の 生れた る ことが 旣に その 罪な りと 

二 四 I 


わが 善き 基督 敎の 詩人 は 歌 へ り， 

され ど、 われ 汝 によりて、 深く 社會 問題に 思 ひ を ひそ 

めぬ U 

若し 神 ありて 我等 を 審判す るの とき、 

エドムの 如く 滅 ぶる は 汝 等なる か？ 否、 否、 否！ 

3 ろ ヌ 

漱亡 にむ かふ もの は楚國 婦人 會に あり！ 

妻 を 買 ふ も の は 君子なる か？ 

娼婦 を 買 ふ も の は 蕩兒な るか？ 

泣^ 先生よ、 われに 答へ よ！ 

われ はわが 淚の いと 幼き を 知る、 

わが 憤りの なほ 更らに 愚かしき を 知る、 

され ど われ は 偽る を 得ず。 

新聞記者よ、 この 詩の ために われ を敢て 


二 四 二 

かの 街頭の 不良少年の 中に 數ふ るか？ 

さらば 言へ、 わが 言の 正しき か 誤 まれる か を- 

I -1 九 一 二 年 

一九 一 九 年の 年頭に 

勤勉と、 孤獨 と、 純潔と、 

かくて 汝 は はじめて 生く ベ し。 

より 强く、 より 賢く、 

より 善く、 且つより 惡 しく、 

かくて 汝は 一 個の 男子 たるべし" 

徒ら なる 饒舌 を恥ぢ て、 

勤勉に、 孤獨 に、 純潔に、 

かくて 汝は 一 個の 藝術家 たるべし。 


f  詩集 


災厄 直下に 歌へ る 

大正 十二 年 秋 九月、 

九お 一 日の 正午 十二時 前、 

突如と して、 落ち 来った 

此の 恐ろしい 大 災厄、 此の 悲運 I . 

語る に 何の 言葉 を も つて せん。 

暑さ やう やう 去らん とし、 . 

屋上、 桐の 葉の 降る 音す。 

くるしく、 長き ひと 夏 を 

ただ ひたす r に 待ち 待った 秋、 


その 秋 もやう やう 都 門に 入り * 

銀座、 淺 草の 燈火 華やぎ、 

人 はみ な音樂 をお も ひ、 繪を 待ちて、 

日 は 日に つぎて 

悅樂と 平和 を のぞみし その 秋が、 

こんな 悲しい 秋に ならう と は、 

神なら ぬ 身の 知る 由な く  0 

これが 大凶 事の 前兆 ぞと 

今ぞ ひしひし 思 ひ あたる、 ， 

信 州 燒ケ嶽 の 活動、 

箱 根 蘆の 湖の 不思議な 壻水、 

かの 東北の 火山、 藏 王ケ嶽 

その 山の 沼より 弗々 と 

血 紅色の 水澳 い て 音な す 凶報 も、 

または、 六月 ごろの 小 地震に 

神 田 龍 閑 橋 河岸の 土地 I 帶 


地. にり すとの さきぶれ も、 

あはれ， なる 人間の 悟る 由な く I • 

その 日、 1 天晴れて 風 もな く、 . 

市民 ことごと くその 業に 從 ふ。 

二百十日 も それと 知られぬ 

き はら かなる 陽 ざし、 事 もな き 人の 心、 

未來を 知らぬ 人の 心の やすらか さ II 

俄然と して、 間髮を いれず、 . 

大地震 動し、 屋は 躍る。 

はじめ 上下に 搖り 

次いで 左右に 振動す、， 

この間 五分 II 

メリ メリと ！lg は險り 軒 は 力た き 

大厦 高摟、 ー擧 にして 破壊し つくさる。 

たちまち， 白煙、 天に 冲し、 


二 四 S 

熱焰の 上騰、 奔馬の 如し。 

神 田、 日本 橋、 京 橋、 豳町、 

下 谷、 淺草、 本 所、 灤川 

火の手の あがる こと 八十 何ケ所 I . 

ああ、 その 阿鼻叫喚の 慘 状よ、 

かたるに 言葉な く、 記す に 文字な し。 

心に 5 ごく 思 ひ は 悉く 火、 

外にむ かふ 眼 は 悉く 煙、 

いま 何 を とらへ、 何 を ゑが く  . 

ただ、 言葉な き 祈りの みぞ 胸に 湧く • 

からき 生命 をながら へて 

いま ぞ、 蓮侖 をな がめ 得ぬ、 ， 

人の いのち は 春の 夜の 

夢の なかなる 夢な りと 

いま ぞ、 さだかに 思 ひ 知る、 ， 

ふる^と 

ああ この 遠き 古言の 


^きい はれ を 今 知りぬ。 

科學、 人力、 みな 空の み、 

蟲に ひとしき 人間の 

思 ひ 上りした くらみが 何の 憑 みぞ、 

ただ 祈れ、 力なき 身 を ひれふして。 

いかに 小さく あはれ なる 人の カぞ、 

今ぞ はかなき 「我」 をす てて 

ただ 祈れ、 たのむ は ひとり 「悟り」 のみ 

科 學 が 何ぞ、 何の 救 ひ、 

五十 年の 文化 も 五分に して 灰燼、 

入の 力 は あむべからず、 

なま こざかしき 理窟 をす てて 

ただ 信じ、 かつ、 感謝せ よ、 

不思議に も 助けられ たる その 命 を。 

今ぞ おのれ も わが 思 ひすべ て 正し かりし と 悟れ ども、 

され ど 悲しむ、 わが 信仰の あまりに 薄 かりし を。 

宣  a 


九月 一 日に はじまりて 十餘 日、 

災害のと どまる ところ、 これ を 知らず、 

危 くも 一 命 を 全うし、 家 を 失 は ざり しもの も、 

測り も 知れぬ 想像の 恐怖に おび え、 

放火、 響 流言、 蜚語、 限り を 知らず、 

戰々 兢々 として、 夜毎 自警す。 

火 はい まだ 餘燼 ほろびず 陰々 と 燃え、 

大地な ほ搖 るる こと 日に 數百 囘、 . 

富める もの も、 貧しき もの も、 

今 はこれ 同じき 無 一 物、 

燒 けたる トタン 板の 下に 雨露 を 凌げ ど 

灰に まみれ 伏してね むる を 得ず。 

九 段 坂 上より なが むれば、 

ただ 見る 焦土 殘骸 の、 曠漠 たる こと 數里、 

震源地 を藏 する 海 を 地平線に のぞむ。 

二 四 五 


昔む さしの の 原は靑 草に 蔽 はれし が、 

今燒け 果てた る 文明の 殘軀は 

練 瓦と 灰と 人馬の 骸と によって みたさる ( 

見よ、 くもでの ごとき 街路の あとに 

曜 車の やけおちて 蛾の ごとき を。 


X 


ャ ぐせ 


おもへば いかなる 宿世に か、 

不思議に いのちた すかり ぬ、 

おのが いのちの 完 きをば 

神に 謝す だに うしろめ たし。 

ああ、 十 萬の 靈魂を 

非 菜に 失せし 無辜の 靈魂を 

いかに 慰め、 いかに 供 奏せん。 

これが 運命と 知るならば 

涙な がれて とどまら * す。 

神よ、 あはれ みたまへ、 人の子 を、 

あまりに 信 薄 かりし その 無智 を、 


二 四 六 

おのが 力 をより 憑み 思 ひ 上りし その 罪 を。 

大正 十二 年 秋、 九月 一 日、 

としつ 5  . , - 

その 年月 を 生きの ひし 

われらの 業 は、 

ただ、 心からの 祈りの み、 

へりくだ りたる 感謝の み。 

忘る に 早き 人の子よ、 

とこし へに、 忘る るな かれ、 これの みは。 

煩惱五 欲のお こる とき、 

名利の こ ころのう ごくと き、 

この おそろしき 惡夢 をば、 思 ひ 出で よ。 

生死の 海に 浮沈して 

まのあたり 

おのが 眼 を もてなが めた る この 悲慘事 を、 

心 傲る ごとに、 思 ひ 出で よ。 

11 大正 十二 年 九月 十三 日. 


暗 を 行く 電車 

1 臺 の電， 早. [ 

それに 乘 つて ゐ るの は 七 分 通り 罹災者ら しい。 

みなみな 互 ひの 不幸 をお も ひ 

みだりに 言 はず 落着いて ゐる、 

寂し さうな 顏 付で。 

だが、 燒 失した 市の 區 域に 入った とき、 

その 中の 職人 風の 男が 眩いた、 . 

「なんてえ、 暗れ えこ ッた ；… 」 

晴ぃ、 暗い、 そこ は 暗い 神 田 だ、 

町並の ない 町 だ、 家の ない 都 だ" 

驛 のない 高架 線路 だ、 

灯のと もらない 撟だ。 

暗夜の 街に ただ 一 つ 

灯 をと もし 電車に 走つ て 行く  • 

S  0 


地震の 搖れ があって から 

柱 や 鴨居 を 見る ごとに 

左の 方に 目立って ずれて ゐる、 

何となく 右の 方に 

わたし は 肩 を そび やかす。 

餘 震  •  ^ 

ぺ ン はおの づ からと まる、 

「やって来 たの だ、 餘 震が …… 」 

搖れる 工合 は、 初 震の 時と 同じ 上下動 だが 

今 はも 5 極く 緩漫だ 。 

こ ちら の 心 持 も 馴れ 切って ゐる、 

ぢ つ と 壁 を 見なが らゃ むの を 待 つ 0 

二 四 七 


ガ タガタ と 硝子 戶は 音を立て 

柱の 端し の 方が ギヂ ギヂと 鳴る。 

「だが、 今日は 餘震 として はかなり ひどい 

多分 崩れ かけて ゐた 家の 二つ 三つ は 

また これで 倒れた であらう。」 

愚かな 心 

あんなに 手 ひどく 嘲られた 

この 「惡 癖」 が 

まだ 失せない か？ 

こんな 年配に なっても ー 

いや、 失せない ばかり か 

1 曆 ひどくなる、 

年と ともに  

メ フィス トフ * レス と 呼ばれた 


二 四 八 

同年 配の 友人 は、 

意地の わるい 皮肉 を 浴びせ かけない 時で も 

いつも その 淺黑 ぃ顏に 

皮肉な 笑 ひ をう かべて 

おれ を あはれ む やうに 眺めた もの だ、 

「こまった 男だナ …… 」 

「馬鹿 だよ、 君 は」 

と いふ やうに。 

今の おれ を 見たなら 

彼 は 何と 言 ふだら 、つ …ミ 

彼 はも M> 世に あら はれて 

若い 人々 にたた へられ、 

かずかずの 戀と 情事に 飽き飽きして 

二度 結婚して 二度 別れて 

今 三度 目の 結婚 をし よ， 「として ゐる • 

彼 は 何と 言 ふだら う、 


今な ほ 昔の ままに、 なすこ ともなく 

^に 5 づ もれて、 みすぼらし くも 

夢みつつ 生きて ゐる おれ を 見たなら …… 

ことによると 

「君 は 幸 幅 だよ …… 」 と 

ニ樣の 意味 を 含めて 言 ふか も 知れない 0 . 

恥 かし さに 顔 を 染めた の も 

もう 昔と なった、 

あの 友の 意地の わるい 皮肉に 

丁度 眞 白な 紙に 汚點 でもつ けられた やうに 

はらた てた 氣持 も、 

も 5 今では 思 ひ 出せない。 

それ だのに 

その おれの， 「愚か さ」 は 

1 層 ひどくなる、 

年と ともに  

雷  S 


マ ド ンナを 求める 心、 

久涛 女性の まぼろし を 

地上の 女に かける 心、 

女性の 純潔と 愛と にあ こがれ 

ひそかに 心の中に 崇 ふこの 心。 

なまなましい 肉 を手づ かみに 食 ふ 

, 蠻人の や- r- こ 

かの 友、 この 友の 誇り 語る 經驗を 

かつお それ、 かつ は 卑しみ、 . 

ひとり 思 ひを淨 めつつ、 

われ をば 天堂に 導きた まふ 

ペア トリ チ H の 面影 を ひそかに ゑが き、 

いつの 日 か 

その 人の みまへ に 跪き 

その 人の 指さき に そとく ちづく る 

わが 救 はれの 日なる かと、 

二 四 九 


あこがれ わたる この 心。 

かの 友の 謂 ふこの 「愚か さ」 

この 「惡 癖」 は、 さらにい やます 

年と ともに  

日常生活 

今日 もまた 昨日と おた じこと である 

1 昨日と おなじ ことであった 昨日の 日と。 

おそらく は 明日 もまた 今日と おなじで あらう、 

かくて おだやかに 光陰 は 移って ゆく 

我等の 生活に II つ ひに 死別の 日の 來 るまで。 

淚の レン ズ 

1 度淚の レ ンズを 通して 世界 を 眺めたならば 

ここにす ベての 物象 は その 色 钐を變 じて、 _ 


二 五 0 

より 深く、 より おごそかに 押し迫って くる 

若い 心の 高揚 と 沈鬱と を 伴 ひ な が ら。 

落 果 

木の 實が ぼったり ー洛 ちた、 

庭の しげみに 杏の 實が 落ちた • 

何 か 一 っ出來 さうな もんだ、 

詩ぢ やない 歌ぢ やない、 

發句 がさ" 

秋が 來 たのに 工面が できず、 

素 はだ ひとへ に 風が しむ。 

秋の 風なら 心に しみる、 

からの 財布に やな ほしみ る。 


0 詩 (I 九 1〇年 作) 

妻と なる に は 何が よき？ 

外交官 か、 軍人 か、 

塞 族、 金 もち、 わるくない。 

いくら 何でもね、 

三十 五圓の 月給 ぢゃ 

ずゐ ぶん 馬鹿にして ゐる わ。 

百圓 以下で は 私 はい やよ。 

やとめ  やとめ 

少女よ、 すぐ 頰を 染める 少女よ、 

君が 羞ら ひの 5 る はし さ を 

あまりに 安つ ぼく 振り ま いて はいけ ない、 

若い 男 はすぐ に 心 を 動かす から U 


それ はた だ、 戀人 のために だけし まって おく もの 

です よ。 

1*  もと « 

少女よ、 斷 髮の少 がよ、 

君 はも つ と顏 を赧ら めなければ いけな い。 

そんなに 平氣 で、 入の 目の前で 

鼻の 穴 を ほじく るの はおよ しなさい、 

若い 男 は 興 ざめ します よ。 

II まあ、 あんな こと を、 なんてい やな 小父さん， 

立 腹 

, ョ リックの 「道化 詩」 から I . 

おれの 道化が おれの 不運 だ、 

もつ て 生れた おれの 病 だ II 

笑 はされ た 人 は あとで 腹 を 立てる、 


「馬鹿々々 しい、 常談も いい加減に しろ！」 

中にはい くらおれ が 一 生 懸命に 道化て 見せても 

一 向 笑 はない 批評家と いふ 人種が ある、 

「卑俗 兌る に堪 へぬ、 言語 道斷 である、 

ヨリぶ 氏 はつひに 詩人で も藝術 家で もない！  J 

ヨリ" ク 氏の 落膽、 苦悶、 悲觀、 お 察し あれ！ 

常談ぢ やない、 それで はおれの 生存 は 全く 徒爾 ぢ やな 

いか。 

だが、 おれの 道化に お 笑 ひな さるお 客樣 がた、 

あなた 方 は 御存知 か、 ヨリ プクは 不幸 者で ございます。 

おれ は 泣きたい の だが、 泣か 5 とすると 笑 ひになる の 

* こ  

おれの 道化の 裏に は佛樣 がお ゐで だぞ。 

おれ は ヨリ" ク、 ^界 一 のべ シ ミスト、 


二 五 二 

おれ を わかって くれたの は、 あの ハイネ だけだった 

自  篇 

詩人の 衷に 一 片の 哲學者 あらば 

それ は 呪 はれた 運命で ある！ 

彼 は 全く 孤獨 で、 異邦人と して 果てる であらう、 

わが 日本の 詩人の 仲間から 永久に 除外され て …… 

なか 

あだか も哲學 者の 衷に 詩人の ひそむ とき 

獨逸 の 哲擊敎 授か ら哲學 史上 に 除外 される ご とく  • 

だが、 それ 以上 汝 等に ふさ はしい 運命 はない の だ、 

なぜならば、 汝等 はと もに I 變な奴 だから。 

蠅を 憎む 

.5* リ 、 

繩は 鼻の 上に とまって 尿 をし， 

顼 のま はり を 飛び ま はりながら 


そ の 神聖な る 大自然 の 命令 を果す • 

怒りの 手が 電光の やうに はたく とき 

二 尺の 空で、 痛みの 揉 手 を 嘲って は、 

つ い 目の前の 原稿紙の 上で その 眞似 をす る • 

かの きたならしい I 雙の 羽のお かげで。 

この 羽に 呪 ひ あれ！ その 性の 蠅 によく 似て - 

こんなき たなら しい 羽 を もつ 人間に も！ 


生の 春 

生き かがよ ひて 森 は 漂 ふ、 

大 いなる 地の 盃の 上に 

なまぬるき、 さはれ 心 も 

醉ひ あせばまん 風ぞ 吹く。 


世界 は 四角 だ 

世界 は圓 くない、 四角 だ！ 

アル プ スの檢 しい 山 角 を 下る とき、 

あるひ は 人 はさ C 感ずる  

世^ はどうして 圓 からう ぞ、 

人の 心の け はしい 尖 角に ふれる とき、 

我等 は それ を 確信す る！ 

宣  霍 


肉 の 白き は 迷 ふ綠の 中に 

消えつ またつ よく かがやきつ、 

鳴り ひびく 春の なげか ひ 

また 死ぬ ばかりなる よろこびに。 

ものみな は 動かざる なし、 

森 も ゆれ、 地 もまた 胸のと どろき を 

その 內 ふかく 包みたり、 

地に はも ゆる.^" 

、 二 五三 


燃 ゆる もの、 めばえ ゆく もの、 

白く また 紅に ただよ ふ もの は 

環と なりて 環、 環と なりて 

女と なりてう かぶ 盃。 

^とい ふやた はれと いふ や 

ここにして すべての 鎖な かれ、 

血 は 血 を さそ ひ 

J& ま 肩 をう ち- ^す る 0 

ああ 春、 かがやか にも ゆる 春、 

かく も 溢れて 人間 をつつ む U 

狂 ふ は 罪 か 草々 の 

上に も亂 るる 足、 足、 足" 


ひそ やかに 語る とする も 


二 五 四 

聲 ははず みて 空に かへ る、 

はずみた る 笑 ひ はとみ に 

しづかなる 涙と こそ はなり にけ り。 

迫害せられ たる 靑 年の 歌 

三疊 のきたない 部屋に は 

にしび 

夏の 西 陽が カツと 射し 込んで、 . 

まっか 

疊も、 柱 も、 眞 紅に 見える。 

その 中で、 ゴ 口 リと寢 ころんで、. 

暑い、 暑い 八月の 午後 —— 

おれ は 死んだ やうに 胺を閉 ぢてゐ た。 


ああ、 生 は 何たる 地獄 ぞ、 

人と 人との 間に は、 何たる 不信. 

憎みと 怒りと が 心 を喷む  

猿よ、 狐よ、 狼よ、 恥知らず！ 


きさま もやつ ばり その I 入 だぞ、 

きさま は 死ね ッと、 おれ は 云った。 

そして， ああ、 この 炎暑 1 

夏 はだん だん 苦しくなる、 

氣 候が險 しくなる のか、 身體が 弱る のか、 

いや、 おれの 心が 傷ついた の だ I 

おれ は その 傷口 を 眼で 見て ゐる、 

」  てん ひ 5S- 

カツと 射しく る 夏の 天日に 晒 1- てるんだ。 

この 夏が もう 一 月 つづいたら 

おれ は 本當に 死んだ かも 知れない IJ 

いや、 夏が 秋に なっても、 おれ は 死にたい ノ 

おれ は 死んだ 人が 羨 やまし いんだ！ 

彼等 はも はや 心 を攪亂 され やしない、 

誰も 彼等 を 傷つけ ず、 彼等 も 卑しく 怒らずに すむ。 
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友人が 假面を かぶ つ た 敵で あ つ て も. 

罵詈と 讒謗 とが 石ころの やう に 投げ つ けら、 丄 て も， 

それが 何 だッ、 とおれ は 弱い 自分 を叱咜 した、 

暑い K 日の さしこむ 窓の 下で 

おれ は 突然、 かッと 笑った II 

& 人の やうに 笑った、 「馬鹿 ッ、 何でもな いぢ やない 

力！ 」 

なぜ、 死なうな どと 思 ふの だ、 おれ は 生きる、 

生き て 生き て 生き まくる の だ、 

死にたい ッ …… それ は 女の ヒ ステ リイ だ、 

やとめ かたぎ 

メ ソメソ した 少女 氣 質よ、 消え ッ ちまへ！ 

おれ は 生き るんだ、 惡 意と 讒謗との まった だ 中に、 

憎惡、 羨望、 怨恨な どの 卑しい 性根 を蹂 躍しつつ。 

天上 天下 唯 我镯尊 I . 

おれの 上 もない、 おれの 下 もない、 

一 1 W 五 


宜  CO 

おれより えらい もの はない、 

おれより つまらな いもの もない、 

おれ は アルファで オメガ、 

おれ は 全で そして 一 だ、 唯 1 者 だ。 


一 切の 比較 を 超えて 

おれの 存在が 輝く の だ。 

せ. 5  ぼん 

聖を 超え、 凡 を 超え、 善惡を 超え、 

あらゆる 差別 を 超えて おれ は 立つ！ 

世界の 孤獨 のま ッ ただなかで 

おれ は 生き るんだ、 その 生と 死 を も 超えて。 

暑い 夕日の さし 込んで くる 

三疊 のきたない 部屋に 寢 ころんで、 . 

おれ はおれの 存在の 絕對性 を 見た l 

おれの 無價 値の 中に 價 値が ある、 

迫害、 讒謗が 糅 躍し うるの は、 ただおれ の 影の みだ * 


二 五六 

生きよ、 男らしく、  -! もう 十 年 ー 

狼の 死 

あるがままに 入 生 を 見て、 

あるがままに 人生 を 肯定せ よ。 

もし それが 堪 へ られ なくな つ たなら- 

そのと き は II 默 つて 死ぬ がよ い一 

これ が、  これの みが 勇者の 道 だ！ 

最も 强ぃ者 は沈默 する、 

すべての 言葉 は 畢竟 怯懦 の 表白 だ • 

沈默 のみが 人間の 唯 一 の德 だ。 

狼に ならへ、 狼の 死に. I 

かくて 汝は蓮 命 を 克服す る 8- 
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私の 花環の 序 

私 はこの 集 を 世に出す に當 つて、 仝く 何等の 耍求を も 

有して ゐ ない。 それけ 相 變らず 私の 貧しい 才能の 恥 かし 

ぃ紀 念に すぎない であらう。 ただ 私 は、 顧み て^の 愛が 

^人よりも より 多く 古人に むか つ てゐる こと を 知 つ て、 

自ら 語リ 得た と 思 ふ。 そして 此點 で^ を ものずき だと 非 

難す る 方が あったならば、 ただただ その 寬恕を 乞 ふの み 

である 0 

然し 私 はものず きな ので はない、 また、 身の程 知らず 

のべ ダン ト なので もない。 私 は 現代の 奇矯な 新 流 淤の詩 

よりも、 より 古い 浪^派の 詩 を 愛するべく 運命 づけら れ 

てゐ る" 私の やうな 人間 こそ、 

彼 は 現代に は 適しなかった 

彼 は 古人 を 愛しす ぎた  - 

とい M, ハイン リヴヒ •  口 イト ホ ルドの 詩句 に該 赏 する もの 

私の 花 頃 


であらう。 私 はむしろ 十九 世紀の 前半に 生るべき であつ 

た o 

^つて ここに 第め られた 詩 も、 槪ね 十九 世紀の 前半の 

詩人の それで ある。 また 專ら^ 逸の 浪谩淤 詩 入の それで 

ある。 それ は 私が おぼつかないながら も、 獨逸^ を學ん 

でゐ たからで も あるが、 しかし 私が 獨 逸の 浪谩淤 詩人 を 

愛する の は、 ^に それだけの 0 緣 からで はない。 私 ^獨 

逸 語に 熟達して ゐる ためにの み、 獨 逸の 文 學者を 研究す 

る あの 勤勉な、 獨逸學 者の ごとき、 立派な 學者 でも 町で 

もな く、 ただ 小さな 1 人の 詩人と して、 s 分の こころ^ 

みちびく ままに、 自分の 好きな 詩人に 親しんだ ばかりで 

ある。 

笫 I、 私が その外 國語 として 獨逸語 を 選んだ のが 大に 

の ある ことであった。 ここに 私 は 少しく  {IT 分の！ 身 

上に ついて 語る こと を敢 てしたい、 かう した 主我 的な こ 

とも、 この 集の 意義の ゆ ゑに 恕 される かも 知れない と考 

へる ので。 私 は 二十 一 歳のと きに 始めて 外^語 を學ん だ 
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e である、 少年の 日から 贫 しい 流浪 を續 けて ゐた ^は、 

ゆたかな 學 0 を 許されな か つ た、 でもた うとう 辛うじて 

生沽の 安定 を 得た、 そして 1 日 ある 仕事 をして、 夜 だけ 

夜 ゆに 通 ふ こ とが 出來る やうに な つた、 そして 私 は 神 田 

の 西 小川 町の 學 校に 通った。 ^は雜 誌の 零 碎な飜 譯をさ 

へ 集めて 愛讀 した。 ハイネ ゃノ ダリ スゃレ ナウ を 原語で 

讀 みたかつ たので ある。 そして それが 丁度 一年 纘 いた、 

その後 私 は c 修する 事に なった。 かう したわけ で、 ^は 

少しも、 語學の 知識 を 誇るべき 理 .£ を 有たない 身で ある 

が、 ただ かう した 不利益な 境遇の 中に あって は、 出來る 

だけ の 努力 をして 來 たと い ふ ことが、 僅かに その 慰めな 

ので ある。 思へば 不思議 だ、 私の やうな 意志の よわい 人 

問が ど 5 し てこ こまで |s ぎつ ける ことが 出來た 8 だら 

う？ 私 は、 夕方 仕事に 疲れた 時な どに、 時々 神に 祈リ 

を 捧げようと^ ふ こと すら ある  私 の 運命の 星に 對し 

て。 私に つらかった その M よ、 なほ つら かるべき その 星 

よ、 だが、 結局お まへ は 私に やさしい、 私 を 守って くれ 


二 六 〇 

る 星 だ。 

この や-つな 私で あるから、 勿論、 何等 敎 養の 誇るべき 

もの を 有たない。 然し、 私 は 詩人 だ、 これ だけ は 昂然と 

して 私 は 公一 百しても い いで あらう。 勿論 第二 流の 小 詩人 

だ、 だが 詩人 は 詩人 だ" 私の 胸に は 感じ 易い ハ アトが 鼓 

動して ゐる、 それが、 その あはれ なハ アトが、 私の 誇る 

べき もの の 仝 部 だ。 こ の 故に 私 は あらゆる 屈辱に さ へ も 

堪 へる、 その 屈辱に 最も 痛ましく ふるへ る この ハ アトの 

ために！ そして、 この 心 を 以て 私 は 詩 を讀ん だ、 讀ん 

だ、 讀ん だ、 めくら 讀み をした、 やみくもに 讀ん だ。 そ 

して、 一 九  一 二 年の 顷 から 折りに ふれて 譯 した ものが、 

卽ち この 一 卷 である。 だから、 これ は 本來、 人に 見せる 

ためとい ふよ リは、 まづ、 私用の 愛誦 詩集に 外なら なか 

つたの だ。 

私が 今：：： この 集 を 編しつつ、 一種 創作的の 喜び を覺ぇ 

るの も 不思議で はな い。 ここに は 私の 主觀が 著しく 反映 

して ゐ るか、 り。 そして また それが この 書の 意義な ので あ 


る" もともと 詩 を 謁する とい ふこと は、 その 譯詩 家が 學 

問 が^く、 感じが デリ ケ エトで、 良心が 强 ければ 强 いほ 

ど、 を 愛する の 念が 熱烈で あれば ある ほど、 愈々 不 

可能に^ はれて くる。 止む を 得ない 事情が ないかぎ リ、 

まづ それ を斷 念した 方が まし だ。 然しながら、 詩人に は 

陈< るする ことが 出來 ない、 詩人 は 自ら 譯 する ことによ つ 

て、 その 詩 を R 分の 物にした いので ある、 彼 は そこに 创 

作の^ び を.^ ひたい ので ある。 彼 は 著しく 細心に なるこ 

とも あらう、 彼が 學者 の 心に なれば なるほど 細心になる、 

然し 彼が 詩人の 本 來に立 返る 毎に、 铋 めて 大膽 になる、 

彼に は 原作に ある 修正 を さへ も 加へ る 椴 利が ある、 — 

私 はこん な 大膽な iw 葉 を さ へ 使 ふ —— 然し その 修正 はよ 

りょく IS 作者の 心 もち を 生かす やうな も のでなくて. H な 

らな いのは 言 ふ 迄 もない。 然し、 いづれ にしても、 立派 

な 詩の 婀譯を 出す こと は、 なかなか I  ^ り や 二通りの 辛 

夯 ではない。 私の やうな ゆたかな ォ能と 時^と を惠 まれ 

てるない もの は、 この 地域で、 あまり 多くの 要求 をな す 
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わけに は 行かない ので ある。 

曾って 「春 月 小 卯^」 に收 めた 小 曲 中には 民^ ゃ民謠 

風の 詩人の 着想に 基いた ものが お干 あつたが、 此 中に 於 

て は それと は反對 に、 幾らか 私自身の 創意 を 加へ たもの 

力 二！ ニ存 する こと も斷っ て 置かなければ ならない。 メリ 

ケの 「ァグ ネス」 の 結末の 二 行の 如き-ての 1 例で ある。 

殊 に 最近 はなるべく 自由に 譯さ うと 思 ふので、 今 その 譯 

しぶ リの 見本と して、 ここに ハフ イス (ハンス • ベ トゲの 

獨譯 による) の I 篇を對 して 揭げ てみ る。 篤學な 人々 

が 何と 言 はれる か 知れない けれど。 

Lass  mich  in  deinen  L。。ken  wahlen,  lass  mlch 一 

Es  ireibt  mich,  meme  Seele  aufzusuchs. 

Die  arm"  Seele,  die  sich  lichsstrunken 

Ho  diese  tiefen,  iabyrinth.is」hcn  Gan3e 

In  deiner  Locken  schSne  ^po^^  verlor. 

そなたの 髮を 採らせて くれ 

わし は 見つけた いものが ある、 
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二 六 二 

そなたの 髮の 烏羽玉の 夜に 

^ひ 込んだ めくらの 子、 

あはれ な 心 を 見つけた い * 

1 九 二 〇 年初 夏 


メリ ケ MSrike  (I8。lis75) 

おも ひで 

K  •  N に 

あれが ふ たりで 歩い た 最後で あ つ たねえ、 

おお、 クレ エルへ ンょ、 

さ 5 だ、 あれが 最後であった、 

ふたりが 子供の やうに 喜んだ の は。 

その 日、 ふたり は 急いで 日の てった 

ひろい、 雨 あとの みちを 

ひとつ パラソル の 中に 

身 や-かくしながら 走った ねえ、 

妖 ^ の 部屋に でも ゐる やうに 

ふたり は ぴったり 寄りそう て 


たうとう 手に 手 をと つて I 

,5 め まり ュた り 

は 話さう と はしなかった、 

心臓が あんまり 烈しく 打つ もの だから、 

默っ てゐ ながら どちらも それに 氣が ついて ゐた 

どちらも その 顏の ほてり を 

バ ラ ソルの 照り かへ しに かこつけて。 

ああ、 お まへ はほんと に 天使だった ねえ ー 

ぢ つと 地面ば かり 見て 

その ブ 口 ンドの 捲髮を 

眞 白な 頸す ぢに 落し て たねえ： 

「今う しろの 天に は、 きっと 魟が 

かかって ゐ るよ」 とわたし は 云った、 

*T づら 

「それに あの 窓の ところでは 鶉が も-つ 一 度 

たのしく 鳴く やうな 氣 がする ね！」 

さう して 歩きながら わ たし は考へ た、 


ふたりの 昔の 子供ら しい 戲れ を、 

お まへの 故鄕の 村の こと を、 

その 數 かぎりない 喜び を。 — 


「まだ 覺 えてる の？」 とわたし は 訊いた、 

「大きな 桶の ころがし てあつた 

隣の 桶屋の 中庭で、 

いつも 日曜の 午後 を、 その 桶の 中に 

まるでお 部屋の やうに すわり 込んで 

おしゃべりしたり、 本 を讀ん だり したねえ- 

丁度む かう のお 寺で は 

兒 童敎投 が あつ て II わたし は 今 も 

あの オルガンの 音が 靜 かな 中 に 

響いて くる やうな 氣 がする よ。 

ねえ！ ふたりで も 51 度 

あの 折りの やうに 讀 みたい ねえ I . 

桶の 中で なくっても いいから ね I - 
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あ の 大好き だ つた ロビンソン を I J 

するとお まへ は にっこりして、 わた L と共に 

最後の © り 角 を 曲つ たれえ ひ 

そこで わたし はお まへ がその 胸に 

挿し て ゐ た 薔薇 を おくれと 云 ふと、 

お まへ ははに かんだ 眼 をして、 歩きながら、 

すばやく それ を わたしに くれたね え。 

わたし は顫 へる 手で それ を 唇に もって 行って _ 

はげしく 二度三度、 キス をした。 

誰も それ を 嘲る 人 はあり やしな い、 

誰 だって 見た 人はなかった もの、 

お ま へ でさへ も 見て ゐ なかった。 


お まへ を绘っ て 行かねば ならない 

ちち 

その 知らない 家の 前に 

たうとう 驚いた とき、 ねえ！ わたし は そっと 


お まへの 手 を捏 つた、 そして — 

これが ふたりで 歩いた 最後であった ねえ、 

おお、 クレ エルへ ンょ、 

さう だ、 それが 最後であった、 

ふたりが 子供の やうに 喜んだ の は。 

新しき 愛 

この 世で 人 も その 思 ひの 儘に 

他 八の ものに なり 切られよ うか？  II 

長い 夜 を 思ひ績 けて、 否と 云 はねば ならなかった。 

さらば わたし はこの 世で は 誰の もので なく、 

誰も わたしの ものと は 呼べない のか？ — 

暗の 中から 光明が パッ とわたし の 胸に さして 来た o 

私の 花 B 


なぜ その 願 ふ祌と 一 緒に あり 得ぬ か • 

我が物と 呼び、 汝の 物と 呼び 得ぬ か _ 

今日 何が わたしの 願 ひ を 妨げる ？ 

甘い 驚きが 身に 沁み 通る！ 

この 世で 神 自 らを 我が物と 呼ぶ、 

それ を 不思議と 思うた 事 を あやしむ。 

徒歩 旅 

伐り たての 旅 杖 をつ いて 

朝 まだき、 森を迎 り、 

丘 を 上り下りして 

わたしが 行く ときに、 

繁、 みの 中で 小鳥ら が 

敬った り^んだ りして ゐ るか、 

または 日の出の 中で 
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黄金の 葡萄の 房に 

歡 びの 靈 でも 觸れる やう、 

そんなに 思 ふか、 わたしの 古く 親しい 

あ、， う  はる も 

アダム も、 秋 熟れ、 春萠ぇ を、 

神の 心 をつ か はれた 

空に はならぬ 

♦* つつ Jy 

初 熟の 樂阈の その 歡び を。 

してみ ると お まへ もさ 5 惡く はない、 

古い アダムよ、 嚴 しい；！ 匠の 云 ふやう に" 

お まへ はやつ ばり 愛し、 i へ、 

やつば り 歌 ひ、 讃へ する、 

永遠に 新しい 創造の 日の やうに、 

お まへの 新しい 創造主、 愛護 者 を ー 

若し わたしに も それが あったなら、 

さらば わたしの 一 生 も 

かるく 汗ばむ ほどの 

こんな 朝の 旅で あらう に。 


二 六 六 

夜 明 前の ひし」 時 

わたし は寢谋 に 横た はって ゐた、 

夜 明 前の その ひと 時 を、 

窓の 外なる 樹の 上に、 燕が 一 羽 

歌って 聞かす の も 知らないで、 

夜 明 前の その ひと 時 を。 

「お 閗き、 わたしの 云 ふこと を、 

お まへの いい 人 はいけ ない よ、 

わたしが 歌って ゐるぁ ひだ 

愛する 人 を しづかに 抱いて ゐた 

夜 明 前の その ひと 時 を。」 


いや だ I もう 云って くれるな. 

お^り！ もう 聞きたくない。 


飛び去れ、 飛び去れ、 わたしの 樹 から！ 

I ああ、 愛 も 誠 も 夢で ある 

夜 明： i の その ひと 時 を。 

春 

この 春の 丘 邊に橫 たはれば 

雲 はわた しの 翼と なる、 

1 羽の 鳥が 前 を 飛ぶ。 

ああ、 語れ、 たった 一 つの 愛よ、 

何 處にゐ るか を、 お まへの 傍に ゐ たいから ー 

けれどお まへ と 風と に は 捿-豕 がない。 

向日葵の や 5 にわたしの 心 は 開いて ゐる、 

愛と 望みと に、 

あこがれつつ 

ひろがりつ つ、 


春よ、 お まへ は 何 をね がふ？ 

いつわた しの 心は鎭 めら れる ？ 

雲 は 流れる、 川 も 流れる、 

黃金 なす 太陽の くちづけ は 

深く も 沁み 入る、 わが 身へ と。 

あやしく も醉 5 た 服 は 

眠り 入る かの さま をす る、 

ただ 耳の みは！ 1 く 寮： 蜂の 音 を * 

わたし はこれ を 思 ひ、 かれ を 思 ふ、 

あても 知れない あこがれの 

なかば は& 樂、 なかば は 嗟嘆。 

わたしの 心よ、 それ を 云へ、 

二 がね  ぅャ やみ 

この 黄金な す綠の 枝の 薄&で 

どんな 思 ひ 出 を 織りな すぞ？ — 

—— 古く 云 ひ 知れぬ 日の 思 ひ 出 を ー 


ァグ ネス 

裔 薇の 花 どき！ ほんと に 早く 

まんと こ 早く 

お まへ は 行って しま ふ！ 

あの人 さ へ 心變り をな さらねば 

なさらねば 

わたしに 苦勞も ありませ ぬ。 

とりいれ 時に 面白さう に 

而白さ 5 に 

刈 手の 女た ち はうた ひます、 

だが ああ！ わたしの この 胸 は 

この 胸 は 

どうす る こと も出來 ませぬ。 


人目 を 忍んで 谷間の 路を 

谷間の 路を 

迎 るお も ひも 夢 ごこち、 

あの人が わたしに 百 千た び 

百 千た び 

お 誓 ひなされ た あの 山へ。 

X だいじゅ 

山の 上なる 菩提樹の 木に 

菩提樹の 木に 

しょんぼり もたれて 泣く とき は、 

わたしの 帽子の fii の 紐 

薔薇の 紐 

つれない 風に なぶられる。 

旅 路 

氣 もちの よい 町に わたし は 入って 行 


街— 路には 赤い 夕日が さして ゐる • 

ゆたかな 花園の むかう にある 

と あろ 開かれた 窓から は 

金み たやうな 鐘の音が 漂うて くる、 

*r ぐ ひす t- す ラス 

ひとつの 慇 は. 81 の 合唱ら しく 

花 も ふる へ る、 

風 も 元氣づ く。 

薔薇 ももつ と眞 紅に 輝き だす。 

長い こと 驚いて わくわくして 立 止って ゐ た。 

町の 門から 出た こと も 

わたし は 自分で 氣づ かない。 

ああ、 ここ は 何たる 夕の 世界 I 

^に は 雲まで 眞 紅に 燒 けて 

うしろの 町 は 金色に 煙つ てゐ る、 

小川の せ せらぎ、 底の 水 単の ま はる 音！ 

醉 心地で わたし は 迷 つ て 行く  II 

おお ミ ユウ ズ、 あなた は 愛の 息吹 を もって 

の 花 G- 


わたしの 心に ぉ觸れ になり ましたね 1 

ひとあし ごとに 世 は 異なる、 

愛する 人から 去り 行けば， 

心 はどうしても ついて 來 ない、 

ここ は 日 ざし も 冷たくて 

何だか みんな 馴染がない 

小川の ほとりの 花 さへ も！ 

どちら を 見ても 

親しみの ない、 うその 顏、 

小川 はつぶ やいて 言 ふ 

あはれ な 子供よ、 まあち よいと 

わすれなぐさ を 見て お行き、 

さう だ、 この 花 は何處 でも 美しい 

でも あそこの や うぢ やな い、 

二 六 九 


行かう、 行つ ちま は 5、 

いっか わたしの 眼 はく もる ー 

愛する ものの 歌 

朝 まだき、 まだ 日 も 出ぬ うちに、 

わたしの 心が わたし を醒 ます、 お まへ を 思へ と- 

たっし やな 若者の ねむ た いとき に。 

露 夜な かに も わたしの^ は-あかるい、 

夜 明 の 鐘の 音よりも まだ あ かる- - 

お まへ は螯間 わたし を 思-つた ことがあ るか？ 

わたしが 漁師で あったなら 起き 上 つ て 

網 を 河まで 持ち出したり 

^を K りに いそいそ 出たら 5 に。 


二 七 〇 

水車 場で は 男が あかり をつ けて 

何だか ごと ごと やって ゐる、 

あんなに 働いたなら どんなによ からう" 

それに わたし は あはれ な もの だ！ 

寢 床の 出 で ぼんやり くよくよして ゐ る- 

頭の 中 を 妄想の 荒れる がま まに。 

さ や， フ なら 

「さや-つなら」 —— お ま へ はさ とらない 

この 痛ましい 言葉の ほんとの 意味 を、 

平氣な 顔して やすやすと 

お まへ は それ を 言 つての け た" 

さやうなら！ —— ああ、 千度で も 

わたし は ひとりで 言って みた、 


そして 飽 くことの ない 苦しみに 

わたしの 胸 は 裂けて しまった ー 

飽 くな き戀 

戀 はそんな もの！ それが 戀 1 

キスば かりで は 癥 やされ ぬ、 

笊に 一 ばい 水汲み 入れる 

馬鹿な 男 は 誰で ある？ 

たと ひ 千年 汲んだ とて 

永遠に キス は つづく とて 

とても 氣に 入る もので ない 0 

戀は いつでも いつまでも 

また 新ら しく 渴 くもの、 

ふたり は齒 がた も 惜しまない、 

今 日 は 娘が ふる へ もせずに 

aS の 花 S 


ぢ っと觀 念つ けて ゐた 

匁 物の 下の 羊の やうに、 

その 眼 はた のんだ、 さあ どうぞ 

痛ければ 痛い ほどよい！ 

■ はそんな もの、 昔 もさ 5 だった 

戀の つづく 限り はまた さう だ、 

ソ 口 モンさん は 別だった、. 

この^ 人 はほんとの 戀 知ら ず。 

わけ まへ 

ァ 二 ン カは蹈 つた 

前の 草 場で 

すばやい 踊り を、 

その 5 つくし さ！ 

二 七 1 


ふし 目が ちな 

そのうつ くし さ、 

靜 かなむ すめに 

氣も くる t?! 

ふっと ボタンが 一 つ 飛んだ 

その ジャ ケッ から、 

金の ボタ ンを 

わしゃつ かまへ た。 

これ は 不思議 だ 

、 、、 ^uku.-, 一、 

ところが ィ ェ ゴ ルは 

冷笑した。 


かう 言 ふや 5 に、 

ジャケ ッ はわし の もの 


それ を鬵 にから だ も、 

むすめ はわし の もの だ、 

お ま へ の もの は II その ボタン- 


丁 


雪の やうに 白い 

お 馬に 乘 つて、 

うつくし いお 孃 さま、 

並木路 をお 驅 けになる- 

お 馬の を どって 

行く その 道に、 

わたしの 撒いた 砂が 

ぎら 一 ざら 光る。 


とび あがり とびさが る 


藩 いろ の^子、 

おお、 その 羽毛 を I 本 

こっそり 落せ！ 

その か はりに おれの 花が 

一 つ ほしいと 言 ふの なら、 

一 つば かり か 千 もやる 

I や、 みんな やる。 

棄 てられた 娘 

レ、 9 

1 ^^力なき だすと 

まだ 星 かげ も 消えぬ うち、 

) , , .f. まど 

わたし は 竈の まへ に 行き 

火 をお こさねば なり ませ. Qfo 

火 はま あきれい に 燃え 上る、 

私 の 花 S 


火花 はばちば ち はねます る、 

わたし はぢ つと 兌つ めます 

あらぬ おも ひに かきくれて o 

するとい きなり 目の ま へこ 

つれない 人の 面影が、 

わたしが 夜つ ぴて 夢 に 見 た 

その 人の 顔が うかびます。 

する と淚が はら はら と 

わたしの 頰 をった ひます、， 

力う して 今 日 も あけて 少く.  . 

おお、 もう 行って おくれ I 

隱棲 

まお 世^よ、 わたし を このまま こ、 

二 七三 


愛の たまもので 誘 はずに 

ただこの 心に もたせて おいて くれ、 

その 樂 しみと、 その 惱 みと を！ 

何が 悲し いのかわ たし はわから ない 

それ は 知り もしない 悲しみ だ。 

いつも 淚の 目で 見やる 

わたし はなつ かしい 日の かげ も。 

われ を 忘れる ともす ると、 

胸に は あかる い 喜び 力 

身 をお しっける 重みから、 

つ いと 沌き だすた のしげ に。 

おお 世間よ、 わたし を このままに 

愛の たまもので 誘 はずに、 

ヒビ この 心に もたせて おいて くれ 


二 七 四 

その 樂 しみと、 その 惱 みと を ー 

慰  め 

長い 馴染の わたしの 幸福 も - 

たうとう わたし を棄 てて 行った 1 

—— 殊に 親しい 友 だち も 

肩をすくめて 避けて しま ふ、 

いつも 助けて 下す つて ゐた 

惠み ぶかい 神々 さへ 

蔑んで わたしに 背 を 向けられる。 

どうしょう？ いっその ことに 

自分の 1 生 を 呪って 

潔く 毒 や ナイフ を 取った もの か？ 

さう するな ー いや それより は 

しづかに 心 をと りな ほせ。 


そこで わたし は 自分の 心に 言った 

さあし つ かり 助け合 つ て 行かう ！ 

われわれ は 互 ひに よく 知合って ゐる 

^力 その 巢を 知る や  うこ， 

琴 力 歌 ひ 手 を 知る や  うこ.' 

つるぎ 

劍が榍 を 知る やうに、 

栩と翁 か 愛し 合 ふやう こ、 

こんない い 仲 を 誰が 裂く？ 

わたしが こんなに 言 つたと き 

心 は 胸に を どり あが つ た、 

つい 今まで 泣いて をった のに" 

ぎ  り 

ころ 

主よ. 御意の ままに 與へ たまへ、 

愛の 惠 みで も惱 みで も。 

私の 花 S 


ふた つ とも わたし は 京： び ます 

あ な た の 御手 か ら 出たなら ば。 

たと ひ菩 びに しろ 

また 惱み にしろ 

あまり 餘 計に 下さい ますな I 

ちゃう ど その 中 ほどが 

何よりの 程 あ ひです。 

風の 唄 

はげしい 風よ、 氣輕な 風よ、 

L つも この 世 を 吹きめ 

くる 

お まへ のおく に は どちらな の？ 

「小さな 子供よ、 わたしたち は 

むかしむかしの そのむ かしから 

二 七 五 


廣ぃ廣 い 世界 を 吹いて 行く 

どんなに 訊いても 

たづ ねても、 

山で も 海で も 

^とぶ 鳥で も 

みんな 返事 は出來 ない のです、 

あなた はもつ とお 利 巧 だから 

それが お 言 ひ になれ るで せう。 

 さあ、 も 5 まゐり ませう 

わたしたち をと めちゃい けません- 

後から 仲間が 来ます から 

また あれに 訊いて ごらんなさい！」 

お待ちよ、 いいから 

ちょいと お待ち 1 

愛のお くに は どちらな の 


二 七 六 

何處 から 來て 何處へ 行く の， - 

「そんな ことが わかる ものです 力 1 

からかつ ちゃい けません、 

愛 は 風と おなじです、 

はやくて 威勢が よくて 

やすむ ことなく 

絕ぇ もせぬ、 

けれども しょつ ち 5 ぢっ として ゐ ません 

 行き ませ 5! さあ 行き ませう 」 

わたしたち をと めちゃい けません 」 

荒野 も 森 も 牧場 も 越えて 行かう 1 

あなたの いい 子に あったなら 

よろしく 言つ てあげる 力ら。 

ト さな子 供よ、 さやうなら！  .1 


泥坊の 唄 

そら、 泥坊の 大將が 来た ぞ、 . 

胡弓 を もって、 鐵砲を もって- 

彈 くの も、 擊 つの も、 

その 日の 風む き 次第。 

胡弓と 鐵砲， 

胡弓と 鐵砲！ 

さあ、 彈 いたり、 彈 いたり 0 


泥坊 はお 日さん に 照らされて 

丘の 上に すわって る、 

胡弓 を彈 いて は、 赤い 酒 をのむ、 

靑ぃ胆 が キラ リ。 

胡弓と 鐵砲、 

胡弓  >. 鐵砲！ 


さあ、 彈ぃた り、 彈 いたり A 


いきなり 胡弓 を投 出して 

泥坊 は いきなり 馬に 乘る、 

敵が 來た！ 笛 を 吹いて 叫ぶ- 

「狼の やうに を どり 込め！」 

胡弓と 鐵砲、 

胡弓と 鐵 砲！ 

さあ、 彈 いたり、 彈 いたり。 


二 七 八 

か く汝 はわが 心 を も 喜ば しめぬ、 

父なる ヘリオスよ！ また、 ェ ンデ イミ オンの ごと 

われ は 汝の愛 者な りき、 

聖 なる ルナよ！ 

おお、 汝等 凡ての まこと ある 

やさしぎ 神々 よ！ 

し^ 

げに汝 等の 知り もせば、 わが 靈 魂の 

汝等 をい かに 愛せし か を！ 

その ときな ほ われ は汝等 をば 

その 名 を もて は 呼ば ざり しか ど、 ■ 

汝等 もまた わが 名 を 呼ば ざり き、 . 

人 の 相 知れ る とき 呼ぶ が 如くに" 

され ど われ はかって 人間 を 知りし より 

いとよく 汝等を 知りたり き 〔 


童な りしと き 

わが 童な りしと き、 

神 は 人々 の 叫びより、 

その 鞭より われ を 救 ひ 給 ひき、 

われ はおとな しく 安らかに 

森の 花 もて 戲れ き、 

空 吹く 微風 は 

われと 戲れ にき。 

くさき  > 

神よ、 汝は 植物の 心 を， 

そが や はら かき 腕 を 

汝が 方に のばす とき、 

喜ばしむ る ごと、 


へ レ， 一 アヤ リン H ひ Idcrlin  (1770 


われ はェ 1 テル の 1： 寂 を 知りぬ、 

人 の 言葉 はさ とら ざり しか ど。 

ささやく 森の 

V, ね いろ く 

妙へ なろ 音色に 育まれて、 ， 

われ は 花の 間に 

愛を學 びぬ" 

神々 の 1 にわれ は^ひ 立ちぬ。 

名譽に 寄す る 歌 

かって われ 靜 かに、 サ ほむせ る 泉の ほとりに、 

安らかに 眠りて、 ス テラの キス を 夢み ゐ しとき、， 

汝は 呼びぬ、 樫の 樹の 梢より、 

森の 流れ すら 止まりて ふる へる ほどこ ，0 

でら 

飛び立ちて われ、 よろめきつつ、 かの 天なる もの、 

53 の 花 E3 


そが 愛 者の 汗ば む^を 冷やし、 

樫と 綜櫚と をお くる 森に して、 

その 蠱惑の 力に 息も絕 えなん としつ。 

怒濤の 音に めぐらさ るる、 この 寂しき 

多難の 路ょ！ わが 果敢の 心 は 汝等を 嘲らん 1 

聳 立つ 岩よ！ 汝等 もこの 詩人の 

翼 ある 足 は 疲らし 得 じ！ 

かく 呼びて、 自ら その 聲の 力に 馳せ 出で ぬ、』 

され ど、 そ は 幻惑な りき！ 幾 歩か 行きし 

そ を 知る まもなく、 卑怯なる 者 どもの 

5 ち はやす 聲は 起り ぬ、 哀れなる 者 をめ ぐり て 0 

ああ！ われ かの 苔む す 泉の ほとりに 眠り ゐ たら VT 

ああ！ なほ ス テラの 抱擁 を 夢み ゐ たらば！ 

♦D た. ** 

され ど、 いないな！ 努力 もまた 値 あり、 

二 七 九 


弱き も の の 汗 もま た 尊き も の ぞ ー 

熱 狂 

友よ、 同胞よ！ 今日 ぞ來ら む、 

われらの 交りより われ を 奪ら むと 

si て  ！ 

かの 最後の 大 いなる 瞬間 は 11 

さらば、 忽ちた のしき 脈搏 はと まり、. 

みだれた る 友の 聲は 響きて、 

わが 地上の 幸 は 霧に とざされむ。 

荬 はしく も 生き 來 つる 日の 凡て は 

忽ち われに 別れ を 告げむ I 

され ど われ、 まことげ に、 など か顫 へむ- 

「友よ！」 とわれ は 云 はん、 「かの 天上に 

われら 凡て は 再び 會 はん、 

友よ I より 荬 しき 日 は そこに 輝き 出む。 


二八 〇 

され どス テラよ！ 汝が棲 家 は 遠し 

はや 生命 を 奪 ふ ものの 足音 は 近づけり ー  I 

ス テラよ！ わが ス テラよ！ 泣く ことな 力お ー 

ただいま 一 度、 われ 彼女 をば 抱く を 得ば、 

さらば われ • わが ス テラの 腕に て 死なむ、 

急げ、 ス テラよ、 来れ、 この 眼の 閉 さぬ 5 ちに。 

され ど 遠し、 遠し、 汝が棲 f 豕は、 

はや 生命 を 奪 ふ ものの 足音 は 近つ けり i 

友よ！ わが 歌 を 彼女に 齎 せよ。 

神よ！ 偉大なる 人物に なりな むこと ぞ • 

しばしば わが 願 ひなり き、 地上の わが 夢な りき、 

i らんら  チざ  /  --  p  mr 

され ど i: 胞ょ、 なほ 大 いなる 業 ぞ われ を 呼 は， v 

EIK よ、 美 はしき 夢 を ゑが きし 

未來の 凡て、 凡て 凡て わが 希^の 


かく も 消え 失する をば、 悲しめ かし！ 

わがな ほ 記念碑 を 建つ る ことなくて 

むくろ 

地の わが 屍 をば 蔽 はんこと を、 

,  のちび i 

この 死者 を かって 後人の 思 ひ 出で ぬ を。 

わが 募 標 のほとりに 人の 冷やかに 立ち、 

朽ち ゆく 骨に、 一 人の 若者 も 

無言の 祝福 を も あた ふる ことなく、 

わが 骨を蔽 へる 墓の 

薔 藏 の 上、 百合 花の 上に、 

I 人の!^ も 心より 淚を 流さぬ こと を。 

もめ こ 

ほとり 過ぐ る與 たちの 口より 

かかる 言葉の 墓 へ と 響かぬ こと を、 

若者よ ー 汝は あまりに 早く 眠りぬ と. - 

お きな 

また、 この 若 ものに、 白髮の 翁の 

その 生命の 旅の を はりに かく 語らぬ こと を、 

私の 花 S 


子供よ！ われと わが 慕と を 忘るな と ー 

長く も あこがれ てし 凡ての 未来の、 

の さち 

喜ばしき^ 望の 幸の 凡ての 

かく も 慘 にも われに 消え失せ し を。 

この 世の い とも美 はしき 夢の 

つ ひに かへ る ことなく 失 はれし を、 

不死の 夢の 死に はてし を。 

され ど 行け！ この 死せ る 胸に は 

わが あはれ なる ステ ラ の苦惱 の血ぞ 流る る、 

來ょ、 われに つき 來ょ！ 錢 されし ものよ，. 

いかに 汝が凝 然と わが 墓邊に 立ちて、 

死 を、 死 を 天に 祈れる かよ！ 

ス テラよ！ 來れ！ 眠れろ 者 は汝を 待つ。 

おお、 汝が 傍に あらば！ さらば 終らむ 

二八 一 


この 悲慘 も！ おそらく はわれら の 手 は 

朽ちても なほ かたみに 握られたら む！ 

そこにて は黑 き嫉 みの 眼もう かが はず、 

また、 かしましき 口の 嘲り もな く 

われら 夢 みん、 審判の 喇叭の 呼び 醒 ますまで。 

がらば、 われらの 墓標の ほとりに て 

若者 は 語ら ん II ^れ る 骨よ！ 

さ •；，- め S る 

愛する 死者よ ！ 汝 等の 蓮 命 は 美 はしかり き！ 

手に 手 をと り て 汝等は そ の 惱み を 逃れぬ、 

冷たき 地なる 母の ふところに 

さち  > 

長く も 求められし 眠り は 幸 あれ や- 

また、 百合 を もて、 薔概を もて、 

お^は われらの 丘を蔽 はん、 

思 ひも^く われらの 墓邊に 立ちて 

眠れる ものに 思 ひ をお くり、 


二八 二 

もとめ  . »  .  -  J  - ゝ,、 

少女 は 手 をば 合せ て ^く ベ し 

この 死者の 運命 をお の れも 天に 祈らん が た め。 

また、 かたへ 過ぎる， 師父の 口より は 

われらの 上に 祝福の 聲も 響かん II 

やすら ひ さち >  >  , 

やすら へよ！ 汝等は 安息の 幸に かな ふ ー 

神よ！ いとし 子 を苛資 の 手に ゆだねし 

師父 等に 死 はいかに 恐ろしく とも、 

やすらへ よ！ 汝等 はわれら に 愛 を敎へ ぬと！」 

生 の 喜 び 

なほ わが 心 へ と樂 しき 春 は 再び か へ る、 

なほ わが を さなき 喜びの 心 は 老いず、 

なほ わが 眼より 愛の IK そ 流れ 落つ る、 

なほ わが 心に は 望みの 散び 癌 みぞ 生く る" 


なほ 靑空 と、 綠の 野と は、 

たのしき 眺め もて われ を 慰む る、 

なほ 聖 なる もの、 若き したしき 自然 は、 

われに 歡 びの 酒杯 をぞ ささぐ。 

C るし & あ I！ ひ 

心安 かれ！ こ の 世 は 苦痛の 値 あり、 

神の 太陽の われら 哀れなる 者 を 照らす 限り は、 

よりよ き 時の 姿の われらの 靈 のま はりに 漂 ふ 限り は、 

ああ！ われらと 共に 誠 ある 眼の 泣く 限り は。 


昔と 今と 

わが 若 かりし とき、 朝に うれしく 

夕に 泣きぬ。 いま 年老いて、 

疑 ひ を もて 日 をむ かふれ ど、 

神聖に また 快活に その 日 を 終る" 

愛の 頌歌 


善き 信仰 

美しき あ 命よ！ 汝れ 病み 伏す ときわが 心 は 

涙に つかれ、 恐れ はやく も 心に きざしぬ、 

さはれ いかで かわれ は 思 ひ 得む 

&が 愛する かぎり 死にう べしと は。 


たのしき 眺め を よろこびて 

われら は 綠の野 を 歩む。 

われらの 聖職 は 喜びな り、 

われらの 神殿 は 自然な り。 

今日 ぞ 眼の 曇れるな く、 

憂 ひと 呼ぶ もの 世に なかれ 

あらゆる もの は 愛に より 
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わが ごと.： ni 由に 喜べ かし！ 

友よ、 嘲れ 誇り かに！ 

しもべ 外 3 

奴 佼の椠 を 嘲れよ！ 

雅歌 をば 高く 唱へ かし、 

手と 手 を かたく 握りつつ ー 

葡萄の 丘に のぼり 行き 

廣き 低地 を 眺め やれ 1 

いづこ も 愛の 翼な り、 

いづ こもや さし 麗 はしし I 

愛 は 天 吹く 風に より 

&し 一一 

蔷 薇に 朝の 露 をお くり、 ， 

五月の 花の香の 中に て 

徴 風に 愛撫の わざ を敎 ふ。 

愛 は オリオン のま はり をば 

したしき 地球 を 導きつ 


その 目く ばせ にした が ひて 

河 は 海へ と 流れ 入る。 

愛 は 荒 山の かたはらに 

やさしき 谷 を添寢 させ、 

燃え 盡 きし 太陽 を靜 かな も 

太洋の 中に いこ はしむ。 

，ら き^ 

見よ、 天の 聖き思 ひ は 

大地に 下りて 睦み合 ひ、 

雲に 蔽 はれし 母なる 地の 

胸 はいみ じくうち 顗ふ。 

愛 は 太 洋をも わたり 行き、 

沙漠の 沙を 嘲笑 ひ、 

祖國 のために 歡 呼して 

勝利の 旗に と 血 を 流す • 

愛 は 岩 を も 打ち 碎き 


そこに 樂園 をつ くり 出. i  . 

無 邪 氣は& 笑 ひて 立ち かへ り 

聖 なる 春に 花^かん。 

愛に よって 力強く 

と 

われら は 縛め を 解き放 たれ、 ， 

：  ： ころ 

醉 へる^ 神 は 自由に 偉大に 

星の 方へ と 飛び 上る！ 

- と キスの もとに は、 ものうき 

時の 流れ も 忘れられ、 

靈 はお ほけ なく も 近づかん、 

無限よ、 汝の領 にまで ー 

、ディ ォテ イマ に 

美しき 生命よ！ 汝は 冬の やさしき 花の ごと、 

私の 花 S 


老いし 世に ひ とり 隱れて 咲き匂 ふ。 

愛に より 汝は 春の 光に あたりて 溫 まらむ と 

乃  はる 

身 を 仲して、 世の 靑 春 を 求 むれ ども、 

汝の 太陽 は、 美し かりし 時 は、 沈み 行きて、 

§ す 夜に 嵐 のみせ めぎ た た か ふ。 

いざ 來 りて、 われ を鎭 めよ、 かって 四大を 結びし， 

そら 

天なる 詩 神の 喜びに して、 時の カオスなる 汝れ、 

天の 平和の 罄|1  曰 もて 荒れ狂 ふ爭ひ をた だし、 , 

人間 の 胸より 不和 を 解き放 て かし。 

i  . さが 

人間の 古き 性なる、 沈靜と 偉大 さと を 

湧き 立つ 時の 中より 強く 晴れ やかに ぎた しめよ I 

民の 貧しき 心に か へれ、 生命の 美よ、 

か へれ、 客の 食卓に、 その 神殿に！ 

デ ィォ ティ マ は 生く、 冬の やさしき 花の ごと、 

おのが 糈 神に 富みつつ も、 なほ 太陽 をば 求む る" 

二八 五 


され ど ^神の 太陽 は、 美し かりし 世 は 沈みぬ、 

水な す 夜に 嵐の み せ めぎ た た か ふ。 

運命 神に 

われに 許せよ、 ただ ひと 夏 を、 はげしき 神々 よ • 

ひと 秋 をみ のり ゆた けき 歌の ために。 

さらばた のしき 曲に 心 は滿ち 足りて 

すすんで われ は 死に もせむ！ 

半： きて 充 たされ ざり した まし ひ は 

冥界の 世 にても やすき を 知らず、 

さは あれ われ は 心に よこた はる 

聖 なる もの を 歌と なしぬ。 


さらばい と はじ、 聲も なきお お 冥界の 世よ. 

よし わが 歌の 俘 はずと も われ は 足りな む。 


二八 六 

神々 の 如く われ は 生き にり ひ とたび は、 

さらに また 何 を かの ぞ まん。 

ェムぺ ドク レ エス 

^^を 汝れは 求めき、 その 聖 なる 火 は 

深き 地の 底より 汝れに 輝き、 湧き出で ぬ、 . 

汝れは をのの くば かりの 渴望 もて 

身 をば 投げて き、 エト ナの 火に。 

女王の 誇りなる 眞珠の Hi も 

かく も 溶く るか、 その さか づきに。 

詩人よ、 おんみの その 富 をば 

火の 杯に などて ささげし！ 


さはれ おんみ はわれに 尊し、 勇ましき 死^よ I 

おんみ を 奪 ひて し 地の 力の ごとく！ 


1 ら 

われ もまた 勇者に 做 はんもの を 

愛が この 身 を おしとどめ ずば。 

哀 悼  ， 

こと 

われ は 行く、 日毎に 異なる 路を、 

あろ は 森の 草 場に、 ある は 泉に、 

また ある は蔷 薇の 花咲く 岩の ほとりに、 

丘より ぞ野を 眺め やる、 され どもつ ひに 

汝 やさしき ものよ、 その 光の もとに、 

われつ ひに 汝れを 見出で ず、 

かって! k が もとに われの 見出で し 

そ の 言葉 は 風と とも に 消え たり  

げに 汝れは 遠く 遙 けし、 幸 ある 面輪よ！ 

汝が 生の 妙へ なる 音色 は 消え去りて 
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また 聞く によし なし、 あはれ、 何ぎ ぞ、 

か つ て わが 胸 を i め や はらげ てし 

かの いみ じき 锬の淸 き !i 音に ？ 

いかに 遠く、 遠ざかり しかな！ 靑年は 

老いぬ、 地す らも、 かって われに 

M  また H が 

微笑みし 地す らも 全く 異 ひぬ。 

おお、 さらばよ！ 霊魂 は あはれ 日毎に 

別れて は汝 にかへ る、 汝 のために 

鸱 はも 泣き、 そは汝 がと まると ころ を 

眺め やる とき、 曇り ぞ晴 るる。 

故 鄕 ， 

たのしげに 舟 夫 はかへ る、 靜 かなる 流れ を、 

その 收葰れ し 遠 き 島より。 

二八 七 


われ も 故瑯 に歸ら ん とねが ふ、 

され ど惱 みの 外に われ 刈り 得し はなし。 

汝等ゎ れを 育みし したし き岸邊 よ ， 

汝等は 愛 の 痛み を 癒 やし 得べ きか ？ 

汝等 わが 幼 かりし 日の 森よ、 いま ひとたび 

汝等 はわれに 敦息 を與 へ 得べ きか ？ 

わが 波の 戲れを 眺めて し凉 しき 河邊、 

小舟の 滑り ゆく を 見し 流れの 岸に、 

われ やがて あるべし。 かって われ を 

守りて し 親しき 山々 よ、 わが 故 鄉 の 

さか ひ  *  »  » 

砣 くた ふとき^ 境よ 母の 家 を 

いとしき 姉妹の 抱擁 を、 

われ やがて 見出 でん、 汝等 はわれ を 抱かん 

&の ごと わが 心 を 結び 癒 やさむ とぞ， . 


二八 八 

まごころ  ： •  ノ，  )  ^  ].  > 

變る 事な き誠實 もて！ されと されと われ 知る 

愛 の S み の さはた まゆら に 癒え ざ る ベ きを 

人の 慰めに 歌 ふその こころよき 歌の 

わが 胸より 歌 ひ 出で ざろ ベ き を 0 

さは、 われらに 天の 火 をば あたへ し 

祌々 は聖 なる^み を もお くれば なり。 

それ ゆ ゑに かく ぞ あれ。 地上の 子 ゆ ゑに 

われ もまた 愛し、 惱 めよ とぞ。 


汝等 や はら か き 微風よ I 俘 太 利の 使者よ ー 

また 汝 * 白 楊 を も て る い としき 河琉ょ ー 

やまな み 

汝等^ 打てろ 山脈よ！ お おすべ て汝 等， 

日の 照れる 山頂よ ！げに そは汝 等な りし 力 


汝き 力なる 場所よ！ 夢に して 遙 かに 汝は i れぬ、 

希望な き 日の 後に なほ あこが るる もの こ、 

さて 汝、 わが 家よ、 汝等 遊びの 友よ、 

丘の 樹立よ、 汝 等い とも 親しき ものよ！ 

いかに、 いかに 長 かりし かな.. 幼き 日の 安ら ひ は 

逝け り、 逝け り、 靑春 も、 愛 も、 幸驕 も、 

され ど汝 わが 祖國 よ！ 汝聖 なる 

厨へ 忍ぶ もの、 見よ、 汝の殘 された る を。 

そカ汝 とともに 耐へ 忍び、 汝 とともに 

喜ばん ため、 汝 まこと ある もの は、 そ を 都 V て、 

そが 遠く さまよ ひ 迷へ る とき は ， 

その まこ となき も の を も 夢 に いましめき。 

若き もの の 熱く も 燃えた る 胸 こ 
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その 氣 儘なる 願 ひの や はらげ. つれて、 

蓮 命の 前に しづめ られ しとき、 

汝 その 淨 めら れ しもの を藏 めよ かし 0 

さらばよ、 若き 日、 汝薔菝 なす 

愛の 路ょ、 汝等 凡ての 旅人の 路ょ、 

さらば！ おお、 故裨の 天よ、 

のち 

いさわが 生命 を 联れ、 また 祝福せ よ！ 

ヒュ ペリ オンが 運命の 歌 

おんみら はかの や はら かなる^ を ふみて 

光の 中をぞ ただよへ る、 聖き靈 よ！ 

光り かがやく 神々 の氣は 

、と 力る くおんみ らにぞ 顧る る、 

あだ かもいみ じき 女性の たくみの 指が 

じと 

聖 なる &に觸 るる ごとく こ。 

二八 九 


眠る 辦^ の ごと、 蓮 命 も 知らず、 

^なるおん みら はた だよ ひて、 

つつまし やかの 蕾の 中に 

きょく まもられつ、 

ふかきお も ひ は 花咲きて 

萎る る 日な く、 

幸 ははれ し 眼 は 

しづかに ぞ 澄む、 

永遠に くもる ことなく  • 

され ど われら は何處 にも 

、二」 ひやす むこと を ゆるされず 

惱 みの子なる 人間 は 

この ひと 時よりか の ひと 時へ と 

c: さき も 見えず 

かつ まろび 落ち、 かつ 消 ゆるの み _ 


二 九 〇 

あだか も 水の 岩より 岩に 

投げられて、 いっか はつひに 

底知れぬ 淵に 消え去る がごと。 

記 念 

東北の 風 はわれに 吹きく る、 

汝 はげしき fi よ、 舟人に 

善き 航海 を吿 げしら す 

風のう ちの いと 好ましき ものよ • 

いざ 行け、 行きて 挨拶せ よ、 

け はしき 岸に 路は 走り、 

谷 深き & 流の 中へ 

小川 は： 任ぎ、 そが 上に は 

樫の 木立と 白 楊の 並木との 

けだかき 一 對の 立ちて 見下す 

かの 美しき ガロン ヌに、 


ボル ドォの 庭の あまたに * 

なほ われ は そ をば 思 ひ 出づ、 

楡の樹 の 森の 廣き梢 は 

水車の 上に 蔽ひ かかりて、 

中庭に は 無花果の 樹の 立てる を。 

祭日に は、 

色淺黑 き婦八 等の 

絹地な す 土地の 上 行き、 

n 一月 ともなれば、 

晝も夜 も 

いと 長き その 路 をば、 

黃金 なす 夢に 重れる 

一は か *- 

軟 ® の そよ ぎ 行く を。 

され ど われに 與 へよ、 

暗き 光り を 盛りな せる 
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匂 はしき 杯の その 一 つ を、 

そ をば 乾して わが 憩 はんがた め、 

眠りの 蔭 こそ は樂 しければ。 

入の 世の 思想に 

心なくて ある は 

よろし からず、 され ど 人と 

語る はよ し、 その 心の 

思 ひ を 云 ふ はよ し、 

愛の 曰に ついて 多く を 聞く はよ し、 

なされし 業 を 聞く はよ し。 

, . . .S づこ 

され ど 友 は 何 處ぞ？ ベ ラ ル ミンと 

なかま 

その 仲間と は？ 多くの もの は、， 

かの 泉の もとに 行く を * ま 厭 ふ。 

富 はさ は あれ 

海に おこらむ。 

そは畫 家の ごと、 地上の 美 をば 

二 九 1 


とり 築め、 翼 ある ものの 爭ひ をば 

嘲る ことなし、 また 年長く、 

* ち „  > 

市街の 祝日の 

夜 を-照ら すなく、 

梁の 音 も 習俗の 踊り も あらぬ 

葉な き マストの 下に 寂しく 住む もの を も _ 

今され ど 人々 は 

印度へ 行けり、 

かしこの い と 高き い ただき、 

かの 葡萄の 山の 

そこより ドル ドォ ュュは 流れ 来り、 

麗しき ガ & ンヌと 

相 合 ひて、 海の ごと 廣く 

は 法ぐ。 され ども 海 は 

おも ひでを 取り また 與ふ、 

愛 もまたい そし く^をと らふ。 


二 九 二 

その 殘れる もの を、 詩人 は修 む。 

断 章 

かって われ ミ ユウ ズの 神に 訊ねたり しとき 

神 はわれに 答へ たま ひぬ、 

汝 もつ ひに は それ を 見出で むと。 

き  3 

いと 高き ものに ついては 默 してむ 

月桂樹 は禁斷 の果實 なれば。 

され ど祖國 こそ 更に 禁斷の ものなら ず や。 

その 果實 すら 人み なつ ひに 味 はふべ し。 
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手 套 


その 獅子 園の 前に 

鬪技を 待って、 

フランツ 王 は 坐した まふ。 

王の ま はりに は 貴族た ち、 

ま はりの 高い バ ル コ ンには 

貴婦人た ちが 居 流れる。 

王が 指 もて 合圖 をす ると， 

廣ぃ鬪 場の 扉が 開いて、 

用心深い 足 どり で 

1 頭の 獅子が 出て 来て、 

默 つて ぢ つと 


見 週して、 

長い 欠伸 をして ノ 

鬚 を 振って、 

手足 を 伸して 

身 を橫た へ た。 

王が 再び 合圖 をす ると 

第二の 扉が 

すぐ 開いて、 

その 中から 

1 頭の 虎が 

はげしく 躍り 出る。 

虎 は 翻 子 を 見る と 

高く 吼 えて、 

その 尾 を もって 

恐ろしい 輪 を かいて、 

舌 を 嘗めて、 
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怒って 谂 りながら 

卿 子の ま はり を 

お づぉづ と 一 めぐりして、 

それから 唸りながら 

その 傍に 身 を 伸ばした。 . 

王が さらに また 合圖 をす ると、 

二重に 開かれた 檻 は 一 度に 

二 頭の 豹 を 吐き出す、 

豹 ども は 强ぃ鬪 志 を もって 

虎へ 飛び かかる。 

虎 は その 怒りの 足で 彼等 をつ かむ- 

すると 獅子が 一 聲吼 えて 

立 上る と、 騷 ぎが やむ" 

物凄い 猛獸 ども は 

輪 をば つくり、 

殺氣 ばんで 構へ 込んだ。 


= 九 四 

その とき 勾 調の ふちから 

てぶくろ 

美しい 手の 手套が 一 つ、 

丁度 虎と 獅子との 

眞 中に 落ちた。 

騎士 デ 口 ルゲス にむ かって、 嘲る やうに 

ク -I グ ンデ讓 は 云 ふ、 

「騎士よ、 いつも あなたが 誓 ふやう に 

若し あなたの 愛が 熱烈なら ば、 

あの 手套を 取って来て 下さい！」 

すると 騎士 は、 早足に 

しっかりした 足 どり で 

恐ろしい 鬪 場へ 下りて 行き、 

怪物 どもの 眞 中から 

大瞻な 指で 手 套を拾 ひ 上げた • 


そして 騎士た ちゃ 貴婦人た ち は 

恐れ をの の い て それ を 見て ゐる、 

彼 は 事 も なげに 手套を 持つ て歸 る。 

すると 異口同音に 賞 讃の聲 が 響く、 

けれど やさしい 愛の 眼つ きを もって 

(それ は 彼に 近い 幸福 を 約束す る) 

ク 一一 グン デ壤は 彼を迎 へる。 

然るに 彼 は 手 套を女 の顏に 投げつ け、 

「貴女よ、 そのお 禮は 無用！」 

して、 その 時から 彼 は 彼女 を 捨てた。 

希 望 

人間 は 多く を 語り かつ 夢む、 

そのより 善き 未来の 日に ついて。 

«- ち  こ ^« 

幸 ある 黄金な す 目的へ と 
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かつ 走り、 追 ひ 行くな り • 

世界 は 老いつ、 また 若 やぐ、 

され ど 人 は 常により 善 からん と 望む。 

希望 は 人 を 生 へ と 導き 入る る、 

< らぺ 

そ はたの しき 童 を まど はし、 

その あやしき 光は靑 を 誘へ ども、 

老人と ともに は 葬られず。 

人 は 墓穴に 疲れ し 生 を 閉ざ せ ども、 

なほ 墓邊 にも 希望の 草 を 楠うれば なり。 

* しら 

そ は 痴人の 頭に 生れ いづる 

空しき へつら ひの 妄想なら じ。 

そ は、 しの 中 こ， 高く 乎ズ まる、 

われら はより 善き ものの ために 生る と • 

さて その 心の 聲の 語る こと は 

v£ しひ 

希望 を も て る 靈魂を 欺く ことなし。 

二 九 五 


芬 酒の 歌 

地 水 風 火が 

あつまりて、 

.2 の A  -  >、 

生命 をつ くる 

世界 をつ くる。 


シトロンの 

液汁 をし ぼれ ー 

人生の 核 k は 

かく も 苦し。 


さて 砂糖の 

甘き 液汁 もて、 • 

この 苦さ をば 

や はらげ よ- 


迸り 湧き 立つ 

水 を； 任げ I 

水 は しづかに 

萬 有 を 包む。 

た ひ i 

魂 の 零 を 

注ぎ込め！ 

ただ それの みぞ 

生に 生を與 ふ。 


香の 散らぬ まに 

早く 汲め I 

その 燃^る まに のみ 

泉 は 活かす。 


愛の 勝利 讚 欲 


愛に よって 神々 も 

祝鐳 さる -I 愛に よって 

人間 は 神に 近づく！ 

愛 は 天國を さらに 

天國 となし II 地上 を も 

天國 とする。 


かって ビルラの 85 にて 

詩人 は 琴 を かなでたり、 

世界 は 岩より 飛び出 だし 

人 は 石より 飛び出で ぬ Q 


汝 等の 心 は 岩石に して 

汝 等の 靈は 夜陰な りき、 

&の花 S 


なほ 天の 焰のカ もて 

火 を 鋤 けられ ざり し とき。 


なほや はら かき 薔蔡の 鎖 もて 

若き ァ モレ プトら の 

汝 等の 靈を くくら ざり しとき 

なほ その 胸の 敬 を もて 

やさしき ミ ユウ ズ の 神の 

&の 諧音を 1 で ざり し とき。 


ああ！ なほ 愛する ものた ちの 

一 つの 花環 も 編 まざりし とき.. 

春 は いづれ も 悲しみて 

エリ ジゥム へと 逃れたり。 


歡びも 得で 東天紅 は 

海の ふところより 上り 來ぬ、 

二 九 七 


歡びも 得で 太陽 は 

侮の ふところ へ 落ち 去りぬ。 

Si; 神のお ぼめ く 光の もとに 

彼等 は 森の ま はり を 迷 ひっつ、 

鐵の 桎拮を 身に まとへ り 

星の まど ゐに あこがれつ つ、 

ひそかなる 淚をも 

X ほ 神々 は 求め ざり き。 

さて 見よ！ 靑き 波間より 

いと もやさし き 天の 娘 は あら はれぬ 

醉へ るが 如き 岸邊へ と 

ナヤ アデた ちに はこばれつ。 

いや 若き 春の 榮ぇは 

黎明の ごとく 織りな す 


二 九 八 

力 强き成 生の 上に 

風と 天と、 海と 地と を。 

うる はしき 日の 眼 は 笑 ふ 

暗き 森の 眞 夜中に して。 

バ ルザ ムめ ける 水仙 は 

そが 足 もとに 花 さけり。 - - 

•T ぐ ひす  >  9 

はや も 夜 鶯は歌 ひ 出つ 

愛の はじめの 歌 を、 

まや も 泉の ！H 曰 はさ さやく、 

や はら かに 愛の 胸へ と。 

V, 一ら 

幸 ある ビグ マ リオンよ I 

はや Is が 大理石 は 溶けつ 燃 ゆる を 

ァモ オルの 神、 征服者よ I 

汝の 子等 を 抱け かし： 


愛に よって 神々 も 

祝福 さる —— 愛に よって 

人間 は 神に 近づく ー 

愛 は 天國を さらに 

天國 となし II 地上 を も 

天國 とする。 

金の ネク タルの 泡の 中に、 

あした 

こころよき 朝の 夢 は 

永遠の 宴樂 は、 

神々 の 曰 は 過ぎたり。 

いと 高き 玉座に て 

クロ-一  オン は その 電光 を 振る。 

オリ ュム ボス は 恐れ よ ろ めき、 

その 髮は 怒りに ふる ふ —— 

神々 に その 玉座 を ゆだね 
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地の 子等へ 身 は 下る とて 

ため. s き 

森 を 通して 嘆息 は 行く、 

騎ら せる 雷 を 身に ふま へ て 

レダの くちづけに まもられて 

巨人の 殺戮 者 は 眠り 入るな り。 

莊嚴 なる 日の 驟馬を 

フ- ブス は 金の 手綱 もて 

ひろ Ktt 

光明の 廣場 を驅れ ば、 

その とどろきに 民 は 驚る る。 

その 白き 曰の 錢馬、 

その とどろき を、 

愛と 調和との もとに 

ああ、 いかに 彼 はよ く 忘れ去り しょ- 

天より ぞ來し 女神の まへ に 

地の 女神 は 身をかがめたり、 

二 九九 


その 召さる 車の 前に は 

誇りて ぞ 立つ 孔雀の ® ひ。 

支配者の 金冠 を もて 

その 句 ふ髮を 飾りて。 

美しき 女王よ！ ああ、 愛 は 

甘き 鼷 ひもて 顫ふ、 莊嚴 なる 

汝が si に 近づかん とて。 

夸ら はしき 高き 座に して 

神々 の 女王 もな ほ、 

この 心を囚 ふる 女の手より 

借るべき か、 魅惑の 帶を。 

愛に よって 神々 も 

祝福 さる —— 愛に よって 

人間 は 神に 近づく I 

愛 は 夭國を さらに 


き 0 

天國 となし 地上 を も 

天國 とする。 

愛 は 夜陰の 國をも 照らす..' 

ァモ オルの 甘き 魅力 は 

ォ ルクスの ために もっか^, 

セ レスの 娘の 笑 ひかくる とき 

黑き王 もした しき 眼す る。 

愛 は 夜陰の 國をも 照らす。 

地獄へ も 天 國の聲 をった へ、 

あら 

暴き 鬼 を も しづむ る は 

汝が 琴ぞ、 トラキア 人よ — 

ミノ スも顏 を 涙に ぬらし 

さいなみ わ ざ  r  9 

苛 貴の 業 を や はらけ 

荒き 蛇 もい とや さしく 

メゲェ ルの頰 にくち づけ、 」 


また 鞭の 響く ことなし 0 

オルフ * ウスの 琴に 追 はれて 

兀鼸は ティ ティ m ン より 去る。 

レ ェ テの水 も、 コ シト ウス も、 

その 岸 を 打つ 1曰 を ひそめ、 

汝が敬 を 聞く、 トラキア 人よ！ 

汝は 愛ケ歌 へれば、 トラキア 人よ ー 

x 

愛に よって 神々 も 

祝福 さる — 愛に よって 

人間 は 神に 近づく！ 

愛 は 天國を さらに 

天國 となし II 地上 を も 

天國 とする。 

X 

永遠の 自然の 中に 

その 花の あと は 匂 ひ、 

私の 花 S 


その 金の 翼 はふる ふ • 

月光の 中より われに 

ァ フ *  口 ディ テの 眼の 招かず ば、 

日の 照る 丘より 

星の 海より、 

女神の われに 微笑まず ば、 

星 も 日 も 月光 も 

わ 力、 も を も 動力すな し 0 

愛よ、 ただ 愛の 

自然の 眼より 

鏡の ごと 徴笑 まずば I 

銀の 小川 は 愛 をうた ひ 

愛 は 小川に なごみ を敎 ふ。 

、ひす 

愛は訴 ふろ i の 

歎きに も靈を 吹き込む —— 

か ft 

愛よ、 愛 はた だ奏づ 

三 〇 一 


自然の 琴 を。 

太陽の 跟も てる 智慧 も 

偉大なる 女神 も 引退かん、 

愛の 前に は ー 

征服者 も、 君 王 も、 

奴隸 の 膝 を 曲げ 得 ざ りき、 

そ を 今 愛 は 曲げし めぬ 1 


け はしき 星の 通 ひ路を 

恐れ 氣 もな く汝が 前に 立ち 

神の 座へ と 連れ 行く は 誰？ 

神^ を こぼち 

ひ *<  . , 、 

墓の 隙 をよ ぎりて 

エリ ジゥ ムを汝 に 示す は 誰？ 

それが われら をば 誘 ひ 入らせず ば 

いかで われら は 不死たら む？ 


精神 もまた 彼女な くば 

いかで その 師を 求め 得ん や- 

愛よ、 愛の みぞ 

自然の 父へ 

愛の みぞ 精神 を 導く。 


愛に よって 神々 も 

祝福 さる II 愛に よって 

人間 は 神に 近づく I 

愛 は 天國を さらに 

天國 となし II 地上 を も 

天國 とする 0 


ナ  ゥ  Lonau  (I80;z 1 185。 ソ 


ォ 力 rc 

)'»  なんち  まなこ 

わ 力 上に とどまれ、 汝 くらき 眼よ- 

ふるへ、 汝 がまた き 力 を、 

嚴 かに、 やさしき、 夢の ごとき 

き はめが たくこ ころよ き 夜よ！ 


霧よ、 わが 眼につつ み 去れ 

谷 も、 流れ も、 

しげれる 森 も、 

また ほのかなる 日 ざし を も 0 

汝が 灰色の 暗 を もて 

この 世 を あまねく 奪 ひ 行け、 

われ を 悲しく する もの を 

わが 思 ひ 出の かぎり を も！ 


汝が あやしき 暗 さ を もて 

この 世 を われに 遠ざけよ かし、 

汝れの みぞ わが 身のう へに 

いつもい つも ただよへ かし。 


蘆の 歌 

靜 かにす める 池のお もてに 

月の やさしき 輝き はや どる、 

蘆の みどりの 穗 のなかに 

蒼白き 薔薇の 花環 を 編みつつ 
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鹿 はかなた の 岡邊を さまよ ひ 

暗き 夜の Ml をう ち 見やる、 

をり ふし 鳥 は 身う ごきす 

夢みつつ ふかき 蘆の 中に して。 

淚 せきあげつ つも 眼 ふ すれば、 

わが 胸の ふかき そこ ひに 

しづ かなる 夜の 祈禱の ごとき 

甘き 愛慕のお も ひ はかよ ふ。 

おなじく 

空 はく もりぬ、 雲 は 飛び 

雨 ははげ しく ふりいで ぬ、 

風 は池邊 こ， なげ くらく 

星 は いづく にかくれ し 力。 


失せに し 影 を 求む ベ く 

^だつ 池 はいと ふかし。 

ああ、 かの ひとは また 笑まず 

わがい と 深き 悲しみに I 

隱れ場 

た. fts は 、 

薛 風な すその 高巖に 

銀 松の 曲りくねりて 

^しげに 攝く ばかり、 

啼く 鳥の 聲も 聞えず。 

よろこびの 歌 も ひびかず 

美 はしき 春のと きに も。 

兀 隱の聲 もいた みて 

この 暗き 寂寥のう ち。 


岩に 生 ふ柔 かき 苔、 

ふくらみ てな にか 求む る。 

いざ 來れ、 雲よ、 來て 泣け、 

人知れぬ わが 淚 にと！ 

吹く 犀 もこと に ひそめき 

その 謎の 聲も 悲しき。 

そこ ここに 寂しき 花の 

夕 影に かすかに 顫ふ。 

音 もな し、 この 峡間に は 

流れ込む 川の さやぎ も、 

靜 けさの こ こに て 開， きし 

そ をば 世に 吿 げざらん ため。 

まこと この 荒き 岩 すら、 

わが 来て は 悲しき 戀を 


とこ 10 

人知れず 嘆く 場所の 

靜 けさ を 守らむ とする。 

^ 思 

樫の 樹の森 は 鳴り 立ち 

空 はみ な 雲に かくれぬ、 

秋風 は 荒く 冷たく 

旅人の 行く あと を 追 ふ" 

秋風の t を もちて 

森な かに 荒れく るふと き， 

きき 

過去 はわれに 吹きく る 

幸鼷の その 刈 田より。 

骨 立ちし 樹々 の 上に は 

形ば かり 木の 萁か かりて、 


その 木の 槧 一 つ 一 つに 

落ち 來て は路を うづむ る t 

い や しげく 落 つるた び こと 

ささ I  » 

わが 路を さらに 遮へ つ 

と玄 

むしろ われ ここに 止り て 

この 森に 死なん と 思 ふ。 


うれ はしき 雲 や、 秋風、 

ひとりし も われ はさまよ ふ、 

ぷ 木 こュ、 鳥もう たはす  . 

ああ、 靜 けさよ、 さびし さよ！ 


死の 冷えに 冬 は 近づく 

いま いづこ 森の. よろこび、 


コ 10 六 


いかにせ しあり し 野 もせの 

Ski なす 穗 波の ゆらぎ。 


たそがれて 冷たくな りぬ 

牧場に は 霧 たちこめて、 

あら はなる 森 を 吹きす く 

鄕愁 よ、 - 


わが 心、 巖間を 出づる 

谷水の 響 を 聞く や？ 

打 入りて われら 語りし 

その 時の 長 かりし 力な I 


いかに われお のれ も 人 も 

幾度び か惱み 痛めし、 

愛の ゆ ゑ， 望みの ゆ ゑに。 

そ も 過ぎて、 今ぞ さすら y 


旅に して われ はい まし を * 

そ ともに は そよ ぐ 西風、 

ある はまた 嵐 吹く とも 

さしこめて 護り て はなた じ _* 

われ はわ がをはりの 路を 

も だしつつ ひとり 迷 ふか、 

げ にわれ らふたり の 墓邊、 

雨なら で 誰も 泣か じか！ 

冬 の 夜 

かの 深き 森のお くが に 狼 は 吠 ゆ • 

子の 母 を 呼び さます ごと、 

夜の 夢 を やぶらん と 吠 ゆ、 

血の たるる 餌 をば 求めて。 


私の 花 BS 


いま 風 は 雪と 氷の 上 を 行く、 

もの 狂 ほしき 風と 風と に 

力 たみ に 打ち 當らむ とす るが ご と A 

いざ 醒めよ、 心よ、 荒き 嘆き こと. 


汝が 死者 をして 蘇らし めよ、 


なやみ 


汝が 苦惱の 暗き 群れ を も. 

そ をば 北なる その 仲間 

嵐と ともに 行かし めよ！ 


流れ を 見る 

さ ち 

また かへ るな きその fHf の 

流れ 去る をば 汝れは 見る、 

すべて 波打ち 流れ 去る 

河 を 見る こそい とよ けれ。 


一二 〇 七 


おお、 ただ 眺め 入れ、 眺め 入お 

汝れは 愛する 汝が もの の 

その 心より 押 流さる る も 

惜しむ 心 はな かるべ し。 

まじろ ぎ もせ で ただ 見入れ 

汝れ の淚の 落つ るまで、 

さらば その 熱き 涙の ひまに 

流る る 水 を 汝れは 見む。 

5 ^は 心の 傷口 を も 

夢の 如くに 癒 やすべ し、 

れ. 5  やみ 

靈は おのれの 苦惱 もて 

床れ すぐる を 見る ベ けれ 0 


き 八 

馭 者 

三 月の 夜 はなつ かしかった、 

印 i の 雲 は 飛んで ゐた、 

やさしい 春の かがやきの 上に 

喜ばしげ に 飛んで 行った。 

森 も 野原 もま どろんで ゐて、 . 

路には 人の 影 もなかった。 

街道に は 月の 光の ほ 力に 

誰も 醒めて ゐる もの はな 力った 

ただ IS のみが かすかに 攝 いて、 

舂 の 子供た ちの 眠って ゐる 

しづかな 寢間を 通って 

や はら かに 吹き 過ぎて ゐた • 


ただ 小川の みが ひっそり とした 

野邊 にたの しく 匂うて ゐる 

花の 夢の 中 を 通って 

ひそめき 流れて ゐた。 

わたしの 致 者 は その 鞭 を 

さらに はげしく 鳴らした、 

山 を 越え、 谷 を 通して 

その 角笛 は^^に 響いた 0 

匂 やかな 花 野の 中 を 

こころよげ に 走つ て 行く 

わたしの 馬車の 四 頭の 馬の 

蹄の 音 は 高く 響いた。 

森 も 野 もまた たく ひまに 

私の 花 B9 


はせ 過ぎて、 見廻す 間な く、 

まるで 夢の かたちの やうに 

安らかな 村々 も 消えて 行った" 

この 幸福な 春 景色の 屮に 

ひとつの 墓地が あら はれて、 ， 

すばやい 旅人の 眼 を 

^い 思 ひに と 引きと めた 0 

山腹に もたれる やうに 

蒼 ざめ た 塀が あつ て、 

神の 十字架が 高く 立って ゐた、 . 

聲 もない 悲しみ を もて。 

そのと き 馭者 は 手綱 を ゆるめて、 

悲しげ な 面 持 をし， X 

ぢ つ と 馬 を ひきとめながら、 

11 一 0 九 


十字架の 方 を 見やって 云った 

「ぉ氣 にさ はるか 知れません が 

ここに 車 をと めさせて 下さい！ 

« ず にわしの 友達が 眠って るんで す、 

あの 冷たい 土の 卞に！ 

そり ゃァ やさしい 男でした ー 

旦那！ ほんと に殘 念です ー 

あの 友達 ほど 上手に 角笛 を 

犬け る もの はもう ありま せんよ！ 


ここまで 來る とわし はきつ と 馬 をと めて- 

あの 草葉の 蔭に 眠つ てゐる 友達 を 

慰めて やる ために、 その 好きな 苺 を 

次 、-て やらずに ゐら れんので す！ 」 


111 1 0 

かう 云って 馭者 は 墓地の 方 を 向いて 

たのしい 旅の 歌 を 吹き だした、 

その |40は墓 地の 眠 を やぶって 

その 友の 方へ と 響いて 行った リ 


をの 角笛の 音 は ほ 力ら 力に 

こ に £  i 

むかう の 山から 木精した 

ちゃう ど 死んだ その 馭者が 

その 歌に 音 を 合せる やうに _ 


それから 馬車 はまた 野 越え 坂 越えて 

手綱 を 垂れた 儘驅 けて 行った。 

于れ どま だ 長い ことわた しの 耳に は 

あの 丘での 音色が 殘 つて ゐた。 


三人の ヂ， シィ 


いっか わたしの 馬車が のろのろと 

荒れた 砂原 をき し つ て 行った とき、 

と あろ 草 場の 上に、 

111 人の ヂプ シィを 見た。 

一 人 は その 手に 胡弓 をと つて 

ひとりで 興に 入りながら、 

4 ふ 0* け 

夕 照の 光に 照らされながら， . 

火の やうな 歌を彈 いて ゐた。 

いま 1 人 は 口に パイブ をく はえ 

その 煙をぢ つと 眺めて ゐた、 

この 世に もうな ん の 幸福 も 

いらない やうに 樂 しげだった。 

三人 目の はす やすや 眠つ てゐ た、 ， 

その 籍錢 を樹 にかけ た 儘。 

私の 花 s 


その 絃の 上に は 風が 行き、 

その 心の 上に は 夢が 行った。 

着物 は 三人と も 穴が あいて 

違った 布んで つづく つて ゐた、 ， 

けれどみ な 平然として 

地上 の 運命 を 嘲る やう だ つ た 0 

三 通りに 彼等 は 示した、 人生が 

われらの 眼に かくして ゐる こと を、 

いかに 人が 煙に し、 眠りに し、 歌に して 

三 通りに 空費して しま ふか を。 

わたし は 馬車 を驅 りながら、 

なほ 長い こと、 ヂプシ ィの方 を、 

その 暗褐色の 顔と、 黑 ぃ獰髮 と を 

見返らずに は ゐられ なか つ た。 

三 一 1 


三 1 二 


マ [へ ンド ャフ wichendorfr(I788II8s7) 


こ ひしき 君の 窓に なく 

うぐ ひ す  - 

夜鶯 こそ は うれし けれ 


if? 旅路に ゆく ひとは 

い としき もの をと もな へ よ * 

よろこび 5 た ふよ そび との 

など かへ り みん 旅人 を。 


朝よ、 うれしき わが 友よ、 - 

靜 けき 朝 を かなたなる 

こ の 一 まりて、 、しょり 


こと 


こさ  I  9 

言 を 告げ てん、 スる さとに。 


おも ひで 


くらき 稍よ、 いにしへの 

5 る はしかり し 日 を 知る 力 

ああ、 ふるさと ははる かなる 

山の かなたに ある もの を。 

君 を たづね し 夜 をば 知る 

Et: を 見る こそた のし けれ、 


1 

稍 を わたる 葉の そよ ぎ、 

小鳥 は 野へ と 飛び去れり， 

しづけ き 山に 湧く 泉、 

ふ 5 さと .5 づ こ.： >  > 

わが 故鄕は 何處ぞ や。 

咋夜 また 夢に みし もの を、 


めぐりて 立てる 山々 の 

いかに 思 ふと 問 ふ ほどに、 ， 

われ は淚ぞ わき いづる。 

ああ、 この 他國の 山に して、 . 

人 も、 泉 も、 岩 も、 樹も、 . 

稍に みだる る ささやき も、 , 

みなた だ 夢の 心地す る。 

二 

ふ Q さと 

遙 かなる 故郷の 丘、 

靜か にも 高く 立つ 家、 

舂 ごとに われの のぼりて 

かた 3 

野の 方 を 眺めて し 山、 

あまたた びわが 想 ひて し 

はらから 

母 も、 友 も、 また 兄弟 も、 

みな またも われに ^ ば ゆ、 


靜 かなる この 月の 夜に 0 

森な かのこ こに かしこに 

われ は 聞く、 せ せらぎ の 音- 

森な 力 

のさ やぎの 聲を、 

その 立てる と ころも 知ら で- 

•Ttz ひす 

夜鶯は あまた 啼く なり， , 

この 森の 寂しき 中に、 

美しき 古き 日の こと 

語らむ とする がごと くに。 

月影のう つるが ままに 

なにとなく かく も覺 えぬ、 

わが 下の 谷に 城 ありて 

ここより は 遙 かなる を。 


はち あ a ラ ほに 

白き 蔷薇、 紅き 薔薇の 

^きいで し 城の 園に は、 

よき 人の われ を 待ちつつ 

^しく も 失せて 久しと。 

也國 にて 

見知らぬ くらき 町並 を 

家より 家へ とさ まよへ ど、 

なほ も 心の さ だ ま らず、 

みな 悲しく も 見 ゆる かな n 


あまた 行き 會ふ人 ごとに 

ある は 笑 ひつ 戲 れつ、 

みなた のしげ に 見 ゆれ ども、 


づー 1 0 


われ は 心 も 消えん とす。 

家並の 上 を かけり ゆく 

靑 めく 條を、 その上に 

なほた だよ へ る 日の 影 を、 

天 ゆく 雲の 影 見れば、 

かかる 眺めの なかに して 

わが 眼に 淚ぞ 浮びく る、 

われ を 深く も 愛する 人の 

すべて は あまりに 遠ければ ひ 


野は綠 して 

もら 

天靑 し、 

野邊に ふたり は 

語りし か。 


またも 歌 ふ は 

夜鶯 か、 

キ は.^ -  ,f 

軟風に 啼くは 

li か。 


歌 は 響け ど、 

君な くば、 

春 はか へれ ど、 

春なら じ。 


春の 挨拶 


あさあけ 

朝 紅に 染められて、 

山 はまる で 火事の やう、 

山の いただきに は 一 本の 

樅の 樹が 野に 差 出て る。 

私の 花 S 


その 高い 梢に 立って 

遙か地 を 見お ろせば、 

さし も 美し い 世です らも 

花の ために 見え やしない 一 

春、 の 夜 

庭園の 上の空に 

渡り 鳥 の 行く 音が する 、 

それ は 春の 匂 ひ を 告げる- 

花の^く 曰 も 近いと。 


わたし は を どりたい、 泣きたい が、 

それが 出来な い やうな 氣 もち。 

月の 光りと もろともに 

むかしの 奇蹟が また さし 込む。 

三 1 五 


月 も 星も吿 けて 云 ふ、 

林 も 夢に そよ いで 云 ふ、 

夜鶯も 歌って 聞かす、 

みんなお まへ の もの だよ と！ 

まごころ 

旅人の 夢に、 その 眠りながら も 

聲も なく 泣き出す ほどに、 

金い ろに 染まった 雲の 間に 

ふるさ i  • 

その 故鄕 のうかぶ やうに 

この 春の 花 を わけつつ、 

山 を 越え、 谷 を わたって、 

お まへの 姿の 行く の を 見る、 

わたし を 乎 び戾 さう とする やうに" 


三 1 六 

おのれ も 知らぬ 夢の 心地に、 

不思議な 波 をた たへ て、 

永遠の 歌の 泉が みだれつつ 

わたしの 胸 を 流れて 行く。 

夜 鶯 

なに を 歌って ゐ るか 知りたい 

£ る 

かく も 美しい この 夜 を、 

今 この 世に はもう お ま へ たちと 

おなじく 起きて る もの は 誰もない 

天に は 雲が さまようて 行き、 

まつ w£  I 

地 はすつ かり i; 蒼 だ . 

夜 は しづかに 音 もな く 

森の 草 場 を 忍び ゆく。 


夜の 雲が 何處へ 行く のか を 

わたし はちゃん と 知って ゐる、 」 

愛する 人の 眠って ゐる 

あの 山の むかう の 谷 あ ひに。 

隱 者が 鳴らす 小さ な^の 

管 も あの 入 は閡き はしない、 . 

ま ゆ 

うつくしい 捲 髮の髮 は 

その 顏中 を蔽 うて ゐる" 

ぴ つ，、 り 

誰も 吃驚 させぬ やう、 

神樣 がその 土地 を 選んで 

月影と 一 緒に 蔽 はれた、 

そこで わ た し^ 夢み てゐ よう。 
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山から 

あの ふもとの 家に すんで ゐた 

いとしい 人 は 墓へ と^って しまった 

ふたりが いっしょに かけて ゐた 

前の 木 だけが 殘 つて ゐる。 

いつも あの 家 を 見ず に は ゐられ ない 

見ても 淚で よく 見えない。 

わたし も ふもとへ 下りて 行って 

そこで ひとりで 死ん ぢ まひたい！ 

夕 ぐれに 

山 も 森 も だんだんに 

夕 やけのい ろに 染められる、 

三 一 七 


小 烏が 枝から たづね るに は、 

あのかたに ことづて しませう か？ 

おお 小鳥よ、 お まへ は うそをつく、 

あの ひ と はもう 谷に は 住ん で ゐな い 

あの^の 果てまで 飛んで 行って 

おやすみなさいと 言つ て くれ ー 

碎 けた 指環 

風 もつ めたい 谷底に 

水 卓 はやつ .ま り ま はつ てゐ る， . 

愛する 人 は 行って しまった 

ャ * ひ  ， 

そこの 住居 を あとに して 

彼女 はか はらぬ まこと を-誓つ て 

指環 を しるしに くれたけれ ど、 


.  三 一 八 

そのち かひ も披 られ たので 

わ た し の 指環 は碎け て しまつ た。 

いっそ わたし は樂師 になって 

ひろい 世間へ 出て 行きたい、 

わたしの 歌 をうた ひながら 

家から 家へ ま はりたい。 

いっそ わたし は 騎兵に なって 

血 なまぐさい 戰場を 走りたい、 ， 

くらい 夜な かに 陣營の 

焚火の そばで ねむりたい。 

水 単 は ごと ごとい つ てゐ る、 

わた L はどうし たもの かも わからない  

いっそ わたし は 死ん ぢ まひたい、 

そしたら みんな 靜 かになる だら う。 


河邊 にて 

河 はさび しくせ せらぎ 琉れて 行く、 - 

、- つもの おうに、 やっぱり 今日 も、 

わたし は 岸に もたれて 聞いて ゐる、 

ああ、 わたしの 愛した もの は疾 くに 逝って しまった 

靜か だ、 そよ との 風 もな く、 歌？^ もせぬ. 

眞晝 どきの あっさの 中に、 

しづ か に 柳の 木立が 夢み てゐる 

冷たい 水の 上まで 身 を 垂れながら。 

柳 は みんな、 しっとり 濡れて 

長い 綠の髮 した サイレンの やう、 . 

かすかに あやしく、 昔の こと を 

あこがれ 心に 歌って 聞かす。 

歌へ、 柳よ、 綠の 柳！. 


愛する 人の 墓の 聲 のめ- 5 に- 

お まへの 惱 みに 充 ちた ひそかな 歌が 

わたし を 苦痛の 河に 引き込む。 

逆戾り 

物 音なん ぞは 食へ やしない、 ， 

詩 は 靴な しで 歩いて 行く、 

そこで わたし もこの 美人に 

き なか 

たうとう^: 中 を 向けて しまつ た * 

それから 長い こと せかせかと 

わたし は 世間 中 を ほっき 歩いた、 

だが もう い つ でも、 きま つ ユ- ._ 力. 5 に 

わたし は氣 のきかない 客 だ つ た。 

何處 の宴會 にも 遲れて 行って、 


滿 員で わたし は斷 はられた、 

家の 前で 飮 みかす を 頂戴した が 

誰の た めに 飮む やら 知らなん だ。 

幸 蓮の 神の みま へ に うやうやしく 

わたし は 足首まで もお 辭儀 をした が、 ■ 

女神 はすまして 橫 向いて 

ぉ辭儀 させた まま ほっとかれた • 

でも、 起き直った とき、 わたし はまた 

悠々 として 眺め やった、 

山 も 谷 も 光り輝いて 

どんな 枯木 も 花^く の を。 


世間の 入口 は 無 細工 千寓、 

靴がなくても 歩かれる II 


て，？ ど 


では、 お 天道 樣、 どうぞ また 


三 二 〇 


この 宿無し を 照らした まへ- 

夕 景 

牧者 は 笛 を 吹いて ゐるノ 

何處か 遠方で 鐵 蹄の 音。 

森 はかす かに そよ ぎ 立ち、 

野に は 流れの 音が する。 


ただ あの 丘の むかう だけ は 

、*5 ゃナ 

ダ &で眞 紅に 染まって ゐる 

おお、 わたしに^!; があった なら 

あの 夕 紅の 中へ 飛んで 行きたい- 


ゥ • I 一 フント Uh!arU  (I787II862.) 

春の 歌 

一春の 豫感 

あはれ、 やさしき 甘き 息吹よ、 

はや も汝れ はまた 呼び さます 

春の 敬 をば わが 胸に、 

やがて 堇も 咲きい でん。 

il 春の 祭 

なす 美しき 春の 日よ ノ 

心に あまる よろこびよ、 

い と よき 歌 を 得べ き 身なら ズ 

など かこの 日に つくり ぬ。 


さはれ なじ か はか かる 日に 

詩に やつるべき おろかに も、 ， 

春 はこよ なき 祭 なれば 

かつや すら ひっかつ 祈らん Q 

一二 春の 讃美 

早苗の みどり、 堇の かほり、， 

雲雀の さへ ずり、 つぐみの 歌、 

日光の 雨、 やさしき 微風！ 

われ かく 歌 はばい としの 汝れを 

讚む る 言の葉、 またと あるべき、， 

やよ、 春の 日よ。 

四 春の 慰め 

心よ、 など かためら ふこの よき 日 こ- 

刺さへ 薔薇の 花 もつ 日に。 


旅の 歌 

一 遠き 里に て 

ここなる 木立の もとに 憩 ひ 

小鳥の 歌を閡 きつれば 

ふかく も 語る よわが 胸に、 . 

われらの 戀を 知る ゃ汝れ 

このはる かなる 里に して 0 


ここな ろ 小川の ふちに 憩 ひ 

ながむ る 花の 匂 は しさ、 

誰か はこ こに 送りた る、 

はるけ き故鄉 なる かの ひとの 

心 を こめて おくりし か。 

11 旅が へり 


11 三 二 

おお 橋よ、 絕 ゆるな、 いたく ふる ふ 橋よ 

おお 岩よ、 壞 るるな、 危 ふき 岩よ、 

地よ、 しづむな、 天よ、 落つ るな、 

かの ひとの もとに 迎 りつく まで ，• 

安 息 の 谿 

のこる 日 かげに 染められて 

まば ゆき 横雲の 

け はしき 山 を 築く とき 

，しと どに 問 ふらく は 

やす C ひ 

「わが 求めつ る 安息の 

^まかし こに あるべ き 力」 


身 ぢカ 


b たし はお ま への 庭へ 行 


く 


今日はお ま へ は 何 處にゐ る， ， 

ただ 蝶ば かりが 飛んで ゐる 

この さびし い 中 を。 

けれどお まへの 花壇 は 

目 もさめ る 花 ざ かり、 

花の かほり を 含んで 

西風 はわた し を 吹きめ ぐる。 
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わたし は 感ずる お まへ が 傍に ゐて 

この さびし さを賑 はすの を、 

目に は 見え わ どこの 世の 上に、 

ちゃう ど 神 樣がゐ ます やう こ" 


森の 歌 


たのしい 氣 持で 森 を さまよ ふ 

私 の 花 邐. 


追剝 なんか こはく もな い, 

わたしの 持物 はこの 愛する 心 だけ だ 

そんな もの を 惡者は ほしがらない。 

おや、 何だか 藪が ざわざわ いふ ぞ、 

人殺しが 来たん ぢ やない か？ 

愛する 人が 飛んで 来たんだ！ 

そして 死ぬ ほど わたし を だきしめる a 

海 邊の城 


君 は 見たり やかの 城 を 

IT みべ 

海邊に 立てる かの 城 を。 

こ ^お f ら 

黄金、 蓄薇 いろうる はし 

雲 はよ ぎれ り その上 を。 


く 


S1  ^ づの も 

鏡の ごとき 水面に 


城よ しづかに 影 ひたし， . 

夕の 雲の 中まで も 

遙 かに 高く 聳えし を。 

「げ にわれ も 見ぬ かの 城 を 

4® 邊に 立てる かの 城 を、 

月 はか かれり その上に 

霧は罩 めたり その わたり 」 

吹きく る 風と 打つ 浪の 

さやけ き 曰 をば 聞き たり や 

たか ど 力 

かの 高摟 より 響きく る 

歌の ひびき を 聞きたり や。 

「風と 浪とは 今 深き 

沈默の 中に やすらへ り、」 

嘆？ の 歌の 御堂より 


霽きて われ を 泣かしむ る。」 

君よ， 見たり や 高 樓 に 

紅き 袍を ばう ちな びけ 

金の 王冠 を きらめかし 

きさき  > 

王と 妃の 歩める を 0 

朝日の ごとく 麗 はしく 

その 金髮を かがやかせ、 - 

いとたの しげに 王と 妃を 

は  fa  f 一.  > 

導く 美しき 少女 子 を。 

「げ にわれ は 見ぬ、 兩親 を、 

その 王冠 も 光な く 

黑き 喪服 を まと へ る を、 . 

さ れ ど 少女 は 見 え ざ りき"」 


リ ユック ルト Riickert.  07srIS66〕 

眞 夜中に 

眞夜 中に 

眼が さめて 

空 を 眺めた が、 

星月夜な のに 星 ひとつ 

わたしに 笑 ひかけ なかった、 ， 

眞夜 中に。 

夜中に 

暗い 果てまで も 

かんがへ て 行った が、 

なんの 明るい 考へも 

わたしに 慰め を與 へなかった、 

4 の 花 S 


眞 夜中に。 

眞 夜中に 

わたし は氣 をつ けた 

あまり 動悸の はげし さに、 

苦しい 脈搏が 一 つ 

高鳴り をした、 

眞 夜中に。 

眞夜 中に 

わたし は戰 つた 

おお 人類よ、 なん ぢの 苦しみ を、 

戰ひは 決しなかった 

わたしの 力で は、 

眞夜 中に。 

眞 夜中に 

三 二 五 


ョニ六 


わたし は 力 を 

なん ぢの 手に ゆだねた， 

死と 生 の^よ 

守って ゐて 下さい、 . 

眞夜 中に。 

戀 の 春から 

春の 祭のう つくし さ 

でも 三日き り つづかない、 - 

愛する 人 を 飾る がよ い 

し を 

觜 薇が 萎れぬ そのうちに ー 

酒く みか はし 思 ふさ ま 

その 喜び を 5 たぶ 力よ に 

春の 祭のう つくし さ 


でも 三日き り つづ 力な-. -, 

11 

お まへの 眼の 中には 一 人の 若者が 

花婿の 姿 をして 喜んで ゐる" 

さあ、 わたしの 眼 をの ぞいて ごらん 

花嫁の 姿 をした 娘が 見える から！ 


コ1 


わ ヒしは 小さな 鏡 を 知つ てゐる 

でれ は 海 や^ょり なほ 大きい、 

その 底から 湧く 光の やうに 

海 や 空 は淸く はない。 

いつも わたし はの ぞいて みる 

一つ も その 中に 自分が 見た I ので - 

この 鏡が い つ まで もく もらぬ や 5 に 

b たしの 姿より ましな もの を 映さぬ やうに. 


四 

あのひとに やりたくない やうな 

星 は 空に は ひとつ もない、 

いや、 取り出す こと さへ 出来たなら 

わたしの 心 もやり たいよ。 

綠 いろの SS 子 を かぶり 

朝が た 庭へ 出る ときに、 . 

まづ 心に 浮 * ふの は 

あのひと は 今ごろ どう してる？ 

厲夜 中の あかり もない 部屋に 

ねむられな いで ゐる ときに 、 

わたし はよ く 見る 

S3 の 花 S 


む 力う のす みに 

思 ひがけな く 

あのひと を 0 

び つ くりす る裎は つきり と 

美しい 盛りの 姿 をして、 

ああ、 そこにす わって 

養蔡の やうに 笑って、 

はや 子供 を 膝に 

だいて ゐる。 

お ま へ はう つくしい 

けれど まだ わたしの もの でな い、 

おお、 わたしに キスして くれ。 

そしたら お ま へ はわた しに は 

いちばん 美しい 人になる。 

三 二 七 


三 二八 


わたし は ゆすぶる、 梨の 木 を 

たと ひ實が 落ちようと 落ちまい と . 

今夜 わたし は たづね る、 あの人 を 

たと ひ歡迎 されようと されまい と。 

九 

野 逢で 

野 越え 森 越え そなた を たづね 

西に 東 に^け あるき、 

それで 眞黑に 日に やけた とて 

いやにな ると は 無理な ひと。 

千 八 百 十三 年に 

おれと おれの 祖國は 自由にな つた * 


おれ は 女の 魅力から 

祗國は 他國の 束縛から。 

千 八 百 十四 年に 

おれ はまた もや 腑甲斐なく 

女のと りこと なって しまった、 

祗國 よ、 おれに 做つ ちゃい けない ぞ ー 

十 1 

十二 人の 求婚者が もってみたい、 そしたら 澤 山よ、 

みんな 美しく つて、 みんな 怜俐で なかったら。 

ひとり は 前から 走って 來 させる ために、 

ひとり はう しろから 飛んで 來 させる ために、 

ひとり は 冗談 をさせる ために、 

ひとり は それ を 笑 はせ るた めに、 

ひとり は陰氣 なの を氣 がるに させる ために、 

ひとり は陽氣 なの をふさいで しま はせ るた めに 


ひとり は 右手 を かして やる ために、 - 

ひとり は 左手 を かして やる ために、 

ひとり は 懇ろに うな づ いて やる ために、 

ひとり はやさし い 眼つ きをして やる ために、 

いま ひとり は 大方 キス を やる ために、 

そして あとの ひとり は 飽き飽きし てわたし 自身 を やる 

ために。 


一一 


もし まだ 十 年生き るなら 

十分 はたらく ことがある、 

もしも 明 B« 死ぬ るなら 

わたし は 十分 はたらいた。 


一 1ー 


5 


ク し 


己 


VT 日  一一 一一 口 


から 


I 


い つも 若くて ゐる こと は 誰に も ゆるされぬ * 

だが 年と つて 若い 時分 を 思 ひ 返す こと は出來 る、 

すると わたし は 今の わたしで ない、 昔の わたし だ、 

若くて 無 邪氣で 幸福で、 實 際あった よりも 幸 ISS で。 


死にたい と 思 ふの は 

若い 時にはた のしみ だ、 

年 をと ると さて 考へ もの だ、 

だが いづれ にしても 本氣ぢ やな， 


私の 花 S 


三 二 九 


シャ ミツ ソす clsuisso.  (I7SI-IS3S) 

女 心 

さあ 手傳 つて 頂戴、 妹た ち、 

ねんごろに わたしのお つくり を 

今日の わたし はし あはせ もの だから。 

わたしの 額の ま はりに 

骨折って かけて 頂戴、 

花の ミル テの かざり を も。 

わたしが すっかり 安心して 

喜びに 腕 を ふるはせて 

愛する 人の 胸に 橫 たはった ときに、 . 

^つばり あの人 は 呼んで ゐた 


三 三 〇 

あ こが れに胸 ときめか し 

もどかしげ にも 今日の 日 を。 

さあ 手傳 つて 頂歡、 妹た ち、 . 

わたしの おろかな 心配が 

わたしの 胸から なくなる やうに。 

どうか わたしが 澄んだ 眼つ きで 

あの方 を ながめる ことができる やうに、 

喜びの 泉の あの方 を。 

あなた はわた しの 最愛の 方、 

わたし を 照らして 下さる お 日樣、 

わたしに あなたの 光 を 恵んで 下さいます のね。 

お祈りす る やうな 氣 持で 

へりくだった 氣 持で 

わたし を あなたに つかへ さして 下さい まし。 


ねえ どうか あの方に、 妹た ち， 

あの方に 花 を ふりかけ てあげて 頂戴、 」 

あの方に 薔薇 を さ さげ て 頂戴。 

けれど 妹た ちょ、 あなたた ちから は 

わたし は 嬉しい 中に も 

悲しい 氣持 でお 別れして ゆく のよ。 

やさしい お 友達， あなた は 驚いて 

わたし をお ながめになる、 

どうして わたしが 泣く の やら 

あなた はお 分りに なり ませぬ、 

この 濡れた 眞珠の 

見慣れぬ 飾り も 

わたしの 睫毛のう へに 

ふるへ させて おいて 下さい。 

S3 の 花 RS- 


なんて わたしの 胸の 氣づか はしい 

なんて まあ、 嬉しい 事！ 

なんとい つてい いやら 

そ の 言葉 さ へ わかり まし たら， 

さあい らっしゃい、 あなたのお 顏を 

この わたしの 胸に、 さう したら 

あなたのお 耳に ささやき ませう 

みんな わたしの 喜び を。 

いろんな しるし を 母 さまに 

わたし は みんな 訊^^ました、 

お 母 さま は みんな 親切に 

わたしに 敎 へて 下さいました、 

どう 見ても その 樣子 では 

ゆ？？ 

いまに 一 つの 榣籃が 

入用になります よって 

わたしに おっしゃ いました • 

三 三 1 


もうお わかりに なりましたら 5 

どうして わたしが 泣い たかを、 

ねえ， あなた はもう この 淚を 

ごらんに なって はいけ ませぬ、 ， 

わたしの 胸に さう してら しって 

この 胸が どんなに 打って るか 

ぢ つと 聞いて ゐて 下さい ましな、 

もっとも つと、 わたし はだき しめたい。 . 

ここの わたしの 寢 床の そばに 

その 搖籃 をお きませ う、 

そして その 中に 寢 かしてお きませ う、 、 

そっと わたしの 樂 しい 夢 を。 

朝が 來 ますと 

その 夢 は 眼 を さまします、 

そして そこに は あなたの 面影が 

そっくり わたしに 笑 ひかけ ます。 


ノウ リス Novalis.  S72I1S01) 

聖  ^ 

ももら 

われ は 見る、 君 を 百 千の 畫傺に 

マリアよ、 いみ じくもう つされ たろ を、， 

され ど わが 心の 君 をお も ふごと くに 

ひとつ だに 君 を ゑが きし はなし。 

われ はた だ 知る、 君 を 見し より 

世の あらしの 夢の ごとくに 吹き さりて、 ，， 

なづけが たくこ ころよ き 御 空の 

はてしらず わが 心に あら はれし を。 


ダ f 'レぺ レ ソヱ& 

ノ.. .N*  ノ  ノ 

Grillparzcr(1 79111872〕 

他 國 

はやもう 旅に は 痰れ た、 

これが 果てなら よから 5 に 1 

あんまり いろいろ 見聞き し て 

何だか 氣持 も變 になる。 

5 ち 

そんなら 家へ かへ りたい か？ 

5 ち 

とんでもない！ 家なら いや だ 1 

い つも 變らぬ ものう さに 

生きた 氣持 もしなくなる。 

そしたら 何處へ 行く つもり？ 

5« の 花 S 


何處へ 行ったら やすめる か？ 

何處へ 行っても 他國 なら 

君の 故鄕 は何處 にもない！ 

光と 影 . 

そなたの 眉の 黑 いこと、 ， 

そなたの 胸の 白い こと、 

わたしの たのみ は 少ない が 

このた のしみ は 限りない。 

眼 もとはし きりに もの 言 ふが 

舌は默 つて かたらない、 

やりそこな ひ は 古い けれど 

望み はいつ も あたらしい • 

わ た し の 贈り物 は みす ぼら しいが 

二三 三 


愛のお も ひ はすば らしい、 . 

わたしの 心 は 燃える のに 

K いてみ ると 冷たくな つてし まふ。 

のんきな 心 

金 もなければ 心配 もない！ 

この 幸福に くらべられる 何が ある 

佥、 金なら 借りられる 

のんきな 心 は 誰が 貸す？ 

君 等 は 今日は 明日の 苦勞、 

明日 はまた 後世の 苦 勞！ 

わたし は 今日は 今日の 苦勞、 

明日 はまた 明日の こと" 


そんなら 來世 は？ 若し 明 曰に も 


一： 四 


死の 耰牲 になる とても 

借金 もな く 心配 もな い ならば 

それが もう 天國ぢ やない か。 


接 吻 


手の 上なら ば麁 敬の きす. I 

額の 上なら 友情の きす、 

頸の 上なら 厚意の きす、 

唇の 上なら 愛の きす、 

閉 いだ 眼の 上なら ば惝怳 のきす、 

掌の 上なら 懇求 のきす、 

腕と 頸なら 欲望の きす、 

さて、 その外 はみ な 狂氣の 沙汰よ. 


ンュ トレ ム Storm  (18I7IISSS;- 


エリ ザべ エト 


やっと 


ほかの 人 を 良 入に する やうに 

おかあさま はお 言 ひになる、 

前から おもって ゐた方 を 

すっかり 忘れて おしま ひと、 

で も 忘られ ませ ぬ どうしても" 

なんて つれない おかあさま、 

ほんと に ひどい おかあさま、 

賞め て 貰へ る喾 のこと が 

いま は なぜ また 罪になる、 

ああ、 どうしたらいいんだ らう- 

； » の 花 ほ 


わたしの 誇りと しあ はせ が 

こんな 苦勞を 生んだ のか、 

ああ、 こんな 破目に ならなかったら- 

ああ、 いっそ わたし も 乞食に なって 

廣ぃ 野原 を 行つ ちま ひたい， 

憂さ 世 

若い はげしい 愛情 を 

そそいだ 女 はどうして か、 ， 

彼のお も ひ を 受けつ けず 

顧みようと もしなかった。 

そのの ち 彼 は 一 人の おとなしい 

らち 

娘 を 家へ 連れて 來た、 

娘 はたく さん 男 も ある 中で 

彼の ことば かり を 思って ゐた。 

W 三 五 


彼の 心 は 娘の ために 

っひぞ 燃え立つ たこと もない、 一 

彼女 はつらい 思 ひ をしながら も 

彼のた めに だけ 生きて ゐた。 

お まへ だった 

娠 かな 群れ は 森へ と 出て 行った、 

お まへ は 子供の みり してお 留守居に、 

森で わたし は みんなと 踊って 笑って ゐた 

お ま への ことなん か考へ もせず II 

そのうち 日が 暮れて 心 もお のづ から 

われに かへ る 時が くると、 

わたし を 喜ばせて くれる ものに 氣が 付い た- 

お まへ だった、  お まへ だけだった。 


一一】 三 六 

たそがれ どき 

ふたり は 隅の 小 部屋に すわって ゐた、 • 

カァ チン  * 

夕日 は 窓掛を 洩れて 落ちて ゐた 

いそしみ の 手 もい ま はやす らうて、 

お ま へ の 額 は 赤い 光に 染められて ゐ た。 

ふたり は默 つて ゐた、 このた のしい 時に 

ふさ はしい ひ  11ー3？ も わたし は 知らなかった、 

瞵 りの 部屋で は 老人た ちが 喋つ てゐた II 

お まへ は不思 I な 眼 をして わたし を 見て ゐた _ 

小 曲 

戀 はさながら 子守唄 


お まへ を やさしう 寢 入らせる * 

寢 たかと おも ふと 歌 はやむ、 . 

さめた 時には また ひとり。 

なぜに こんなに この 胸が 

悲しく 重くな り まさる？ 

愛 もな くして キス をした 

君 をば 神よ 許した まへ I 


b 


ン ク 


朝 はやく 花環 を 編んで 

愛する 人に おくって やった- 

誰から とも 告げないで 

花 を 摘んだ のが 誰 だと も。 

ところが その 晚 こっそりと 

私の 花 S 


舞 蹐會に 行って みたら、 

あの人 はビ ンクの 花 を 胸に 揷 して 

わたし を 見つけて 笑 ひかけ た。 

クー フィス 卜 seinrich  von  Kleist  (I777lisII) 

若者の 嘆き  、. 

冬よ、 去り 行く か汝れ 

やさしき 翁よ、 

胸のお も ひ を汝れ こそ は 

か たき 氷 と しづめ し を、 

いま また 春の あたたかき 

ゆた けき 息 を かけられて、 

流れ も 溶け そめぬ —— 


あはれ また、 胸 も 溶く るか. 


0 ミ 七 
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シュ ェ ナイ ッヒ. 力 ロラ アト 

昔の 人に 寄す る 歌 


1 


我が 生れし 市 は 谷間に あり 

かなたなる 流れに そうて、 

我.^ は歸 りぬ、 貧しき ままに て . 

我が 手 は 仕事に 硬ば りし かど 

かしこに は 我が 殘 したる 戀人も 住む、 一 

懐 をお もくして 我が 歸 りくる まで。 

され ど 今、 |& の 風の 小路 をと ほして 

乞食の 歸鄕 にうた うた ふの み。 

今日 我れ は い と遙 かに も 道行け り、 


雨に 漲る 流れ を 越えて I 

邋 かりき、 多くの 人 は 我れ に 言へ 

皮 女 は 汝れを はや 忘れぬ と。 


り 


11 


く 


灰い ろの 鳥が 荒野 を 飛んで 行 

故鄕を はなれて 鳴いて 行く- 

おなじな げき をうた ii 身 力 

^よ、 お まへ とわたし と は 


北から 嵐が 吹いて 來て 

お まへの 巣 をば こ はした 力 

大丈夫 だとお もって ゐ たもの を 

わたし も 奪ら れて しまったの た" 

ふたり はいつ しょに 歌 はうよ 

I よくな つてし まった 幸福 を、 


さ 5 して 遠くに 飛んで 行か 5 

飛んで 行って 二度と かへ るまい。 

メラ ン コ リイな 羅 馬の 子 

どうしてお まへ が 忘られよう、 

お まへの 瞳 は 暗かった 

扁 柏の 森より 唁 かった。 

お まへ の 口 は 痛く も 燃える キ ス をした 

まるで ラ テ イイ ムの 日の うこ、 

お まへ は羅 馬の 一 ばん 美しい マドンナよりも 

もっと 美しく やさし いもの を I 

でも — はや 萎れて 色 あせる 

ロマ ニヤの 薔薇 さ へ も、 

秋風 は枯草 を 吹き 鳴らし 行く 


カンパ 二 ャの 果てまで も。 

西の 海から 吹いて くる 風 は 

雪 もよ ひかと 冷たい が、 

これ は镯 逸の 風で あら 5 

昔の 人の 風で あらう。 

木の葉 はちる、 わたし も 行って しま ふ 

わかれねば ならぬ この ふたり… •： 

わたしの 心 は 薔薇の 木 か 

五月に 一 度 咲く ばかり。 

お まへの ところで 見つけた もの は 

のこらず 墓へ 行って しまった。 

みな 一 場の 夢だった、 

わたしが お まへ に キスした の も。 

0 三 九 


雨 よふる ふる、 I® は 吹く 

liS の 老木 は 鳴り さわぐ。 

メラン コ リイな 羅 馬の 子 

お まへ はすぐ にわたし を 忘 れ よう。 

記念の ために 

薔薇の 蕾 をい か でかわれ 愛さむ、 

そ t あまりに も 早く 魏 び. 3 れば 

かヽ ると ころな く、 とどまる なく 

その 香り は 果てな き國 へと 過ぎ去れば 一 

ただ 苦痛の みぞ 不滅なる。 

女が 曾て 有た ざり しもの 

望 まざりし もの、 忘れ ざり しも のぞ 

汝が夭 堂の" 礎 たらむ。 


1 一一 四 0 

ブ ラ ァ テ ン I  St  S 

トリスタン 

美 はしき もの 昆し人 は 

はや 死の 手に ぞ わたされつ、 

^のい そしみ にかな はねば、 - 

され ど 死 を 見て ふる ふべ し 

美 はしき もの 見し 人 は。 

愛の 痛み は 果て もな し 

この 世に おも ひ を かな へんと 

ち L や 

望む は ひとり 痴者そ 力し . 

美の 矢に あたりし その 人に 

愛の 痛み は 果て もな し。 


げに 泉の ごと も驟. ^まてん、 

ひと 息 每に毒 を 吸 ひ 

ひと Is に 死 を がむ、 

美 はしき もの 見し 人よ 

げに 泉の ご とも 溜れ 丈て し。 

ねが ひ 

わが 歌の みな 歎きなる を 許した まへ、 

おみ 

また この 眸の 涙に くもる を も。 

げ にやお のれ も 多く を堪 へて 来ぬ、 

i  1^ぎ 

苦痛の 劍 につらぬ かれつつ。 

か ろき 言葉 も て われ を 測る 人 等 は 

この 胸の そこ ひ を いかで 見うべき。 

そのた は むれ はすべ ておのれ を 忘れむ が ため、 

わら ひ  つら 

^笑？ へ も われに はいと ど 辛き もの を。 
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レ H ム 、ブルック  一 ehmbruck 

(自殺せ る 彫刻家) 

薄 暮  { 

し- ン 

漦 き 靜 寂よ、 身の ま はり、 

そ * つ. f た 

日 は 遠方に 沈み ゆく、 

1 つの 枝 もも はや 動かず 0 

われ はさび しく、 さびしく 歩む、 

いつもの 如く、 愛 もな くして" 

わが 苦しみに われ 泣けば、 

わが 心しば し 安らぐ。 

おお 神々 よ、 われに ただこれ のみ は 許した まへ o 
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シュ タウ フェル (ベ ル ン) 

Karl  stalBero  3f^3 

月の 夜に 

冷たい 夜 だ、 あかるい 雪 は 

きれいに 光る、 月 かげに、 

河 もた ゆた ひ、 水 は 凍る、 

なんと 夜の 冷たく 白い こと。 

ふたり 行く の は 誰か しら- 

月 かげに、 月 かげに、 

ふ. こり は 河邊に 立ち どまる、 氷 は 光る - 

なんと 夜の 冷たく 白い こと， 

擞 かな 叫び、 それ もやむ， 

ふたり は 行った 河ぞ ひに、 


ふたり は 行った 月 かげに、 . 

水は靜 かに 流れ 行く、 

月 かげに、 月 かげに。 

ふたり は 死んだ 月 かげに、 

若い 男と 小娘と、 

水は靜 かになる かしら？ I 

河邊 だった、 河 は 白かった、 

なんと 戀は 熱く 燃える こと。 

胡の まと， n\  の 山の 上で 

船の ほとりの 山の 上で 

お ま へ はわた しの 眼 を 見入った、 」 

Is- 處こゐ ようと 何處 へ 行かう と 

谷で あらう と 丘 だら うと 

この 世 はわた しに 用がない。 


お まへ はわた しの 心 をつ かまへ て 

胸の 中へ しっかり 閉ぢ こめた、 . 

おお、 その 心 を 返して おくれ 

むかしの わたしに かへ りたい、 . 

純な 鸱 をした 少年に。 


.P しこ こ がね むし 

おお、 小さな 賢い 金龜 子、 

きっと あなた は 後悔す るよ、 

蓄薇は 五月に 咲く けれど 

いつも 五月 ぢ やない からね。 

譯者 云。 結末の 二 行 は、 思 ふところ ぁリ て、 譯者 

の 創意 を 加 へ たリ。 


薔薇のと き 


牢獄の ® 


ある 男の 兒が ある 娘に 戀 をした、 

五月 あからむ || 薇のと き、 

娘 は I がった、 小さかった、 

男の 兒は 求婚し ようと 考 へ た 0 


ところが 話 をして みると 

娘 はきれ いに はねつけた、 

おお、 かはいら しい 娘さん、 

A の 花環 


ら， T や 

牢 歡 の 格子窓の そとに 

小鳥が 悲しげに 敬って ゐる、 ， 

「おお 戀ょ、 お まへ は 苦い ねえ 

おお 戀 人よ、 お まへ はきれ いだね え、 


おお、 お まへ とむ つみたい 

あの 戀 しい 國へ 飛んで 行きたい」 
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「わたし は蔷 薇の 花 さへ も 

まんの 格子戸 越し に 見る ばかり， 

おお、 お まへ と 一 緒に 飛べたなら 

日の 照る 國の 空 遠く 

雲の 走って 行く 土地に I 

遠くの 國の 海岸に！ 

波が 戯れて ゐ ると ころ、 

まだ グイ ナスが 薔薇の 花環で 

額 を 飾って ゐた ときの 

御堂が 建って ゐる 土地に！」 

ら -fir 

牢  ま の 中 は 冷たくて 

小さな あかりが 搖 れてゐ る、 

わたし は 苦しんで 吹き消した、 . 

けれど わたし は 眠れない …… 


二 

お ま へ は 狂氣の 闇で も わたし をお もって ゐる • 

お まへの 頭上に 天使が 番をして 下さる やうに 

お まへ は 見ない か、 いつもお まへの 闇に 

つるぎ 

おそろしい 劍の ひらめき を？ 

おやすみ、 おやすみ、 泣く の はおよ し、 

わたし も寢 るよ、 この 土牢で、 

牢 驟 の 闇に 光が さしこんで くる l . 

つるぎ  >  , 

お まへ は 見ない か、 劍の ひらめき を？  I . 


わたし こよ それが 見える、 わたし は 悲しい、 ああ 悲し 


HI 


お まへ が狂氣 のま まに 死んで しまったら 


わたし はきれ いな 墓 を 建てて あげ 6、 

山の 上の 暗い 森な かに 

わたし は 死んで から もお ま へ の 傍に ゐ よう。 

きれいな 大理石の その 墓 を 

あかい 薔蔡の 垣根で とりかこむ、 

月 力 山から そっとの ぼって くると 

お まへ は その 冷たい 墓 を拔け 出して くる" • 

そして わたしの 胸に そっと 長い キス をす る、 ； 

額の 冷たい 汗 を 吸 ひとって くれる、 

そして はまた も 冷たい 墓へ と 入って 行く. I 

だが どう だ！ 重たい 石 も 裂けて ゐる。 

は ざま 

その 狹ぃ 隙間から 嵐の やうに 

愛と 藝 術と の 姿が 押入 つ て 行く ー 

&の花 S 


四 

あれ は 何 だ！ 扉 はし まって ゐ るのに 

イエ ズス • マリア ！ 誰 だか 入 つてく る？ 

おそろしい！ おお、 誰 だ、 そこに ゐ るの は？ 

答へ がない  誰も ゐ ない のか？ 誰 だ？ 

安心なさい ましな、 わたしよ、 リディアで すよ。 

ショォ ベン ハウェル 

Schop>cnhuicr.  「1788 —— iS ひ o ン 

偶 成 

今 わたし は 痰れ て 行路の 果てに 立って ゐる、 

疲れ た 頭 は 月桂冠 を 戴く 力 もな い リ 

けれども わたし は 喜んで 自分の 仕事 を 眺める、 

つねに 他人の 言葉に 惑 はされ る こと もなくて。 

三 四 五 
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チ ェ Nietzsche  (1 844119。〕.) 


これ は 秋な り。 秋 は II 汝に心 を やぶる— 

飛び去れ！ 飛び去れ  

日 は 山に 忍びよ る 

かつ 下り かつ 下りて 

"1 歩お に 休息す。 . 


何故に 世界 はか くも 萎び たる ー 

つかれて のびたる 絃の 上に 

虱 は その 歌 を 1^ つ。 

希望 はの がれぬ I 

風 は その後に 愁訴す。 


三 四 六 

こ 1 丈 秋な り。 秋 は II 汝に心 を やぶる ー 

飛び去れ！ 飛び去れ！ 

おお 木の 果ょ、 

汝 はふる ふか、 落つ るか？ 

いかなる 祕密を 汝に敎 ふる ぞ 

夜 t、 

凍れる 戰慄の 汝の頰 を 

つや ある 頰を蔽 はんため に. 


汝は默 する か、 答へ ざる 力 

誰かな ほ 語る も のぞ？ I 


これよ 秋な り。 秋 は 汝に心 を やぶる- 

飛び去れ！ 飛び去れ  

「我れ は 美しから ず 

. i かく 星の 花 はかた る I , . 


され ど 人間 を 我れ は 愛す 


しかして 人間 を 我れ は 慰藉^ — 

彼等 は 今な ほ 花 を 見る ベ し、 

我が かたに かがみて 

ああ！ しかして 我れ を 折るべし —— 

彼等の 眼に しかる 時には 

A!.-? ひで  . 

追想 は 輝きい つ、 

我れ よりもより 美しき ものの 追想 は。 I . 

—— 我れ は そ を 見る、 我れ は そ を 見る、 —— しかして 

死す。」 

これ は 秋な り。 秋 は ！ 汝に心 を やぶる！ 

飛び去れ！ 飛び去れ！ 

一 八 七 七 年 夏、 ロォ ゼンラ ウイに て 

V  . 旅 人 


夜 をと ほして 旅人 は 行く 

よき 步みを もて" 

L かして 曲れ る 谷と 長き 丘と を.  

彼 は それら を携へ 行く。 

夜 は 美し II 

彼 は 進む、 しかして 立 止るな し 

5 づこ  ほ 

知らず、 何處へ 彼の 道 はな ほ 欲り する か を。 

そのと き 鳥 ありて 夜 をと ほして 歌へ り 

「ああ 鳥よ、 何故に 汝 はなせし ぞ！ 

何故に 汝は 我が 心と 足と を妨 ぐる ぞ、 

しかして 甘き 心の 腹立ち を 

我が 耳に そそ ぐぞ、 我が 立 止まり、 

耳 を 傾けざる を 得ぬ までに II  I 

何故に 汝は！ i 音と 挨拶と もて 我れ を 誘惑す るぞ ？ 
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よき 鳥は默 せり、 しかして 言へ り 

「否、 旅人よ， 否！ 汝を 我れ は 誘惑せ ず 

調 を もて —— 

一 羽の 雌鳥 を われ は 丘より 誘 ふの み I 

汝に 何の かか はり か ある？ 

され ど 我れ に 夜 は 美しから H  

汝に 何の かか はり か ある？ 汝は 行かざる ベから ず、 

しかもつ ひに つ ひに、 立 止まる を 得ざる 故に！ 

何故に 汝は なほ 立てる ぞ？ 

何 を 我が 喉笛の 歌 もて 汝に爲 せし ぞ？ 

汝 旅人よ？」 

よき 鳥は默 せり、 默 して 思 ひ 沈みぬ 

「何 を 我が 喉笛の 歌 もて 彼に 爲 せし ぞ- 

何故に 彼 はな ほ 立てる ぞ？ —— 


あはれ なる、 あはれ なる 旅人！ 


1 八 七 六 年 七月 


氷河の ほとりに て 

眞晝 どき、 はじめて 夏の、 

疲れたる 熱き 眼 を もつ 少年の 

連山に のぼると き、 

その とき 彼 はか たれ ども、 

され ど 我等 は そ の 言葉 をた だ 見る の み 

彼の 息 は 熱の 夜に 於け る 

病人の 息の 湧く ごとく 湧く 

氷河 も 樅の 樹も泉 も 

それに 答 ふれ ども 

され ど 我等 は その 答 を もた だ 見る のみ。 

瀧 は 岩より 飛び 落つ る 

す 4 

挨 侈 する よりもより 速やかに 

しかして 白き 柱の ふる ふが ごとく 

渴 望の 思 ひもて 立 止まる。 


しかして いつも 見る よりな ほ 暗く また 薪 しげに 

樅の 木 は それ を眺む 6、 

しかして 氷と 灰色の 岩の 間より 

唐突に 光 を發^ — —— 

かかる 光 を旣に 我れ は 見き。 そ は 我れ にかく 語る 1 

死人の 眼 もまた おそらく は 

なほ I 度び 輝き 出 でん 

彼の 子供の もの 悲しげに 

彼 を 抱き ささ へ て キス するとき に 

なほ 一 度び 光の 焰は 

そ の とき おそらく はまた 湧き出 でん 

死せ る 眼 は 熱烈に かく 語る、 「子供よ... 

ああ 子供よ、 知れよ、 我れ の汝を 愛する を！  J 

しかして 熱烈に 凡て は 語る I- 氷河 も 

小川 も 樅の 樹も —— 

»8 の 花 S 


臈をも つ て こ こに そのお なじ 言葉 を、 

「我等 は汝を 愛す！ 

ああ 子供よ、 知れよ、 我等の 汝を、 汝を 愛する を！」 

しかして 彼 は 

疲れたる 熱き 鸱をも つ 少年 は 

彼 は 彼等 を もの 悲しげに 

いよ いよ もの 狂 はしげ に キスしつつ 

立 去らん とせず-。 

彼 は その 言葉 を 面紗の ご とく 

その 口より 吹き ふくらます、 

その 惡 しき 言葉 を 

「我が 挨拶 は 訣別な り 

我が 来る は 立 去るな り 

我 は 若く 死なん」 

そ の とき あ たり は それ f かが ひ て 、 

三 四 九 


三 五 〇 


しかして 息 だに せず、 

鳥 も 歌 はず。 

.TV る ひ 

そのと きそれ は、 その 戰傈は 

赏 光の ごとく 

連山に みなぎり 渡る。 

そのと き あたり は 沈思す。  

しかして 默^  — 

そ は眞晝 どき 

眞晝 どき、 はじめて 夏の、 

痰れ たる 熱き 眼 を もつ 少年の 

^山に のぼると き。 

一 八 七 七 年 夏、 ロォ ゼンラ ウイに て 


列 をみ だ L てぎ にむ かふ、 

やがて 雪 はふらん  

今な ほ 故鄕を もつ もの は 


幸 ひなり. 


立ちつ くし かへ りみ すれば 

ああ I はるけ くも 汝れ は來 つるよ. 

いか なれば、 汝 痴人よ 

冬の 來 ぬま へ に 世に のがれた る？ 


世 は. 


-默 せる 冷やけ き 


かずかぎ りなき 沙漠への 門！ 

汝が 失へ る もの を 失 はば、 

j づこ 

その 人 は何處 にもと どまり がた し" 


からす  . » 

鸱 はさけ ぶ 


いま 汝は蒼 ざめ て 立つ 

より 冷たき 空 を絕 えず 求む る 

煙の ごとくに 


冬の 旅路に 逐ひ やられて。 

飛べよ、 鳥よ、 汝が敬 をな け 

沙漠の 鳥の 聲音を もて  

汝 痴人よ、 汝の 傷つけ る 胸 を 

5 づ 

氷と 嘲りと に 埋めし めよ！ 

鴉 はさけ ぶ 

* ち 

列 をみ だして 市に むか ふ、 

|> やがて 雪 はふらん 

故鄉を もたぬ もの は耥 ひなり！ 

一 八 八 四 年 秋 

友情の 讃歌 

二つの 斷片 

私の 花 S 


友情の 女神よ、 この 歌に 耳 を かした まへ、 

友情の ために 今 われらが うた ふ 歌に ー 

友の 眼 は 何處を さまよ へ ばと て 

つねに 友情の 幸福に 充 たされて ゐる 

われらの 傍へ に 来て 助け 

その 眼に 朝の かがやき を もつ 

永遠の 若さの 變らぬ 堅き しる 1J なる 友情 もて。 

朝 はすぎ た、 眞 晝は來 つて 

かしら 

熱い 眼 を もって 頭 を 焦がす 

われら II 亭の 中に すわって 

友情の 歌 をうた はんか 

入 生の 朝の 光なる 友情 をば 

^ ふ &»ナ 

そ はまた われらの 夕 紅 たれ …… 

I 八 七 八 年 

ョ五 1 


斷 片 

幸福よ、 おお 幸福よ、 汝最 美の 獲物よ .《 

常に 近く、 決して 十分 近から ず、 

常に 明日、 ただ今 日なら ず I 

汝の獵 夫の 汝に あまりに 未熟なる か？ 

汝は 罪障の まことの 道な り や 

ありと あらゆる 龍 障のう ち 

最も 好ましき 罪業な り や？ 

日 は 色 あせて、 黄ばみたり f. 福と 光明と も 

眞畫は 遠し 

なほ いくとき か？ さて、 月と 星は來 らん 

風と 霜と も、 われ もはやた めら は ざらん 


置 二 

木より 吹き 落さる る 木の 果 とともに， 

1 八 八 二 年 1 八 四 年 

最 後 の 意 志 

力く も 死なん 

か つ て わが 見し 彼の 死の 如くに —— ， - 

わが 晴き靑 春に 神々 しく も 

電光と 眼光と を 投げし かの 友の ー 

勇ましく、 深く、 

戰 ひに 於け る 舞踏 者なる — 、 . 

戰士の 中の 最も 快活なる もの、 

勝利者の 中の 最も 重厚なる もの、 

彼の 蓮 命の 上に 一 つの 蓮 命 をず 一て、 

徽が に、 前 を： C 後 を かへ りみつつ i • 


彼が 打克 てること に顫 へつつ、 

彼が 死に つ つ 打克 てる こと を歡び つ つ I. . 

死にながら 命じつつ、 

I. 打 滅ぼす こと を 命じたり …… 

かく も 死なん、 

かって わが 見し 彼の 死の 如くに —ー ノ 

打克 ちつつ、 打 滅ぼしつつ …… 

ツァラ ト ウス トラの 歌 

II 醉讚 馱斷章 i 

力 かる 野心に とりて は 

^界は あまりに 狭から ず や？ 

X 

私 の 花 S 


§ II 

これ ぞ戰 ひに 於け る I 切なれ • 

狐の 皮よ、 

それ ぞ わがした しき 鎧 なれ。 

これの みぞ 凡ての 苦より 救 ふ 

( II いざ 選べ！) 

早き 死 か、 

長き 戀か。 

舟 行 

彼 か？ 

女 か？ 奇なる もの 

われ を 怒る か？ 

怒って 湧き 立つ か- 

わが 擢を もて われ は 打つ 

汝 等の 痴愚の 頭上 を。 

1ニ 五 H 


これらの 舟よ 1 

汝等は 彼 を 不死へ と はこぶ. 


X 


北の、 氷の、 今日の 彼岸に 

死の 彼岸に、 

彼方に、 

我等の 生 あり、 幸福 あり I 

陸に も 

水に も 

汝は路 を 求め 得 じ、 

かの 北極の 民への 路を 

わく 我等に 賢き ロは豫 言し ぬ 《 


X 


この 快活なる 深みよ！ 

かって 星と 呼ばれし もの 

，ぞ火 厨と なりぬ。 


1 一一 五 四 

われ を 怒ら ざれ、 わが 眠れる こと を。 

こはた だ 疲れたる なり、 死せ るに あらず 0 

わが 聲は惡 しく 響け り。 

され ど それ は鼾罄 ならず、 

そ はた だ 痰れ たる もの の 歌な り。 

死を迎 ふる 聲 ならず、 

また 墳墓の 誘 ひならず。 


X 


偉大な る 人 と 河流と は 曲り て 行く、 

曲りつつ、 され ど 行き 靈 くす 

それ ぞ 彼等の 勇氣 なれ、 

彼等 は 曲れ る路を 恐れず。 


X 


「敵 を 愛せよ、 

强 盜の鎏 ふに 任せよ』 

女よ をの 言 を さく —— その 如く 爲， 55 


X 


汝の 重量 を 深みに 投げよ！ 

人よ、 忘れよ！ 人よ、 忘れよ 1 

忘却の 術ぞ 神聖なる！ 

汝 若し 飛ばん とせば、 

天に 住まん とねが はば、 

汝の重 量 を 海へ 投げよ！ 

ここに 海 あり、 汝を 投げよ！ 

忘却の 術ぞ 神聖なる！ 

ェ 、ーァ キント wcdekind  (186411918) 

地靈 

大膽に 罪障 をつ かめ、 

罪障から 快樂は 生れる の だ。 

ああ、 お まへ は 何もの を も 

見ないで は、 承知し ない 子供の やう だ • 

！ » の 花 E3 


この 世の たから を はばかるな， 

何處 にあら うと 取つ て ゆけ。 

このよの おきてと いふ もの はた だ、 

踏みに じられ るた めにある。 

上手に 愉快に、 あたらしい 

墓の 上で 踊る 者 は 幸福 だ。 

絞首 臺の 梯子 の 上で 踊りながら 

返 屈した 者 はま だ 一 人 もない。 

ャ コ ブニュ リウス. ダ ヰット 

Jako ーレ Tulius  David  (1S59——I9 コ^) 

道ば たで 

私 は 一 人の 女 を 知って ゐる。 女の 名前 はどう 云 ふか？ 

三 五 五 


誰が 私に 嗚り やんだ その 言葉 を 口にしよう？ 

それ はもう 忘れた。 私 は 唯 これ だけ を 知って ゐる。 

私が 彼女 を 愛した こと を、 さう して 抱いた こと を 

わたしに 消え失せた その 女の 歌 を 

今では 夜風が わたしの 耳に うた ふ 11 

道. またで わたし は 女 を 失った、 

道ば たで わたしに 出逢った その 女 を ；… 

ヤコ ボウ スキィ Jaccbowski  (1868119。〕) 

碑：： 銘 一 

『眼に 遠く、 心に 近く！』 

うもれた る 大理石に して 

我れ ふるき 碑銘 を 見し とき 


三 五六 

我がな き戀 人な 思 ひ 出で ぬ … … 

ああ 神よ、 我れ すでに 千た び も 書きぬ 

ひとしき 歌 を ひとしき 惱 みより、 

され ど 一 つ だに これに 似 ざり き。 

『眼に 遠く、 心に 近く！』 

• 若い 女 

女 ともだちの ひとりが わたし を兑て 言った 

「まあ ひどく 面變 りなす つたわね！ 」 

、- まひと り は 言った、 「わたし 氣 がつ、 てよ 

あなたのお 聲は 違って きた わ」 

三人 目の は 悲しげに わたしの 顎 を もちあげて 

「これが まあ、 あの 明るかった 方 かしら？」 

S! 人目の は そっと 出窓の 方へ 行つ た 


窓から 外 を 見ようと する やうに、 

この 人が 1 ばん わたしに 同情して くれて ゐ るんだ 

その 遠慮が ちな 足音で それが よく わかる …… 


ノ 


ィ 


ビ Paul  lleyse  (I830II9IO) 


ふ. 5! ほ K- 

埃 まみれの 古 母 衣が 

座席の 上に 幕 を はり、 

あつ い 日 ざし を 遮つ て 

中には ふたりの 若い ひと- 


眞 夏 

銀 松の 林の むしあつ さ ー 

野に は 歌 はず 鳥 一羽、 

鹿 は 綠の木 かげから 

夢み る やうに 野 を 見やる。 


ふたり は 笑 ひ 戲れて 

ねむたい とさへ 思 はない、 

ひそひそ 言ったり 笑ったり 

なにが ねむけ を はら ふの か 

ある 人に 


森ぞ ひに 行く 馬車 一 つ 

中には ふたりの 席が ある、 ， 

致 者、 馬、 鞭の ni つと も 

こくり こくりと やって ゐる 0 

K め 花 s 


あなた はわた しを惹 きつける 

わたし は あなたの 足 もとに 跪きたい- 

けれど 跪かう とする ごとに 

あやしい 力が ひきとめる。 

三 五 七 


ふたりの 間に は 恐ろしい 姿 をして 

わたしの 昔 愛した 女が 立って ゐて、 

その 眞 蒼な 指 を あげて 

さし 招いて は 泣いて 消えて しま ふ。 

ヽ ンス • ベト^  WOI  §1 

飨范。 - W 

おお、 いかに 谷 はかが やくよ 

白金の 夏の 夜 をと ほして、 

かなた 月. 签に かかる ところに 

我が 遙 かなる 故鄉は あらん。 

おお、 白金の 谷の かがやき 

汝ょ ひかに 心 をいた ましむ るぞ、 


一一 1 五八 

我れ は い と遙 かなる 故 鄕を慕 U 

あこがれに 死なん とぞ おも ふ。 

おお、 何故に 我れ 若き 愚人 は 

この 花 さく 國々 へさ まよ ひ來 しぞ？ 

いま 我れ はっかれ ぬ 

靜 かなる 霧の 野 を 越えて 行く ところに I 

おお、 我が 遙 けき 故鄕ょ i 

J カレ ダ. フゥフ ョ 2 昏 Huch  (IS64-) 

おも ひで 

もろ 鳥の 歌に めざめて 

わが 父の 園 王 をし のぶ、 

連^の かげに かくれて 


の 


鄕 


月 かげ はふり そそいで ゐた 

このし め やかな 世の 上に、 

今日 もしも ひとりの やさしい 方が 

わたしの 友達に なつ て 下さるならば 1 

縱の樹 が 章： なり 合つ てゐる 

あの 山に わたし はの ぼりたい、 ， 

あの 枝に かかって ゐる ものが 

月 かげ か 銀 かが 見て みたい。 

ちかごろ 夜 ふけて 寢 床の 中で 私 は 夢 をみ た 

神樣 のさ づけて 下 され た 夢 をみ た 

あなた は 私の 傍に ゐて 「わたし は此處 だよ、 

可愛い 子」 とおつ しゃった 

さう して わたし は 言った 

三 五 九 


夕と なれ は 何 を かお も ふ？ 

はるけ き、 はるけ き 父の 家 を. 

くらき 森に 我れ は 迷へ り 

身 を 終 ふるまでの がるる を 得ず、 

おお、 遙 けき 父の 國 なる 父の 家よ、 

汝を棄 てし あはれ なる もの は禍 ひなり.. 

花 はみ な その 病める 手に 萎れ、 

友 はみ な その 暗き 歌 をい とへ り。 

少女の 夢 


君 待ちつ わかす ごしつ る 

あまた ある その 夏の 夜 を。 


三 六 〇 


「よくいら つし やった のね、 あなた は！」 と。 

それから ふたり はぢ つと 長い こと キス をした、 

すべての 苦しみ はふたり の 胸から 消え失せな 

さう して 夜 はふたり の 戀の渴 きのな かに 

E の やう こ、 花の 匂 ひの やうに すぎ 去った 0 


宿 4 


あなたのお 心に 何が あって 

わたしの 胸に は 何が あって、 

わたし は あなたのお 言葉の ままに なり 

あなた はわた し を 愛しない では ゐられ ぬので せ- 

わ  たしの  やさしく  守られて  ゐる 

このす まひから 自分の 方へ 

あなた はわた し をお 引きよ せになる、 


夜^ を さまよ ふ 月の やうに。 

ファレグ Falkc  313 

敬 虔 

月 はわが 寢床を 照らせり、 . 

われ は 眠らず、 

わが こまぬ きし 手 は 

その 光の なかに やすめり。 

わが 心は靜 かなり、 

すでに 祈り も 終へ たり。 

らが洶 はた だ 一 つの 思 ひ を もつ のみ、 

汝を、 汝の 幸福 を 0 


澳太利 皇后 エリ ザべ ェ ト 

Kaiser ョ J£llsab,-tll  (181 S 1 18^>8) 

聖母 さまに 

おお、 あなたの 腕 をお ひろげに なって 

マリア さま、 あなたのお 膝 もとの 

この 谷間の 家 を まもりた ま へ ！ 

おお、 この 小さな 巢に 祝福 を 垂れた まへ I 

ど ん な 嵐が 次き 荒れ ようと 

あなたの 御 加護の もとなら 安らかです、 

なさけぶかく まもつ て 下され-ま。 

自然に 

この 世の もの はみ な變 つてし まふ 

まことと いふの も 空しい 言葉、 


いつも まことの 變らぬ もの は 

けだかい 自然よ、 お まへば かり  . 

お まへ にた る もの は 仕 合せ ものよ 

かなしい 失望 を昧 ふこと はない、 

お まへ のま ことのた めなら ば 

その 慰めの ためなら ば 

わたし は 何でも 惜し まない。 

ヰ ッケン ブルク 伯爵 夫人 

Grann  Wickenburg  rI845i 

# と と 

君 は 幹な り、 我れ は蔓 なり、 

君 はかた く 立ち まさむ、 我れ なくと も、 

我れ はされ ど、 いとしき 人よ、 ふるへ よろめく 

さらに 力なく 倒れむ I 君し あらず-ま。 


一二 六 二 


され ども 我れ は 君が 生活 を 飾り 

また 君 を まごころ もていだ かん、 

君よ 我れ を ささへ、 負 ひ、 たかめた まへ ！ 

君 は 幹な り、 我れ は蔓 なり。 

マ ルガ レ ェ テリス ウス マ ン 

Margarete  Susman  (1 8741) 

をと め は ® ふ 

野邊に 歌へ る をと め あり。 

そは戀 人の 失せに しか、 

さ- S は ひ 

はた 幸福の 破れし か， 

その 歌 は い とも 悲しく 響く かな。 


ミ 

夕 紅 はう すれ 行きぬ】 

立てる 楊柳 は聲 もな し * 


悲しき 歌 は あやしく も 

なほ も遙 かに 響くな り。 

つ ひに その 音 は 消え失せぬ。 

いざ をと めの もとに われ 行か ん。 

ふたり は 親しくな りぬべし、 

をと め も 悲しく 歌 へれば。 


才 


。ヽ 


ノ 


、ヂに (部分 譯) 


わが 靈魂 はた だ汝 をのみ 信ず、 

憂鬱なる 否定の 告知 者よ。 

か つ て 日の 光り だに 射し 入らず、 

月の 光 も灤き 夜陰 を 消す ことなき 

わが 靈魂 の 底 ひに は 谷 ありて 、 

望み も 足音 ひそ め て 立 去れば。 


1ブ ェ メ丁  Deh ョ el  (IS6.3II920) 


生 は 坐して 高く 呼ば ふ 

戀せ よと  


象形文字 

あらゆる 深み を 

身 を 以て 探れ、 

その 目 ざす もの を 

はっきりと 知れ。 

けれども 戀は 

かなしみ だ。 

その 中に ゐて あこがれの 

歌 ふ 小舟 は、 

また そ をば のむ 

淵で ある。 

けれど 齒 に取卷 かれつつ 


0 密 

は ざ S 

暗き 峡谷に 

月 はか へりぬ。 

瀧の 邊に 歌ふ聲 あり。 

おお、 愛する ものよ、 

A  よろこび 

がが 上 もな き 快 癸 も 

& がいと 深き 苦痛 も 

わが 幸福な りと I . 


J 


昂 


ただ われに 與 へよ 手 をば、 

與 へよ 指 を、 


さらば われ この 大地 を も 

わが 物と 見ん！ 

おお、 いかに わが 地 は 花咲く ぞ I 

今ぞ 見よ かし、 この 土地の 

われら を乘 せて 雲 を 越え 

太 al こまで のぼりうる を I 

理想の 風 景 

女 は その 額に いとよき 輝き を もつ、 

そ は 高き 夕の 透明であった、 

そして 絕 えず わたしから 眼 を そらして 見た 

光 を、 光 をと II 

そして 遙か にわたしの 叫びの 反響 は 響いた" 
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花嫁の 夜の 祈り 

おお、 わが 戀 人よ —— 枕に すがり 

われ は 御 空に 君 をば 祈る！ 

おお、 そ を 云 ひ 得ば 君 も 知りた ま はむ 

わが 寂寥の 身 を燒く を！ 

おお、 世よ、 いつわれ は 君 を 抱かん 1 

おお、 夢 にても 近づきた まへ、 

地球の 如く 君が ま はり をめ ぐらし め、 

君が 太陽の くちづけ を 受けし めた ま へ 

また 君が 焰の カ飮 ましめ て、 

君に 焰を 吹き かへ さまし、 

おお^. よ、 この 世なら ぬ 灼熱に 

われらの ともに 沈み 行く まで。 


おお、 光明の 世よ、 歡 喜の 世よ I 

おお、 あこがれの 夜よ、 惱 みの 世よ ー 

おお、 地の 夢よ、 太陽よ、 太陽よ ー 

づま 

おお、 わが 戀 人よ II わが 夫よ I 

勞働者 

俺ら は ベッド も ある、 子供 も ある、 

な あ 女房！ 

俺ら は 仕事 も ある、 しかも 二人分、 

太陽に も、 雨に も、 風に も事缺 かぬ、 

俺ら に缺 けて るの は、 ほんの 一 寸し たもの だ、 

小鳥の やうに 自由で あるた めに は 

ただ 時間 だけよ。 

倚らが 日曜に 野良 を 歩いて 行って、 

私の 花 s 


な あわが 子 1 

うち ひろがった 穗の 上に 

靑く 燕の 群れの 光る の を 見る とき、 

俺ら に は 着物！ 枚事缺 かぬ、 

小鳥の やうに 美しく あるた めに は 

ただ 時間 だけよ。 

• 、と s  JIT.S 

ただ 時間 を！ 俺ら は 嵐 を 嗅ぎつ けて る、 

俺ら は 民衆。 

ただ 少しば かりの 永遠が 欲しい、 

俺ら に 不足 はない ぜ、 女房よ、 子よ、 

俺ら の 力で 榮 えてる ものの 外 は、 

小鳥 の やうに 大膽 である た めに は 

ただ 時間 だけよ！ 


一一 ニハ五 


エレ フェレ Wcrfel  (18901」 

人生の 歌 

かって この 生が わがもの なり L こ と、 

そが 中に かの 松林 は 立ちなら びて 

岸の 眠りつつ 轉じ 去りし こと、 

森の 中に して あやしく も 我が 叫びし こと。 

かって この 生が わがもの なりし こと を！ 

岸の 眠りつ っ轉じ 去りし ところに 

蘆と 雲 を もつ 河 は 何 を搬び 去りし 力？ 

われ «^ にあり や —— われな ほ 聞く 

曹ぎ 行く 舟の 音 を、 その 笑 ひっつ 着く を 

怿の 民り つ っ轉じ 去りし ところに。 
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わ L 丈 ゆ t にあり や  われな ほ^く 

砂利 深く 走れる 馬車の 音 を、 

栗の 樹の 言葉と ラ ン タ ンの 言葉と ，づこ 

なほ そこに ありき —— され ど その 言葉、 今 何處ぞ 

われ にあり や I. われ その 音 をな ほ閗 く？ 

栗の 樹の 言葉と ランタンの 言葉と は 

i ま そこに ありき、 廣き 群れの 息 も。 

歩みと 髮の 感じ はわが ものな りき。 

おお 永遠よ！ われ は そ をば おも は A 

かって この 生が わがもの なりし こと を！ 

世に この 上の 快樂 あり や 

浸せ、 沈めよ、 汝 等の 荒き 面 を 

わが 淸き、 流る る ものの 中へ ー 

この 靈魂を 掠奪す るた めに 


汝等 凡てに、 凡てみ な 選ばれし なれ。 


受難 者よ、 祝福す、 樂欲 的の 顦悔 者よ- 

打ちのめされし 胸に & あれ や！ 

世に この 上の 快樂 あり や、 

こと 

隱 けられて、 一 言 も 云 はざる より は。 


來れ、 裏切者よ、 われ 汝 を^さし めん、 

汝 疲れたる 手 を もつ もの！ 狡猾なる 窺知 者よ. 

ここに 顏 あり 胸 あり！ 一  突き 毎に 

われ は 神の 速度に 近づくな り！ 

愛 

なほ 虎榮が 

チが 

汝の眼 を； 汚しな ば、 

朱 だ その 時來 ざるな り。 


汝 なほ 壇上に 立ち 

入 目を惹 かんとす る 限り、 

幸福 は汝の ものなら じ。 

なほ あらゆる 恥辱に 面して 

その 身 をう ち碎 かぬ もの に • 

未だ 神性 はめ ざめ じ。 

せち 

なほ 切に 女 を 持た むと 

つ とむ る ものに、 

浮薄の 氣は 去ら じ。 

け あの 

人、 なべての 獸に 物に 

身 を 分く る 時 こそ、 

愛の はじめ なれ。 


充 たさる る 事 を 避けて 

高き ものに つく 時、 

つ ひに あこがれ は 足る。 

よろこびて 恥に 

惱 みに 身 を ささげ、 

あきちめ 、 

聖 なる 諦 念に 


十 度 死ぬ とき、 


おちて 

その 地上の 而は 

愛に 碎 けむ！ 


I! 處へか 伸び あがる？ 

合唱 を 超えての ぼれば * 

その 愛 は 果てな し ー 


一一 一六 八 

少女の 月の 歌 

わ 1 は 透明に 目覺 めて 橫 たはる、 

わが 髮と顏 と を 解き放し つ つ 。 

I！ の 上に は ゆるやかに うち 笑 ひ つ つ 

弓 ュ ただよ ふ、 不吉なる 月の 光 は。 

その 致命の 明るさの 

額と 眼と に觸 るるとき 

われ は碎 くる， われ は 波な り、 

渦卷 きて、 流れ、 消え去る。 


母よ かた へ に 息 づきた まぶ、 

父 は をり をり めざめた まぶ。 

われ はわが 愛する ものの 

凡ての 生の ために 氣遣 はし。 


今、 亂れ たる 部屋 を 通して 

恐ろしき 劍 もてる 首座の 天使 は 行く。 

わが 耳に と絕 えず 泣く， 

わがもの ならぬ 子 の 絕 えず 泣く。 

あか リ 

苦惱の 千の 寢臺の 夜の 燈火 は、 

月の 光 はわれ を 照らす。 

われ は 多く 咽び泣く もの を 救 はむ • 

し 力 も 目ら また 泣く ものな り。 

部屋ぬ ちの 凡ての 物を榘 てて、 

靴 も、 卓 も、 壁 も ：… 

われ は 遠き もの を捉 へた や、 

ただ かい 撫づる 手に て ありた や ー 

われ はわな なく もの を もて あそび 

私の 花 S 


冷たき もの を 腕に 包 かむ！ 

われ は覺 ゆる、 富める もの、 多くの ものの 

わ 力 前に 子供なる を、 また 貧しき こと を。 

すべての ために われ は盡 さざる ベから ず、 

わが 眠 は 透明に してた だよ へり 〜：• 

われ は 聞く、 朝の 方へ と 

すべ てのものの 息の 上り 行く を „> 

窓邊を 木々 は 裂けて 打つ、 . 

.  や ずら ひ 

多くの 天 は {女 息に 風 立つ 0 

われ はわが 樽 ^ て 

こ r』 

凉ぇ ゆく 世界 を蔽 ふ。 

祕 密 

汝の淚 に 充てる だけ 汝は 富む。 

三 六 九 
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汝の 自ら を 飛び越す だけ 汝は 自由な 

汝の 自ら 難ず る だけ 汝は 眞實 なり。 

汝の 前に 死の 小なる だけ 汝は大 なり 

また 汝は 深き 奇蹟な り 

汝の 深き 奇蹟 を 見る だけに ー 

絕 望 

夜は來 りぬ。 

明 曰 はお そらく 晝 なら to 

ふたたび 馬車 は 走り、 

呼 鈴 は 鳴らむ。 

わが 母 は 坐した まふ。 

その 顏 はわが 顏 ならず。 

われに 多く を 語りた まふ。 

われ は 身に 遠き 虚無 を 思 ふ" 


り 


わが 妹 は 高く 笑 ふ。 

われ そ をば 憎まん。 

わが 曠野に は 

《& » 

は や も 卑し き 言葉 ぞ 湧く  • 

かく われ はつ くられたり 1 

すべ て は 愛 を さやぐ もの を。 

われ もまた 愛せん と 泣く 

しかも われ 人 を 好まず。 

我等なら ず 

われ は樹の 頂き を 窺 ひぬ。 その 時繁 みは 云へ り、 

なほ  あらず！ 

わ 1 は 耳 を 地に 着けたり。 その 時 草と 塵の 下に 音 あり- 

-X ほ  あらず.4 


われ は 鏡 を 見ぬ、 わが 顏は 歪みて 云へ り、 

汝 I— ならず！ 

そ はわが 審判な りき。 

われ はわが 敬 を難ぜ り、 

たはれ たる 心 は 飽く事 を 知ら ざり き 0 

われ は 街路に 出で ぬ" そ は旣に 夕の 流れ ありき。 

人々 の 額に は 記されたり、 われらなら ずと。 

され ど 凡ての 瞳に、 われ は ひそかなる 讃 辭を讀 みて、 

知りぬ" われ もまた、 空しき 夢に 破られて 

新ら しき 胎に保 たれ、 再び はじめら れんと、 

わが ま はりの 凡ての ものの 如く。 われ も 死 を 賞め ぬ、 

而 して 泣きつ つも この 世の 凡ての 種子 を 難 へ ぬ。 

われらみ な 地上の 異人な り 

煙と^ 物 もて 自れを 殺せ、 

恐怖 を 投げよ、 高き 故郷の 語 を、 


地球の ま はりに 汝 等の 生 を 投げよ- 

愛人 は汝 等に は與 へられず。 

あらゆる 陸地 は 海と なる、 

汝 等の 足下に 土地 は 溶け 去らむ。 

市街 は 上 へ と 形造られむ、 

-1 -1ゴ よ、 石 もての 神への 反抗よ！ 

ああ、 われらの 營 みに は 呪ひぞ かかる …ミ 

われら の 前に は 堅き も の も 忽ち 落ちむ、 

われらの 持つ もの はまた も 持つ を 得ず 

つ ひに われらに 淚の外 は殘ら ざるべし。 

山 は、 また 平地 は 辛抱 强し ；… 

われら の 上へ 下へ と 避く るに 驚く。 

われらが 行く ところ は 凡て 河と なる。 

彼の もの を 我が物と 云 ふ もの は 欺かれし なり 0 

われら は罪漦 し、 われ 自らに 罪 を 負 ふ、 


われらの 分 前 は 罪な り、 罪の 償却な り！ 

母 達 はわれら に 消え 失する ために 生く。 

家 t われらに 倒る るた めにあり。 

i ある 眼 はわれら より 逃る るた めにあり • 

心臓の鼓動す らも 借物な り！ 

われら はみ な 地上の 異人な り、 

かくて 互 ひに 結び 合 はんがた めに 死す。 

各人の 直ちに 模 すべ きこと 

また ひとたび も われ 

お. &て 

人の 面 を 笑 はんとせ ず 

また ひとたび も われ 

さが  **  . は  > 

人の 性 をば 審 かんとせ ず。 

まこと 盒 人種の 如き 額 は あらむ。 


三 七 二 

ま ， 」 と 不具者 の 如き 眼 は あらむ。 

まこと 多食の 唇 は あらむ。 

され ど 忽ち 

け 5 こつ S, は., -- メ  I  J  ？ 

輕 忽に審 かれし ものの 

鈍き 言葉より、 

救 ひなき 肩の ゆるぎより 

さら  ふる vet 

われらの 遠き 幸 ある 故^よりの 

やさしき 菩提樹の 香 は 吹き 來ぬ ■ 

われ は 卑しき 審 きを 悔いぬ。 

いと 汚れた る 顔に もな ほ 

隱 されし 神の 光 はこ もれる を。 

貪る 心 は 泥 を摑む 11 

され ど おのおのの 

生れた る 人間の 裡に は、 

わ、 こ， 救世主の 歸來を 示す もの あり _ 


善 人 

力 は、 SI: 宿 は 彼の 物な り。 

彼 は 胡桃の 如く 世界 を 手に 握る、 

笑 ひ は 彼の 顏 のま はりに 不滅に まと ひつく、 

彼の 本質 は戰 ひなり、 彼の 歩み は 勝利な り * 

彼 ありて その 手 を ひろぐ ると ころ、 

彼の 呼聲 の鼷制 的に 轟く ところ、 

あらゆる 創ら れし 不正なる 物は碎 け、 

あらゆる 事物 は 全 一 の 神と なる。 

善人の 淚は 打克ち 難し、 

世界の 材料 は、 かたまりし 水 は。 

彼の 淚の 落つ ると ころに 

あらゆる 形象 は 消えて、 自れ にかへ る 0 


いかなる 怒り も 彼のに たぐ ふべき なし、 

彼 は その 生の 碎 けし 破片の 中に 立つ、 

その 足 もとに は貽 けに 敗れて、 

踏まれた る 火蟲、 惡魔ぞ わ だか まる 0 

か 仁 へ 

彼 進めば、 その 傍に 二つの 天使 

かしら 

とどまりて， その 頭 を 天體に 浸しつつ、 

金と 火の 中に 歡ぴ わめき、 

その 楣を とどろに 打ち^らす。 


ワルテル. フォン. デル. フォ ゲパ 

ヮ 4 1 ァ Walther  von  der  v0gelweide(II23o) 

菩提樹の も、 とで 

菩提樹の もとで 

野の 中で 

ふたりす わって ゐた ところで 

誰でもす ぐに 氣附き ませう、 . 

ああ、 ふたりが どんなに 

草 も 花 も ふみにじつ たかを、 

タ ン ダラ ダイ！ 

はいい 聲 でない てゐ た。 

わたしが 出かけて 

野原へ 行った とき、 


三 七 四 

はや あのひと は來て をら れ 

わたし を迎 へに なりました、 - 

けだかい 婦人と おっしゃって 

まあなん てうれ しい こと 

キスな すった の？  — ああ、 千度 も、 

タ ン ダラ ダイ ー 

く  &  あか 

わたしの 唇の この 紅 さ 

そこで あのひと は 

いろんな 花で 

寢床を こしら へに なりました 」 

この 道 を 通りかかったら 

どんな 人で も 

笑 i ずに は ゐられ まい、 - 

花の みだれで 知れ ませ 5 

タ ンダラ ダイ.1 

頭 を もたせた その あと は。 


あのひとの おなさけ を 

どな たかお 知りに な つ たらば、 

なんて まあ 恥 かしい！ 

けれど ふたりの 戲れは 

誰も 知らない、 

あのひとと わたしと 

小鳥が 知る ばかり 1 . 

タ ン ダラ ダイ！ 

小鳥 もない しょに してお くれ。 

あか い 口から 


ふとした 拍子に キス ひとつ 

あの あか い 口 から くれたら ば 

わたしの 惱みも 消えよう に。 

L  *  、、レ 、ゾ ク Lcssing.  (I729—I7SI) 

盗んだ 女 


なす 4 

薔薇い ろの 頰 をした この^、 . 

あ をい 眼 をした この 女。 

お まへ さ！ まだ 平氣 なのかえ。 

さあ 白狀 おしよ、 わたし は 知って るよ ( 


あの か あいらしい 人と つれだって 

觜薇を つんだら よから 5 に、 , 

ふるい 馴染の 友 だち の やうに 

いっしょに 遊んで くらしたい、 

at の 花 S 


默 つて ゐ るね、 でもお まへの 薔蔡 いろの 頗は 

,  >  まっか 

いつもより もっと 眞紅 になつ てる ぞ。 

ぬすと 

おお 薔薇い ろの 頰 をした この 盜人、 

わたしの 心 を どうした、 何處 へやった？ 

W 七 五 


マ ナ クンす ン Anacreon  (550147s  b.cllr.) 

詩 章 

黑ぃ 地面 は 水 を飮む 

木立 はまた その 土から 飮む、 

海 は 河流 を飮 みつくす 

お 日 さま はまた 海を飮 む、 

お 月 さま は そのお 日 さま を 飲む 

それに ど 5 したの だね、 君た ち は、. 

わたし だけ 飮んぢ やならぬ と は- 

わたし は 愉快な としよりが 好き， た 

わたし は 若 い を どり 手が 好きだ、 


三 七 六 

としょり だとて を どり さ へ すれば 

たと へ 頭 は どんなで あらう と 

心 はりつば な 若い もの。 

娘さんが たが わた L にい ふのに は 

「アナ ク レオン、 あなた はとし をお とりだね 

まあ 鏡 を 見て ごらんなさい、 

あなたの 髮は どこへ 行きました 

額 はすつ かり 禿げて ますよ」 

「わたしに 髮が まだ ある やら 

髮が どこへ 行った やら 

それ は 知らぬ が、 ふざけたり 

笑ったり して ゐる ことが、 

死ぬ 日が 近く なれば なるほど 

としよりら しいと 知って ゐ る」 


四 

君はテ ェ ベ-の 戰 をうた ひ 

彼に トロ ャの戰 をうた ふ、 

わたし はうた ふわた しの 敗北 を。 

わたし を やぶった の は 騎兵で も 

歩兵 際で も 船趁 でもない、 

ず つ と 違った 兵に 敗 かされた 

あの 美しい まなざしに。 

ベ トラ ルカ Petri  O3O4II3740 

小曲 

たえず 我れ は 求めき ただ 寂寥 をのみ、 

(滩流 も 森 も 野原 も それ をよ く 知る) 

&の花 S 


神の みちより 遙か にも かけ 離れた る 

かの もの わき ま へ れ-s を 迸れむ がた め。 

我れ 我が 願&の 果て を 得べき か、 

トス 力 ナの そよ風の もと をはな^て 

我れ とともに 泣き 敬 ふかの ソ ルガの 

その くらき 底 ひに 身 を ひそめな *ま0 

我が 蓮 命 は 常に 我が身に つれな かりき、 

：  ：  力 かるみ 

むごく も 我れ を 泥濘に 突き^し つ 

我れ は惱み の跟 もて かの ひ と を 眺め ぬ 0 

され どこた び こ を 書き記す 手は惠 まれたり、 

さち 

そ はこの 幸に ふさへ りと 愛 は 知れり、 

我れ も か の ひ とも また それ をよ く 知る。 


三 七 七 


、マ 7 イス Hafls.  (—13890 

パ  曲 

この 胸の 打って ゐ るかぎ り 

わし はしつ かり そなたの もの だ、 

もし また 土に 埋められる 身と なったら ば 

塵に なって 墓から 舞 ひあがり 

そなたの 蓿 物の 裾に キ ス しょう。 

X 

この 燃える 心が もし かのこと に 

千々 のか けらと 碎 けたら、 

その 千々 のか けらが ひとつび とつ 

千々 の 心の やうに 愛しよう。 

そなたの 髮を さぐらせて くれ 


三 七 八 

わし t 見つけたい ものが ある、 . 

ラ また ま ， ， 

そなたの 髮の 烏羽玉の 夜に 

逯 ひ 込んだ めくらの 子、 

あはれ な 心 を 見つけたい。 

わし は 死んだ よそな たのた めに 

こがれ こがれて 燒け 死んだ、 

その 灰が ふ はふ は 舞 ひあがり 

そなたの 足 もとに 落ちたら ば - 

踏ん ぢゃ いけない やつば り 中に 

わしの 心が 打って ゐる。 

この 子 は 杉の 木で できて ゐる、 」 

杉の 木の 柩 のめで たさよ 

わしの 眠る にょいと ころ、 

杉の 木で こさへ た 娘の 腕に 

わし は 永遠に 寢てゐ たい。 


ヂ ユラ レツ ディン. ルミ 

D90helal.ccl.din 力 umi  1. 1 12 ひ 2. ソ 

波 斯の唄 

かたい 靑銅 もや はら かになる 

お まへ が 撫でる とや はら かになる、 

また や はら かになる まで は 

お まへ は 撫でずに おき はせ ぬ、 

高慢な 心の 貧し さも 

謙遜ば かりで ゆたかになる、 . 

お ま へ は 沙漠に 河 を そそぎこみ 

お 庭の 池に してし まふ、 

この 世の 國は 滅びて しま ひ 

みな 天國 になって しま ふ、 

愛する もの は 愛される し 

若い者 も 長老になる、 

われわれ は 欲望が ちがって 來 

S の 花 3 


愛のお も ひが ひとつに なろ。 

サ ッフ, K  wppp^s  (610 i\  ns 

少女の 日 

やとめ  . 

おお、 少 がの 日、 少女の 日、 

お まへ は 何處へ 行って しまった？ 

わたし は 二度と はかへ り ませぬ 

あなたのお 手に はかへ り ませぬ" 

眞 夜中に 

月 は 落ちて しまった 

七つ 星 も かくれた、 

もはや 眞夜 なか、 

時 はすべ つて 行く もの を 

わたし はま だ ひとり。 

一一； 七 九 


乙 千 フィ s:5a  (182211849) 

醉、 入 

さか. つ W  k 

憂 ひ を 溶かす 酒杯に むか つて ゐ ると 

私の 生 は 幸福に 流れて ゆく、 

S かづ S  ,  I  )  > 

憂 ひ を 溶かす 酒杯に むかって ゐ ると 

私 は 身の^ 蓮 を も 笑って やる 0 

私が かう して 愉快な 酒の 神 

バプコ ス だけ を 尊敬して ゐ ると 

バサコ ス だけ を 愛して ゐ ると 言 ふなら ば、 

君 等 は それ を 不思議に 思 ふかね？ 

酒の たのしい 醉 心地で、 冷たい 世間よ 

私 はお まへ を 嘲って やる、 


三 八 0 

私 は 無慈悲に とりめぐ る 

苦痛の 巢 なる 世間 をば。 

酒 は 私に 敎 へた、 私の 琴 を 

ほしいままな 歌に 合せよ と. 

む す^ 

酒 は 私に 敎 へた、 浮氣な 少女 

お まへの 胸に 苦勞を 忘れよ と。 

さ かづ s  II  - - - 

もし また 私が この 酒杯 力ら nt> き 離さ わて 

死の 深淵へ 投げ込まれる 日が 來 たなら II 

もう 一 杯！ さう して 眞晴な 死の 淵へ 

私 は 笑 ひながら 飛込んで やる。 

崇嚴な 夜 

崇嚴な 夜よ！ 

^に は 大きな 月が 5 かび 


星の むれ も 照り 輝く， . 

祟餒な 夜よ！ 

天 漦絨の 草 間に は 露が 光り 

夜鷥は 葉 かげに 歌うた ふ、 

崇 厳な 夜よ！ 

若者 は戀 人の あと をつ け 

入 殺し は 血 刀 を 振る、 

崇嚴な 夜よ ー 


ん 


曲 


一 

その 愛しない とき 心 は 凍る 

その 愛する とき 心は燒 ける、 

この ふたつの 禍 ひの 5 ち 

どちらが まし か は ：： 神ぞ 知る. 


5» の 花 0- 


讓| 

人の 名譽は 

はかない 舡か • 

淚に くもる 

日の かげ か。 


3 

e と あ 

少女よ、 そなたの 眼 は 

なんて まあ 黑 いこと 

なんて 明るく 光る こと 

とりわけ そなたが 

こちら を 見る とき は、 

あらしの 晚の 

稻 妻に —— 

首 斬 人の 劍の 

閃く やう I 


八 


四 

まるで この 大きな 地球 を かついで ゐて 

今にも 落して しま ひ はせ ぬかと 恐れろ やうな 

お^よ、 そんな 恐ろしい 氣 持になる、 

この 手で お まへ の 小さな 手 を 握る とき。 

そ は、 蓮 命の 神の 手に 

惠 まれし 人よ、 その 人 は、 ， 

酒と 女の ために 生き 

^國 のために 死ぬ 人 は。 

手 を こま ぬきてな きひとの 

墓 邊に來 て は 墓の ごと 

もの も 言 はずに 立 ちつく す 


三 八 二 

ただ 墓石 を ながめつつ。 

ふなびと 

かく も 海邊に 舟人 は 

その 寶 をば みな 奪 ひ 

彼 を 乞食と なしたり し 

海 を 眺めて 立 つらむ か。 

我れ t ，棄 てん、 この 輝きの とりめぐ る 世 を 

快樂と 苦痛との 我れ を とら へ て はなたぬ 世 を _ 

我れ は 去らん、 遙か にも 人里 はなれし 

物す ごく、 また 美しき 森の 寂寥の 屮へ。 

かしこに 我れ は 木の葉の 囁き をき き 

さやかなる 小川の 音に 耳 を かし、 . 

小鳥の 歌に ききとれて 

しづみ 行く 日 をなが^ やり、 

我 身 もとに も 沈み 行か まし。 


*、  ウグ^ 「ecquer 

小曲 

お まへ が 忘れる のに は 驚かない！ 

お まへ が 愛して くれたのに 驚く！ 

わたしの 5 ちに 本當 に 愛すべ きも のが あると 

お まへ は 1 度も考 へて 見た こと さへ なかった ものね。 

のち 

その ひと 目の ために は —— 生が もやる、 " 

その 徵笑 のために は —— 天 もやる、 . 

キスの ために は …… どうしょ か、 

キスの ために は 何 を やらう？ 

私の 花 SS 


コ1 

今日、 天 は 地上に をり て來 た、 

今 Rr 意 地 惡の 運命 も わたし を 傷つけ ない ノ 

今日、 ふたりの 眼 は 心 を讀み 合った、 

今日、 わたし は 信ずる 神樣 を！…… 

わたしの 生涯 は 荒れた 花壇 だ 

どんな 花 さへ 咲き はせ ぬ、 

おそ かれ 早 かれ 人が 來て 

いろいろ 不幸の 種 を 蒔く、 

泣きながら わたしが 刈る ために。 

お まへの 鸱に淚 が 浮んで くるの を 見た ときに 

ゆる 

わたし はいつ そ恕 して 下さいと 言 はう としたが- 

コ 一八 三 


忽ち 誇りが 頭 を もたげた — 淚は 乾て しま ひ 

言葉 はわた しの 唇で 死んで しまった。 

そこで ふたり は 永遠に 別れて しまったの だ、 

ふたりが 一 緒に なりたい と 思つ てゐ たのなら II 

なぜ また わたし は あんなに 默 つて ゐ たの だら う！ 

, よ ぜ また わたし は あの とき 泣かな か つたの た！ 

ふたりの 戀は 滑稽な 悲劇であった、 

事件 は ごたごた こみ 入って ゐて 

喜劇の やうで、 しかも 痛切で 

泣いて いいやら 笑って いいやら わからない。 

けれど この 喜劇で 何より 悲しかった の は 

 幕 切. しに どうやら さう 思 はれた 力 1 3 

^ながらに もお まへ が 笑へ たのに 


一一； 八 四 

わたしが 泣く より ほか 出來 なかった こと だ。 

わたしの 眼は黑 く、 髮も黑 い、 

わたしの 生れた 國は 熱い のです。 

わたし は 夜と 怒りが きら ひです 

幸福と 快樂 とが 何より 好きです わ 

あなた はわた しが 好きです か？ ねえ 

. I  、，や、 決して、 お まへ ぢ やない  . 

わたしの 髮はブ 口 ンド で、 顏も 蒼白い、 

わたしの 心は靜 かで やさしく や はら かい 

けれど わたし を 愛して 下さる 方 を 

死ぬ ほど わたし は 愛します わ、 

あなた はわた しが 好きです の？ ね、 ク 

— いや、 決して、 お まへ ぢ やない  


わたし は 11 ^想の 子供です、 

わたし を 愛する 入 はわた し を 手に入れ ませぬ ー 

わたし は 永遠に 心 を かき 亂す 夢です、 

わたし を 望む 方 は 不幸になります よ、 

あなた はわた しが 好きです か？ ええ！ 

I おお、 お まへ だ、 お まへ だ  お まへ だった • 


^き 嘆息 は 風と ともに 行き 

竄 たき 淚は 海へ 走る I 

され ど 言へ、 女よ、 愛の 忘ら るるとき * 

愛 は、 おお 我れ に 言へ、 何 處へか 行く- 

^光の ひ と 閃きに … … 我等 生れぬ！ 

なほ その 光る とき …… 我等 死なん 1 

かく も 短 かし 人の 命 は！ 

a9  0 花 B 


幸福の 位に 据 ゑし 名 譽も愛 も 

夢の 影の み、 ああ、 そは捉 へがた し …… 

かくて 夢より さむる とき —— これ を 死と よぶ- 

お まへの 心の その 薔壞が 

^きつ づけようと は 思 はれな い、 

火山が 熱い 火 を ふくのに 

ど 5 して 花が 堪 へよう か 0 


111 八 五 


ァレ クセィ • トルストイ 

Alexei  N.  ，rolstoi  (1S17I1875) 

小 曲 

井戶の ほとりの 砂のう へ に 

きれいな 娘の 足の あと、 

それに もつれて ついて 行く 

釘う ちつけ た 靴の あと。 

かくれ 場 はこつ そりして ゐる 力 

嫉 みに 燃える 耳 はきく， 

思 ひみ だれた ささやきと 

手桶の 水の したたり を。 


一一 一 八 六 

，をす る な ら — 心 力ら 1 

脅して やるなら —— 眞劍に I 

罵る のな ら —— 思 ひきり ！ 

なぐりつけるなら  血の 出る まで I 

嘩す る な ら —— 大膽 に ！ 

^罰するなら. i 正當 に！ 

恕 して やるなら II さ つ ばり と 1 

鶴 宴す るなら ！ 底ぬ けに！ 

X 

ああ ゥ * ルガが ここから 逆さに 流れるなら 

ああ 货 等が 生れ か はれるなら！ 

ああ 春の 花が 冬の なかばに ひらくなら！ 

ああ 我等 の 戀が 燃え て 決して さめぬなら. 

ああ 海の 底が 我等に さぐれる ものなら I 


ああ きれ い な 娘が あて になるなら I 

ああ 婆さんが みんな 若い 女に か はるなら ー 

ああ ブ ラ ン ディの まぜ 水が も つ と 少なく あ つ たなら！ 

ああ 盃 がいつ も 一 ばいで 口から 口 へ ま はるなら！ 

ああ この 地獄の 惡 魔の 間違 を 神が 正して くれるなら！ 

ああ 我等の ^ 襲が 銀貨で いつも 鳴ったなら！ 

ああ 我等が ふ だ ん 自分 の 齎 物で 行け るなら！ 

から 

ああ 貧乏人が つ ひぞ^の 胃袋 を もたぬ なら！ 

*  y  £ ま 二と 

ああ 入力 皇帝に 節實 を 告げるなら！ 

X 

秋 だ！ 庭の 木立 は 裸になって 

黄色な 枯葉 は 風に 吹き まくられる、 

ゎづ かに 遠くの 谷底に だけ 

木の 果が あかく 殘 されて ゐる。 

うれしく 悲しく わたしの 胸 は 鳴る 

默っ てわたし はお まへの 手 を 握る、 

私の 花 S 


お まへの 眼 は 涙に 濡れて ゐる、 

わたし は どんなにお まへ がいと しいか 1 

フゥ シキ ン pcaohkill.  (1 79911837) 

グ ルジェ ンの 丘の 上に は 夜霧 が た れ こめ 

ァ ラグ ァ の 河 波 は 泡立ちな がれる、 

わたしの 心 は 重く 沈み また 輕く 息づ く、 

げ にお まへ はわた しの 夢 と 憧れ をな だ め る 

わたしの たった 1 つの やさしい 面影よ。 

わたしの 心 を 悲しみの 慰めに うちまかす とき 

またもや 心 は 愛の 思 ひに 燃え あがる、 

どうしても 愛せずに は ゐられ ないから！ 

三 八 七 


\j ョレ ンソ ン Bjssson.  OS32II9S0 

問 答 

子供 

ねえ、 お父さん！ 森の 中 を 見廻しても 

ひっそり として ゐる のよ、 

一 羽の 小鳥 も 敬って やしないの。 

父 

あんなに 歌って ゐた 小鳥 は、 ^越えて 

南へ 飛んで 行った の だ。 

南の 國で 死ぬ かも 知れない。 

子供 

^哀 頃な 小鳥ね。 なぜ ぢっ として ゐ ないで せう？ 

父 

卜 d5 ま ra4 かさと 光りと が耍 るの た。 
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子供 

お父さん、 そんな 事して いいで せう か？ 

わたしたちが ここに 殘 つて 

P えて ゐ るのに 行つ ちま ふなん て。 

父 

^しい 春 は、 心の底から 湧き出で る 

新しい 歌 を よろこぶ。 

ト鳥は 今に その 歌 を 持つ て來て くれる よ- 

子供 

でも、 もし 冷たい 波で 死んだなら？ 

父 

そしたら ほかの 仲間が やって来 るよ。 

. 我が 好む 月 

たこ  9 

われ は讃 へむ 美 L き 四月 を 

4c きもの は 滅びて 


新しき 力の 芽ぐめば。 

四月 は 平和の 月なら じ、 

され ど その 平和、 何 を かせん、 

ただ わが 意志 を 通す ぞ よき。 

われ は is へむ 美しき 四月 を、 ， 

そ は 嵐の 如くす ベて を拂 ふ、 

氷 を 溶かし、 心 を ゆるがし ノ 

新しき 力 を 喚び おこし、 

夏の 來るを 喜べば ー 

シン ネェヴ ェの歌 

遠い昔の なつか しさ、 一 

幼な 同志の 野 あそびの 

その 樂 しさが いつまでも 

つづく と 思うて ゐ たもの を 9 


こんな 遊びの たのし さが 

ラち 

樺の 森から お 家まで、 

家から 寺の 庭まで も 

つづく と 思う てゐ たもの を。 

夕と なれば 君 待ちて 

もな^ | が 

樅 丘ば かり 見て ゐ たが、 ， 

木 かげ は 谷 をう ち蔽ひ 

君は路 さへ 知らず して。 

あこがれ 心に 君來 ます 

ときまで 待って ゐ たけれ ど， 

その 日 は 来ても、 急ぎ 來る 

人の 影 さへ 昆 えずして。 

いつも 見て 來 たこの 眺め、 

どうし C この 跟を そらされう、 


たと ひこの 眼 は 燃える とも 

ど ，つ し て 他所が 見ら れ よ う.。 

丘のお 寺が 慰め を 

くれる ところと 言 ふけれ ど 

どうして そこへ 行け ませう、 

君と 並んで かけられう。 

なぜに こんなに 神樣は 

尾 敷 をなら ベて くれた やら、 

飛んで 行けない 身 だもの を 

な^ 路^ かりが 昆 える や ら 0 

ど 5 してお 寺の こしかけ を 

並べて 置いて くれた やら、 

並んで かけて 聲 そろ へ 

敬 を 5 たはせ なさる やら。 


一一 一九 〇 

狐と 兎 

^がかくれ てる 樺の 木に 

荒野の 藪に、 

兎が ひよ いひよ い 跳んで ます 

荒野 を 越えて、 

「お日^ ここに 照り そこに 照り 

きらきら、 ちらちら、 

荒野の 上 を」 

狐 は 樺の 藪に かくれて る 

荒野の 藪に、 

兎 は ひらり ひらり 

荒野 を 越えて、 

一なん て樂 しい 日で せう か 

お ひらの やうに 跳べる もの はな 、 


荒野の 中 を」 

狐 は 樺の 木蔭に ねらって る 

荒^の 藪に、 

兎 は その 前に 飛んで 來た 

荒野 を 越えて、 

「おお こ はい！ 神樣 お助け」 

こ .5 つ  は. a  I 

「まあ 此奴 ここで 跳る と はけし からぬ 

荒野の 上で」 

母の 歌 


主よ、 荒磯に たは むれあそぶ 

このい とし 兒を 護り たまへ、 

き上 き * たま 

聖 靈 をお くりた まひて 

愛の 紐 もてい ましめ たまへ。 

水 は 深くて、 砂 は ゆるき も 

私の 花 K» 


絆 はつよ く 結ばれ たれば、 

永遠に 救 はれ、 生きながら へて 

きみが みもとに のぼり 行かむ。 

吾兒は いづこと 行方 知らねば 

灤き愁 ひに 母 は しづみ て、 

戶 をば 開きて 遠く 呼べ ども 

かすかに 答 ふる 聲も あらず 0 

さあれ 何處 にさ まよ ふと も 

このい とし 兒を 捨てた ま はじ、 

I 蘇ぎ みや さしく 天の 御國へ 

つづが 

恙もぁ ら で 導き たま はむ。 


羊 


わたしの 羊よ、 小羊よ、 

けば 

坂 は どんなに 1- しくと も 
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岩から 岩へ いさましく 

その 鈴 昔に ついて 行け ー 

わたしの 羊よ、 小羊よ、 

お まへの 毛皮 をよ ごすな よ、 

冬に なったら、 母さんが 

藩 物に こさへ て 着な されば。 

わたしの 羊よ、 小羊よ、 

お前の 肉 を 肥えさせよ、 

かはいい 羊よ、 母さんが 

スゥブ を こさへ て 下されば。 

ヴュネ ヴィ〃 

若い ヅ-ネ ゲイル、 いそいそと 

ちと 

戀 人の 許へ 飛んで 行く。 


歌 は ひびきます、 お 寺 を 越えて、 

小鳥 も いっしょに 歌 ひます、 . 

「su シスのお 祭りで 

みんな 笑って 蹄る とき、 

婚禮の 1% を 編みます る。」 

すみれ ー *  , 

牧場の 堇で 編みました， 

「わたしの 眼の やうに 靑 いから」 

男 は 花環 を 投げ上げて 

「か あいい 友達、 御機嫌よう！」 

男 は 歌って 行って しま ふ、 

「聖ハ ンス のお 祭りで 

みんな 笑って 踊る とき、 

婚禮の 花環 を 編みます る。」 

明るい 髮の 毛で 編みました 


「これ はわた しの 大切な 髮ょ」 

娘 は それ を 差 出した 

ちか 

紅い 唇 も 差 出した 

男 は 受けた 樂 しい 誓 ひ 

「聖ハ ンス のお 祭りで 

みんな 笑って 踊る とき、 

婚罎の 花環 を 編みます る。」 

白い 百合の を 編みました 

「これ はわた しの 右の 手よ J 

3 ほら 

紅い 薔薇の を 編みました 

^ これ はわた しの 左の 手」 

男は兩 つと も 受けて 眼 を そらす 

「聖ハ ンス のお 祭りで 

みんな 笑って 踊る とき、 

婚禮の 花環 を 編みます る。 J 
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みんなの 花で 編みました 

「もう 花 はちつ とも ありませ ぬ」 

&ん では 編んで は^ぐむ 

「これが わたしの 殘ら ずよ」 

だま 

男 は ii つて 貰って 逃げて， L まふ 

「聖ハ ンス のお 祭りで 

みんな 笑って 踊る とき、 

婚蹬の 花環 を 編みます る。」 


たうとう 色の ない の を 編みました 

「わたしの 婚禮の 花環な の」 

指が 靑 くなる まで 編みました 

「あなたの 妻の 飾りに と」 

男の 姿 は何處 にも ありませ ぬ 

「聖ハ ンス のお 祭りで 

みんな 笑って 踊る とき、 

婚蹬の 花環 を 編みます る。」 

一 i 


なま も 娘 は 編みました 

悲しい 心で 編みました、 

聖 ハ ゾ スの日 もす ぎて 

H も、 野 花 ももう すぎて 

氷の 花で 編みます る、 

f!!j ハ ンス のお 祭りで 

みんな 笑って 踊る とき、 

婚禮の 花環 を 編みます る。」 

あの 山越えて 

あの 山越えて、 その 先き は 

どんなと ころ か 知ったら ば ー 

ここよ ど ちら も fft ば 力 り 

森は黑 くも 5 ち つづく 

^く 行きたい、 ためら はず、 


行けない わけ もない もの を。 

あの 山越えて、 空 高く 

鷲 は 勇んで 舞 ひ 上る！ 

若い 力 を 5 ち ふる ひ 

瘦 ものめ がけて 突き進み ノ 

心の ままに やすら ひて 

他所の 岸邊 をな がめ やる。 

あの 山越えて、 その 先き に 

あこがれ もたぬ 林檎の 樹 II 

冬が すぎれば 花 ひらき 

夏 ともなれば 寶を むす ^ 

お まへの 枝に は 小鳥ら が 

たのしく 歌 をうた ひっつ。 

あの 山越えて、 あこがれの 


二十の 年 もた ちぬれば、 

つ ひに 望み も II しくて 

CC 曰と と 电- "薄ら デ ど、 

空飛ぶ 鳥の 歌 ご ゑ を 

閗 けば 心の 苦し さよ。 

あの 山越えて、 小鳥ら よ 

さそ 

こちらへ 何が 誘うた か、 

むかう に樂 しい 巢も あらう 

荬 しいと ころ は ある もの を、 

あこがれ 心 を 持て 來 たか 

つゆ さ 

われに 翼 はない もの を。 

あの 山越えて、 その 先き へ 

行き もえが たい^で あるか？ 

聳 f つ 岩 は氣を き 

永 は 道 をと ざす もの を、 

a の 花 K3 


この 山 かげの ふるさとが 

でつ ぎ 

つ ひの S! となるべき か。 

あの 山越えて、 世の中へ 

遠く わた しも 出 て 行きた い I 

ここ は 苦しく 息づ まる 

若い この 血 は 燃え立て ど 1 . 

ただ 上へ 上へ と 登り 行かん 

岩に 心 は碎け ざれ。 

あの 山越えて、 いつの 日 か 

1 度 は 出て 行く 身と ぞ 知る、 

主 は 待ちた まふ、 その 國の 

うる はし さ こそた のし けれ、 

その 戶の 開かぬ たま ゆら を 

思 ふが ままに あこがれん" 

三 九 五 


イン ゲ リツ ド.ス レツ テン 


シッレ ョォ ルの イン ゲリヴ ド*ス レ" テン 

しろがね こ がね  *  ,  ノ. 

白金 黄金 はない けれと 

どんな 寶も 及ばぬ もの は 

^さなき れいな 綿 頭巾。 


母の かたみ は ただこれ ばかり、 . 

小さな きれいな 綿 頭巾、 

母の 頭巾 は 金よりも 

もっと 重たく 力 力 や 力し I 


娘 はかぶった 二十 年 も 

かたとき はなさぬ 綿 頭巾、 

J な t め 

いっか 一度 は 花嫁 さまで 

神の みま へ でかぶ りたい。 
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かう してかぶった 三十 年 も 

L たしい したしい この 頭巾、 

いっかた のしい 花嫁 御に て 

お 寺へ かぶって まゐ りたい。 . 

かう してかぶった 四十 年 も 

やつば り 母 をお も ひつ つ、 

頭巾 も 古びた、 も 5 知れた 

花嫁 さまで はかぶれ ない。 

やがて 死にます、 死ぬ ほどに 

も 一 度 見た い 綿 頭巾、 

| るす  >  .* 

古い 黛笥を かき ま はした 力 

糸す ぢ 一 つも 見えなん だ。 


樹は靑 々と 芽ぐみました、 

霜が 言 ふに は、 「取って やろ か？」 

「ど 5 ぞ このまま こ 

花の 咲く まで 置いて おくれ！ 」 

ぶるぶる 顫 へて 樹 はたの みます。 

樹は 花咲き ま した、 鳥 は 歌 ふ、 

風が 言 ふに は、 「取って やろ か？ 」 

「どう J て, J のま まこ 

果實 がなる まで！ 」 

風に 描れ つ っ樹 はたの む。 

； ^の 

樹は實 りました、 日に きらきらと、 

娘が 言 ふに は、 「取り ましよ か？」 

S3 の 花 S 


「ああ、 ど 5 ぞ 取って おくれ、 

あなたの お好きな ほど」 

かうた のんで、 樹は身 を 屈げ ました。 

音 色 

森 を 子供 はさまよ うた、 朝から 晚 まで、 

朝から 晚 まで。 

そこで 聞いた よ、 不思議な 歌 を、 

不思議な 敬 を。 

子供 は 楊で 笛 を こさへ た、 

笛 を こさへ た、 

吹いて 見ました、 鳴る か 鳴らぬ か、 

鳴る か 鳴らぬ か。 

音 いろは 起った 息す る やう こ、 

一一！ 九 七 


息す る やうに， 

けれどす ぐ また 消え てし まつ た、 

消えて しまった 0 

子供が 眠る とそつ と 出て 來て、 

そっと 出て 來て、 

昔 いろは 額 を やさしく 撫でた . 

やさしく 撫でた。 

さ- 

つ  かまへ  ようと  一し、  すばやく 醒めた 

さ 

すばやく 醒めた. 

歌は殘 つた、 靑ざ めた 夜に、 

靑ざ めた 夜に。 

「どうぞ 神樣、 おつれ 下さい、 

おつれ 下さい！ 

歌 はわた し をく る はせ ました . 
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くる はせ ました」 

神 は 答へ て、 「あれ は 友 だよ、 

あれ は 友 だよ！ 

けれどお ま へ の ものに はならぬ 

ものに はならぬ 0 

どんな 歌で も あれほど 逃げぬ、 

あれほど 逃げぬ、 

、< くら 求めよ 5 ともつ かま へら， ス ぬ . 

つかま へられぬ！」 

少女の 敎 

われ は 思 ひぬ、 われ もまた 俸 犬に ならむ 

ただ ir  く こ の 里 を 出で 立た ば と、 

わざ 

かくてす ベての 業 を 忘れて 


ただ 旅 をのみ あこがれぬ" 

* とめ 

その とき 少女 の^を 見入りて 

われ は 旅 をば 忘れたり、 

今 われ 少女と 安らかに 

さら 

住む ぞ こよな き 幸と する。 

われ は 思 ひぬ、 われ もまた 偉大に ならむ 

ただ 潔 くこの 里 を 出で立た ばと、 

こころ 

精神の 國に 打ち出で て、 

若き 力 を！ k さむと。 

そ の とき 少^ は 言葉な ら で 

われに 敎 へぬ、 この 世に て 

9 ^ま 

い とよき もの は譽れ ならで 

正しき 人と なること ぞと。 

われ は 思 ひぬ、 われ もまた 偉大に ならむ 

.5 さぎぶ 

ただ 潔 くこの 里 を 出で立た ばと、 

私 の 花 S 


この 故 1 は 冷たくて 

人み なわれ を あざける と。 

やとめ あ 

され ど 少女に 會ひ てより 

愛に かがやく 世と 知りぬ、 

すべて はおの が 迷 ひに て 

この 世 は 上な き惠 みぞと。 

愛の 賜物 

t 力 にして 力 力くな りけん 

で rT: つ 

嵐 も 洪水 もなかり しに、 

心の中の 小 流れ は 

やがて 大河と なり か はり、 . 

徵 しく 海へ と 注ぐな り。 

生命の 中に もの ありて 

あこがれ 心 を 呼び さそ ふ、 

三 九九 


いざな ふ 力、 やさしの 胸、 

惱み、 苦しみ、 旅 出の 願 ひ 

たまも^ 

安ら ひ 抱く、 愛の 賜物。 


-のら 


^命のお くりし この 使 ひ、 

さち - « 

われ をば 呼ば ふこの 幸に . 

祌の 攝理ぞ あら はるる、 

わがた め 道 を や はらげ て 

わ ルをズ I しく 導きた まん 


歌の 力 


小さき 歌の あたへ し 力に 

生の 喜び、 また 悲しみ も、 

春の ごとくに 萌え立つ 胸に 

露の ごと、 日影の ごとくし たたり e 

い かなる こ とも はやす で に 


woo 


心 を 破る こと あら じ。 

ノ かなる こと も わが 歌 は 

愛と 光りに 變へ ぬべ し。 

小さき 歌の あたへ し 力に 

あ こがれ 望む もの を 得 たれば、 

今 は 心 をい ましむ る もの も 

這 をば はばむ もの もな し。 

ただ 矢の 如く 進まば や、 

世の 苦しみ も 恐れずに 

その 住む 里に 限りなく 

愛と 光り は ある もの を。 


小さき 歌の あたへ し 力に 

人に いむ かふ 力 も 出で ぬ、 

さまよ ふ路に 出で 會 ひたる 

人 を はげます 力 も 出で ぬ。 


つねに 絕 えせぬ 喜び は 

入 もお のれ も わかちな く 

ともに たのしく 歌 はんこと ぞ、 〗 

愛と 光りの 中に して。 

ィフセ ン  Ibss*  (I82S1I906) 

建築の 計畫 

わたしの 最初の 詩が 紙上に 印刷され たの は 

つ い 今日の ことの やうに 思 は^る。 

わたし は 踏臺の 上に 腰かけて、 煙管 をく はえて 

煙草 をす ひ、 考へ、 夢想した —I 樂 しい | 間よ！ 

わたしの 築いた 蜃 氣樓、 それ は 立派な 建築で 

つ ほさ 

一 つ は 大きく、 一つ は 小さい 二つの 支屋" 

SS の 花環 


大きい 方 は 不朽の 詩人の 精神の ために、 

小さい 方 はまた 美しい 少女の ために。 

この 計畫は 初め どんなに 美しく も 完全に 見えたら う！ 

あ 4 一 

だが 後で それ は殘 念ながら 變更 された。 

建築 師は 理性に かへ つて、 城 は 直された、 

S さ 

大きな 支屋は 小さくな り、 小さ いのは 繼ぎ 足された。 

消えて しまった 

にぎやかな I 宴が すんで 

廊下の はてに、 

最後の 客の さやうなら I 

それ も 消えて しまった。 

またもや 何とい ふ 寂し さ、 

さっきまで は 互に 耳 を 傾けて、 

四 2 


たのしい 歌が わたし を 

すっかり 醉は せて ゐ たもの を。 

その すべてが ただ ほんの 數秒 間の 

夢に すぎなかった やう。 

彼女が 最後に 殘 つた 客 だ つ たが 

それさへ もう 行って しまった" 

小鳥の ® 

ふたり は步 いた 五月の 日に、 

謎の やうに 不思議に 

胡.^, の やうに しんとした 

並木の かげ を。 

西風が そよ そよ 吹いて 

みんな 氣 もちよかった。 


no  二 

と ある 木の 枝に は 一 羽の 鳥が 

雛を脊 てて 鳴いて ゐた。 

わたし は 詩人の 夢 を 描いて みせた I 

あらゆる 色彩 を惜 まずに。 

ふたつの 鳶 いろの 眼 は 心 をと めて 

はれ やかに 輝いて ゐた。 

寸れ ども ふたり  の 頭の 上で は 

何だか 笑 ふやうな 聲 がした 1 1 

ふたり は それき り 別れて 1 まひ 

二度と ふたたび 逢はなかった。 

"まひと りで さまよへば 

並木の かげ を、 

小鳥の 歌 はわた しの 胸の 

苦しみ をな ほ 重く する。 


ふ たり の 言 つ た 最後の 言葉 を 

雀 はちゃん と覺 えて ゐて、 

それから 歌 をつ くりだし 

それに 曲節 をつ けたの だ" 

菩提樹の 枝の 上で 

鳥と いふ 鳥 はうた ふ、 

並木の かげの 

あの ふたりの 五月の 散歩 を 

V  /|  ^  K  Wilde.  (IS54——I9C5) 

キ イツの 墓 

その 苦しみと、 いつはり の 世より は/よれ c、 

» の 花 B« 


この あたらしき 殉敎者 は、 ここにい こへ る、 

生と 愛の はじめの 芽生え を 摘まれ、 

5 ろ は 

セバ ス ティア ンの 如く 美しく 早くた ふれて、 

つ ひに ここなる 神の 靑きテ ントの もとに。 

£ こすぎ .5 ち A 

扁柏も 水 松 も 陰 を ささね ど、 

やさしき 堇は淚 の 露 もてい と忠實 やかに 

とこ 

常 あらたなる 花の 紐 をば 結べる もの を。 

誇り たかき 心 は 苦しみに や ぶれず、 

ミ ティ レ エネ は 更に あで なる 1 ^を 知ら ざり き、 

おお 英吉利の 詩人の 畫 家よ！ 君が 名 は 

水に 書かれぬ II され ど 水と 共に 流れ ざり き、 

われらの 淚は 君が 思 ひ 出を綠 にた もつ、 

ィサ ベラが バ ジ リオの 樹を たもちし 如くに。 

籙馬 にて 
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ブラウ 二 ング夫 入 

Elizabeth  Barrett-Browning  (180611801〕 

h 曲 (大意) 

重き 心 を われ はは こびぬ 

幼き 日より、 君 を 見る まで。 

ただ みに f. みの みぞ つらなりつつ、」 

二 胸の とどろく ままに、 

眞珠の 飾りの ゆらめく やうに 

樂し くも を どる かの 喜びなら で。 

望み も われに は 苦き ものと なりぬ 

，のめぐ み も 力なき まで 

わが この 重き 心 を はこび 行く とき 

さは あれ、 た ふとき 救 ひの 君よ、 君 こそ は 

その 君が み 胸の ふかき 底 ひに 

# ぎ 下りて やすらへ とぞ。 君が まに まに。 


四 〇 四 

さて、 君 は その 胸の 戶を とざしつ 

つれな きさ i% の 前に われ を かくま ひた まふ。 

クリスティナ •  ロゼッティ 

Christina  Rpssetti  (IS3OI1S940 

0  u  h  (部分 譯) 

若しも かの 君、 今日 この 日、 この 日 を ここに 

來 ますなら、 いかにた のしき 今日なら む 

さは さりながら、 かの 君 はい ま 離り つれ 

わが 身より、 海 をへ だてて わが 身より 

ああ かけり ゆく、 かけり ゆく、 かけり ゆく 鳥、 

いまわれ の 病みて 死ぬべき ありさま を 

かの 君 こ 告げよ、 あたたかき 西の はてなる 

I* ち 

ふるさと へたち かへ り ゆく 途す 力ら 


われに ひとりの 姉：^ と、 忠實 なる 狩獵の 

犬と、 また、 人に な づきし 鳩と あり、 

さらに も ひとつ 持ちたり き、 嘗て は ひとつ。 

今やな し、 わがめ ぐし. ひと、 めぐし びと" 

このつ かれた る 入の 世 はいと も つめたし、 

われ ここに さびしく ひとり 殘りゐ て 

老い ゆく を 待つ かなし さに いかで か堪 へむ。 

むしろい ま、 いま 死に 遠く ゆかば やな。 

ねが ひ (意 譯) 

願 はくば、 澄める みそら を、 よろこびの 翼 も かろく 

翊り ゆく 小禽の ごとく われ も あらな む。 

また 願 はくば、 ある 日 ある 時、 ふとし も閡き し、 

さはれ しばしば ひとり 寢の 夢に は 入り L, 


I ともい とも 胸 躍ら せし かの 歌 を聽き て あらな む。 

また そよ風に ゆらぐ 床の 上の 白百合の 影。 

また ある は、 ここに しるせし 凡てに も換 へがた き 

愛の 言の葉、 愛の 心の たかき 反響 を。 

JI ナ 

さらに また、 かへ る 時な き 丈. のびし ありし 望の 

V とうれ しく、 いとなつ かしの 思 ひ 出に 棲まむ 事 を も o 

^ 夢 (謹)  T 

ああ 幽靈 のかの 國 にわれ は 一 人の 友 を もつ、 

とく 見出で たる、 あな あはれ、 またとく 早く 失 亡 こしょ 

*^  5,3? さ 

紅 あさやけき 海草の うちつけられて しづくす る、 

力の、 や 遠き 荒 磯邊の 波つ よくうつ ほとりに て。 

われ 臈を醒 ますた び ごとに 惡 夢の ごとくつ きまと ふ。 

恐れに 髮は波 を 5 ち、 Is しっけら るる わがから だ、 

な ざ 》 

眸 くらく、 をのの きて 碎 かれぬべき 心 かな。 

ひ、  -S つ 

^め 力く したる くらやみの j の 祕密の 胸 を 這 ふとき 0 

四 〇 五 


ノエ j ィ Shelley  (I792—IS22) 

死 

- 

SUM 

.K 等 は 逝け り、 逝きて か へらず、 辛苦 は 一 

髮 白く H がる この 若者 は、 くちあけし 

墓穴の ほとりに 坐して、 彼等 を 呼ば ふ。 

その 悲しげに 呼ぶ もの は、 緣 者の、 友の、 

愛する ものの 名な り — 彼等み な 逝け り、 

あはれ なる もの、 皆 逝け り！  {1 しき 名のみ 殘 りて 

このい とも 見なれ し 眺めよ、 悲しく も l 

この 墓の み ― ひとり 殘れ る。 

^ 恐よ、 わが 親しき 友よ， おお、 泣くな かれ！ 


no 六 

&が 慰めら £ こと も —不義なら じ、 

われ 汝が 彼等の すま ひの 戸より、 彼等と ともに 

しづかなる 日沒 をな がむ る を 見 たれば、 ここ もお な 

じく 

明るく しづかな り、 され ど それ も 束の間。 

いまや &が 失せ、 &が髮 は 灰と なりぬ。 

このい とも 見なれ し 眺めよ、 悲しく も II 

この 墓の み I. ひとり 殘れ る。 (ちば〕 

死 

一 

vpt ここに あり、 またかし こに あり 

死 1 、，ヒ ると ころに その 手 を ふる；？ 

ま はり も、 5 ち も、 上 も 下 も、 

みな 死なり 11 われら もまた 死なり。 


死 は そのし るし を旣に 接せる を、 われらの 上に、 ， 

われらの 感ずる もの の 凡てに、 

われらの 知る もの、 恐る る ものの 凡てに、 


ョ 

け らく 

まづ、 われらの 快樂が ほろび II 

さらに 希望が ほろび、 恐怖が ほろ ぶ II 

これら 失せな ば、 かぎられし 時は盡 きて- 

塵 は 塵に かへ り ，—— われら また 死す。 

われらが |j でい つくしむ ものの 凡ても 

われらの ごとくに 消え 失する こと、 

さビ « 

これ ぞ われらが 悲しき ；連命 ならず や i . 

私の 花 ほ 


愛すら もまた ほろ ぶ 世 なれば。 (1824) 

愛 の哲學 

泉 は 河と 溶け合 ひ 

河 は 海と 溶け合 ふ、 

空なる 風 はと こし へ に 

たの しき 思 ひ とまざる。 

ひとりなる も 世に は あら じ、 

おさ 

すべ て は 神の 法則に よりて 

ひとつの 靈と 溶け合 ふ を、 

など われ のみ 君 と 相 得ざる ？  I . 

見よ 山 は. S にくち づけ 

四 〇 七 


波 はかた みに だき 台 ふ を、 

もし その ともを 斥けな ば 

花 はいかで かゆる されむ、 

日光 は 地 を かきいだ き 

月 かヂま 海に く ちづく る、 

何 かせん この 凡ての たのしき わざ も、 

君 だ に われに くち ふれず ば！ (ちち〕 

ノォヾ レデ Lspardi  (I79SI1S370 

0  * ほ 


こ .の 


この あら はなる 丘ぞ われに はつねに 好ましき 

また 湊き 地平の ながめ を • 

わが 眼に 遮る この 生垣 も。 

ここに 坐して I！ が を 見渡し、 われ は 夢み る、 


n〇 八 

しじお 

果てな き廣 さ、 世の常なら ぬ^ i 

いと も 深き 安息の、 かなたに ある を、 

かの 低き 垣根の かなたに。 

かくて、 心 は 恐れに ふる ふ。 

枝 の^に 5 そぶ く 風を聽 きつつ、 

かの 限りなき 靜 寂と、 この 高き 聲とを 

くらべ 見て、 われ は 思 ふ、 永遠 を、 

死せ る &月、 なほ 生ける この 瞬間と • 

また その 聲の いかに 響く か を。 

窮 みなき 萬 有の 中に 心 は しづみ 

この 海に 沈まん こと ぞ、 われに たのしき I 

おも ひで (部分 譯) 


x 


る  h  ュ、 フ J  、 

美 t しき 星よ、 昂ょ おも ひき や 扣ォ 


tc  、ふ 

わが 父の 園 生の 上 高く 輝きなら *" 


おんみら とまた かく も罎 せむ と は。 

わが 旣に 童の 折りより 住み 來 つる、， 

また わが 喜び のい ち 早き 終り を 見つ る、 

この 家の 窓よりか くも おんみら と 語らん と は。 

風 はもて 來る、 この 小さき 市街の 塔より 

時告 ぐる 鐘 を。 思へば、 この 響 こそ、 

-TIC* へ 

わが 童と き、 いと 暗き 部屋に こもりて、， 

身 を とりめぐ る 恐れの 中に 眠り もやら で 

朝 待ち かねし 夜々 の わが 慰めな りき。 

われ をめ ぐる もの、 わが 眼、 わが 耳に 入る 

ものの 凡て は、 われに 一 つの 面影 を 齎らし、 

いと 甘き 思 ひ 出ぞ、 心に 喚び 起さる。 

さはれ そが 中には、 今の 苦し さ、 過ぎに し 時の 

あだなり しあ こがれ ぞ、 苦しく も 混ぜられ たる、 

なが 

わ 力 こ と 過ぎぬ との 苦き その 思 ひこ そ！  

£ の 花！ 8 


おお 汝等 凡ての 希望よ、 汝 やさしき 靑 春の 日の 

まぼろしよ！ 心 はつねに 汝等 にかへ る。 

いかに 時 は 急ぐ とも、 いかに 思想と 感情と は 

變 ずると も、 かって われ は 汝等を 忘れ ざり き！ 

まぼろしよ、 われ は 知る、 名譽と 光榮と は。 

け らく 

幸福と 快樂と は、 ただ^しき 願 ひのみ。 

益 もな き 生 は あだなる 苦痛。 されば こそ、 

としつき 

たと へ 我が 歳月 はすべ て 空しから むと も、 

我が 死ぬ ベ き 命 はくらくす さびて あらむ とも、 

幸福 は (われ はよ く 知る) われに 僅か を 奪 ふの み。 

され ど ああ、 わが 汝等を 思 ひ 出づる ごとに、 

汝等靑 春の 希望よ， かって かく もやさし く 

わが 前に 漂 ひし ものよ、 われ はわが みすぼらし くも 

悲慘 なる 生 を 思 ひて、 かく も 多 かりし 美しき 希望のお、 

ただ 死の みが、 今日な ほ われに のこれる を 知る。 

E0 九 


心 は をのの き、 かかる 蓮 命に はた だ 一 つ だに 

慰めの あら じと ぞ おも ふ。 

さて、 もし、 この 常に 願 ひて し 死の われに 近づき、 

わが あらゆる 不幸の 終^に 允ち、 地 はわれに 

見知らぬ 谷と なり、 わが 眼に 未 來の消 ゆると き、 

その 時 汝等を われ は 思 ひ 出 でん、 汝 等の 面影 は、 

われに 最後の 嘆息 を 値せん、 わがい たづら に 

生きたり しこと をい と 苦く 思 は せつつ も、 

好運の 日の 甘 さの 中に、 苦汁 をば 滴らすべし。 

誰か 嘆息な くして 汝等を 思 ひ 出 でんや 

おお 靑 春の 曙よ、 おお 汝等 美しき 

云 ひがたく 樂 しき 時よ、 幸福なる 者に 

輝 やかし くも 少女の 徵 笑の むか ふとき！ 

その 時ぞ 凡ての もの はき そ ひて 彼に 微笑 をお くる _ 

ま I" す、 ある はねむ り、 ある は ゆるして。 


四 一 〇 

さて 世界 は I おお 稀れ なる 奇蹟よ  

こ の 無經驗 なる 者に その 手 をの ベ て 

助けん とする かと 思 はる。 彼の 迷 ひ を ゆるし、 

あたらしき 生の 歩み を 祝 ひ、 彼を迎 へ、 

我が 主よ と 媚びへ つら ふ U 

しばし の 時よ！  ®g の ごとくに そ は 消え去る。 

ノ まだな ほ 不幸 を 知らぬ その 者に、 

はき も樂 しき!. が は 過ぎ去る。 そのよき 時 は、 

その 者に、 はや 靑春 は、 ああ、 靑春は 消え去る！ 

X 

あはれ ネ リナよ！ い かなれば &が思 ひ 出 を 

ここなる 人々 はつひに 語らざる？ いか なれ H 

わが 心より 汝れは 消え失せ しか？ 何ぎ へ 行きし？ 

いとしき ものよ。 ただ われの み、 ここに ひとりして 

今 もな ほ 汝れを 思 ふに。 ああ、 汝 が^^ U 

また 汝れを 見 じ。 かってが がわれ と 語りし 


その 窓 は、 今 はた 星の 光り ゃ覺 束な くも 

ただ 悲しげに 映せる のみ、 中 はも ゥ 

何處へ 行きし が は、 汝が聲 を、 いま、 

われ は 再び 聞く を 得 じ。 汝が 唇より 出づる 

こわね 

遠き 罄音の われに 迫りて、 わが 血 を 

胸より 頼へ との ぼらせ しかの 日の やうに。 

はや 過ぎぬ ー 過ぎ去りぬ、 汝が生 は、 

いとしき ものよ、 汝れは 逝きぬ。 

こと 

今 また 異なる もの 来りて、 この 世 を わたり、 

この 匂 はしき 丘に 住むな らん。 

おお、 速 かに 汝れは 逝け るよ、 汝が 生涯 は 

ただ 夢 の 如くな りき！ が が かしこに て 踊りし 時、 

喜びに 汝が額 は 輝き、 眼に は 思 ひも 深き 

安らぎの、 靑 春の 光の 輝きし を I 

そのと き 蓮 命 は、 いち 早く そ をば 消しぬ、 

今ぞ靜 かに 汝れ はやす らふ。 ああ、 ネ リナよ、 ■ 

常にな ほ わが 心に は、 古き 愛 こそ 消え やらね。 

S の 花 ほ 


あまた 度び、 祭りに、 人の つど ひの 中に 

われ は 密かに 自ら 云へ り、 おお ネ リナよ、 再び 汝れは 

ま U 

踊りに も 祭りに も、 身 を 飾るな く、 交る 事な しと！  

かくて 五月 来りて、 綠の 技と 善き 歌と を 

れらぺ  をと め 3 

愛する 童の その 少女 子に ささぐ ると き、 

な，？ •  ち 

われ は 云 はん、 ああ ネ リナよ、 がの ために は 

かへ  かへ 

春 は 再び 還ら じと、 愛 は 再び 還ら じと！ 

伊太利 小唄抄 

(花の リトル ネレ) 

〇 

罌粟の 花よ。 

戀 のために は 死に はせ ぬ、 ， 

心が 病氣 になる ばかり。 

〇 

四 一 一 


わたしの 吐^が 火であった らば、 

天 も 地 もみな 燒け よもの。 

<雀 花の 花よ。 

一度 その 火が つけられたなら、」 

閽の 中に も ■ が 殘 る。 

牧場の 花よ。 

煙草 は 上等、 煙草 入 も 上等、 - 

一 CKe つて は そなた を 思 ふ。 

K た^き やう -; > 

巴旦杏の 花よ。 

む を くれと いはれ てあげ ましたのに 


四 一 二 

IS つて いぢめ てよ いもの か。 

りんご  - 1  f 

林檎の 花よ。 

母さん わたしの 胸に 手 をお いて、 - 

「不幸な 娘よ」 とおつ しゃった。 

窓から 海 をみ おろせば 

みんな 知らない 舟ば かり 」 

あの人の 舟 はない もの を • - 

o 

聱顏の 花よ。 

死んで 天國へ 行った とて 

そなたが ゐ なけり や 引返す" 

〇 


市場 に 立って る 家なら 好きよ、 

時計が 打 つ とき 見上げられる し 

あの人が 通れば 見えます から。 

窓に 出て 見り や、 外 は 夜の 闓。 

敷石 を わたしの 淚が 濡らし ま T、 

美しい ものの 泉よ、 よくお やすみよ- 

水仙の 花よ" 

娘が 歌 ふなら 結婚が した さ、 . 

散步に 出る 男は戀 した さ。 

窓から 波 をかぞ へて みたら 

かぞ へられよ かわた しの 惱み 


誰が 答へ をして くれる。 

西班牙 俚諺 抄 

〇 

山の 木で さへ さだめ は 別よ， 

神樣 になる、 炭になる。 

今夜 は うれしい、 あの、 クリスマス 

眠って すごす 晚で なし。 

〇 . 

金が あるとき ゃト マ スの 且那、 

金がなければ この トマ ス。 
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文 


ク 

ノレ 

ゲ 

ェ 
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…… 讀 者が 此の 『散文詩』 を 1 息に 讀 過し ないや 

うにと 望みたい。 でな 1、 その 結果 は 恐らく 退 

屈を來 して l そして 「歐羅 巴の 使 ひ」 は その 手 力 

ら琅 落されて しま ふ であ^う。 むしろ I 篇 づっ讀 

んで 頂き 度い、 今日は これ、 明日 は あれと 云 ふ 風 

に 1 さう したならば、 多分 その 中から 何物か^ 

その 胸に 刻み 込まれる であらう と 思 ふ …… 

ッシ ゲェ ネフの 書翰 力ら 


序 

ツル ゲェ ネフ の 散文詩 は 詩の 衣裳 を まとうた 哲學 であ 

る。 近代 文學の 生んだ 最も 餐拔な 詩で ある、 しかして 又 

此の 薆鬱な 露 西亞の 天才の J 生の 慷悔 である。 その 中に 

は ツル ゲネェ フの 全 作品 を 1 貫して ゐる 凡ての 特色が コ 

ン 1r ンス あれて ゐ ると 云って よい。 されば この 小 篇は旣 

に屢々 多くの 人に よって 譯 せられた。 今 此の 飜譯 は、 徒 

らに屋 上屋 を 架す る もの かも 知れない。 た 5- 私 j 個と し 

て は 此の 我が 熱愛す る 詩集の 譯書を • 自ら 出すべき 禰會 

を與 へられた の を 感謝す る だけで ある" そして 私の 志し 

たの は、 これに 詩的な 流麗な 日本 文の 着物 を 着せて、 眞 

に 散文 翳の 名に 背 かざらし めんと する にあった が、 これ 

は 私に とって は 不遜な 無謀な ことだった かも 知れない。 

1 體、 旣に屢 々譯 出せられ た 書 を 更に 飜譯 する 者 は、 

多くの 利益 を 有する と共に、 また それに 劣らぬ 下 利 を 有 

する。 先人の 敎を 受ける の は その 利益で、 的確な 譯語を 

先人に 占められ、 なるべく それ を套 襲し まいと て 苦心 を 

して、 反って 無理 を來す 如き は その 不利な 點 である。 曾 

て、 獨人 スト ロト マン、 その シ H レイの 詩集の 譯 本に 序 

ツル ゲェ ネフ 散文詩 


して、 先人の 努力 を どれ 位の 程度に 利用すべき かの 間 題 

を 論じて、 多くの場合 外國詩 家の 語句 を 最もよ く 自國語 

もて 現 はす 言葉 はたった 】 つし か 無い、 故に 後人が の 

虛榮心 若く は その 義務の 誤解に よって、 先人の 的確な 譯 

語 を 避ける こと を妥當 ならず とし、 自分が 先人 を 凌駕し 

得ない と 思 ふ限リ は躊鐯 なく それ を 利用した 事の 吿白を 

恥ぢ ず、 自分の 譯が どれ 位な 程度に 獨立性 を 有する か は、 

こホを 批評家に I 任す ると 言った。 私 もまた その fssy で 

ある。 (なほ 此間 題に 就いては、 旣に 批評家の 注意が 向 

けられるべき 時と なって ゐ ると 思 ふ) 從 つて 私の 飜譯が 

卓越した 先人 上田 敏氏、 篤實 なる 仲 田 滕之助 氏、 草野柴 

二 氏 等の 譯に負 ふところ 多き は 言 ふ 迄 もない。 然しな が 

ら、 先人と 意見 を 異にした 點 ももと より 尠く はない。 

此の 譯書の テキ ストと したの は、 ヰル へ ル ム • ランゲ 及 

びコン スタン ス* がァ ネットの 西 歐語譯 で、 遣憾 ながら 重 

譯 である。 なほ 卷 末に 解題と 註 釋とを 添へ たの は、 年若 

ぃ讀者 諸君の 手引に と 思っての 老婆心に 過ぎな い。 

I 九 I 七 年 六月 

,  譯 者 
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第 一 〔一  <セ< 年〕 

田 舍 

七月 終りの 日。 この あたり 一千， H ルスト は露|、 

i の l^fsta つて、 唯 一片の 雲 切れが その 

面に 半ば 漂 ひ、 半ば 消えて 行く。 風 もな く、 暖かで：. 

…芬氣 はし ぼり 立ての 牛 孰の やう だ！ 

Ifi は 囀り、 はく  \ と 啼く。 聲も 立てず 燕 は 空 

を 飛び交 ふ。 馬は蟖 いたり、 もの を嚙ん だり する。 リ 

よ 吠え もしないで 尾 を 振り 乍ら じっと 立って ゐる 

烟 や^? の 匂 ひ、^ I や 驚の 匂 ひも ほのかに する。 

添よ すでに 滿 開で、 重苦しい 芳香 を 放って ゐる 

深い けれど なだらかに 下りて ゐる 谷。 兩 側に は 大き 

な 頭 をした 幹の 下で 裂けて ゐる 楊柳の 並木が ある。 4 


U はこの 谷 を 走って ゐる。 その 底の 小石 はきら くす 

る 波間に ふるへ て 見える。 まの 遠方の 夭と 地との 境 

界こは 大河の 靑ぃ 筋が 輝いて ゐる。 

この 谷 こ 沿うて 1 方に はき ちんと した 物置 や、 びつ 

たり 戶の しまった 小さな 納屋が ある。 他方に は縱 の 木 

ずの 變 yki つ 六つ ある。 どの 屋根に も 鳩小舍 

のつ いた 高い 柱が 立って ゐて、 どの 戶 口の 上に- 4 の 

短い 鐵 製の 馬が 見える。 s だらけな ぎ 子 は 虹の セ色 

に 輝き、 窓の «1 は 花瓶が 描かれて ゐるひ どの 家の 前 

こも 小さな 腰掛が 一 つづ \き ちんと 置かれ、 小高い と 

ころに は 猫が ひ 曰 i ぼつ こ をして、 透き通った 耳 ^ ば 

だて」 ゐる。 高い 敷居の 向に は凉 しさうな 暗い 外 房 力 

見える。 

^fet を i けて 谷の mi に橫 はった" あたりに は 

息.. つまる ばかりの 香 ひ を 放つ 別り 立ての 草が 積み上げ 

られて ある。 拔目 のない 農夫 達 は その 草 を 小舍の 前に 

擴 f て、 もっと 曰 光に ■ て、 それから 納屋に 收 めよ 


うと 云 ふの だ" その上なら ぱ よく 寢られ る ことで あら 

ゥ みぐ さ 

積 草の 中から は 縮れ 髮の 子供の 頭が のぞいて ゐる。 

と さか  ほしぐさ 

鶏^の ある 籙 の 乾草の 中に 蝤ゃ 小さな 甲蟲を 探す。 ま 

だ 鼻の 白い 子犬 は 網の やうに なって 草の 中に ころげ 廻 

つ て ゐる。 

ブ 口 ンドの 髮の毛 をした 若者 達 はさつ ばりした 上衣 

に帶を 低く しめ、 重たい 靴 を 穿いて、 馬具 をはづ した 

じ L/IT-54 ん 

車に 寄り か  つて、 白い 齒を 光らして、 冗談 を 言 ひ 合 

つ てゐ る。 

丸顔の 若い 女が 窓から & いて、 若者の 冗談 や、 乾草 

の 山の 中で 子供達の ふざけ 通つ てゐ るの を 笑って ゐ 

る 0 

今 I 人の 若い 女 は 逞しい 腕で もって 濡れた 大 釣瓶 を 

つるく 

井戶 から 汲み上げて ゐる …… 釣瓶 は搖れ 動いて、 光つ 

た 長い 滴 を 底へ 垂らして ゐる。 

はかま 

私の 前に は 新しい 縞の 袴と 新しい 靴と をつ けた 婆 さ 

y ルゲェ ネフ 散文詩 


んが 立って ゐる。 

日に 燒 けた 瘦 せた 頸に は 大きな 空洞の 玉 を 三 列に 卷 

；  f .  P らが あた *< 

いて、 赤い 玉 を 染めた 黃 色な 手拭で 白 髮頭を 包み、 そ 

れが 曇った 眼の 上に すべり 落ちて ゐ る" 

けれども その 老眼に は 人を迎 へる 笑 ひが あり、 その 

皺の 寄った 顏 中には 笑み をた \ へ てゐ る。 この 婆さん 

は 七十 臺には 手が 屆 いて ゐ るに 違 ひない …… それでも 

未だ 昔の 美しい 面影 は 窺 はれる。 

日に 燒 けた 指 を ひろげて、 婆さん は 右手に 穴 倉から 

.  つめ 

出した はかりの 冷たい ク リイ ム 入りの 牛乳の 椀 を 差 出 

して ゐる、 椀の 外側 は 零で 蔽 はれて 眞珠の 紐 を 垂れた 

^ ん  か =£リ 

やうで ある。 左手の 掌に は溫ぃ 麵飽の 大きな 塊 を 私に 

持って来て、 /旅のお 方、 ようこそ お出でになり まし 

た、 どうぞ これ を 召 上って 下さい！」 と 云 ふやう だ。 

雄鷄が 俄かに うた ひ 出して、 忙しげに 羽 きする と 

小舍に 閉ぢ籠 めら れてゐ た 犢が懶 がに それに 答 へ る。 

「こり やすばら しい 燕麥だ ！」 と 私の 馭者の 言 ふ の が 

四 I 九 


閗 える ：： あ \、 廣々 とした 露 西亞の 田舎の 滿 足よ 

平和よ、 議 よ，. あ、、 深い 平和よ、 II 活 よ！ 

すると 15 がな しに こんな 考 へが 浮んで 來た、 コンス 

，  ✓  らゃラ かく  1 ，1 

タンす ォ プル の If ソ フ ィ-ァ 寺院の 圓頂閣 の 上に 千 字 

架 を 建てよう とか、 その外 我々 都會の 者が 懸命に なつ 

てゐる 事が、 此處で 我々 に 何の 價 値が あらう ぞ！ 

一 八 七 八 年 二月 

會  $ 

「ュ ング フラウ もフ インス テラ アル ホルン もォた 

て 人間の 足に 踏まれし ことなし」 

ァ ルプ ス の 最高峰 …； 蛾々 たる 懸崖の 連績 …… 山脈 

* つ. なか 

の眞 中。 

U の 上に は 淺綠の 澄み渡った 默 せる 空。 身に 沁み 渡 

る 烈しい 寒氣。 かたい、 輝く 雪。 その 雪 を 賞いて 聳え 

b んぁん  ？  ^ 

る I こ 鎖され 風に 吹き はら はれる 陰 暗た る峯 
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地平線の 兩 端に は 二人の S 人が 立って ゐる。 ユング 

フラウと、 7 インス テラ アル ホルンと であ^ 

ユング フラウ は その 隣人に 言った、 「何 か 新しい 事が 

あります か？  «L は 私より よく 見える でせ う。 下界 

こよ 可が あります？ .一 

幾千 年 は 過ぎ去った。 た^ 一瞬で ある。 すると ブイ 

ンス テラ アル ホルン 11附リ の 轟く やうな 聲 もて 答 へ る、 

「地 ま 深い 雲に 蔽 はれて ゐる …… まあ 待ちな さ、！ 」 

苒び 幾千 年 は 過ぎ去った。 た^ 一瞬で ある。 

「さあ、 今 丈？」 と ユング フラウ 力 BS- ュ 

「今度 は 見える。 下界 は何處 もま だ 元の 儘 だ。 靑ぃ水 

黑ぃ 森、 灰色の 積み 重った 石。 その ま はりに は 虫 共が 

やつば り まひ i つて ゐる。 そら、 例の まだ 一度 もお 前 

や 私 を 汚し 得ない あの 一 一足 動物の こと さ」 

「人間の ことです 力？」 

「さう だ、 入 間の こと だ」 

幾千 年 は 過ぎ去った。 これた 瞬で ある 


I さあ、 今度 は？」 とュ ング フラウが 問 ふ。 

「虫 共 は 減って 來 たや 5 だ」 とフ インス テラ アル ホル 

と ぎ 

ンは 雷鳴の 聲 もて 答へ る、 

「下界 は 明るくな つた。 水は滅 いて、 森 は 跪 ら になつ 

た」 

またも 幾千 年 は 過ぎ去った。 た^ 1 瞬で ある。 

「今度 は 何が 見えます？」 と ユング フラウが 間 ふ。 

「此の 我々 の 周圜は 綺麗に なった やう だ」 とフ インス 

テラ アル ホル ンが 答へ る、 

「1 - , たに ** やつ *5 し * 

「けれと も 彼方の 方 は 谷間に 矢 張 斑^が ある、 元の や 

うに 何だか 動いて ゐる」 

「さあ 今度 は？」 また 幾千 年 過ぎ去った 後、 — 卽ち 

1 瞬の 後、 ュ ング フラウが 問 ふ。 

「もうよ くな つた」 とフ インス テラ アル ホルンが 答へ 

る。 「何處 を 見ても、 すっかり 眞 白で、 綺麗に なって PO 

る …… 何 處も彼 處も雪 だ、 雪と 氷 だ。 何もき も 凍って 

しまった。 もうよ くな つた、 靜 かにな つた」 
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一よ ろしい」 とュ ング フラウ は 言った 。「ところで 貴下 

しやべ 

私達 は 大分 喋りました、 もう 寢る 時分です， 一 

「 さう だ、 寢る 時分 だ」 

そして 巨大な 山 は 眠り 入った。 そして 澄み渡った 势 

^も、 永遠に 沈默 した 大地の 上に 眠り 入った。 

I 八 七 八 年 二月 

老婆 

私 は 廣ぃ野 をた^ f 1 人 歩いて 行く。 

51ろ 

突然 背後に 輕ぃ 用心 漦 さうな 足音が 聞え た …… 誰か 

が從 いて 來る。 

& 返って 見る と、 灰色の &褸を 纏うた 小さな 腰の 曲 

つた 老婆 だ。 ^镇の 中から は 黄色な、 皺の 寄った、 鼻 

の 尖った、 齒の 無い 顔ば かりが 親いて ゐる。 

私 は 傍へ 寄った …… 老婆 は 立 止った。 

「お前 は 何 だ？ 何が 欲しい のか？ 乞食 かお 前 は？ 

四 二 1 


き &を貰 ひ 度い のか？」 

老婆 は 答へ ない。 私 は その 方に 身 を 屈めて 見て、 老 

^の兩 眼と も 一 種の 鳥に 見られる やうに 半透明な 白 V 

で蔽 はれて ゐ るのに 氣が附 いた。 彼女の 眼 は それ 

に 依って 銳ぃ 光から 保護され てゐ るの だ。 

け、 ともこの 老婆に あって はこの 薄皮が 動かないで 

1 がも蔽 うて ゐる …… それで 私 は 彼女が 盲目で あると 

推した。 

「ig を くれろ と 云 ふの か？」 と 私 はもう 一度 聞いて 

見た。 「i& お前 は 私に っ從 いて 來 るの だ？」 

ナ I ども 老婆 はやつ ばり 返事 をし ないで、 力す 力に 

身 ^ひした。 

ムは身 を 返して 歩き 出した。 

すると また 例の 輕ぃ 規則正しい 忍び足と も 云 はに 云 

はれる 足音が する。 

「また 婆め が ー」 と 私 は 思った、 「何故 私に くつ \ いて 

來 るんだら う？」 けれども 私 は 直ぐに ひそかに 附け 力 


四 ニニ 

へた。 「大方 目が 見えない もの だから 道に 迷って、 私の 

足音に ついて 人里へ 出ようと す るんだら う、 てっきり 

さう だ」 

けれども 一 種 異樣な 不安の 念が だんく 私の 心を捐 

へた。 老婆 は 私に！^ いて 來る ばかりで はなく して、 右 

へ 左へ 私 を 動かして、 私 は 知らず 識らず その 命令に 服 

し C ゐ るの だと 思 ひ 出した， 

けれども 私 は 矢張り 進んで 行く …… 然し 見よ、 私の 

行 手に は 黑く廣 いものが …： 穴の やうな ものが ある… 

.:「 墳平 こと 云 ふ考 へが 頭に 閃いた。 「老婆 は 彼 ^ へお 

れを， 追 ひ 込まう として ゐる A だ ー 」 

ムュ 急に 振 返った。 老婆 はまた も 私と 對ひ 合った… 

lg も 今 は 目が 見える！ 老婆 は 大きな 殘 忍な 無氣味 

なおで …… 1ブ^,^ 目で 私 を 見て ゐる …… 私 も 彼女の 

顔 を、 彼女の 目 をき つと 見た …… と、 また 例の 不透明 

な 膜、 また 例の 盲 ひた 鈍い 顏附 …… 

「あ \！ 一  と 思った、 「此の 老婆 はおれの 運命 だ。 人間 


の 免れられない 蓮 命 だ！」 

「免れられない！ 免れられない！ いや、 それ は 狂 

氣だ，  免れな けり やならぬ！」 そこで 私 は 違った 

方向に 向った。 

私 は 急いだ …… けれども 矢張り 後から はまた かの 輕 

い 足音が ばた く 近づ く …… 前に はまた かの 暗い 敏 

あな 

穴。 

また 他の 方に 向 ふ …… また 後に はおな じ 足音、 前に 

は 同じ 恐ろしい 黑點。 

追 はれて ゐる 兎の やうに 向き を變 へ て 何方へ 走つ て 

も …… 駄目 だ、 駄目 だ！ 

「待てよ！」 と 私は考 へた。 「一 つ 誑して やらう！ 何 

處 へ も 行く まい！」 そし て 私 は 直ぐ 樣 地面に すわ つ た。 

老婆 は 私より 二 歩 許り 後に 立 止った。 音 は 聞え なか 

つ， i^r か、 其 處にゐ るの を 感じた の だ。 

不阖 向う の 例の 黑 點 を 見やる と、 漂うて 私の 方へ 這 

つて 来る ー 
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ぁ& 神よ！ 私 は 見返る …… 老婆 は 私をぢ つ と 見て 

齒 のない 口 を 歪めて 冷笑して ゐる。 

「免れられない！」 

一 八 七 八 年 二月 

犬 

部屋の 中には 私達 二人、 犬と 私と …… 戶 外に は 恐ろ 

す さ 

しい 嵐が 吹き荒んで ゐる。 

犬 は 私の 前にす わって & 面に 私の 顏を 見守つ てゐ 

る 0 

私 もまた 犬の 顏を 見て ゐる。 

犬 は 何 か 言 ひたげ にして ゐる。 彼は默 つて ゐる、 言 

葉が 無い の だ、 自分で 自分が わからな いの だ I けれ 

ども 私 は 彼の 心 を 知って ゐる。 

しゅ，？ かん 

私 は 此の^ 間に 彼に も 私に も 同じ 感情が あって、 私 

達の 間に は 何の 差別 も 無い こと を 知って ゐる。 私達 は 
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E じ 生物 だ、 « ^にも 同じ 顫 へる 火&が 燃え 輝いて ゐ 

るの だ。 

死 は その 冷たい 廣ぃ翼 を^ 獰 いて 落して 來る …… 

かくて 萬 事 休す！ 

誰か その 時 私達 一 一人の 心に 燃えた 火花の 差別 を 立て 

a£ よう ぞ？ 

いな！ 互に 見 交す 二人 は獸と 人間で はない …… 

互 こぢ つと 見 交して ゐる眼 は 同等な 物の 眼で ある。 

1!！ も 人間に も、 同じ 生命が 恐れ 戰きっ X も 互に 寄 

り 添うて ゐる。 

i 八 七 八 年 二月 

我が 競爭者 

r とめ 、 

私 は 一 入の 蔻爭者 を 持って ゐた。 事業 や、 官職 や 

戀愛 上の 競爭 者ではなかった が、 た t 我々 二人の 意見 

よどん な 問題に も 一 致しない ので、 二人が 出會 へば 果 
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てし もない 議論が 起った。 

二.^ よ 事 每に爭 つた。 藝術 や、 宗敎 や、 科學 に^い 

て、 地上 や 墓 の^^の 生活に 就いて， とりわけ 墓の 彼 

方の 生活に 就いて。 

S は正敎 信者で、 且つ 熱狂 家であった。 或る時 彼 は 

私に かう 言った、 「君 は 何でも 嗤 ふが、 若し 僕， 力 君より 

鎖に 死んだら • きっと から 君のと ころへ 來る …… 

その 時 君が なほ & ふか どうか 見たい もの だ」 

そして 事 實彼は 私よりも 前に まだ 若くて 死んだ け 

け ふかつ 

t ども 1っル は i つて、 私 は 彼の 約束、 彼の 脅喝 を 忘れ 

てし まった。 

或る 夜、 私 は 床に 就いた が 眠れなかった。 と 云 ふよ 

り 眠る 氣 がしなかった の だ。 

部屋の 中は晴 くも 明るく もなかった。 私 つ 力.^ 

色の » ^り を ぢ つと 見 人って ゐた。 

すると 不意に 二 つ の 窓の 間に 私の 競爭 者が 立つ てゐ 

て、 靜 かに 悲しげに、 頭 を 上下に 振って ゐる やうに 思 


はれた a 

私 は 恐れなかった、 驚き もしなかった …… けれども 

少し 起き 上って、 肘 を 突いて、 その 思 ひがけない 幻影 

を 一 層 鋭く 打 見やった。 

その 幻影 はや はりうな づ いて ゐ る。 

「さあ？」 と 私 はたう とう 言った、 「君 は 勝ち誇って ゐ 

るの か、 悔い 憾ん でゐ るの か？ どう だね —— 謦 める 

のか 責める のか？ …… 或は また 自分が 間違って ゐ たと 

か、 二人共 間違って ゐた とか 知らせに 来たの か？ 君 は 

4- めく 

どんな こと を經驗 したの か？ 地獄の 責苦 か？ 天國 

の愉樂 か？ せめて 一 言で も 話した まへ！」 

けれども 私の 競爭者 はた の 一 言 も 言 はないで、 相 

變らず 悲しげに 穩 かに 頭 を 上下に 振つ てゐ るば か 

テ 

私 は 笑った …… 彼 は 消えて しまった。 

1 八 七 八 年 二月 


り 


乞 食 


5> 


私 は 街 を 歩いて ゐた …… 老衰した 乞食が 袖 を 引い 


た- 


ち © し  あそ 

血走って 淚 ぐんだ 眼、 奢い 脣、 ひど 


1, 膜んだ 

傷 …… あ X、 何たる 忌 はしい 貧窮が 此の 悲慘な 人間に 

食 ひ 込んだ ので あらう！ 

彼 はむ くんで 赤くな つた 汚ない 手 を 私に 差 出した。 

彼 はう めいて、 ぶつ/ \- と 施し を 乞うた。 

かくし 

私 は 衣囊を 殘らず 探し はじめた …… 財布 も 無い、 時 

計 も 無い、 ハンケ チす らも 無い …… 何 一 つ 持って 出な 

かった の だ。 それに 乞食 はま だ 待って ゐる …： 彼の 差 

ぷ る 

出した 手 はぶる く顫 へ て ゐる。 

はたと 當 惑して、 私 は 此の 汚ない まへ る 手 をし つか 

L  ゆる 

り 握った …… 「君、 ^して くれ、 僕 は 君、 何も 持 合せて 

ゐな いんだ」 
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四 二 五 


乞食 は その 血走った 眼 を 私に 向け、 蒼い 脣に 微笑 を 

つか - , 

含んで、 彼の 方で も 私の 冷たい 指を摑 ん^ 

「そんな 事 を、 -」 と 彼 は 枝いた、 「これ も I いの 

で。 こ 化 も 施物で ございます 日 一 あ」 

私 もまた 彼から 施物 を 得た の を 感じた。 

1 八 七 八 年 二月 

「汝は 愚者の 審判 を 聞か ざ 

. るべ からず ：… 」 プゥシ キン 

r 汝は 愚者の 審判 を 聞かざる ベ からず …… 」 お， - ^ 

等の 悸大 なる 詩人よ、 ik 吊に 眞實を 語った。 今度 も 

亦觚が 眞實を 語る。 

「愚者の と 群集の 笑 ひと」 …… 誰か 此の 二つ を 知 

ら なかった 者が あらう？ 

おつ 凡て を 人は堪 へる ことが 出来る、 また 堪へ なけ 

ちまなら ぬ。 自分の 力 を 信ずる 者 は それ を輕 蔑す るが 


四 二 六 

い V-! 

然し もこよ 一 脣殘 酷に 心 を衝き 通す 打撃 力 ある …… 

或 人 は 出来る限りの 事 をした、 懸命に、 親切に、 正直 

こ 働 、こ。 …： 然も 正直な 人々 は 嫌惡を もって 彼 力ら 

顏を そむける、 正直な 顏は 彼の 名 を 聞く と いづれ も I 

がに 燃え 上る。 「行って しまへ！ 其處を 返け！」 と 正 

直な 若者 は聲々 に 彼 を 罵る。 「おれ 達 はお 前に もお 前の 

ゐ どころ 

仕事に も 用 はない。 お前 はおれ 達の 居處を 汚す。 お前 

はおれ 達 を 知って はゐ ない、 理解して はゐな V …… 

お前 はおれ 達の 敵 だ！」 

かやうな 人 はどうすべき であらう か？ 仕事 を續け 

るが い \。 自分 を 是認しょう として はならぬ. より 正 

しい 判斷を 求めよう とさへ して はならぬ。 

かんしょ 

t て 百姓 は 1& の 代用 物、 貧民の 常食なる 甘藷 を獱 

した 旅人 を 呪った …… 彼等 は 旅人が 差 出した 貴、 贈物 

は^に じ  o 

を その 手から 打 落して、 泥の 中へ 投げて 足で 敏 躍った 

今 彼等 は それで 生きて ゐる. しかも その 恩人の 名前 


さへ も 知らない。 

それで い &の だ！ 彼等に 彼の 名前が 何で あらう？ 

彼 はよ し 名前 は顯れ ずと も、 彼等 を餓 ゑから 救って ゐ 

るの だ。 

我々 は 我々 の齎す ものが 眞に 立派な 食物で ある やう 

に 氣を附 けさへ すれば ぃ&の だ。 

C ち  に； & 

愛する 者の 脣に 上る 苦い 不當な 非難 …… 然し それ も 

また 堪 へられる …… 

「私 を 打て！ 然し 私の 言葉 を聽 け！ 」 とァゼ ンスの 

將軍 はスパ ルタ 人に 言った。 

「私 を 打て！ 然し 健かに 滿 腹して ゐ よ！」 と 我々 は 

言 はなければ ならぬ。 

一 八 七 八 年 二月 

満足せ る もの 

» や-】  ち 

一人の 靑 年が 首都の 街 を 喜び 躍って 行く。 彼の 擧動 
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は 敏捷で きび/ \- して ゐる。 限 は琿き 、 脣は 微笑し、 

曷！！ した 顏は氣 持の い を 1 して ゐる …… 彼 は滿足 

と 喜びと で 一 杯に なって ゐ るの だ。 

何事が 彼に 起った のか？ 彼 は 遣產を 得た のか？ 

昇進した のか？ 情人に 出逢 ひに 急いで ゐる のか- 

それとも 單に 旨い 朝鈑を 食べて、 健康の 感じ、 滿 腹の 

感じが 身體 中に 漲って ゐる だけな のか？ 波 蘭 十； 王ス 

タニス ラウスが、 彼の 頸に その美し ぃ八稜 十字の 勳章 

を 懸け て やった の でもな からう？ 

否。 彼 は ある 友人に 對 して 誹謗 を こしら へ 出して、 

それ を 懸命に！： めて 歩き、 今 その 同じ 醜聞 を 外の 友達 

の 口から 閗 いた、 そして II 彼 自身 も それ を 信ずる に 

o  0  0 

至った！ 

あ X、 この 瞬間に 於て、 此の 愛すべき 有 爲の靑 年 は、 

いかに 滿 足して、 また いかに 善良で さ へ も あったら 

う！ 

一 八 七 八 年 二月 

四 二 七 


處世法 

「若し 君が 敵 を 手 ひどく 苦しめ、 迫害して やらう と 思 

ふなら」 と ある 狡獪な 老漢が 私に 言った、 「君 は 君 自身 

の 持って ゐ ると 思 ふ缺 點ゃ惡 德を以 て 罵 つて や り 給 へ 

…… 犬に 憤慨して、 罵って やり 給へ！ 

「さう すれば まづ 君が その 栗德を 有って ゐな いと 思 は 

せる。 

ろ そ 

「次ぎに は 君の 憤慨 は噓 でなくて すむ …… 且つ また 君 

まと  ,  > 

は 自分の 良心の 的と なる の を 避け 得られる。 

「たと へば、 君が 變節 者なら ば、 君の 敵 を 信念の 無い 

奴と 罵り 給へ！ 

せ Co 

「若し 君が 卑屈な 性質なら、 口 を 極めて、 彼 は 奴隸だ 

…… 文明の、 歐羅 巴の、 社會 主義の 奴隸 だと 罵って や 

* 給へ 1」 

「非 奴隸 主義の 奴隸 とも 言へ るか 知ら」 と 私 は 氣を引 
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いて 見た。 

さ ゃラ  -  > 

「左 樣、 さう も 言へ る」 と 老獪な 奸物 はうな ついた。 

1 八 七 八 年 二月 

世の 終 

夢 

あら f  や 

私 は 露西亜の 或る 荒野の 一 軒し か 無い 百姓家に ゐる 

やうに 思った。 

す 屋は廣 くて 低く、 窓が 三つ 附 いて ゐる。 壁 は 白く 

产、. q うりや ラ 

塗られて あって、 家具 一 つ 無い、 家の 前 は^ 凉 たる 

原で、 だんく と 傾斜して ゐる。 單 調なる 灰色の 空が 

ペヅ トキ ヤノ ビィ  > 

その上に 寢臺の 天蓋の やうに 垂れ 下って ゐる 

私き りで はな い。 部屋の 中には まだ 十 人ば かり ゐ る。 

皆 あたり まへの 人達で 素朴な 風 をして ゐる。 無言で、 

足音 を 忍ばせて、 彼等 は 行きつ 戾 りっして ゐる。 互に 

^け 合って はゐ るが、 絕 えず 心配 さう に 目 を 見 交す。 


何故 此の 家へ 來 たか、 1 緖にゐ るの は どんな 人 だか 

誰も 知って ゐる者 はない。 どの 顏 にも 不安と 絕望 とが 

見える …… いづれ も！? る 交る 窓に 寄って は、 外から 何 

か來 るの を 待って ゐる やうに 熱心に 見過す。 

それから また 不安 氣に 歩き 週る。 中に 一 人 小さな 子 

供が ゐて、 一 本調子の 細い 罄で 始終 「お父さん， こ は 

なき 

いよ！」 としく/ \ 泣きながら 言 ふ。 この^り 泣で 私 

こ は  . 

の 胸 も わくく して 來て、 私 も 恐くな り 出した …… 何 

こ は 

が 恐い のか？ 自分で も わからない。 た V 或る 大きな 

ちかづ 

大きな 災難が 次第に 近い て 来る こと だけ は 感じ られ 

る 0 

子供 は 矢張り 泣き やまない。 あ X、 此處 から 免れた 

b> ぐ るし  うった ラ 

い！ どうも 息 苦い.. 鬱陶しい！ 重苦しい …… で 

も 免れる こ と は 出来な い の だ。 

そら き や 5んた びら 

天は經 帷子の やう だ。 それに 風 一 つない …… 空氣は 

死ぬ かどう かした の だら うか？ 

Ik 然 子供 は 窓に 驅け 寄って、 例の 哀れつ ぼい 聲で叫 
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んだ、 「あれ！ あれ！ 地面が 落っこちた！」 

「なに？ 落っこちた？」 實際、 つい 今迄 は 家の 前に 

は 野原が あつたのに、 今 は、 家 は 大きな 山の頂に 立つ 

、 つみら く か..？ tt つ 

てゐ る！ 地平線 は 墜落し、 陷沒 して、 家の 直ぐ 前 は 

險し いまるで 削り取つ たやうな 暗い 絕壁 にな つて ゐ 

る 0 

我々 は 皆 窓に 押 寄せた …… 恐ろし さに 我々 の 心 は 凝 

結した。 rd, 處だ！ 彼處 だ！」 と 私の 隣に ゐた 者が 攝 

いた。 

ちきよ く 

そして 見よ、 遙か 遠い 地 極に 添うて 何もの か t 動き 

出した， 小さな 圓ぃ 丘ら しい ものが 擧 つたり 墜 ちたり 

し 出した 0 

「海 だ！」 と 云 ふ 念が 同時に 我々 一 同の 胸に 閃いた" 

「 それ は 直ぐに 我々 を 呑んで しま ふだら う …… だが ど 

うして こんなに 高く 來る もの か！ 此の 絕 壁の 上 ま 

で！」 

けれども それ は 高まる、 見る 間に 高まって 來る  
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もう 遠方に は 起伏して ゐる きれぐ の 丘 は^、 …… キ 

連った 恐ろし い 1 脈の 波濤が 全 地平線 を 抱き込んで ゐ 

る 0 

波濤 はずら ひ、 ずらって は、 我々 めがけて 押寄 

せて 來る ー 地獄の illl の 中に 渦卷 いて ゐる 氷の や 5 

な に乘 じて 逆 卷き來 る。 あらゆる もの は 震撼した 

—かの 轉 がり t りの 中には、 雷の はためき、 I 

りなき 喉から 洩れる 魂消る 叫喚 力あった …… 

ぁチ. 何たる ど& 毀で あら 5- 地面 そのもの 

が 恐ろし さに 怒號 して ゐ るの だ ：.… 

世の 終り！ 一  切の も め k 終り I 

今 一 度 子供 は 敷り 泣いた。 私 は 仲間の 者に つかまら 

5 とした その 時， 旣に 我我 は 殘らず その 眞黑な 氷の や 

うな 森く 波 薄に, し 潰され、 葬られ、 呑み込まれ 引つ 

さら はれて しまった I 

暗黑 .：：， 水 遠の 暗黑！ 

息 も つげないで、 私 は 目を覺 ました。 


四 三 〇 

J 八 七 八 年 三月 

マ ァシャ 

幾年 か 前、 私が ぺ テルブ ルグに 住まって ゐた 時分、 

i を 雇 ふやうな 事が ある 毎に、 私 は その 馭者と 話 をす 

る ことにして ゐ た。 

とり， っ才私 は、 近在の 貧乏な 百姓で、 自分 達の 食料 

でり  ♦  9 

や 地代 を 儲ける 氣で、 茶色に 塗った 橇 とみす ほらし V 

馬と を もって 首都に 出て 來てゐ る 夜の 馭者と 話す の 力 

好きだった。  ち 

或 日、 私 はかう した 馭者 を 雇った …… 彼 は T 一十 歳ば 

かりの i の 高い 頑丈な 立派な 男で、 碧い 眼と 赤い 頰と 

を もって ゐた。 ブ & ンド の髮は にかぶ つた ぼろ ぼ 

ろな 小さな 帽子の 下から、 小さな 渦を卷 いて はみ出し 

てゐ た。 こんな 幅の 廣ぃ 肩の 上に どうして そんな づさ 

な 破れ が 蕾ら れた の であらう！ 


けれども その 钗 者の 綺 t な髯の 無い 顏は 悲しげに 打 

沈んで ゐた。 

私 は 彼に 話しかけた。 彼の 聲 にも 悲しい 調子が 籠つ 

てゐた D 

「君、 どうかした のか？」 と 私 は 訊いた。 「何故 沈んで 

るんだ ね？ 何 か 心配事で も あるの かい？」 

若者 は 直ぐに は 返事 もしなかった。 「はい、 旦那 * お 

察しの 通りで」 と 彼 はたう とう 言った。 「こんな 情無 

い 事は復 とありません。 ^內が 死ん ぢ まったんで」 

「可愛がって ゐ たんだら うね ：： そのお 神さん を？ 」 

若者 は 私の 方に は 向かないで、 ほんの 一 寸頭を 下げ 

た 0 

「可愛がりました とも、 且那。 も £ 'それから だ 月に な 

ります が ；… 忘れられません や。 始終 それが 殘念 でな 

りません …… まったくで すよ！ 何 だって 死な、 きき 

ならな かったん だか？ あんなに 若くて 丈夫だった の 

に，  たった 一 日で 虎列拉 に やられ てし まひ まし 
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た」 

「い、 ぉ祌 さんだつたん だね？ 」 

「そり や 旦那！」 と 不憫な 男 は灤ぃ 溜息 を 吐いて、 「ど 

る 

ん なに 二人 は 仕 合せでした か！ それに 私の 脔 守に 死 

んじ まったん です！ 此 市で それ と 聞 い た 時に やもう 

葬られて ゐ ましたんで 。直ぐに 村へ 驅け附 けました が、 

5 ち  まぶ **， 

家へ 着いた 時に やもう S: 夜中 過ぎでした。 小舍へ 入つ 

て、 部屋の 眞 中に 立った 儘、 そっと 「マァ シャ！ マ 

こまろ ぎ 

ァシャ や！」 つて 呼んで 見ました が、 蟋 @ が嗚 いてる 

ばかり …… その 時に や 私 や 泣き出して、 土間に べつた 

- )  >  . こぶ I  « ぺ. w ぷ 

りす わって、 拳で 地面 を 打ちました！ そして 私 や 言 

ど T よ,、 つち  ち" つ 

ひました …… 「この 胴慾な 土め！ 費樣は 彼女 を吞ん 

ぢ まった な …… さあ 俺 も 吞んぢ まへ  あ X、 マァ 

シ ャ！」 

「マ ァシ ャ！」 と 彼 は 急に 沈んだ 聲で附 け 足した。 そ 

して 手綱 を 持った なりで 兩 眼の 淚を 袖で 押し 拭 ひ、 そ 

ふる  ひとこと 

れを^ ひ、 肩 を 縮めて， もう 一 言 も 言はなかった。 
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橇を 下りた 時、 私 は 彼に 賃金の 外に 幾らかの 酒手 を 

やつ ヒ。 彼は兩 手で 帽子 を 取って 丁寧に ぉ辭儀 をし 

て、 一月の を 含んで 灰色の 霧の か \ つた、 寂しい 

I ^の 一. 體に 積った 雪の 上 を、 ゆっくりと 曳 いて 行つ 

- 、- 0 

え 

1 八 七 八 年 四月 

愚  % 

1 人の 愚物が あった。 

長い こと 彼 は 平和に 滿 足に 暮 して ゐた。 ところが、 

自分が 世間から つ. まら ぬ 愚物 だと 目せ ら れてゐ ると 云 

ふ 噂が だんく と 彼の 耳 へ 入って 來 出した。 

そこで 愚物 は 悲しくな つて、 どうしたら 此の 面白 か 

らぬ 噂の 跡を絕 やして しまへ る だら うかと 打 沈んで 思 

案し はじめた。 

あ C 气 

たうとう い >1 思 ひ附が 彼の 鈍い 小さな 頭腦に ふいと 
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^んだ …… そこで、 早速 彼 は それ を 行って 見る 事に し 

た 0 

f へ 出る と 一人の 友達が 彼に 出會 つて、 或る 有名な 

畫家を 賞め そやし 

た  

「待ちた まへ！」 と 愚物 は 叫んだ、 「その 竇家 はずつ と 

^こ Igg れ になって ゐ るんだ …… 君 は それ を 知らな 

、„ のか？ まさか 君が さう だと は 思はなかった ：… 君 

はすつ かり 時勢に 後れて ゐる」 

その 友達 は 驚いて、 直ぐ 愚物に 同意した。 

「僕 は 今日す ばらしい 書物 を讀ん だよ！」 とまた 違つ 

た 友達が 彼に 言った。 

「寺ら たまへ！」 と 愚物 は 叫んだ、 「君 は それでよ く 恥 

ま  y  ね-つち  ひ 

しくない のかね。 あの 書物 は 一文の 價値も 無、 んだ 

誰 だってず つと 前に 讀み 捨てた ものなん だ。 君 やそれ 

を 知らん のか？ 君 や 全く 時勢 後れ だよ」 

比の 友達 も 驚いて、 愚物に 同意した。 

なにが P  . 

「何てす ばらしい 男 だら う、 僕の 友達の は！」 と 


n ： 入 目の 友達が 愚物に 言 つた 。「實 際 ^な 男 だ よ ！ - 

「待ちた ま へ ！ 」 と 愚物 は 叫んだ。 「slw は 有名な 惡黨 

だ！ 親戚 中 を 騙り 歩いた 奴 だ。 そり や 誰でも 知って 

る 事 だ。 君 は 全く 時勢に 後れた ね！ 」 

此の 三番 目の 友達 も 驚いて、 愚物に 同意して その 友 

達 を 捨てた。 かう して 誰で あらう が 何で あらう が、 自 

分の 前で 賞め られる ものなら、 愚物 はきつ と 例の 返答 

をした 0 

時に よると 彼 は 非難の 調子で かう 附け 足した、 「ぢゃ 

まだ 君はォ I ソリ チイ を 信じて ゐる のか？ 一 

「意地の 惡ぃ 憎々 しい 奴 だ！」 と 友達 は 愚物の 事 を 言 

ふやう になった。 「然し 何と 云 ふ 頭, だら う！ 一 

「そして 何と 云 ふ 辯 舌 だら う！」 と 他の 者 は ぼ ォ 足す 

のであった、 「さう だ、 たしかに 天才 だ！  | 

つ ひに は 或る 雑誌 の 主筆が 愚物に 評論 簡を 引受け て 

くれと 言つ て來 た。 

そこで 愚物 は 例の 態度 例の 表白 を 少しも 變へ ない 
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で、 何 毒 を も 何人 を も 批評す る やう こなつ ，.-、  。 

今や、 曾って はォ， ソリ チイ を擊 破した 彼が、 自ら 

ォ ー ソリ チイと なった。 そして 靑年は 彼を续 敬し、 彼 

を 畏れた。 

か はい さラ 

司哀 相な 靑年 はさう する 外に 何 をす る 事が 出來 よう 

？ 元来、 人 は 何人 をも^ 敬して はならぬ 箬だ …… が 

この場合に は、 若し 入が 彼を续 敬し なければ 全く  11^ 

後、 れ になって しま ふの だ，' 

瞭病 者の 間に は 幾多の 愚物が 時め い てゐ る。 

一 八 七 八 年 四月 

"東方の 傳說 

誰か バグダッドで {H 由の 太陽 ヂャフ アル を 知らない 

者 力 あらう？ 

何十 年も^ のこと、 或 日 ヂャフ アル は (彼 はま だ靑 

年で あ つ た) バ グ ダッドの 郊外 をぶ らく 歩 い てゐ た。 

四 一一 一三 


突然 た 叫び 聲が 彼の 耳に 附 いた。 罰 か" 懸命に 

助け を 呼んで ゐ るの だ。  一一な は 

ヂャフ アル は 同年 配の 靑 年の 中で 思慮 分別の 備 つて 

ゐ るので 聞え てゐ たが、 彼の 心 は 慈悲 深く、 また その 

りょく 仁の 

膂カ を恃ん でゐた 

彼は聲 する 方へ 馳せ附 けて、 1 人の^々 しい 老ノカ 

一 一人の ii に i の 城壁に き し 附 けられて ゐ るの を 見 

た。 

ヂャフ アル は 劍を拔 いて、 惡漢に 飛び か \ つ て 行き、 

一人 を 殺し、 他の 一人 を 追つ 拂 つた。 

かう して 救 はれた 老人 は、 救って くれた 人の 足下に 

| まついて、 その 着物の i に 接吻しながら 叫んだ， 「勇ま 

こ .》 ろざ 1*  ？  MWU  >  ノ  t こ 0 ムま 

し、， 苫、， 衆、 貴下のお 志 はきつ とぁ酬 L します お { 

見かけ こそ みすぼらしい 乞食 だが、 それ は 見かけ だけ 

で、 ぽ はた^ t の 人間 ぢ やない。 明日の 朝早く 本 市場に 

お出でなさい。 泉水のと ころで 待って ゐ ませう。 私の 

言 ふ 事 を ゆめ 疑 ひな さるな」 


四 三 四 

ヂ ャファ ルは考 へ た、 「成程 此人は 見かけ は 乞食 だ。 

然し どんな 事 だって あり 得る もの だ。 一 っ^して 見よ 

う」 それで 彼 は 答へ た. 「御 老人、 承知し ました、 まゐ 

り ませう」 

老人 は 彼の 顏をぢ つと 兑て、 そして 行って しまった。 

翌朝、 まだ 日の出ぬ うちに、 ヂャフ アル は 市場へ 出 

"汁，. こ。 老人 は 泉の 大理石の 窪みに 臂を 突いて、 ちゃ 

んと彼 を 待って ゐた。 

彼よ 無言の ま&, チャフ アルの 手 を 取って、 高い 壁で 

ぐるりと 圍 まれた 小さな 園の 中へ 連れて行った。 

此の 園の g¥ の綠の 芝生の 上に は 一 本の 奇妙な 樹が 

生えて ゐ た。 

それ は 似て ゐ たが、 た e その 葉 は 空色 をして 

，^こ 0 

三つの 果實が I 三つの 林檎が 1 上の 方に 曲った 

細い 枝に なって ゐる。 一つ は 中位の 大きさで、 長くて、 

,ssr をして ゐた。 一一つ めの は 大きくて、 圓 くて、 ^ 


こっし. M  く 

紅色 をして ゐた。 ミ つめの は 小さくて、 皴 ばんで、 黃 

色が かって ゐた。 

風 も 無い のに 樹 はさら/ \. 鳴って ゐた。 風鈴の やう 

な銳ぃ 悲しげ な 音で ある。 まるで 樹が ヂャフ アルの 來 

たの を 知つ てゐ るかの やう だ。 

1 わ か T-5 

「お 若い 衆- 」 と 老人 は 言った、 「此の 林檎の 中 どれ か 

好きな の を 取りな され。 若し 白い の を 取って 食べれば、 

貴下 は 人間 中で 一 番 賢い 人に なれる。 紅い の を 取って 

食べる と、 癥太人 ロスチャイルドの やうな 金 持に なれ 

る。 また 黃色 なの を！^ つて 食べれば、 お婆さん 達に 好 

かれる。 さあ どっち かに 定めな され！ ぐ づぐづ して 

は ゐられ ない。 一時間の 中に 林檎 は 鞭んで、 この 樹も 

ひとりでに しんとした 地の 底に 沈んで しま ふから」 

.  .f. えへ 

チャフ アル は 首 を 垂れ て考 へ 込んだ。 「どうした もの 

かしら？」 と 彼 は小罄 で 言った、 自分自身に 相談す る 

やうに。 「 餘り 賢くなる と 多分 生きて ゐる のが 厭やに な 

る だ らう。 誰 よりも 金 持に なると 人に 良 まれ る だら う、 

，ルゲ エネ 詩 


さう だ. n 1 つめの しぼ んだ林 擒を取 つ て 盒 ベ た 方が よ 

からう！」 

そこで 彼 は その やうに した。 すると 老人 は齒の 無い 

口で 笑って 言った 、「賢い 若い 衆 だ！ お前 は 一 香い X 

の を 選んだ！ 白い 林檎が お前に 何の 役に立つ？ そ 

れ でなくても お前 はソ 口 モンよりも 賢い の だ。 紅い 林 

檎も用 は あるまい …… それが 無くたって 金 持に やなれ 

る。 たどお 前の 富 は 誰も 嫉 みはしな いもの だが」 

「御 老人、 話して 下さい」 と ヂャフ アル は 昂奮して 言 

つた、 「祝福せられ たる 我が 囘敎 王の 尊き 母君 は 何處に 

ぉゐ でになります か？」 

老人 は 恭しく 腰 を 屈めて、 若者に その 道 を 示して や 

つた。 

誰か バグダッドで、 宇宙の 太陽、 偉大なる、 高名な 

るヂャ フ ァ ルを 知らな い 者が あらう？ 

一 八 七 八 年 四月 

H!ll 五 


二つの 四 行 詩 

昔、 一 つの 町が あった。 その 町の 人達 は 詩 を 熱愛し 

てゐヒ ので、 可 週間 も 立派な 新しい 詩が 現れな、 で 過 

P さく  やけ  *J  、  »  3 

ぎる と、 かや 5 な 詩の 不作 を 公の 不幸と 考 ぃナ 

そんな 時には、 彼等 は 一番 惡ぃ 着物 を 着て、 頭に 灰 

を ふりかけ、 群 をな して 廣 場に 集まって、 潢を 流して 

彼等 を 見捨てた Si を 悲しみ 訴 へる のであった。 

或る かう した 不幸な 日に、 W 年 詩人 の ま-一 ァスは 

悲嘆に 暮れて ゐる 公衆の 押し合 ひ へ し 合 ひして ゐる廣 

暴に やって来た。 

i.  フォ I ラム *  ► 

急ぎ足で 彼 は 此の 爲 めに 造られて ゐる高 壇に の ほつ 

て、 一つの 詩 を朗讀 したいとの 合阖 をした 

たち は 直ぐに 步^を 振 廻した。 「し ッ！ 謹 読！」 

と 彼等 は 高く 叫んだ U 群集 は が 唾 を 呑んで 靜 まり 返つ 

た。 


四 三 六 

「友よ！ 同志よ！ 」 とヂュ ユア ス は 高い が、 然し あ 

まり 落着きの ない 翳で はじめた 11 

ミュゥズ  , 

「友よ ー 同志よ ー 詩 神 を 愛する 者よ！ 

，7P び  あが 

汝等、 美と 優！！ とを崇 むる 者よ！ 

暫 しも 憂愁に 心を惱 まさるるな カオ 

汝 等の 心の 頹ひ は滿 たされん、 然して 光 は喑を 

逐 ひやらん。」 

ヂュ 一一 ァス はやめた …… すると 彼に 1 へて 廣 場の 八 

方から や 嘲笑の どよめきが 起った。 

彼に 向った 顏は皆 憤激に 燃え、 ^は 皆 忿怒に きらめ 

き、 腕 は皆擧 げられ て、 威嚇の 拳 を 振った。 

「^k あんな ことで 我々 を ごまかさ うと 思 やが つた 

へぽ， 一 £. 

ん だ！」 と 怒の 聲が 怒鳴った。 「あの 下らない 平凡 詩ノ 

を から 引きずり 下せ- 馬鹿者 を 引っ込ませろ！ 

この 馬鹿野郎 にや 腐れ 林檎と 腐れ 玉子で 澤山だ ー 石 


を 取って くれ II そこの 石 を！ 」 

,  フォ —ラム 

チュ -1 ァスは 一 目 散に 高 墳を飛 下りで 逃げ出した。 

…… けれども まだ 家へ 行き着かな いうちに、 熱狂した 

拍手喝采 や 讚嘆の 叫聲 やどよ めき を 耳に した。 

不思議に 堪 へず、 ヂュ -ー ァス は、 人に 氣附 かれない 

チ ちの 

やうに 注意して、 (荒れ狂った 獸を 怒らす の は危險 であ 

るから〕 廣 場へ 引返した U 

そして 彼 は 何 を 見た か？ 

群集の 上 高く、 彼等の 肩の 上に、 平たい 黄金の 榍に 

粱 つて、 紫の 寬袍を 纏 ひうち 靡く 髮に 月桂冠 を 頂いて 

立って ゐ たの は 彼の 競爭 者なる 靑年 詩人の ヂ ュ リアス 

であった。 …… そして ま はりの 群衆 は 叫び 立てた、 「萬 

歳 1 11 不朽の ヂュ リアス 萬 庚！ 彼 は 我々 の悲 

しみ を、 我々 の 非常な 苦しみ を 慰めた！ 彼 は 蜜よりも 

,  ね- rtt ち 

甘い， 篛鈸の 昔よりも 調子の い  > -、 薔薇よりも 匂 はし 

い、 蒼 空よりも 淸ら かな 詩 を 我々 に與 へた！ 彼 を 凱 

旋式 をして 連れて行き、 彼の 靈 妙な 頭に 香の 柔 かな 匂 

プル ゲェ ネフ 散文詩 


ひ を 注ぎ かけ、 彼の 額 を 稳稆の 葉で しづかに 塌ぎ、 彼 

.  もつ やく 

の 足 もとに^ 剌比亞 の あらゆる 沒藥の 香り を ふり 撒け 

I ヂュ リアス 萬 歳！ 」 

ヂュ -I ァ スは 熱狂して 讃歌 を 叫んで ゐる 者の 一 人の 

ところへ 行った。 「市民の 方、 私に 敎 へて 下さい！ ヂ 

ユリア スはー 體 どんな 詩で 費 下方 を 喜ばせた のです？ 

私は殘 念に も 彼が 詩 を讀ん だとき に廣 場に 居 合 はさな 

かったんです！ どうか 御 忘れで なけり や 私に 云って 

聞かして 下さ い！ 」 

「あんな 詩が どうして 忘れられる ものです か！」 と 問 

はれた 人 は 力 を 籠め て 答へ た 。「私 を どんな 人間 だと 思 

つたんで す？ まあ 聞きなさい II 聞いて 喜びなさい、 

一 緒に 喜びなさい！」 

「詩 神 を 愛する 者よ！」 かぐ、 かの 崇められて ゐるヂ 

ユリア スは はじめた の だ ：… 

「詩 神 を 愛する 者よ！ 同志よ！ 友よ！ 

四 三 七 


美と 優雅と 音樂 とを崇 むる 者よ ー 

5 れひ  -  /- ン 

汝等の 心を暫 しも 憂愁に 脅 力 さるん な 力れ！ 

願 ひて し 時 は 来れり！ 然して 晝は 夜を迗 ひや 

らん！」 

「君、 すばらしい 詩ぢ やない か？」 

「こり や 驚いた！」 とヂュ ユア スは 叫んだ、 「そり や 私 

の詩ぢ やない か ー ヂ ュ リアス は 私が 詩 を 讀んだ 時に 

群集の 中に ゐ たに 違 ひない、 それ を 聞いて、 ニー  句 言 

* づ 

ひ 廻し を變 へて、 しかも 拙く して 繰返した の だ！」 

「はは ァ ー わかった ：：： 貴 樣 はヂュ -1 ァス だな」 と 

彼の 呼び止めた 市民 は 顏を蹙 めて 言った。 「貴樣 は 嫉妬 

深い 奴 だ、 で なきや 馬鹿 だ ー …… まあ 考 へて 見ろ、 み 

じめ な 奴、 ヂュ リアスが 「然して 晝は 夜を逐 ひやらん 

さラ ご-. 7 

！」 と 歌った の は どんなに 莊厳 だか。 それに 貴 樣のは 

何 だ、 「然して 光 は 喑を逐 ひやらん！」 だって、 馬鹿 

な、 何の 光 だ？ 何の 唷 だ？」 


四 三 八 

「然し そ^は 同じ 事ぢ やありません か？」 とヂュ -ーァ 

スは言 ひ はじめた …… . 

「もう ひ 言 つて 見ろ」 とその 市民 は 彼 を 遮 つた、 「俺 

は Is を 呼ぶ ぞ …… 皆 は 貴樣を 八つ 裂きに しつ ちま ふ 

ぞ！」 

ヂュ -ー ァスは 賢く もさから はなかった。 すると その 

話 を 聞いて ゐた白 頭の 老人が 此の 不幸な 詩人の そば へ 

寄って、 彼の 肩に 手 を 置いて 言った、 

r ヂュ -1 ァス！ お前 は 自分の 思想 を 歌った" 然し 

がよくなかった。 彼 は 他人の 思想 を 歌った、 然し 

&i がよ かった。 そこで 彼 は 成功した" その代り お前 

た ぐ さめ  -  ) 

に は 良心の 慰安が 殘 されて ゐる」 

然し 我々 のヂュ ユア スの 良心が 全力 を盡 して (實を 

かたはら "？ ， し 

云へば あまり 威 功 はしなかった が) 傍に 押し 除 けられ 

て ゐる彼 を 慰めて ゐる 間に -I 遠方で は、 稱讃 と歡呼 

> こ ん  .f  e やき 

の 叫びの 中に、 紫 金に 輝く 太陽の 勝利の 光輝に 包まれ 

て、 額に^ Mil の 影を帶 び、 沒藥の 香 ひの 雲に 取圍ま 


れ、 あだか も 本國へ 凱旋す る 皇帝の やうに、 重々 しげ 

に また 誇ら はしげ に、 ヂュ リアス の 毅然た る 姿 は 悠然 

と 動いて 行った …… そして & 招の 長い 枝 は 彼の 前に 上 

そよ 

つたり 下ったり して ゐた、 あだか も その 靜 かな 戰ぎ、 

愼ま しゃかな 會 II によって、 魅せられて ゐる 市民の 心 

に絕 えず 湧き 返る かの 讃 嘆の 情 を 云 ひ あら はさう とす 

るかの やうに I 

1 八 セ八年 四月 

私は獵 から 歸 つて、 庭園の 並木 這 を 歩いて ゐた" 犬 

は 前 を 走って ゐた。 

突然 犬 は 刻み足に なって、 獲物 を 嗅ぎ 附 けた やうに 

忍んで 步き 出した。 

くち. 2 レ き ろ  ち t-w  -p  二 

私 は 並木道 を 見遣って、 嘴の 黄色な 頭， の 上に 毛の 

生えた 一 羽の 子 雀 を 認めた。 巢 から 落ちた の だ (風 は 
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ひどく 並木の 樺の 樹を ゆすぶって ゐた) そして 其處に 

ぢっ とす くんだ 彼 はま だ 生え 切らない 箕を 徒らに 

ばた ばた させて ゐた。 

犬が そっと それに 近づいて 行った 時、 突然 直ぐ 傍ら 

の樹. から、 喉の 黑ぃ親 雀が 丁度 小石の やうに 犬の つい 

鼻先き に 飛び下りた。 そして 全身 ぶるぶる 顫 へ ながら、 

は なみ 

あはれ な絕 望の 叫び を擧げ て、 彼は齒 列の きらめく 開 

いた 口の 方へ 二三 度 飛び か X つた。 

彼 は 助けようと 思って、 身 を もって 雛 を かばった の 

だ …； けれども 其 の 小さな 全身 は 恐怖の ため に戰 き、 

しわが 

其の 聲は 怪しう 嗄れて ゐた。 恐ろし さに 氣を失 ひなが 

らも、 彼 は 身 を 投げ出し たの だ I 

くわ. S ぶつ 

彼の 眼に は 犬 は どんなに か 大きな 怪物に 見えた に 違 

ひない！ それでも、 彼 は 安全な 高い 枝に 止まって ゐ 

る 事 は 出来なかった .... その 意志よりも 强ぃ 力が 彼 を 

飛び下りさせ たの だ。 

,  4f と 1ざ 

私の トレ ソル はぢっ と 立 止って ゐ たが、 後 返りした。 

四 III か 


…… 彼 もまた 此の 力 を 認めた に 違 ひない。 

私よ 急いで. つて ゐる犬 を 呼んで、 敬虔の 念に 打 

たれて 立 去った" 

さう だ、 笑って はならない。 私 はこの 小さな 悲壯な 

鳥こ對 して、 その 愛情の 衝動に 對 して、 たしかに 敬虔 

の 念に 打 たれた ひ 

私 は 思った、 愛 は 死よりも 死の 恐怖よりも 強い。 た 

だ それに 依っての み、 愛に 依っての み、 人生 は 維持 さ 

れ、 進歩す る ものであると。 

i 八 七 八 年 四月 

壯麗 な、 燦爛たる 廣間。 紳士 女の 群れ。 

すべての 顔 は 活氣附 いて、 談話 はは ずんで ゐる。 … 

…賑 かな の 對象は 或る 有名な 唱歌 女で ある。 彼等 

は 彼女 を 神聖 だ， 不朽 だと 呼んだ。 ；… 「あ \ 實 にす 


f らしい ものだった、 彼女が 昨日 やった 最終の 観音 

は！」 

すると 突然 —— 丁度 魔法 使 ひの 杖 を 振った やうに 1 

すべての 頭から、 すべての 顔から， 綺麗な 皮膚の 蔽ひ 

が， り 落ちて しまって、 忽ち 白々 とした 髑髏が あら は 

I ぐき  ,  I 

れ、 むき 出しに なった 顎ゃ齒 齦が 鉛色に 光った 

恐る く 私 は その 顎ゃ齒 齦の 動く の を 見た。 そのご 

つくした 骨の 球が、 ランプ や 蠟燭の 光に きらめいた 

りぐ るく 廻った わする の を 見た。 又 その 球の 中に 他 

の 一層 小さな 球が 廻って ゐ るの を 見た。 それ は 何の 意 

味 も 無い 眼の 球 だ。 

私 は 恐ろしくて 自分の 顏 に鲷れ ないように、 また 鏡 

こも 向まない ようにして ゐ た。 

髑髏 はおつ ばりぐ る/ \迥 つて ゐる。  そして^ 

あか きれ »  >  , 1 * 

めの やうな 搔ぎ をして， 小さな 紅い 布み たやうな 舌 を 

1  メ やべ 

剝き 出された 齒の 間から ベろ く視 かせながら 喋って 

ゐる、 r 贊に すばらしい、 實に 及び もっかぬ、 不朽な… 


…さう だ、 不朽な …… g. 歌 女の やった あの 最後の £』 

一 八 七 八 年 四月 

勞働 者と 白き 手の 人 

0  話 

勞働 者。 何 だってお 前 は 俺等のと ころへ やって 來た 

んだ？ 何の 用が あるんだ？ お前 は 俺等の 仲間 ぢゃ 

ねえ。 …… あっちへ 行って しまへ！ 

白き 手の 人" いや 諸君、 僕 も 君 等の 仲間なん だ！ 

勞働 者。 なに 仲間 だって！ 途方 もね え！ まあ 俺 

の 手 を 見ろ。 どう だ穢 ねえ だら つ。 肥料の 臭 ひや if 円 

>  ,  ； P え  V つし ろ 

の 臭 ひ、 力 すら あね II ところで お前の は 眞白ぢ やねえ 

か。 何のに ほひが する？ 

白き 手の 人" (手 を 差 出して〕^ いで 見て くれ。 

勞 働 者。 (その 手 を 嗅いで； I こり やどう だ？ 馕 みて 
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えな 匂 ひだが。 

白き 手の 人" さう さ、 錢 なんだ。 僕 はまる 六 年間と 

云 ふ もの 手錠 を篏 めら れてゐ たんだ。 

勞凰 者。 そり や 15:;^ だ い ？ 

白き 手の 人。 なに、 そり や 僕が 君 等の 爲 めになる や 

うに 働いた からだ。 艇 迫され てゐろ 無智な 連中 を 自由 

にして やらう として、 皆に 君 等 を K 制する 奴等の 事 を 

設き 聞かせて、 政府に 反抗し たんだ。 …… すると 奴等 

め、 僕 を 縛り やが つた。 

おかべ  め 又 

勞働 者。 政府で お前 を 縛った つて？ 何 だって また 

てむか ひ 

反抗なん かしたん だ！ 

二 年の 後 

第 一 の勞働 者。 (第二の 勞働 者に 向って) おい、 ビョ 

トル！ 一  昨年だった か 手前と 話 をした おおろ い 手の 野 

郞を 憶えて ゐ るかい？ 

第二の 勞働 者。 うん 憶えて る …… それが どうした？ 

第 一 の勞働 者" ところでよ、 あの 野郞 今日^ s にな 

EH!  I 


るつ てんだ、 その 布吿 だ。 

^二の 勞働者 U また 政&; に 反抗し たんだね？ 

第一 の勞働 者。 反 k したんだ ひ 

第二の 勞働 者。 うむ ー …… ところで おい、 ド ミトリ 

ィ、 一つ を& めた 繩の 切れっ端 を 取って 來ょ うぢ 

うち  C  » 

やねえ か？ そいつ を 持って ると 家に 福が 來 るって 言 

ふぜ！ 

第 一 の勞働 者〕 そいつ あよから う。 一つ 遣って 見よ 

うぢ やねえ か、 ビョ トル。 

一 八 七 八 年 四月 

八月の 末 …： 秋 はもう 迫って ゐた。 

も ふだち なり びふパ 

太陽 は 沈み かけて ゐた。 はげしい 驟雨が 雷鳴 も 雷光 

も 半よ な、， で、 今し も 此の 曠野 を 颯と 過ぎて 行った。 

5  y に， はた！ )  i 

家の 前の 庭園 は、 夂 紅の 光と 雨後の 行潦 とに すつ 力 
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り 燃え立って、 水 蒸氣を あげて ゐた。 

丧女は 客間の ¥ 子に 向って、 ぢ つと 思 ひに 耽って、 

半ば 開かれた 扉から 庭園 を 眺めて ゐ た。 

私 丈 その 時 彼女の 心に 思つ てゐる こと を 知って ゐ 

た。 ^は 彼女が 暫し では あつたが 烈しい 苦闘の のち、 

こ の 瞬間に 最早 そ の 打克っ ことの 出來 な い 或る 感情に 

!g 报 してし まった こと を 知って ゐ た。 

突然 彼女 は 立 上って、 急いで 庭園に 出て 行って、 見 

えなくな つてし まった" 

一 時間た つた …… また 一 時間。 彼女 は歸ら なかった。 

そこで 私 は 立 上って、 おへ 出て、 彼女が 通って 行つ 

ヒ 並木道 へ —— 其處を 行つ たに 違 ひない — 向った。 

^る  ： 1 

あたり は とつぷり 暮れて、 もう 夜に なって ゐた け 

れ ども^ ^ の 濡れた 砂の 上に 私 は 何だか 圓 いやうな も 

の を 認めた！ それ は晴を 透し て さへ くっきり 紅 かつ 

た 0  „ 

队は身 を  1 めた。 それ は鮮 かな 咲き 立ての 薔薇で あ 


つた。 二 時間 前 彼女の 胸に 見た その 薔薇であった。 

ひろ 

私 は そつ とその 泥の 中に 落ちて ゐた花 を 拾 ひ 上げ 

チェ プ * 

て そして 客間に 戾 つて、 それ を 卓子の 彼女の 椅子の 

前に 置いた。 

するとた うとう 彼女 も歸 つて 來た。 輕 い 足 どり で 部 

屋 1 坏に橫 ぎって， 卓子に 向って 腰 を かけた。 

あ を 

彼女の 顏は 一層 蒼く、 また 一層 生々 して ゐた。 いく 

らか 小さく 見える 彼女の 眼 は 嬉し さに どぎ まぎした や 

うに， 伏目が ちに 忙しげに あたり を 見廻して ゐた。 

彼女 は 薔薇 を 見る と、 それ を 取上げて、 くしゃく 

ミー  は^びら 

になった 汚れた 花&を 眺め、 私 を 眺めた。 そして その 

眼 は 急に ぢ つと 据わって、 涙が 輝いた。 

「何故 泣く のです？」 と 私 は 訊いた リ 

「まあ 此の 薔薇 を 御らん なさい。 こんなに なって しま 

ひました わ」 

その 時 私 は 何 か 意味 深い こと を 言 はう と 思 ひ附ぃ 

た 0 
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「あなたの 淚は その 泥 を 洗 ひませ う」 と 私 は 意^ あり 

げに 言った。 

「淚は 洗 ひ はしません、 燒 いち まひます わ」 と 彼女 は 

答へ た、 そして 壁 煖爐の 方へ ふり 向いて、 消え か X つ 

ほのほ  な こ 

て ゐる焰 の 中に 薔薇 を 投げ込んだ。 

「火 は淚 よりもよ く燒 きます わね」 と 彼女 は 氣輕に 叫 

んだ。 そして 彼女の 愛らしい 眼 は、 やっぱり 淚で 輝い 

てはゐ たが、 氣 輕に樂 しさう に 笑った。 

私 は 思った、 彼女 もまた 火の 中に ゐ たので あると。 

I 八 七 八 年 四月 

ュ ゥっヒ ィ.ク レフ スカャ の 

記念の ために 

荒凉 たる 勃 加 利の 村、 急に 野戰 病院に された 傾き か 

かった 小舍の あまり 賴り にならぬ 尾根の 下、 污ぃ濕 つ 

ぽぃ惡 い 臭の する 稾 蒲團の 上に、 彼女 は 二週間の 其 上 

四 四 三. 


も窒扶 欺で 死んだ ま 、潢た へ ら れてゐ た。 

彼女 は 人事不省であった、 それに 一人の 翳 者 も 彼女 

を 兌 舞はなかった。 彼女が 自分の 動く ことの 出來る 間 

看護して やった 病乓 達が、 代る代る その 臭氣を 放つ 病 

床から 起き 上って、 こ はれた 土瓶の 破片に 入れて 水の 

1 を 彼女 の 乾い た 脣に& ぎ 込んだ。 

彼女 は 若くて 美しかった。 上流 社畲 にもて はやされ 

て、 高位 高官の 人達 すら 心 を 寄せた。 婦人 達 は 彼女 を 

嫉み、 男子 達 は その 機嫌 を^った ：… その 中 幾人 か は 

心の底から 彼女 を 愛して ゐた。 人生 は 彼女に 微笑 を 見 

せた。 然し 世に は淚 よりも 惡ぃ 微笑が ある。 

& 直な 優しい 心 ：… しかし かば かりの 力、 かば かり 

の 献身！ 助け を耍 する 者 を 助ける こと …： 彼女 は そ 

の 外に 幸福 を 知らなかった …… それ を 知らなかった。 

決して それ を 知らなかった。 その外の あらゆる 幸福 は 

伎女の 傍 を 通り過ぎた。 然し 彼女 は疾 くに 心 を 決 し 

て、 消し 去る 事の 出來 ない 信仰の 熱に 燃えて、 隣人の 
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ために 身を献 げたの だ。 

いかなる 不滅の 寶が 彼女の 胸 深く、 その 心の奥底に 

歡 されて あつたか、 誰 一 人知る 人はなかった】 今では 

もとより 誰も 知る 人 はないで あらう。 

あ X、 然し それが 何で あらう？ 彼女の 犧牲 は献げ 

られた ： 彼女の 事業 は完 うされ た。 

然し 彼女の 遺骸に さへ も 誰 一 人 感謝の 言^ を 捧げな 

かった こと を考 へる と 傷し い 思 ひがす る， 彼女 自身 は 

すべ ての 感謝の 言葉 を恥ぢ 斥けて はゐ たけれ ども。 

彼女が 在天の 靈ょ、 希く は 此の 時 を 失した る 花 を そ 

の 墓の 上に 置く 私の 大膽を 許せ！ 

一 八 七 八 年 九月 

最後の 面會 

曾て 我々 はた どならぬ 親しい友達であった" …… け 

れ ども： 小 幸な 日が 来た …… 我々 は 敵と なって 相 分れ 


た 0 

多くの 年 は 過ぎ去った …… そして 彼の 住んで ゐる 5b 

へ來 たと き、 私 は 彼が 瀕死の 床に 橫 はって、 私に 會ひ 

たがって ゐる こと を 聞いた。 

ir とづ  へ や 

私 は 彼 を 訪れて、 彼の 部&へ 入った …… 二人の 視線 

は出會 つた" 

これが 彼 だと は 思へ なかった。 あ \！ 病氣は 彼 を 

こんなに 迄した のか？ 

黃色 くな つて、 皺が 寄って、 すっかり 禿げて、 まば 

ャ 3 

らな 白い 髯を 生やして、 特別な 仕 立方 をした 観 衣 を 着 

けたば かりで 彼 はす わって ゐた …… 彼 は輕ぃ 着物の 重 

みに すら 堪 へられな いの だ" 彼 は 忙しく その 恐ろしく 

や ほそ 

瘦せ 細った 嚙み へらされた やうな 手 を 私に 差し の ベ 

て、 辛うじて 二 言 1 1 一 言わけ の 分らぬ こと を 眩いた —1 

それが 歡迎の 言葉 か 非難の それ か を 誰が 知らう？ 彼 

の 瘦せ衰 へた 胸 は 波打って、 その 血走った 眼の どんよ 

りした 瞻には 押し出された 苦痛の 淚が 浮んで ゐた。 
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私の 心 は搔き 覿 された …… 私 は その 傍の 椅子に かけ 

て、 その物 凄い 姿に 思 はず 眼 を 落しながら も、 同じく 

手 を 差 出した。 

けれども 私の 手 を 握った の は 彼の 手で はない やうに 

思 はれた U 

せ. 3  ぴゃ く- X 

二人の 間に 脊の 高い 無言の 白衣の 女が すわって ゐる 

やうに 思 はれた。 長い 着物 は 彼女 を 頭から 爪先まで 包 

んでゐ た" 彼女の 深い 蒼い 眼 は 空 を 見、 その 蒼い 齩め 

しい 脣 から は 一 語 も 洩れなかった。 

此 女が 我々 の 手 を 結び合せ たの だ …… 彼女が 我々 を 

永遠に 和解 させた の だ。 

然り …… 死が 我々 を 和解 させた のであった。 

I 八 七 八 年 五月 

.. お とづれ 

私 は 開け放した 窓邊 にす わって ゐた …… 朝早く、 五 

四 四 五 


H 一  日の 朝早くで ある。 

_K の  く  G 

日 はま だ 出ない。 けれども、 I 仄かに 白み そめて、 暗 

い i がな 夜 は 早く 凉氣 を帶び はじめた。 

霧 t ま，：. この ぼらず、 そよ との 風 もない。 よろ づの物 

まひ ーとき に、 ま はりに は 深い if が ある i けれども 自 

然 はやが て める こと を 思 はせ た。 徵風は 銳ぃ濕 つ 

ぼ い 露の 匂 ひ を 蒔き 散ら して ゐた。 

突然 開け放した 窓から 輕ぃ音 立て."、 大きな 鳥が 部 

匿の 中へ 飛び込んだ。 

私 はび つくりして、 それに 眼 を 遣った …… 鳥で はな 

かった、 身に びった" 附 いた 長い 清 物 を 垂れて、 翼 を 

そな へた 小さな 女の 姿であった。 

彼女 はすつ かり 灰色であった、 眞 1& いろの 灰色で 

あった。 た^その 冀の 内側の みが、 ^き 初めた 薔薇の 

や はらかん を帶 びて ゐた。 慰 IS の 花輪 は その 圓ぃ 

頭のう ち亂れ た捲髮 をと りかこんで ゐた。 美しい 圓ぃ 

-rs  レょ CA  く 

i ひのお に は、 二つの 孔雀の 羽根が 蝶の 觸 角の やうに 面 


四 四 六 

白く 搖れ てゐ た。 

彼女 は 部屋の 中 を 二三 度 飛び 廻った。 彼女の 小さな 

額 は 笑って ゐた。 大きな 黒い 明るい 眼 も 笑 ひを湛 へて 

C? こ ひ 

J ナ  モンド 

氣隱こ 飛んで はふ ざけ 廻る ので、 彼女の 眼 は 金剛石 

の. うに きら 》-(\ 輝ん た 

皮 女 は i&i 咲く 花の 長い 莖を 持って ゐた。 露西^ 

人が 「ぎ^の i〕 と 呼んで ゐる もので、 實際笏 によく 似 

てゐる 0 

すばしこく 私の 上 を 飛びながら， 彼女 は その 花 を 私 

の 頭に 觸れ た。 

私 は 兩手を その 方へ 差しのば した …… けれども 彼女 

よ 窓から 飛び出して、 また 行って しまった …… 

n  S  ；  _  、  じゅ づ. f け は i  I 

&i の ipl の 花の 繁 みの 中で、 斑 鳩 は その 日 

の はじめの 鳴聲を 擧げて 彼女 を迎 へた。 彼女が はる ゆ 

こ 消えて しまった あたり、 ^白の^ はだんく と 紅 味 

. を帶び はじめた。 


私 はおん 身 を 知って ゐる、 空 想 の 女神よ！ はか 

たづ  もと 

らずも おん 身 は 私 を 訪ねて くれた、 若い 詩人た ちの 許 

へ 行く 道す がらに。 

ぉ&、 詩歜 よ、 靑 春よ、 女性の 童貞の 美よ I た 父 

この 瞬間に、 お前た ち は 私の 生涯に 光 &を與 へて くれ 

た、 春の はじめの 朝 まだき に ー 

一 八 七 八 年 五月 

NWCESSITAS.VIS-CBT-RTAS 一 

薄肉 彫 

鐵のゃ うな 顏を した 眼附の 鈍く すわった 脊の 高 い 骨 

張った 老婆が、 大胯に ふんばって、 そして 棒の やうに 

乾いた 腕で 今 一 人の 女 を 前に 押出して ゐる。 

此の 女 は —— 大きな 身體 をして 力が ありさう に 肥つ 

てゐ て、 ヘラクレスの やうな 筋肉 をし、 牡牛の やうな 

頭に は 小つ ぼけな 頸が 載って ゐて、 しかも 盲目で ある 

ツル ゲェ ネフ 散文詩 


—— 彼女 もまた 小さな 瘦 せた 娘 を 前に 押し 出し てゐ 

る ひ 

此の 娘 だけ は 眼が 見える。 彼女 は 反抗して、 ふり 返 

つて. その 綺 魔な 優しい 手 を ふり 擧げ てゐ る。 その 顏 

は 生々 として ゐて、 性急 さと 大膽 さと を 現して ゐる… 

…彼女 は從 ふまい として ゐる、 押される 方へ 行くまい 

として ゐる …… でも 彼女 は屈從 して、 行かなければ な 

らな いの だ。 

i>Jecessilos- vls-L-ibertas  ！ 

氣が 向いたら 譯 して 見た まへ。 

1 八 七 八 年 五月 

施 物 

ま ち 

或る 大きな 市街の 近くの 廣ぃ大 通 を. 一 人の 病み ほけ 

た 老人が 歩いて ゐた。 

彼 はよ ろく 歩いて 行った。 彼の 年と 共に 衰 へた 足 

四 四 七 


は、 止ったり 引きずったり 躓いたり して、 苦しげ に 力 

無 f こ ：e パてゐ た、 まるで 他人の 足で. <も あるかの や 

1 1 -  むきに I 

5 こ。 皮の 着物 は ぼろく になって ゐて、 露出の 頭 は 

胸の 上に 垂れて ゐた ；… 彼 は 精も^  もす つかり 盡き果 

て  > -ゐ るの だ。 

•K ュ 路傍の 石に 腰 を かけて、 がっくり 屈んで、 膝の 

上に 肘 を 突いて、 雨 手で 顏を蔽 うた。 そして 淚は 曲げ 

られた 指の 間から 洩れて 乾いた 灰色の 埃の 上に 滴つ 

た 0 

，は 昔の事 を 思 出した。 

彼 もまた 健康で 金 持であった 事、 それから その 健康 

を こ はして しまった 事、 その 金 を 他人の 爲 めに、 敵の 

爲め 友達の 爲 めに 蕩盡 してし まった 事 を 思 出した …… 

そして 今 は、 一塊の Ifll も 持って ゐな いの だ〕 凡ての 

人が 彼 を 見棄て X しまった、 友達の 棄て、 行った の は 

ほどこ I  P  • 1 *f  , 

敵よりも 早かった。 …… 彼 は 施物 を 乞ぶ までに^ を 「 

さね-よなら ぬの だら うか？ かう 考 へた 時、 彼の 心 は 


四 四 八 

®v しさと S ずと に充 たされた。 

i は 溢れに 溢れて、 點々 と 灰色の 總 を 濡らした。 

突然、 誰かに 自分の 名 を 呼ぶ 聲を 聞いて、 彼 はもの 

うい g: 慕げ て- 前に 一 人の 知らない 人物の 立って ゐ 

るの を 見た"  > ぶん 

その 顏は 落着いて 重々 しげで はあった が、 峻厳で は 

なかった。 その 眼 は 輝いて ゐ ると 云 ふより はっきりし 

てゐ た。 この 眼 附は人 を兑拔 くやう では あつたが 意地 

の惡 いもので はなかった。 

「君 は 財 逢 をす つかり 人に やって しまった」 とその 知 

ら ない 人物 は 落着いた 調子で 言った、 …… 「然し、 君 は 

その 善行 を 後悔して ゐ やしまい ね？」 

「後悔いた し はしません」 と 老人 は 溜息 をして 答へ た 

「ナ ュ ども 私 は 餓死し かけて ゐ ます」 

「若し 乞食が 君に 手 を 出さなかったなら」 と 知らな、 

人物 i まけた.. 「君 は 自分の 慈^の 心 を ^ 明して 見る 人 

が^かつ たらう。 君 は 善行 をす る 事が 出來な 力った 


らう」 

老人 は それに は 答へ ないで、 ぢ つと 考へ 込んだ。 

，ぐ 1?ぷ 

一 爺さん、 だから 君 も 今 は氣^ を 高く して ゐ ないで」 

と 知らない 入物 はまた 言 ひ はじめた、 「行って 手 を 出し 

たがい X。 君 も 他の 善人た ちに その 慈善心 を實證 する 

機 會を與 へる がい  > -」 

マ 1 つく W 

老人 は吃弩 して 眼 を あげた …… 然し 其 知. r ない 人物 

は、 もう 消え去って ゐた。 そして 遠方から 一 人の 男が 

おなじ 道 を 此方 へやつ て來る の が 見えた" 

老人 は その 男のと ころへ 行って 手 を 出した。 その 男 

は 冷たい 股 色 をして 顏を そむけて、 彼に 何も 與へ なか 

つた。 

然し 其 後から 又 一 人 通った、 そして 其 人 は 老人に ほ 

んの I の 施 をして やった。 

かう して 老入は 莨った 銅錢で 自分の iili を賈 つた、 

たぺ ちめ  _>r*< 

乞食し て 得た 少し の 食物 は 彼に は 旨 か つ た、 そして 心 

に 何の^つ ると ころもな く、 むしろ 反對に 平安と 歡喜 

ツル ゲェ ネフ！ E 文 詩 


とが 彼の 心に 神の 惠 みの やうに 湧いた のであった。 

J 八 七 八 年 五月 

我々 サ人 ばかりが 窓 を 開け 故した 大廣 間にす わって 

ゐる夢 を 見た。 

その 中には 女 も 子供 も 老人 もゐ た。  珍ら しく も 

さ- r.0- 

ない 話が、 騒々 しく^ 交 はされ てゐ た。 

突然 銳ぃ 騷音 を 立て 、 I 一寸ば かりの 大きな 蟲が廣 間 

へ 飛び込んで 来た …； 飛び込んで 來て、 二三 度 飛び^ 

つて、 壁に とまった" 

それ は 蠕か、 山 蜂 かの やうであった。 その 身 體は士 

色で あり、 平った いごつ くし た 翼 も 同じ 色で あ つ た 。 

|| げた 足に は 毛が 生えて ゐ るし、 頭 は 蜻蜍な ど に 見る 

.r ど 

やうに 大きく て 角ば つ て ゐた。 そして この 現 も 足 もま 

つか 

潮に 浸した やうに 眞 紅だった。 

四 四 九 


此の 奇怪な 蟲は絕 えず その 頭 を 上下 左右に 振り そ 

の 足 を f たくさせて ゐた …： それから 突然 壁 力ら^ 

立ち、 ぶんくと 部屋 を 飛 廻って、 また 止まる と 再び 

その 場 を 動かないで、 身 體中を i やな 氣 味の 惡ぃ 工合 

に 動かして ゐた。 

それよ 我々 凡てに 嫌惡、 恐怖、 戰慄 の感を さへ 起さ 

せた …… 我々 の 中には 誰 一人 これまで こんな もの を 見 

た 者よ なかった。 我々 は 一 齊に 叫んだ、 「此の 怪物 を 追 

ハ ンケチ IV 

ひ 出しち まへ ー」 そして、 遠くから その 方へ 手 巾 を^ 

つた …… けれども- 一人と して 敢て 近づいて 行く 者 は 

なかった …… そして その 蟲が 飛び はじめる と、 皆 思 は 

ザ 身 を 避けた。 

1 座の 中で たった 1 人 穀ぃ顏 をした 靑 年が、 驚いた 

やうに 我々 一同 を 眺めた。 彼 は 肩 を ゆすぶって、 にや 

りと した、 そして 一 蹬我々 にどん な 事が 起った か、 何 

が 我々 が こんなに 搔ぎ 立って ゐ るか 一 向 攀 がわから な 

かつ ヒの だ。 彼 自身 は 全く 蟲をも 見なければ、 その 翼 


0 五 0 

の無氣 味な 音 を も 聞かな かつ た。 

突然 蟲は靑 年をぢ つと 兌 込んだら しく、 飛 立って 彼 

の ^上へ 落して 行き、 額の、 眼の 上のと ころ を 刺した。 

…； 靑年は 微かに f いて、 そして 倒れて 死んで しまつ 

た 0 

その 恐ろし ぃ蠅は 直ぐに 飛び去った …… その 時 はじ 

めて^々 は、 我々 を iM- たもの が 何もので あつたか を 

悟った。 

1 八 七 八 年 五月 

キャベツ 汁 

或る 百姓の 寡婦の 一人息子に 二十歳になる 若者が あ 

つ. こ、 村 中での 一番の 働き手で あつたが、 そ 4v カ死ス 

でし まった。 

此の 村の 地主の 奥樣が 此の^ 房の 不幸 を 聞き 附け 

て、 葬式の 日に 訪ねて 行って やった。 


A*  ft* 

女房 は 家に ゐた。 

小 舍の眞 中の <ん 卓の 前に 立って、 彼女 は ゆっくりと 

右の 手 を 規則正しく 動かして (左の 手 はだら りと 垂れ 

まつく ろ  スゥプ 

てゐ た〕、 § 黑 になった 錫の 底から、 薄い キャベツの 汁 

をし きりに すくって は 飮んで ゐた。 

その 女房の 顔 は 沈んで 暗く、 眼 は 赤く 脹れ 上って ゐ 

おてら 

た .：：• けれども その 樣子は 寺院に ゐる やうに きちんと 

し、 ちゃんとして ゐ た。 

「まあ！ 」 と 奧樣は 思った。 「こんな 時に もま だ 食べ て 

こ *lo*p ち 

ゐられ るなん て …… この 人達 は 何て 感情が 荒つ ぼいん 

だら う！ 」 

そして その をり、 奥樣は 自分が 幾年 前生 後 九 ヶ月に 

なる 娘 を 失く した 時、 悲し さの あまり、 ベ テルブ ルグ 

の 近傍に ある 大好きな 別莊 にも 行かないで、 一 夏 ザ 街 

f  、一 

で 過した 事 を 思 出した S その 間 女房 は キヤべ ッ汁を 

す  > -り續 けて ゐた。 

奧樣 はたう とうこら へ 切れ なくなって、 r タ チヤ ナ 

y ルゲェ ネフ K 文 詩 


！」 と 呼んだ …… 「まあ！ 驚いた！ お前 まあ 息子の 

事 を 思 はずに ゐられ るの かえ？ こんな 時に やつば り 

た  スゥプ 

物が 食べたい のかえ？ どうして 汁なん か 食 ベ て ゐ ら 

れ るの だら うね！」 

ろち 

「家の ヮァ シャは 死ん ぢ まひました」 と 女房 は 小聲で 

言って、 悲嘆の 淚は またも その げっそり 落ちた 頰に流 

わし 

れた。 「もう 私 も 死ん ぢま ひさう でございます、 もう 此 

スゥプ 

の 胸 を かきむしられる やうでして。 でも、 汁 はう つち 

やら かして 置い ちゃ 勿體 なう ございます、 これ-. ！ はお 

は ひ 

鹽が 入つ とります から」 

奥漾 はた V 肩 を 動かした ばかりで 行って しまった。 

きひ 

彼女に は鹽 の 價 はわから なか つたの だ。 

一 八 七 八 年 五月 

空色の 國 

お X、 空色の 國 よ- お \、 光明と 色彩と、 靑 春と 

四 五 一 


幸福の 國ょ！ 私 は 夢に 汝を 見た。 私 は 幾人 かの 仲間 

と 華 かに 飾られた 綺麗な 小舟 S つて ゐな 白鳥の 胸 

の やうに 白帆 はふく らんで ゐた、 風に 翻へ る 流 旗の も 

とに。 

中間と 云 ふの は 誰 だか 私 は 知らなかった。 けれども 

{F  一一， -  L ん みこ > 

よ 自身の やうに、 若い 快活な 幸福な 人達 だと は 心底 力 

ら 感じられた！ 

しかも 私 は 彼等に は 目 も くれなかった。 私 はた 丈 ま 

はりの 金の i が砹 立つ 果て 知らぬ 海 を 眺めた。 頭上に 

も 同じ 1 いなき^ 色の 海が 隳 はり、 太陽 は 嬉しげ に 勝 

ち 誇った やうに 動いて ゐ た。 

我々 の 間に は、 時々 ii の 笑 ひの やう によく 透る 喜 

ば しげな 笑 ひ聲が 起った！ 

それから 不意に 誰かの ぎから 言葉が 出た、 不思議な 

美 や 感激した 力に 充 たされた 歌が 出た …… 夭 も それに 

ぶる 

^へ、 ま はりの 海 も それに 調子 を 合せて 顫 へる やうに 

^よれた" ；… それから また 樂 しい 平穩 にかへ つて 行 


四 五 二 

つた。 

おだやかな 波の 上 を輕く 浮んで、 我々 の 小舟 は 走つ 

て 行った" 風が 走らせる のではなくて、 我々 自身の 輕 

く 波打つ 心臓が それ を 導いて 行く ので ある。 小舟 は 我 

我の 行って 見たい 方へ 走った、 まるで 生き物の やうに 

id はぎ ま 島に 近づいた、 紫水晶 や 石な どの 寶石 

のきら きら 光って ゐる 半透明の 仙 島で ある。 そのぐ る 

り の 海岸 か ら は 心を醉 はす 驚 香が 立ち のぼって ゐた 

その 或る 島で は 蒂薇ゃ 君 影 草の 雨 を 我々 に 降らし ま 

た 或る 島で は 虹の 七色 をした 長い 翼 を 持った 鳥の むれ 

が 舞 ひ あ 力った 

鳥の むれ は 我々 の 頭上に 輪 を 描き、 百合 や 薔薇 は 我 

^の 小舟の 滑らか.^ 1が」 滑って、 露珠の やうな 泡の 中 

ヽ溶ナ 込んで しま ふ。 

そして 花や 鳥と ともに、 蜜の やうに スヰ イトな 音調 

が 我々 の 方へ 漂って 来た …； その 中には 女の 聲も 聞え 


た …… そして 我々 のま はり はすべ て、 天 も、 海 も、 高 

く あが つ た 帆 も、 蛇のと ころで どくどく； K ふ 水 も —— 

すべて 戀を 語った、 幸福な 戀を 語った！ 

そして 彼女 も、 我々 の それぞれの 戀人 もまた 其處に 

ゐ たので ある  目に は 見えなかった けれども。 いま 

ひと- -， 

一 時、 そして 見よ、 彼女の 眼は汝 等に 輝き、 彼女の 頰 

は汝 等に 笑み ゆらぐ であらう …… 彼女の 手は汝 等の 手 

ペラ 奢 イ^ 

を 取って、 永久の 樂 園へ と 導く であらう！ 

お > -、 色の 國ょ！ 私 は 夢に 汝を 見た。 

一 八 七 八 年 六月 

二 富 豪 

富豪 ロスチャイルド がその 莫大な 收入 の 中から 子供 

の敎 育、 病人の 治療、 老人の 扶助に、 E 萬の 金 を 寄附 

すると 言って 人の 賞め るの を 聞く 度に、 私は讃 嘆し 感 

動す る。 
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然し それ を讃 嘆し、 それに 感動す る 時で すら、 私 は 

-=f なし ご  こ や 

孤兒 になった 姪 を そのみす ぼらし い 小舍に 引取った 貧 

しい 百姓 一 家 を 思 ひ 出さずに は ゐられ はい。 

IT ち 

「もし 力 チカ を 家 へ 引取る とすると」 と 女房 は 言 つ た、 

スゥプ 

「 一 文無しに なつち まって、 汁に 入れる 翳 だって 買へ な 

くなります よ」 

「い >! やな .... 鹽が 無くった つて 食へ る さ」 と 亭主が 

答へ た。 

ロスチャイルド は 此の 百姓 を 相^る こと 遠い と 云 は 

ねばならぬ！ 

一 八 七 八 年 七月 

老人 

陰 唁 たる 荒凉 たる 日は來 つた …… その 身の 衰弱、 そ 

れ SS く 

の 愛する 者の 苦痛、 老年の 冷 索と褒 愁。 汝が愛 した も 

の は、 そのために 献身的に 盡し たもの は、 すべて 凋落 

四 五 三 


して は碎け 散って しま ふ。 道 はすべ てドり 坂で ある。 

今 さら 可 をすべき だら う？ 悲しむべき か？ 嘆く 

べき か？ そんな 事 をしても 自分に も 他人に も 何の 益 

もないで あらう。 

,  すくな . 

^つた 鄉れ た^の 葉 はだん だんと 小さく 少く はなる 

ナル ども、 その 綠の色 はや はり 變ら ない。 

、つ さ、 汝も また 縮 かまって、 汝自 身のう ちに、 汝の 

避 1 の 中に 隱れ よ。 さう すれば その 奥底に， 汝の 心の 

奧 底に、 汝の 過ぎ去った 生活、 汝に のみ 理解の 出來る 

生活が、 美しい 春の 力と 香ばしい 未だな ほ鮮 かな 綠の 

いろと を もって、 汝の 前に 輝き 出る であらう。 

然し 氣を附 ける がい X …… 哀れなる 老人よ、 前途 を 

見て はいけ ない！ 

l 八 七 八 年 七月 

通信員 


四 五 四 

一 一人の 友達が 食卓に よって 茶を飮 んでゐ た。 

すろ と 突然 i& で 消 ％ しい 嘆きが おこって、 哀れな 

呻き 聲ゃ、 烈しい &ii や 意地の 惡ぃ 笑ひ聲 などが 聞え 

た 0 

「誰 やら、 £i られ てる ぞ」 と. 友達の 一人が 窓から 視 

きながら 言った。 

「^人 か？ 人殺し か？」 と 他の 一人が 訊いた。 「そり 

む **- が V5 し なぐ  > 

や 誰でも かま はんが、 無法に 打擲ら せち や 置け な、、。 

行って、 助けて やらう」 

r 抵 § られる の は 人殺し ぢ やな い 」 

「人殺し ぢ やない？ ぢゃ 泥棒 か？ 何 だって かま は 

ん、 ぎ^ 1 の 手から 救 ひ 出して やらう」 

「泥棒で もない よ」 

「s 棒で もない？ ぢゃ持 逃げした 會計係 か、 鐵 道の 

役員 か、 陸軍の 御用商人 か、 露西^ 文藝 の^ 護 者 か、 

辯護士 か、 保守 黨の 記者 か、 社會 改良 者 か？ ：： 何 だ 

つてい、 さ、 行って 救って やら うぢ やない 力」 


「いや 違 ふ、 りれ てるの は 新聞の 通信員 だ」 

「通信 負？ あ >1 さう か" ぢゃ、 まあ 茶 を 1^ んで しま 

つてから にしよう」 

1 八 七 八 年 七お 

二 兄弟 

まぼろし 

それ は 幻影であった …… 

二人の 天使が …… 一 1 人の 精霊が 私のと ころに 聽 はれ 

た 0 

せいれい  はぶ きぬ 

私 は 天使と も精靈 とも 呼ぶ、 二人 は 裸身で 衣 も繮は 

ず、 いづれ も 肩のう しろに 二つの 長いし つかりした 翼 

が附 いて ゐ るからで ある" 

二人とも 若かった。 一人 はふつ くらと して ゐて、 柔 

かな 滑 かな 肌に 黑ぃ 捲髮 をして ゐた U 鳶色のば つちり 

t つゆ 

した 眼 は 睫毛が 濃くて はれ ばれした 眼附に は媚を 含 

み、 また 熱が 籠って ゐた。 顔に は 魅す る やうな 迷 はす 
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やうな ところと、 厚かましい 意地が 惡 さうな ところと 

あ. A  As 

あった" や はら かさうな 紅い 唇 はび くびく 顫 へて. めた 

たの 

靑年は 力 ある 者の やうに —— 自ら 恃 むと ころ ありげ に 

け M  まき t> 

また 氣怠 るげ に 微笑した。 つやつやした 捲髮に ふわり 

ぴ ど 

とかかった 見事な 花輪 は その 天鵞絨の やうな 眉 に鲳れ 

ん ばかりで ある。 まだらな 豹の 皮 は 金の 矢 を もてと め 

られ て、 まるい 肩から ふつく りした 腿へ ふわりと 垂れ 

てゐ る。 翼の 羽根 は 薔薇色に 染めな され、 その 端 はま 

るで な まな ま し い 鮮血に 浸された や うな 眞紅 である。 

時々 さわやかな 銀の 響、 春雨の 音を立て てせ はしげ に 

その 翼 は 振 ふ" 

いま 一 人は瘦 せて ゐて、 肌は黃 ばんで ゐる。 息す る 

あまら 2 ね 

度に 肋骨が かすかに あら はれる. - その 髮はブ ロンドで、 

細くて 直ぐ だ し、 その 眼 は 大き く 圓く て 薄 鼠色で ある 

…； ^附は 不安げ で、 異樣に 光って ゐる。 相貌 はすべ 

て 銃く、 尖った 魚の やうな 齒を もった 小さな 半ば 開か 

れた 口、 よく 通った 鴛鼻、 白い |!ぎ で蔽 はれて ゐる突 
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き^た i" その 乾いた 唇 は 未だ 曾て 微笑した こと もな 

いで あらう。 

よく 整つ てゐ ながら も、 何と 云 ふ 恐ろし I 無 慈き な 

顔 だら う！ (もっとも 前の 美しい 靑 年の 顏も、 惚れ 惚 

れ する やうで はあった が 慈悲の 相は缺 いで ゐ， 2 此の 

靑 年り 頌には 少しば かりの ちぎれた 空穗 が枯 草で 卷き 

ちら  3 れ  、 r  ，  / 

は びら 丄 て ゐる。 腰に は&ぃ 灰色の 布 を まとり とん 

よりした 鼠い ろの 翼 を ゆるゆると 脅かす やうに E 力し 

てゐる 0 

の 二人の 靑年は 離す ことの 出來 ない 伴&の やうに 

見えた。 互に 肩 を もたせかけて、 一 人が その 柔 力な 手 を 

相手の 骨ば つた 頸に 葡萄の 房の やうに 卷 きつけ わ は 

一 人の 細長い 指 をした 瘦 せた 手首 は 相手の 女の やうな 

胸の ま はりに 蛇の やうに 曲げられた。 

すると 何だか 聲 がして、 それ はかう 言った、 「戀 と飢 

さラ せいじ 

とがお 前の まへ に 立って ゐる I 1 これ 雙生 兒、 生きと 

ザお 

し 生ける ものの 二つの 礎』 


四 五六 

「生きと し 生ける もの 皆盒を 求めて 動く、 そして 後繼 

街 を 生まん が爲 めに 食 ふ。 

.5 の 

尸き と餓と —— その 目的た る や 一 つで ある。 自分の 生 

^のら 

鲈も、 ぎだの^ 鲈も —— 生きと し 生ける ものの 生命 を 

絕 やさせ まいと する にある，」 

一 八 七 八 年 八月 

エゴイスト 

彼 は その 家族 を 責め苛む 凡ゆる 性質 を 具へ てゐ た。 

彼 は 生れて 健康で あり 富裕で あり、 また その 長い 一 

生涯 富裕で 健康で 通して 來て、 たった 一 つの 罪 も 犯さ 

r, たった 一 つの 1 然もせ ず、 また 曾て 心得 違 ひも 遣 

り «w もした ことはなかった。 

皮 t ー詁 難の 打ち どころ もない、 堅實な 人間だった 

I  そして 自分の 堅實な こと を 誇りに して、 彼 は そ 

れこ 依って、 家族で あれ 友達で あれ 知人で あれ、 凡て 


の 人 を 藍 服して ゐ た。 

彼の 堅實 さは 彼の 資本であった ：… そして 彼 は 此の 

資本から 法外な 利息 を收め て ゐた の だ。 

此の 堅寶 さが 彼に 無慈悲で あり、 また 法律の 命じな 

い 善事 を しないと 云 ふ 權利を 彼に 與 へた、 そして 彼 は 

無慈悲で あり、 何事の 善事 もな さなかった ；… 何とな 

れば 命じられて なす 善事 は 少しも 善事で は 無い からで 

ある。 

彼 は 彼 自身の 模範的の 自我 を 除いて は、 いかなる も 

のに も 與昧を 有しないで、 しかも 若し 他人が それと 同 

じ やうに、 深い 興味 を 有たなければ 本氣 になって 怒る 

のであった I 

その 癖 彼 は 自分 を 主我主義者 だと は 思って ゐ なかつ 

た。 そして 主我主義者 や 主我、 王^ を 非難す る 事 は 特別 

苛酷で、 それ を 見附け 出す 事 は 鋭敏な ものであった。 

云 ふ 迄 もな く、 他人の 主我主義 は 彼 自身の 主我主義の 

邪魔になる ものである。 
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彼 は 自分に は 些かの 弱 點 も 認めないで、 他人の 弱氍 

は 理解 もしなければ 容赦 もしなかった。 まったく 彼 は 

何人も 何物 も 理解し なかった、 と 云 ふの も、 彼が 上下 

前後， あらゆる 方面から すっかり 自分と 云 ふ もので 取 

圜 まれて ゐ たからで ある。 

彼 は 寛容の 意義 さへ も 理解して ゐ なかった。 彼に 自 

ゆる 

分 自身 を赦 さねば ならぬ 必要 を 持たなかった …… どう 

して 他人 を赦 さねば ならぬ 必耍が あらう ぞ？ 

彼 自身の 良心と 云 ふ 判官の 前に 立って、 彼 自身の 神 

の 面前に 於いて、 彼 は、 此の 驚くべき 人物、 此の 德の 

怪物 は、 その 眼 を 空に 向けて 、確乎たる 明晰な 聲で公 

言した、 「然 り、 自分 は 模範的 人物で ある、 眞 個の 道德 

的 人物で ある！ 」 と 

彼 はこの 言葉 を その 臨終の 床で も 繰 返す であらう、 

そして その 時で さへ も、 此の 石の やうな 心 は 何等の 動 

搖 をも來 さな い であらう II 缺點も 汚 點 も 無 いその 心 
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ああ、 廉憒に i な ひ 得た る德の 頑迷な 自己 滿 足の その 

醜惡 よ。 汝 は惡德 のお ほつ びら な醜惡 よりもより 惡む 

べき ものである！ 

一 八 七 八 年 十二月 

. 神の 饗宴 

或日祌 がその 蒼穹の 宮殿に 一 大 饗宴 を 催 ほさう と 思 

ひ 立 たれた。 

あらゆる 美德は 招き 呼ばれた。 然した だ 女性なる 德 

のみで …… 男子 は 招かれず …… 婦人ば かりであった。 

大きな 德、 小さな 德、 非常な 數 であった。 小さな 德 

よ 大きな 德 より は 一層 愉快で 樂 しさう であった。 けォ 

ども いづれ も 滿足氣 に 見受けられ、 近親 か 知己で でも 

ある やうに 打ちと けて 話し合って ゐた U 

ところが 神 は 全く 初對 面ら しい 二人の 美しい 婦人に 

お目を止められた。 


四 五八 

お だは 一人の 婦人の 手 を 執って、 今一 人の 婦人に 引 

合 はせ て、 

「恩 惠！」 と はじめの 婦人 を 指して 言 ひ、 

「財 恩！」 とつぎの 婦人 を 指して 附け 足された。 

二人の 美 德は此 上 もな く 驚いた。 世界の 創造され て 

MW すでに 長い 年月 は經 つて ゐ たけれ ども、 この 二 

人の 出會 つたの は これが 初めて だ つ た ので ある。 

一 八 七 八 年 十二月 

スフィンクス 

上の 方は柔 かく、 底の 方 は 1  くきし む 黃色カ 力った 

灰色の 沙 …… 見渡す 限り 際涯の ない 砂。 

レ ,  ず は 5-】 リ 

そして 此の 沙漠の 上、 此の 死せ る 砂貌の 海の 上に は 

^おの ス フィンク スの M 犬な 頭が 突出て ゐる。 

これ 等の 厚い 出張った 唇 や、 動く ことなく 開 ゝた仰 

向いた 鼻孔、 二つの 眼、 二重の 弓 門の やうに なった 髙 


い 眉の 下に 半ば 眠り 半ば 醒めて ゐる やうな 限な ど は 何 

を 言 はう として ゐる の だら う？ 

それ 等 は 何 か 言に うとして ゐ るの だ。 實際 それ 等 は 

何 か 語つ てゐ るの だ。 けれども その 無言の 言葉 を 解し 

その 謎 を 解き 得る もの は、 ただ エヂ ブス だけで ある。 

ところで、 私 はかう した 容貌 を 知って ゐる ；… それ 

に は 少しも 埃 及 風のと ころ はない。 白い 低い 額、 ^1- 

まつす？、 

つた 頰骨、 短 かい 眞 直な 鼻、 綺麗な 口に 白い 齒- 柔か 

な 口髭に ちぢれた 顗鬚、 ずっと 懸け離れた 二つの 大き 

まんな. A 

からぬ 眼 …； そして 頭に は眞 中から 分けた 髮を 項いて 

ゐる。 …… ああ、 それ は汝 である、 カルプで ある、 シ 

ドルで ある。 セミ ヨンで ある. ャ ロス ラァフ や リャザ 

ンの 百姓、 我が 同國 人、 血 あり 肉 ある 露西亞 人で ある 

！ 汝 もまた スフィンクスの 仲間で あるか？ 

汝 もまた 何 を か 言 はう とする か？ 然り、 汝 もまた 

スフィンクス である。 

そして 汝の sr 汝の光 It のない 窪んだ 跟も また 語つ 
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てゐる …… そして 汝の 言葉 もまた 無言で 謎の やうで あ 

る" 

然し 汝の ェ ヂプ スは何 處にゐ るか？ 

惜しむべし！ 汝の エヂ ブスと なる ために は、 百姓 

服 を 着た だけで は 十分で は 無い ので ある。 おお、 全 露 

西亞の スフィンクスよ！ 

一 八 七 八 年 十二月 

ニン フス 

\ まん^ん  む* 

私 は半圓 をな した 美しい 山脈に 對 つて^ん でゐ た。 

若々 しい 綠の 森が その 頂から 麓まで 蔽 うて ゐた。 

その上に は 澄み渡つ た靑 い 南國の 空 が 輝 い て ゐた。 

頂に は 日光が 戲れ、 麓に は 半ば 草に 隱 されて、 小川の 

早灝 がさ ざめ いて ゐる。 

すると かの 古 傳說が 私の 胸に 浮んだ。 基督 降誕 後一 

百年、 希 職の 船が 多島海 を 走つ てゐた 時の 事で あろ。 

四 五 九 


時 は 穿 II …… お, は靜穩 であった。 突然 水先 案. 內の 

頭 上 高く 聲ぁ つて はっきり と 呼ば はった. 「汝 かの 島の 

傍 を 行かば、 聲高く 呼ば はれよ 、『犬い なる 神 パン は 死 

せり！』 と」 

水先 案內は 驚いた …… 恐れた。 けれども 船が その 島 

にさし かかった 時、 彼 は その 紀に從 つて 呼ば はった、 

r 大 いなる 神 パン は 死せ り！」 

すると 忽ち その 叫 聲に臈 じて、 その 海岸の すべてに 

亙って (その 島 は 無人島であった けれども) 高い 歙欽慟 

哭 の罄、 長く 曳 いた 悲嘆の 叫びが 響き渡った。 

「ああ 死せ り！ 大 いなる 神 パン は 死せ り！」 と。 私 

は 此の 傳說を 思 出した …：. そして 妙な 考 へが 胸に 浮ん 

だ。 「若し 今 私が 呼び 懸けたならば どうで あら 5?」 

ところで 身の ま はりの 喜ばしげ な 美景 を 眺めて は、 

ほこつ いて 考 へる ことが 出來 なかった ので、 私 は 懸命 

,*  よお に】 

の聲を 擧げて 叫んだ、 「大 いなる 神 パン は 蘇れり！ 蘇お 

り！」 すると 忽ち、 何等の 不思議 ぞ、 私の 叫び 聲に應 


四 六 〇 

じて、 半圓 形の 綠の 山脈から 籙 しさうな 笑 ひの どよめ 

き、 喜ばし さうな 私語 や 拍手の 音が 起った。 

「彼^ K^i り！ パン は 蘇れり！」 と 若々 しい 聲々 が 

どよ もした。 ig のす ベて は 急に 笑 ひ はじめた、 S 

の 日よりも 輝かしく、 草 間 を 流る る 小川の せ せらぎ よ 

りも樂 しげに、 せ はしげ なば たばた と 云 ふ 輕ぃ足 どり 

が 聞え、 綠 なす 木立の 間に は、 ふわりとした 白衣 力；^ 

理 石の t にきら めき、 と讓 のさした 裸 形の 四 

跪が ちらちらした ：… それ は 山から この 野邊 へと 急ぐ 

ニンフ や、 ドライアて トゃバ ，カントの 群れな ので あつ 

"〕0 

. 忽ち 彼等 は 森の すべての 出口に 姿 を あら はした。 捲 

i は その 神々 しい 頭から 垂れ 下り、 そのし なやかな^ 

一 i ち^ゃ 11 を 捧げ 持って ゐる。 そして 笑聲 は、 は 

ま、 かな のソ P ァは 飛びつ 躍りつ 難に 伴って 來る 


一人の 女神が 彼等の 先頭に 立って ゐ^ 彼女 は 皆の 


神より 一 翳脊が 高くて 美しい。 肩に は觼、 手に は 弓 を 

:r  ♦、 き ゆ  がね P ん ゆつ 

携 へて、 その 浪 打った 捲 髮には 白銀の 新月が きらめい 

てゐる  

「ダイ アナ、 おん 身 は ダイ アナ だな？」 

けれども その 女神 は 突然 立 止った …… そして 一 時に 

二 ンフの 群れ もす ベて 立 止った。 はればれしい 笑ひ聲 

は 消え失せて しまった。 

私 は沈默 せる 女 祌の顏 が 忽ち 死人の やうに 蒼 褪めた 

の を 見た、 彼女の 足 は 地に ぴったり 着いて しまって、 

名状すべからざる 苦痛に 唇が 開き、 眼が 大きく 見開か 

れて 遠方 を 凝視す るの を 見た …… 彼女 は 何 を 見附けた 

の だら う？ 何 を 見詰めて ゐ るの だら う？ 

私 は 彼女の 見詰めて ゐる 方に 向き か へ つた …… 

遙 かなる 地平線の 上、 なだらかな 野の 果てに、 某督 

敎の 寺院の 白い 鑌摟の 頂きに、 li! の 火の やうに 黄金 

の 十字架が きら めいて ゐに ；… 此の 十字架 を 女神 は 口 

に 留めた のであった。 
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後に 切れ たおの ふる ふや 5 な 長 い 切なげ な 嘆息が 聞 

えたので、 私が 振 向いて 見る と、 -I ゾフの 群れに あと 

方 もな く 消え失せ てゐた …… ぅち擴 が つ た 森 は 依然と 

して 綠で、 ただ 繁り 合った 木の間の 其 處此處 に 何 か 白 

いものが かつ 消え かつ 輝いて ゐ たが、 それが ニンフの 

白衣で あるか、 谿 から 立ちのぼった 霧で あるか はわ か 

ら ない。 

然し、 女神 達の 消え失せ たの を 私 は どんなに か 悲し 

んだ であらう！ 

一 八 七 八 年 十二月 

ま ときと 

或る 終身 該 、鐡 に處 せられた 囚人が 獄 を^つ て 一 散に 

逃走した …… 彼の 後に は 踵 を 接して 監守 どもが 追跡し 

てゐ た。 

彼 は 一 生 懸命に 走った …… 追 | 者 は 漸くお くれは じ 

四 六 一 


めた。 

然るに、 突然 彼の 行く手に 斷鴛絕 壁 をな した 一 條の 

河が 現れた、 幅は狹 いが 深い 河で ある …… しかも 彼 は 

泳ぐ ことが 出來 ない！ 

一 枚の^; ちかかった 薄い板が 岸から 岸へ かかって ゐ 

こ。 逃走 者 はすで に その上に 片足 を かけた …… ^るに 

たまたま その 兩 岸に 彼の 親友と 怨敵と が 立って ゐた。 

仇敵 は 何も 言 はないで、 ただ 腕を& いて ゐた。 けれ 

ども 親友 は聲の 限り 叫んだ、 「危 い！ 何 をす るんだ？ 

君 は氣が 違った か？ 氣を附 けろ！ 板の まるっきり 

腐つ てるのが わからな いか？ 乘 つたが. 最後 身 體の重 

みで 折れて、 君 は 死ん ぢ まふ ぞ！」  " つ 

「だって 外に 助かる 道が 無 いぢ やない か、 そら、 追^ 

ぎ はもう 迫つ てゐ る！ 」 

と 不幸な 男は絕 望の！. 1 を擧げ て、 板^ 踏んだ" 

r 斷 じていけ ない！ …… K の 破滅す るの が 見て ゐられ 

ろ もの か！」 と 熱心に 親友 は 叫んで、 逃走 若の 足 もと 


四 六 二 

から 板 を つた。 逃走 者 は 忽ち 逆卷く 激流に 隊 落し 

て 溺れて しまった。 

仇敵 は滿 足の 笑 ひ を 浮べて 行って しまった" けれど 

も 親友 は 岸に 身 を 投げ かけて、 彼の あはれ な …… あは 

れな 友人 を 悲しんで 激しく 泣き はじめた" 

しかしながら、 彼 は その 友 を 死に 到ら しめたの につ 

、二」、 自分 を 責める 念な ど は 起らなかった …… ただ。 

1 瞬時と い へど も。 

「私の 言 ふこと を 聞かなかった からだ！ 聞かな 力つ 

たからの 事 だ！」 と 彼 はがつ かりして 眩いた。 

「もっとも」 と 彼 は 最後に 附け 加へ た、 「どうせ 一 生 恐 

ろしい fie 苦しま なきやなら なかつ たんだ！ まあ 

らく 

その 苦しみ だけ は 免れた と 云 ふ もの だ！ 今は樂 にな 

つたんだ！ かうな るの も あの 男の 因果 だつ たんだら 

5! と は 言 ふ ものの、 人情 だもの、 いかにも かはい 

さう だ！ 」 

そ し て 比 の 親切 者 は、 身 を 誤つ た 友の 運命 を 思 つ て 、 


や ろ せ 

熱い 遣瀨 ない 淚を 流す の を やめなかった。 

I 八 七 八 年 十二月 

私 は 夢で、 まだ 靑 年と 云 ふより 少年の ままで、 と あ 

る 低い 木造の 敎 會にゐ た。 細い 蟥燭は 古い 聖者の 賨像 

の 前に 點 々と 赤く ともつ て ゐたひ 

七色 をした 光の 輪が 小さな 燈 明の 火 を 取り 卷 いて ゐ 

た。 敎會の 中 は 薄暗く ぼんやりして ゐた …… だが、 私 

の 前に は澤 山の 人が 立って ゐた。 いづれ もブ 口 ンドの 

髮 をした 百姓の 頭ば かりであった。 それ 等の 頭 は 時々 

.  さ 

力がん で、 ずっと 下げて はまた 上げる、 丁度 熱した 麥 

の穗が 夏の 風の 吹き 過ぎる 度に、 ゆるやかに 波 を 打た 

せる やうに。 

ろしろ 

不意に， 誰 やら 後から やって来て 私の 傍に 立った。 

私 は 彼の 方に は 向かなかった。 けれども 直ぐ 此人こ 
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そ 基督 だと 感じた。 

感動、 好奇、 畏怖の 念が 忽ち 私を囚 へた。 私 はやつ 

と 自分 を 制して …… 隣の 人 を 見た。 

ほ * 

他の 人と 同じ やうな 顏、 凡ての 人と 毫も 變 りの 無い 

顏 であった" 眼は穩 かに 心 を 籠め たやう に、 少しく 上 

の 方 を 向いて ゐる。 唇 は 閉ぢら れてゐ るが、 然し 堅く 

結ばれて ゐ るので はなく， 云 はば 上唇 を 下唇の 上に 休 

めて ゐる やうで ある。 濃くない 髯は 二つに 分 ナられ て 

ゐる。 手 は 組まれた 儘ぢ つと して ゐる" また 着て ゐる 

着物 も あたり 前の もの である。 

「どうして これが まあ 基督 だ らう ？」 と 私 は 思った、 

「こんな あたり 前の、 何の 特徵も 無い 人が！ そんな 事 

が ある もの か I」 

まっすぐ 

私 は眞直 向いた。 ところが 私が 此の あたり 前の 人 か 

ら眼を 離す や 否や、 また 此の 傍に 立って ゐる のが、 基 

督 その 人に 外ならぬと 感じられた。 

また 私 は 自分 を 制して 振 向いた …… そして また その 
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おなじ 顔、 萬 人に 似た 顔、 見た 事の 無い 顏 では ある 力 

毎日 W 會ふ やうな 顏を 見た。 

すると 急に 心が 袁 苦しくな つて 私 は 我に 返った" そ 

0ゅ、 よ^じめ て 悟った. 丁度 この やうな 顏カ F 

人の 顔と 同じ 顔が 基督 その 人の 顔で あると。 

1 八 七 八 年 十二月 

0^ 一 〔一八 七 九 年 11 八 八 二 年〕 

岩 

諸 まま， うら  >1 かな 春の 日の 滿 潮時、 海岸の 年經た 

灰色の 岩に、 八方から 勢 ひの い、 浪が打 寄せて II 碎 

ナて、 戲れ て、 撫でさす つて — そして その 苔む した 

，上に 眞珠の 破片 の やうな きら^ \ する 泡 を 散らす の 

を 見た 事が ある 力？ 


四 六 四 

Sf コュ いつも 變らぬ 岩で あるが、 そつく すんだ 灰色の 

面は鮮 かな 色 を呈 して 來る。 

その 色 は 溶す た花崗 石が やっと かたまり かけた ば 力 

お ほむ かし 

りで、 まだ 赤熱の 色に fi えて ゐた あの 太古の こと を 語 

つて ゐ る。 

その やうに 此 頃の 私の 老いた 心 も、 若い 婦人の 心の 

浪に M まれ 打 たれて •：.. その 手に 撫でさ すられて、 久 

しく 褪せて ゐた 色. 消えた火の 名殘が 燃え 上る！ 

浪 よまた 返いて しま ふ …… けれども， その 色 はま， た 

褪せない、 銳ぃ虱 は 乾かさう とする けれども" 

1 八 七 九 年 五月 


私 は ゆるく 傾斜 をな した 岡の 頂上に 立って ゐた。 眼 

の 前に は いろ £i いろに きらめく 海の やうに 熟し 

た 大麥が 連なって ゐた。 


然し この 海の 上に は 小波 一 つ 起らず • 大氣は 息づま 

りさう で そよ との 風 もない。 大 暴風雨が 來 ようとして 

ゐ るの だい 

身の ま はりに 太陽 は まだ どんより とし た 光 を 投げて 

ゐ たが、 大麥の 彼方の、 あまり 遠く もない ところに、 

暗 碧 色の I！ 雲がず-苦しい 塊 をな して、 地平線の まる 半 

分を蔽 うて ゐ， た。 

萬 象 寂と して ゐる …… 最後の 日光の ぎ氣 味な きらめ 

きのもとに、 あらゆる ものが 色 を 失って しまった。 鳥 

1 羽 影 も 見せず 啼き もしない。 雀まで が 身 を ひそめた。 

た^-何 處か 近くで 山 4. 蒡の 葉が 絕 えずば さく 云って 

囁いて ゐる" 

がき id が 上ち ぎ 

生垣の 苦 蓬 は 何と 云 ふ 强ぃ香 ひだらう！ 私 はかの 

暗 碧^の 塊 を 兌 や つ た … … す る と 漠然たる 不安の 念が 

私の 胸 を 襲うた。 「さあ やって 來ぃ、 早く、 早く！」 

かみな リ 

と 私は考 へた、 「金の 蛇よ、 s け、 | 取よ、 鳴れ！ 動け 

急げ、 篠 つく 雨と なれ、 意地 惡の 雨霉 よ。 此の 待ちの 
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ぞむ 息苦し さ を 切上げて くれ！ 」 

けれども 雨雲 は 動かなかった。 それ は 依然として、 

ひっそりした 地上 を 整し 附 けて ゐた …… そしてた 1- 一 

まか 

層 かたまり、 一 層晴 くなる 許りの やうに 思 はれた。 

折りし も、 その物 凄い 暗 碧の 空 を、 何 か 白い 丰 巾 か 

か 二 ミリ  * ちナぐ 

雪の 塊の やうな ものが、 すうと 眞 直に 飛んで ゐる のが 

見えた。 それ は 村の 方から 飛んで 来る 一 羽の 白い 鳩で 

あった" 

鳩 は 飛んだ、 まっすぐに 飛んだ …… そして 森の 中へ 

飛び込んで しまった。 暫 らくぎ つた —— やつば り 恐ろ 

しい 程 ひつ そりして ゐる …… 然し 見よ！  二つの 白い 

ハ ンケチ  かた ミり 

手 巾が 空に S3 いて ゐる、 二つの 白い 雪の 塊が ひらく 

と歸 つて 行く、  二 羽の 白 鳩 は 相 並んで 家路 を さして 飛 

んで 行く。 

そして 今やつ ひに 暴風雨 は 来った、 騷然 たる 聲が 

起った！ 

私 はやつ との 事で 歸 つて 行けた" 風は吼 えたけ つて 

四 六 五 


花 ひ 廻る。 その 前を疾 未 する 低い 赤い 雲 は 引きちぎら 

L たやう に 見える。 すべての 物 は ごつ ちゃに なって 渦 

卷 いて ゐる。 篠 突く 雨 は 直立した 木の 下 を すさまじく 

^り 流れ •  Is は 靑ぃ火 を はなって 目 を 眩し 雷^ は 

.a 難の やうに 颯と 轟き 渡って、 空氣は 硫黄の 匂 ひに お 

たされた。 

しかし 差 出た 軒ド、 屋根 窓の I に、 二 羽の 白 鳩 は 互 

こより そってと まって ゐる。 一羽 は その 配偶 を 呼びに 

行った あの 鳩で、 1 羽 は それに 連れ 歸られ て、 恐らく 

破滅から 救 はれた 方の 鳩で あ つ た" 

彼等 は I& を さか 立て \ 亙に 翼 をく くつけ てるる。 

彼等 は 幸福で ある！ そして 彼等 を 兌ろ 私 もまた 幸 

福で ある …… 私 はた^ 一  人で あろ けれども …… いつも 

の^りた ど 一人で ある けれども。 

一 八 七 九 年 五月 

^ 日 は！ 明日 は. - 


四 六 六 

過ぎ去 つた 日の すべて はい かに^し く味氣 なく、 徒ら 

な もので あらう！ それ はいかに 俊 かな 痕跡 を錢 すの 

であらう！ 今日から 明日へ と 消えて しま ふ 月日と 云 

ふ もの は、 いかに il にい か に馬鹿 らしい もので あ 

らう〜 

しかも 人間 は 生きよう とする。 生命に 執着して、 そ 

の 生に  >  その. ぜに、 來 るべき 日に、 その 一 切の 希望 を 

かける …… お.，、 いかに 多くの 幸福 を 人 は その 未來に 

期待す るで あらう！ 

しかし その 未 來の日 もまた 過ぎ去った 日に 異ら ぬと 

よ、 1!^ また 人は考 へない の だら A,? 

良丈 それ を考 へ もしな い 。考へ る 事 を 欲しな いの/ 

まことに それ はい、 事で あ 6。 

「nr 曰よ，. 明日 は！」 と 彼 は 自ら 慰める、 し 力 もこ 

の 「明日 」 が 彼 を 墓場 へ搬ん でし まふの だ 

さて、 一度 墓へ 入って しまへば、 人 はおの づ から、 

もよ ゃ考へ なくなつ てし まふ。 


一 八 七 年 五月 

自 然 

*- る てんじゃう 

私 は 夢に 高い 丸大 井の ついた 地下の 大廣閒 に ゐた。 

あたり は あまねく 地下 の 光に 昭.： ら され てゐ た。 

その の眞 中に、 綠&の ふう わりした 衣 を 着けた 

咸嚴の ある 一人の 婦人が すわって ゐた。 頭 を 手で おへ 

て、 灤ぃ沈 思に 耽って ゐる やうであった 

私 は 直ぐに この 婦人が 「自然」 そのもの であると 知 

つた。 すると 畏敬の 念が 心の奥底まで 沁み 渡って、 ぶ 

るぶ る， v 身ぶ る ひがした。 

私 は 此のす わって ゐる 入に 近寄って.， 恭しく 身 を ® 

めて、 「おお 私達の 共通の 母よ！」 と 叫んだ、 「あなた 

は 何 をお 考へ になって をり ます？ 人類の 朱來の 運命 

について です か？ ： それとも 人類が どうしたら 最高の 

完全 や 好 犬の 幸福に 達し. 得られる かと 云 ふ ことです 
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3  I 

力？」 

婦人 は その 黑ぃ 脅す やうな 眼 を おもむろに 私に 向け 

た。 その 唇 は 動いて， そして 私 は鐵の 響の やうな よく 

馓 る^ を 聞いた。 

「私 は 蚤が その 敲 から 一 層 容易に 逃げられる やうに、 

その 足の 筋肉に もっと 强ぃ カを與 へ る 方法 を考 へて ゐ 

る。 攻擊と 防禦との 平衡が 败れ てし まった …… 元の や 

うに 直さなくて はならない - 

「何です つて」 と 私 は どもって 言った、 「あなた はそん 

な 事を考 へて ゐ らっしゃ るので すか？ 然し 私達 人間 

は あなたの 寵兒ぢ やありません か！」 

婦人 はかす かに 眉 を 顰めた T あらゆる 生物 は 皆 私の 

子供です」 と 彼女 は 言った 、「だから 私 は 同じ やうに 皆 

は. n 

の爲 めに 圖 つて やり もし、 また 同じ やうに 皆 を 破滅 さ 

せる もす る 一 

「けれども 善 …… 班.性 …… 画 は …… 」 と 私 はまた 粒 

つた。 

四 六 七 


「それ は 人間の 言 ふ 言 紫 だ」 と鐵の やうな 翳：^ 答へ 

た。 「私 は 善 も惡も 知らな い …… 理性なん ぞ 私の 法則に 

はならない I. そして 正義と は 何の こと だ？  n 私 は 

お前に！^ s を やった、 私 は それ を またお 前から 取って 

g の 者 こやる、 人間に でも 蟲に でも …… 何 だって かま 

やしない …… だからお 前 も それ迄 は 自分の 事に よく 氣 

を附 けて、 私の 邪魔な どし なさるな ー」 

私 はま だ 何 か 言 ひ 1 ぼうとした …… けれども 地面 は 

鈍い 唸き を發 して 震動し 出した ので、 私 は 目を覺 まし 

た 0 

1 八 七 九 年 八月 

「絞罪に せい！」 

「千 八 百 三年の 事だった、」 と 私の 年老いた る 知人が 話 

し： ^した、 r ァ ウス テル リツ 役の 少し 前、 私が 士官の 勤 

務 をして ゐた 聯隊 は モ ラヸァ に舍營 して ゐた。 


四 六 八 

「我々 よ 土地 の 人民 を 困ら し たり 苦し めたり しな、 よ 

うにと 嚴 命され た。 さなく とも、 その 味方と 云 ふ 事に 

はなって ゐ ながら、 彼等 は 我々 を 猜疑の 眼 を もって 見 

てゐ たからで ある。 

「私 はもと 母の 農奴であった イエ ゴルと 呼ぶ 從卒を 連 

れてゐ た。 彼 はおとな しい 正直な 男だった- 私 は 彼 を 

子供の 時から 知って ゐて、 友達 扱 ひに して ゐ た。 

「ところで 或 日、 私の 泊って ゐた ％ で 罵る 聲ゃ 叫ぶ 聲 

泣く 聲が 聞え た。 i 婦がニ 羽のお 鷄を盜 まれた ので、 

その 罪 を 私の 從卒 に歸 したので ある。 彼 は 自分で も 辯 

解 をし、 私 をも證 人に 呼んだ。 …… 『なに この 男が、 

ィ エゴ ル，ァ フタ モノ フが盜 み をし たんだって II 私 は 

封 イエ ゴルの 正直な こと を說 いて 聞かせた、 けれ 

ども 彼女 は 私の 言 ふ 事なん か 耳に も 入れなかった 

「折りから を 行く 馬の 蹄の 管が 聞え た。 司令長官 

が 幕僚 を t ゐて來 たのであった。 彼 は 並足で 驅 つて トゐ 

た。 がっしり 肥った 人で、 頭 を 垂れて. 胸に は 肩章 力 


垂れ かかって ゐた。 

おか.^ さん 

「主婦 は 彼 を 見る と、 ばた はた 驅け 寄って、 その 馬の 

ひざ まづ 

前に 跪き、 そして 髮を 振り 亂 した 取亂 した 姿で、 私の 

從卒を 指しながら、 ^高に 彼の こと を訴へ 出した。 

「『大 將樣』 と 彼女 は 叫んだ、 『お 殿樣！ どうぞお 調 

ベ 下さい！ お助け 下さい！ どうぞお 救 ひ 下さい ま 

せ！ 此の 兵隊が 私の も の を 泥棒 いたしました！』 

「イエ ゴル は 手に 精子 を 持つ て、 胸に 突出す やうに さ 

へして、 番兵で でも ある やうに 踵 をく つつけ て、 その 

ひとと こ  S 

家の 戶 口にすつ くり 立った 儘、 一 言 も 口 を 利かな かつ 

まち 

た ー 大將の 一 行が 街の 眞 中に 立 止った のです つかり 

恐れ入って しまった もの か、 それとも 身に ふりかかつ 

た 災難に 氣を 失って しまった もの か、 何とも 言へ ない 

が、 かはい さう に、 • イエ ゴルは 白墨の やうに 色 を 失つ 

て、 目 をば ちくり させて 立って ゐた" 

「司令長官 は 彼に 落着きの 無い 氣 味の 惡ぃ 一 瞥を くれ 

て、 I つた やうに 『さうな のか？』 と呶 鳴った …… け 

サルゲ エネ 7K 文 詩 


れ ども イエ ゴルは 石像の やうに 突立った 儘、 まるで 笑 

つて ゐる やうに 齒を むき 出して ゐた！ 傍から 見たら 

笑って ゐる としか 思へ なかったら う！ 

「すると； jE- 令 長官 は 『絞罪に せい ー』 と 言 放って、 馬 

に 拍車 を當 てて 歩き 出した、 はじめは 並足で、 それ か 

ち^ 

ら骶 足で。 一行 は その後 を 追った。 ただ 1 入の 副官が 

鞍の 上から 振り向いて イエ ゴルを ちらと 見た。 

「命令に I：  くこと は出來 ない …… イエ ゴルは 直ぐにつ 

かま へられて 執 刑に 引立てられた。 

「そこで 彼 はもう 人心地 も 無くなって、 二度 程 喘ぐ や 

うに 言った、 『ああ 神樣！ ああ 神様！』 それから 小聲 

で、 『神漾 こそ 御存知 だ、 私ぢ やない！』 

「悲し さう に、 悲し さう に 彼 は 泣いた。 私に 別れ を吿 

げ ながら。 私は絕 望して 叫んだ。 『ィ エゴ ル！ ィ エゴ 

ル！ お前 はどうして 大將に 何とも 返事 をし なかった 

ん だ？』 

「へ 神樣が 御存知です、 私ぢ やありません！』 と 可哀さ 

四 六 九 


おか 4£ん 

うな 男 は 繰返して、 しくしく泣いた。 、主婦 は 恐し くな 

つて 来た、」 彼女 はこん な 恐し い 事に ならう と は 思 ひも 

懸ナ なかった の だ、 そして 自分 も大聲 で 泣き出した" 

^女 は 人々 に S 免 を 乞 廻って、 &.釓 が 見附かった 事 を 

.51 つ  . ニー 

誓って、 事件の 顚 末を說 明しょう とした …… 

「勿論 そ 1 は 可に もなら なかった。 何しろ 君、 戰 時の 

事.. こ！ それに 命令 だ I 主婦 はます ます 大聲に 泣 I 

た。 

「f エゴ ルは 僧侶に 最後の 祈 をしても らう 二と、 私の 

方に 振 向いた。 

r 〔旦那 樣、 ぉ婦に 言って 下さい、 何も 心 を 痛める こと 

よな 、. つて …… 私 は 主婦 を惡く 思つ ちゃ をり ません か 

らヒ 

私の 知人 はこの 彼の 從卒の 最後の 言葉 を 繰返し て か 

5 眩いた、 「あ \ イエ ゴルシ 力、 かはい さうな 奴、 太當 

に 聖者の やうな 奴だった！」 そして 淚は 彼の 皺の 寄つ 

た 頰を傳 はった。 


四 七 〇 

一 八 七 九 年 八月 . 

何 を 私 は考へ る だら う？ • …… 

私 ど 死ななければ ならぬ 時に、 若し その 時 何事 か を 

考 へる ことが 出來 たと すれば、 何 を 私は考 へ る だら 

う？ 

一生 を 無駄に 費して しまった こと、 ずっと 眠りっ^ 

，も" 

于て 夢の やうに すごして しまった こと ゾ 生の 賜^ を 

享受す る 道 を 知らなかった ことな どを考 へる であらう 

力？ 

「な こ？ もう 死な なきやな らんの か？ こんなに 早 

く？ そんな 事が ある もの か！ 私 はま だ 何一つす る 

險 も あり やしな かったん だ ：… これから やっと 何 かし 

ようとし たば 力り なスた ！ 」 

なよ 咼 1 去 を 追想す るで あらう か、 經驗 して 來た倥 力 

かほ か 

- まかりの 光彩 ある 瞬間 を II わが 身 に責 、 面影 や 容^ 


を 心に 思 ひ 浮べる であらう か？ 

ちく  >，ラ 

おのが 惡行を 思 ひ 出す であらう か、 そして あまりに 

遲く來 た 後悔の 燃える やうな 苦しみに 胸 を 刺される や 

うに 覺 える であらう？ 

墓の 彼ず で 私 を 待って ゐる もの につい て考 へる であ 

らう か …… 實 際. 其處で 何ものか^ 私に 待って ゐ ると 

考 へる であらう？ 

否。 …… 私は考 へまい とする であらう、 そして 私の 

前 を眞 11 に閉 してみ る 脅かす やうな 唁黑 から、 自分の 

心を轉 じさせよう 爲 めに のみ、 强 ひて 何 かつ まらない 

事に 興味 を 向けさせる ことで あらう。 

\ /る I* 

私 は 曾て、 胡桃 を嚙 ませない と 言って、 怒りつ どけ 

てゐた 瀕死の 人 を 見た！ …… しかも その どんより した 

眼の 底に は、 致命傷 を 受けた 鳥の 破れた 翼の やうに、 

何ものか^ 餒 へ^いて みたので ある …… 

一 八 七 九 年 八月 

タル ゲ H ネ 


一げ に 美しく、 鮮 かなりき、 

その 薔薇 は ： ：」 

い，  X  ^どま へ 

何處 であった か、 何時で あつたか、 餘程以 ^ に、 私 

は あろ 詩 を讀ん だ。 それ は 直ぐ 忘れて しまった …… け 

れ ども その 最初の 一 行、 にかたく 私の 記憶に 殘 つて ゐる 


r げに 美しく、  0 かた リき、 その 蔷 ^は  」 

今 は 冬で ある〕 ^は 窓 硝子に 觀 りついて， 暗い 室の 

中にはた つた 一 つ 蠛^ がと もって ゐる。 私 は 室の 片隅 

に 身 を Si かめて すわって ゐ る。 そして その 句が «2 えず 

現の 中に 響いて やまない .-1 

-rto は  あざ や 

r げに 美しく、  0 かな リき、 その 锊^ は …… 」 

ra 七 一 


私 は 或る 露西亞 の 田舎家 の 低い 窓の 前に 自分の ゾ イス 

でゐ るの を 見る。 夏の k 昏 はいつ となく 夜に 移って 行 

く、 嗞か い^ 氣は木 厚草 や 菩提樹の 花の 一^ 曰 を 漂に せ 

てゐ る。 そして その 窓に は、 頭 を 一方の 肩に もたせ か 

け、 肘 を 突いて、 一人の 少女が すわって ゐる。 そして 

言葉 も 無く、 また、 きもせ ずに、 ^を兒 入って ゐる、 

*1 じめ ての 星の 現れ 出る の を 待つ て^も ゐ るかの や 5 

に" その 夢み る やうな 11 は、 何と 云 ふ 率直な 感激に 

充. こされて ゐる であらう、 その 開いた 何 か 問 ひたさう 

な 唇 は 何と 云 ふ 人 を 動かす 無邪氣 さで あらう、 その ま 

ミ 十分こ^ して ゐな い、 まだ 何ものに も 搔き亂 された 

事の 無い 胸 は、 何と 云ふ穩 かな 息づ かひで あらう、 そ 

の 挪ゲ しい 顔の 輪廓 は 何と 云 ふ 純潔 さ 可憐 さ を 示して 

ゐる であら 5! 私 は敢て 彼女に 言 紫 を 懸けようと は 

しない。 けれども どんなに 私 は 彼女 を 愛して ゐる であ 

らう、 どんなに 私の 胸 は 鼓動して ゐる であらう 1 


s: 七 二 

r げに 1" しく、 鮮 かなりき、 その 薔薇 は …… 」 

けれども i の 中 はだんく 暗くな つて 行く …； 蠟^ 

よ 燃えさが つて、 ばちば ちと 音を立て、 低い 天井に ち 

らくと 影が 搖れ る、 i の 外に は if 柱の ぼきく 折れ 

つ ^や 

る 昔が する、 そして 中には 老年の もの 悲 L い 眩き かす 

るかと 思 はれる ：… 

r けに If しく、 鮮 か-な リき、 その 薔薇 は …… 」 

また 違った^ i が 私の 前に 現れる。 田舍の 家^ 生沽 

プ n ン 5T 

9 ^しさうな ど よめき が 聞え る。 二つの ^麻 ^の 頭 力 

互 こもたれ 合って、 はればれしい 眼 差 をして 滾慮 もな 

■  一  n  ぶる 

デこ私 を 見て ゐる， 薔薇色の 頰は笑 ひを织 へる ので 颢 

ろ ひ？^ 

へ、 手と 手 は 睦まじげ に 握り 交 はされ、 初々 しい 力の 

入った 餘は 入り 亂れて 聞え る" また 少し 彼方の 小ぢん 


まりと した^の 隅で は、 おなじ や 5 なまた 別の 若々 し 

い 手が、 とも すれば， 亂れ 勝ちな 指で、 古い ピアノの 鍵 

盤の 上 を 飛んで ゐる、 けれども その ラン ネルの ワルツ 

の 曲 は 家長め いた サモ ヮァ ル の 煮え is る 音 を 消し 得な 


「げに 美しく、 鮮 かなりき、 その^ 薇 は …… 」 

蠛 II はばつと ちらついて、 そして 消えて しまった… 

L あが  .f. ち ザ き 

…誰 だら う、 紘暖れ た{ み & 嗽 をして ゐ るの は？ 私の 足 

もとに は、 私の 唯一 の 伴侶の 老 犬が まるくなって 寢て 

ゐる、 そしてぶ る/ \身顫 ひして ゐる  お 》 寒い… 

…凍えて しま ひさう だ …… あ、 皆 死んで しまったの だ 

…… 死んで しまったの だ …… 

「げに 美しく，  0 かな リき、 その 蔷^ は …… 」 
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1 八 七 九： 牛 九月 

海上に て 

私 は 小 蒸 汽船で 漢堡 から 倫敦に 行か-つ として ゐ た。 

乘客は 私達 二人き りだつた" 私と、 一匹の 小さな 牝猿 

, ハン プ *t  な. A ま おくりもの 

とで" これは^ 堡の 商人が 英吉利の！： 業者に 贈物と し 

て逡 つて 遣る ものであった。 

< M  つ ちラ 

彼 は H. 桉の 椅子の 一 つに 細い 鎮で 縛られて、 始終ぐ 

るく 動き ま はって は、 低い 悲しげ な 罄 で啼 いて ゐた、 

まるで 鳥の やうに" 

私が 傍 を 通る 度に、 彼 は その 黑ぃ 冷たい 手 を 伸して、 

その 小さな 悲し さうな 何だか 人間の や う な 眼で 私 を 見 

上げた" 私が その 手を砭 つて やる と、 彼は啼 きゃんで、 

し つ きりなしに 動き ま はる の も 止 めて しま ふの であ つ 

た 0 

ひっそりと 死んだ やうな 風ぎ であった。 海 は^ 色の 

8511 


動き もしない 8 がの やうに 八方に 擴 がって ゐた。 眼 器 

3 ほし. i つ さ 3 

は 狭く 小さかった" 濃霧が 海上 を 覆 ひ、 帆 檣の 頂^さ 

へ 雲こ隱 されて、 その や はら かな 濃霧に 眼 は 眩み 痰れ 

るば かり。 太陽 は 此の 濃霧の 中に どんより とした 赤、 

^157 の やうに か \ つて ゐた。 けれども 夕方 前に は、 奇 

妙な 不思議な 赤味が 、つた 光 を 放ち 出した。 

^か 重たい 絹物の 籙の やうな 長い 眞 直な 褶は、 一重 

また 一 重と i ずから 起って、 進む に逋れ てうち 攛 がり、 

皺み つ 仲び つ、 ー搖れ して はまた 滑 かにな つて、 そし 

て 消えて しま ふ。 単調な 音を立て \ 廻る 車に 搔き亂 さ 

I て、 S よ 1 び 上り、 牛乳の やうに 白くな り かす 力 

な 音 をぶ つく 立て ヽ 碎け てうね くした 渦 をつ く 

り、 それから また 溶 は 合って、 同じ やうに 消えて 霧に 

吞 まれて しま ふ。 

猿の 啼聲の やうに 絕間 なく 悲し 氣に、 艫の 方で 小さ 

う ム  > 

な 鐘が 鳴って ゐ る。 

時々 i& が 浮上る、 そして 急に 身を轉 じて は、 あり 


四 七 四 

とも 見える 波間に もぐり 込んで しま ふ。 

船長と 云 ふの は 陰氣な 日に 燒 けた 顔の &默な 男で、 

短い バ イブ を 爆ら し て は 腹立たしげ に どんより と^ん 

つま 

だ 海に 唾 を 吐く。 

何 を ねても、 彼 はきれ，^ にぶつ く 答へ るば か 

りなので、 私に 仕方なし に. 唯一 の 道づれ なる 猿 を 相 

手に せずに は ゐられ なかった" 

私よ 猿の 傍に すわった" 彼は啼 きゃんで、 また 私の 

方に その 手 i>  差 出した" 

濃卷ま ISl を 催し さ つな 濕氣 でもって 二人 を^し 附 

. す る やうだった。 そして 同じ やうに ぼんやりした 氣持 

になって、 私達 は 兄と 妹との や 、つに 相 並んで すわった。 

私 は 今では 微ぁ むの だが ：： その 時 はまった く 違つ 

た 感じ を 持って ゐ た。 

^々は 皆お なじ 母の 子で ある、 そして その 哀 わな.^ 

さな 動物が 兄に むかって する やうに、 親しげ に 私 を 慰 

めて、 私に 馴れ馴れし くして くれる のが 嬉しかった の 


である。 

I 八 七 九 年 十 I 月 

落詹き はらって しとやかに、 泣き もしなければ 笑 ひ 

この- M  み ち 

もしないで、 お前 は 人生の 行路 を迪 り、 何 ごと を も 無 

頓着に 知らぬ顔に 見す ごして、 心の 平和 を锓 される や 

うな こと はない 0 

お前 は 善良で 聰明 だ …… 然し あらゆる もの はお 前に 

なじ. * 

は願染 のない もので、 お前に は 誰 一人と して 必要な 人 

もない。 

お前 は it い。 けれどお 前が 自分の 美貌 を 誇りに し 

てゐ るか ゐ ないか、 誰 j 人 言 ふことの 出来ろ もの はな 

い。 お前 は 同情 を 人に 與へ もしなければ、 人から 求め 

る こと もしない。 

v な y し 

お前の 目差に は灤 味が ある、 けれども その 中には 何 

y ルゲェ ネフ S 文 S 


の 思 ひも あり はしない。 その はっきり しだ 深味 は {仝 虛 

である。 

かう して グ ル ぶの 旋律の おごそかな 調べに つれて、 

極 樂 境 を 此の しとやかな 影 は 動いて 行く ので ある リ 

喜び もせず 悲しみ もせずに。 

I 八 七 九 年 十 一 月 

止まれ！ 

止まれ！ 今 私が お前 を 見る ま、 に、 永久に 私の 記 

憶に 留まれ！ 

お前の 唇から 最後の 感激の 聲は ^ れ出て 力った。 お 

前の 眼に は 光 も鑌 もない。 其跟は 幸福に 壓 せられた や 

r, に 曇つ てゐ る、 それ を 現す のがお 前の 喜? -ぁ つ たか 

の 美 —— 其 力へ お前が 勝 誇った 樣 でも ある 弱った 手 を 

差 伸す やうに 思 はれた かの 美—， を 有して ゐ ると 云 ふ 

幸 一 I な 意識に^ せられた やうに 曇つ てゐる I 

R 七 五 


何と 云 ふ 光が —— 太陽の 光よりも 更に 清らかに 更に 

^^くも II, お前の 手足の ま はりに、 お前の 着物の も 

つ とも 小さな i の 上まで も 注がれた であらう ？ 

、- * ラ  ま/ -J ジみ 

いかなる 神の 愛撫の^ 吹が お前の 波う つ 捲髮を 弄ん 

だで あら, 3* 

その 神の 接吻 はお 前の 大理石の やうに 蒼白い 額に な 

ほ 燃えて ゐ る！ 

これ ぞ祕^ の あら はれで ある、 詩歌の、 人生の、 戀 

愛の 祕密の あら はれで ある！ これ ぞ、 これ ぞ 不朽 そ 

の ものである！ これ を 外にして 不朽 はあり 得ない、 

また ある を 要しな い。 此の 瞬間に、 お前 は 不朽で ある。 

とれ^ 消えて しま ふ、 この 瞬間 は .—— そしてお 前 は 

再び 一塊の 灰、 一人のお 性、 一人の 子供と なって しま 

ふ …… けれども それが 何で あらう！ この 瞬間に、 お 

むじ や 5  る , 

前 は 超越した ので ある、 あらゆる Sk* の もの 疣轉す 

る もの を 超越した ので ある。 此のお 前の 瞬間 は 永遠に 

不滅 であらう。 
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せまれ！ 職 して 私 を もお 前の 不朽に ぁづ からしめ 

よ、 ^の gi の 中に お前の 永遠の 美 を 反映せ しめよ！ 

一 八 七 九 年 十 i 月 

份日 

私は隱 者で 聖者で ある 一 人の 僭 を 知って ゐた。 彼 は 

た V 祈禱 の淨樂 にの み 生きて るた。 そして 祈 禱に萬 念 

して、 寺院の 冷たい 石疊の 上に 立ち 盡 して ゐた、 その 

足が 膝の 下から i れて、 柱の やうに 無感覺 になって し 

まふまで も。 しかも 彼 は それ を 感じな 力った  彼 は 

ち盡 して 祈禱 しつどけ た。 

私 は 彼の 心 を 知って ゐた. 或は 彼 を 羨んで ゐた であ 

らう。 然し 彼 もまた 私の 心 を 知って ゐた、 そして 私 を 

責める やうな ことはなかった * 私 は 彼の 法悅に 達し 得 

なかった けれども。 

彼よ その 憎む ベ き 「 自我」 を 滅却す る 事に 成功した の 


である。 私 もまた さ 5 であるが、 然し 私が 祈禱を 顧み 

な いのは あながち 利己心から 來 たもので はない。 

私の I 自我」 は、 多分 彼のより は 一層 私に とって 重 苦 

しく、 厭 はしい ものな ので あらう。 

彼 はすで に 自分自身 を 忘れる 方法 を 見出した …… 然 

し 私 もまた その 方法 を 見出して ゐる、 いつも-/ \- と 云 

ふわけ ではない けれども。 

彼 は 虛偽を 言 ふ 入で はない …… 然し 私 もまた 虚偽 を 

言 ふ もので はない。 

1 八 七 九 年 十 I 月 

我等な ほ戰 はん 

實に 何でもない 事が、 時と すると 入 間 を まるっきり 

變へ てし まふ もの だ！ 憂愁の 思 ひに 暮れて、 或 日 私 

は &道を 歩いて ゐた。 

私の 心は贯 苦しい 氣遣 はしい 感情に 壓し附 けられ、 
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意氣 沮喪の 極に 達して ゐた。 ふと 頭 を 擡げる と …； 私 

の 前に は 二列の 高い 白 楊の 間 を 街^ は 矢の やうに 遠く 

走って ゐ る。 

そして それ を 越えて、 その 道 越えて. 十 歩ば かり 彼 

方に、 夏の 眩しい 太陽の 黄金の 光の 中 を， 一群れの 雀 

が 列 をつ くって 飛んで ゐた、 遠慮 氣も なしに、 を かし 

.1- み 

げに、 自ら 侍む ところが ある やう こ！ 

とりわけて その 中の 一 羽 は、 必死の 力 を 籠め て、 わ 

き 道 を はね、 小さな 胸 を ふくらまし、 傲然と して 囀つ 

てゐ た、 まるで 何 一 つと して 恐ろしい ものがない と 言 

ふやう に！ 實に 健氣な 小戰士 では ある ー 

しかも 其 時、 空 高く 一羽の 鼷が輪 を 描いて ゐて、 そ 

ゑ じき 

の 小 戰士を 餌食に しようと する 風であった。 

私 は それ を 見て、 笑み をう かべ、 身ぶ る ひして、 憂 

愁の念 は 忽ち 消え失せた。 勇氣、 1. 生存 欲 r ふた 

たび 私の 胸に 還って 來た。 

我が 上に も、 飛べよ 我が 魔 …… 
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突 等 もまた 更に 戥 はう、 なんの^ ろしい こと 力 ある 

もの か！ 

一 八 七 九 年 十 一 月 

祈躊. 

その 祈る ところが 何で あらう とも、 人間 は總て 奇蹟 

を 祈る ので ある。 どんな 祈 禱 でも、 皆 これに 歸 する。 

曰く 

「犬い なる 神よ、 ニニが 四た る ことな からしめ 給へ」 

た^か、 る祈禱 のみが 人格 ある 者より 人格 ある 者に 

捧 ぐる 眞 の祈禱 である。 宇宙の 靈に 祈り、 上天に 祈り、 

カントの、 へ エゲルの、 寶體 無形の 神に 祈る とい ふ 事 

は、 あり 得べき 事で もな く、 また 考ふ ベから ざる 事で 

ある。 

然し.^ 各 あり、 生命 あり、 形體 ある 神な りと も， 二 

二が K たる ことな からしめ 得べき か？ 


四 七 八 

すべての 信者 は 「然 り」 と 答へ なければ ならぬ、 また 

自ら それ を 信じなければ ならぬ。 

然し 理性が 彼 をし て か.^ る 不合理に 反抗せ しめる 時 

-X どうす る ？ 

七の 時 シェク スピアが その 助けに^る。 曰く 「ホレ 

ェシォ よ、 天地の 間に は 汝の哲 學で夢 みられる より は 

より 多くの 事物 力 ある 」 

しかも 人々 眞理の 名に よって、 なほ も 駁し來 つたな 

らば、 かの 有名な 間 ひ を 繰返し さへ すれば よい、 曰く 

「眞理 と は何ぞ や？ 」 

さらば、 我等 杯を擧 げて柒 しまつ、 そして 祈 一 i をし 

ようで はな い カリ 

一八 八 一 年 七月 

露 西亞語 

疑 ひ 惑 ふ 日に あっても、 1： 運 を 思うて 心慯む 日に あ 


つても、 汝の みは 我が 杖で あり 柱で ある。 お- 1、 偉大 

なる 1 信 貸なる、 m 由なる 露西亞 語よ！ 汝が なかつ 

たなら ば、 いまの 祖國 のさ まを兑 て、 どうして 絕 望せ 

ずに ゐられ よう？ 然しながら、 かやうな 言葉が、 偉 

犬なる 國 おに 與 へ られ たもので ない と は 誰か 考 へ ^ら 

れ よう ぞ I 

1 八 八 二 年 六お 
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註 釋 

§ II *ェ ルスト、 露 四亜 の ffi おで、 If の 一一 一分の 二 

に^る。 —— コン スタン チノ ォ プル、 昔の ビザ ン チン 今 

の 土 耳 其の^ 府、 この 結末 は當 時 ァクザ コフ等 のス ラヴ 

主義者、 阈粹 主義者が 盛んに 此 地の^ 冇を說 いて ゐ たこ 

と、 及び 露 S 亞が 多年 宗敎上 政治 上關 係から、 ダ ァダネ 

ルス 海 峽ゃ土 耳 其の 土地に 垂涎して ゐる こ と を 念頭 に 置 

いて^ まれたい。 I 聖ソ フィャ 寺院 云々、 囘纹 徒た る 

土 耳 其 人の 手から 取り 返さ う と 云 ふので あ る。 

會^ —— ュ ング フラウ、 處女峯 の 義、 少女が 嶽と でも 

云 ふべき か) — フ インス テラ アル ホルン、 黑 驚^ の ^ 

共に 獨逸 語" ツル ゲェ ネフが これ を 書いた 時分に は-未 

だ 一 人の 此の ニ峯を 踏破す る 者が 無かった ので ある。 一 

八 九 〇 年に 至って はじめて^ 山 者が 山頂 を 極める 事に 成 

功した 0 
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我が 競爭^ I 正敎、 露 西亞の 國敎、 希臘 より 傳 はつ 

た 基瞀敎 である。 ツル ゲュ ネフ は獨 逸哲學 に心醉 した 懷 

疑 家だった から、 死後の 生沽 について 信じ 得なかった の 

である。 この 篇は 「祈 鶫」 などと 比較して 考 へれば 1 曆ょ 

くわ かる" —— 競爭 者々 云 ふの は 詩人 ネ タラソフ ではな 

いか. V 思 はれる。 ネ タラソフ は 露 西亞で 最も 廣く讀 まれ 

た 傾向 詩人で、 彼 は 詩 を實利 主義の 奴隸 となし 、「乾酪の 

1 片は、 プゥシ キンの 仝 集よりも 尊し」 と 叫んだ。 だか 

ら藝 術の 自由 を 說くッ ルゲェ ネフと は 合はなかった ので 

ある。 ネ タラソフの 代表作 は 長篇詩 「露 西亞 にて 幸福に 

虫く る 者 は 誰ぞ」 「露 西亞の 婦人」 等で、 西歐 にもよ く 知 

られ てゐる 0 

汝は 8S 者の 赛判を 聞かざる ベから ず II これ は プゥシ 

キンの 詩 「ある 詩人に 寄す」 中の 一句， 原詩 は 「おお、 

^人よ、 汝の 民衆の 愛顧 を 切望す るな、 赏讃 者の 喝采の 

»1 は 息の 如く 消え去るべし、 愚者 は 汝を难 判すべし、 群 

衆 は汝を 嘲る ベ し、 され ど 冷然と して 努力せ よ、 よし^の 
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手に 何等の 慰め も與へ られ ずと も 云々」 と 云 ふので ある。 

—— アレクサンドル たフ ゥシキ ン 、露西亜 の 國民的 詩人、 

露西亞 の 新文爇 の创逑 者で ある。 その 母 は 波 得 大帝の 黑 

奴ィ ブラ ヒム *ハ ン 二 バルの 孫であった から、 黑 人の 血 を 

享 けて ゐる。 一七 九九 年に 生れ、 1 八 三 七 年決鬪 によつ 

て斃れ た。 はじめ バイ ロンの 影響 を 受け， のち 自己の 新 

境地 を拓 いた リ 代表作 は 韻文 小說 「ォネ H ギ ン」 其 他 「高 

加 索の 囚人」 「ボリ ス" ゴヅ ノフ」 等の 詩、 「大尉の 娘」 (邦 

譯ぁ H0 等の 小說も ある。 トルストイ、 ドスト ェ フス キイ 

比 c ブ ゥ シ キ ン を 尊敬し -厂。 ツル ゲェ ネフ もさ、 つで. また 

蜃 々ほら 散文の プゥシ キンと 呼ばれた ものである。 —— 

こ の篇は ツル ゲェ ネフ の 後^の 大作が いづれ も 冷淡に 迎 

へられ、 作者 其 人 も 故^ 人に 反感 を 抱かれて ゐた 事を考 

へ て讀 まねば ならぬ。 

處世法 —— 文明. の奴銶 云々、 西 歐主者 者 は 露西^の 國 

粹主義 者よ つて 排斥され た。 彼等 は自 國を乂 なきものに 

思って、 丁度、 我國の 靑年會 の會： 貝 等が I 等國 だと か朿 


洋の 盟主 だとお 云って 誇る やうに、 未開の. 自國を 尊し と 

し、 反 マて 文明 を 排斥した。 そして 歐糴 巴から 來る もの 

を 凡て 拒んだ" ツル ゲ H ネフ 自身 は西歐 主義者、 文明の 

使徒と して 終始 レた、 彼が 故國の 人望 を 恢復す るに 長年 

月 を 要した の は その 爲 めで ある。 

愚物- 1 の 文^. 界に 封す る 諷刺で ある。 何處 でも 

批評家に はこん な 愚物が 多い と 見える。 II N、  N、 羅 

甸 詰むな len  nesoio の 略語、 名前 知らず の義 * 人の 名前 

を擧 げたくない 場合に 用 & る。 何の某と 云 ふ 程の こと。 

 ォ I ソリチ I、 權烕 者の 義 である。 

東方の 倮說 —— 東方と は 小 亞細亞 から 波 斯阿拉 比 亞 等 

の 地 を さす、 アラビア ン • ナイトの 舞臺 になって ゐる 土地 

が 東方 だと 思へば よ い。 日本 や 支那 は極柬 だ。 II バ グダ 

ッド、 アラビア ン， ナイト で 御 馴染 の 土地。 间敎. 王 はこの 

地に ゐ た。 —— ^太. 人 ロスチャイルド 、有名な 世界的 大富 

？ その 家 は 歐洲各 1： に またがって ゐる。 I 'V,  ロモン、 

舊約， 聖書-に.. あ る 王樣、 資人ダ ビデ 王の 子. e  、賢人で. ある" 
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；- 闼敎 王の 母、 基督 敎の 聖母 マリアに 當 る。 

二つの 四 行 詩 II この 篇は羅 馬 時代の ことと して 書 い 

て ある。 —— 詩祌、 ミ ユウ ズは 希臘祌 話に ある、 本 來は音 

樂ゃ踊 や 馱唱を 司る 女！ IT で クリオ、 ゥ ラ. II ァ等九 人 ある。 

— フ オラム は古羅 馬の 公會 堂で ある。 —— リク タァは 

羅 馬の 役人。 I 束桴は 棒 を 束ねた 中に 斧鉞 を 包んだ も 

ので、 羅 馬の 高官の 權 力の 檩 とされて ゐ たもの。 

雀 I ツル ゲ ェ ネ フ の 愛と 云 ふ 思想 を 最もよ く 現した 

もの。 彼の 厭世主義の 特質 は 人生の 虚無 を說く と共に、 

愛の み を眞實 なる も のとした ところに ある。 

耦髏 ii 唱歌 女 (シ ン がァ) オペ ラの 欲うた ひ、 柴田 環、 

原 信 子な どと 云 ふ 人が それに 常る。 —— 顫音 は音樂 上の 

言 菜、 聲を ふるはせて 長く 引つ ばる 唱ひ方 を い ふ。 

勞働 者と 白き 手の 入 II 所謂 人民の 中に 行く こと、 卽 

ち笨 命運 勁の 徒勞を 諷した もの。 「處女 地」 の 主人公 ネダ 

ダノフ は 革^運動に 投じて、 ^民に 說敎 したが、 彼等 は 

彼の 言 ふ 事なん どてんで 理解 もせず、 ただ I 緒に 洒を飮 
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ん だば か りで ある。 ベ ァ ^ ン グは 革命運動に ぉづ さはつ 

お 人達の^ 肷 した 農民 を 理解し 農民 に 融合す，， る 拿に、 ド 

スト， ェ フ ス，キ—ィ など ひ 方^ 成功し だ— と 曾って ゐ る。 , I 

t 云々 は 民間の 迷信、 ああ 何等の 悲痛な 皮肉 ぞ。 

ウレ フス カャ II 1 八 七 七 年 I 七 八 年の 露 土蛾爭 中の 

出來 事。 健氣な 露西亜の 少女に 對 する 讃美で ある。 この 

篇は 「その 前夜」 の ェ レナ を 思 出させる。. 

最後の 面會—— かんと 云 ふの は 前に 言 つた ネ タラソフ 

であ^。  二人 は靑^ 時代に 共に 沽靱 したが、 のち 長らく 

1 又對の 地位に 立つ で ゐ たのお。 h 露西亞 では 死 は 女性 

と 見られで ゐ み。 . 

NECESSITA,S,VIS,L.IBWRTAS—— 羅甸， 語。 これ を 譯レ 

て 見る と^^、 力、 自 おとなる。 卽ち鐵 の やうな 鈸 したの 

が 必然で、 大女が， 力、 小娘が 自由 だ？ 三つ.， の槪念 を， 一一 一人の 

女の 彫刻に なぞらへ たので ある。 i 薄肉 彫、 普通の 彫像 

e はなくて、 淺く 浮彫に した もの を 云 ふ。 i へ ラクレ ス 

希臘 神話に 》 る 半神の 英雄、 獅チと 格闘して 苦 もな く 組 


ISA  二 

^せて しま ふ 大力 者？ それで 大男の こと を， あれ は ヘラ 

ク レ ス * たな どと 云 ふ" 

キ？ ベ ッ汁 I ： 露 西.. 亞 で. は鹽は 重稅を I 課 せられて. ゐ る 

から、 その 1 婦 が勿體 ながつ. たので ある。 

I ゴィ スト，！；； や.； ハ； 'は 主我主義者、 利己主義者 

自分の 事ば かり 意ん じて 他人の 事 は 顧み， な い 人間。 

神の 饗宴 —人間の 忘恩 を 諷した もの.。 I 德は 女性 

である。 

スフィンクス I 埃 及 の ス フ ィゃグ スは 誰で も 知つ て 

ゐ るが、 露 西亞の 農夫 を それに 比した のでお る。 1- ェ 

^ム. ハはテ エベの 王、 スフ ィゾ タスの I! と ゆ、. 朝 は 四 本 

の 足で 行， き、 《 は 二 本の 足で 行き、 ^に は 一一 一本の 足で 行 

o 港 ゆ 何と 云 ふので、 女 面 獅身翼 を 具へ たス. プ インク ス 

と 云 ふ 怪物が この 謎に 答へ ない 者は昝 岩から 突 落して し 

まふので、 そ，^ を 退治た もの を 王に すると 云 ふ 布吿ヵ 出 

る と、 ェ デブ ス が 見事 その 謎 を 解， い て それ は 人間 だ と 言 

つ た (• 赤ん坊の. 時 は 四つん-這 ひ、 犬き， くな 令と 3 つて 步 


-き、 年を取る と 杖 を 突く からだ。 それで スフィンクス は 

岩から 身 を 投げて 死に、 エヂ プスは 王になる。 その後の 

悲劇 は ソフォ クレスの 名作が あって、 この間 藝術 座で も 

上演した。 さう 云 ふ 事から して、 ツル ゲェ ネフ は 埃 及の 

スフィンクスの 面、 更に 露西亞 農民の 面 それ 自ちを 謎 だ 

と 云った ので ある。 I カルプ 等 は^あ リ ふれた 百姓の 

名前、 リャザン 等 は 地名" 百姓 服 云々 は 百姓 服 を^て 人 

民の 愛顧 ゃ狻 ようとした 熱狂 的な スラヴ 主義者、 國粹主 

義者を 諷した ものである。 

■  ニン フス- 1 この 篇は 基贅敎 と異敎 との 爭鬪を 知って 

ゐ なければ わからない。 基督 敎 の宣傳 される と共に、 希 

臘の 神々^ 滅ぼされて しまった。 I パン 神 は 牧神で あ 

る、 頭に 角 を 生やし、 半 羊？： 姿 をして ゐる。 一一 ンフ、 山 

林 水 潷 の 神、 女神で ある。 II 、ドライア ッグ、 森の 闇の 中 

に 棲んで ゐ .KM 一  ンフ の】 種。 一 1 バ ツカン テス、 洒神バ 

ッ カス i4 仕へ る 女神 達 をい ふ。 I . 神 々の 笑 ひ (ォ リン 

ビアン ，ラ フ タ ァ.； J 無遠慮な. 哄笑で ある。 神々 は よく 笑 ふ 
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の だ。 II ダイ アナ、 狩獵の 女神で ある、 貞潔 を 代表し 

てゐ る。 ダイ アナ の 原形 は 月 だから 月 を 頂いて ゐ るの だ。 

II 十字架 云々、 某 督敎は 神々 に は 禁物 だから、 それで 

十字 桀を 見て 驚き 恐れた ので ある。 

基督  ツル ゲェ ネフの 基督 觀を窺 ふに 足る。 ルナン 

が 「基督 傳」 を 書いた のと 同じ 精神で、 基督 を 一個の 人間 

として 見ようと 云 ふので ある。 

鳩 I た 人 云々. ツル ゲェ ネフ は 一 生 結婚し ない 

でし まった 人で ある、 一 度 農奴の 女と 一緒にな つて 子 佻 

さへ 出來 たが、 のち 佛蘭 西へ 行って 孤獨に 終った。 

絞罪に せい  アウステルリッツ 役、 I 八 〇 五 年 十 

二月に 露澳の 軍が ナボレ オンに 對 して 戰 つた 域爭。 —— 

モラ ヸァ、 奥 太利領 になって ゐる 土地の 名。 

げに 美しく I- ラン ネル、 音樂 家の 名" n ワルツの 

曲、 ワルツと. い^ I. 種の. 舞踏に 合せて 彈 ずる 曲。 ， -サ 

モヮ アル、 自働湯 沸 器、. 露西亜で は重寶 がられて ゐ る、 

だから いかにも i 家の かしらら しく 構へ てゐる やうに 思 


はれも^ら 族長 的 (家長め いた〕 とも 云 はれる めだ ダ 族長 

とは舊 約に あって、 大 1 族の かしらで ある。 

S 上に て 一 尸 ン プル ヒ は獨 逸の 港。 

H  57、  こ^は 「エゴイスト」 と 同じ や- 「な 作で あ 

る。 ^，境、 イリ ジ アン • フ ィ ー ルドと は希臘 神話に あつ 

て、 何等の 罪 も 犯した 事の ない 幸福な 人間の 魂の & ると 

ころ。 それで 影と 云 つたので ある。 ツル ゲェ ネフ はかう 

した 人間の 醜惡を 深く 感じた ので ある。  グ ルック 

獨逸 5 昔 樂家リ 

^ —— ッ ルゲェ ネフ の 見出した もの は 恐らく 藝術 であ 

らう a 

i II 力 y ト、 獨 逸の 大哲學 者、 「純正 理性 批判」 に 

よって 哲學に I 時代 を脔 した、 近世 哲學の 鼻祖で ある。 

II へ エゲル、 カントに 續 いて 起った 大哲學 者、 ツル ゲ 

ェ ネフが 獨 逸に 留學 して 學ん だの はこのへ エゲル^ 學で 

ある b  — ニニが 四と は 现窟に 合った 事、 當然の 事、 そ 

れが ニニが 五に でも なれば、 これ 卽ち 奇蹟で ある。 あり 


TOT 气四 

ネベ か &ざ 3 事が 卽ち 奇蹟 P  — シ ェクス ビア は 有名な 

沙翁、 英國の 大戲曲 家で、 この ホ レエ シォょ 云々 の 文句 

i その r- クム レット」 中に ある ハ ム レットの 言葉で ある。 

ホ レニ シォは ハム レットめ 友人の 哲學 者。 1 眞理と は 

これ は 猶太の 代官 ピラトが 某督に 反問した 文句 

である 0 


• 『散文詩』 を讀む 人々. の * 

ために (註釋 の 第二と して) 

此の 老年の 薆篛と 未お 消滅せ ざる 靑 春の 若々 しさとの 

あやしく 錢 n 交ぜられて ゐる 美しい 哲學、 深遠な 詩の ェ 

サ センス たる 小さな 力 ある 書物 は、 ツル ゲェ ネフが その 晚 

年の 五 年間 (I 八 七 八 年 I 八 二 年〕 に 自身の 並びに 社會 

の 日常生活 を觀 察し 思考す るの 餘、 折リに ふれて その ノ 

オトに 書き留めて 置いた 寫 生や 空想 や 考察の 中から、 五 

十篇 だけ を 選んで、 I 八 八 二 年、 露西亜の 大 23 「歐羅 

巴の 使 ひ.^ ゥ M スト-一 ク* エフ e ビィ〕 の 十二  B: 號に 於て 

發 表した ものである。 その 主筆の もとに 送られた 原稿に 

は、 もと 何等の 題 も 指定され てゐ なかった 代り、 その 表 

紙に 覺ぇ 書きめ かしく、  rscnilia ご と 云 ふ 一 語が 書き流し 

てあつた。 これ は羅甸 語で 老衰の 義 である、 されば 鵜 外 
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博士 もこれ を 「耄 語」 と譯 して みられた ゃラ に躉 えて ゐ 

る。 獨譯者 ランゲ は 云 ふ、 ツル ゲェ ネフ は 人 も 知る 如く、 

垤 めて 謙 返な 人で ある、 それ 故 この 過 謙の 語 を 書き記し 

たもので あ. りうが 然し この 作品に は 最も 適當 しない も の 

である、 何故と 云 ふのに、 これに は 精神的 老衰の 痕跡す 

らも 認められない からで あると。 そして 彼 は 前記 雜 誌の 

主筆 スタシ ユレ ヰ ツチが、 作者の 手紙の 中に 記され てん 

る 「散文 詩」 と 云 ふ 言葉 を、 此の 無 韻で は あ る が ^に 詩的 

な考 へ 深い 作品の 表題に 定めた の を 頗る赏 を 得た 虎 置 だ 

と 云って、 自ら その 名に よって II 譯を發 表した。 此譯に 

も 散文詩の 名 を棄て 得なかった の は、 それが 旣 にこの 名 

によって I 般に 知られて ゐ るのと、 今 I つ は 散文詩なる 

文字に 對 する】 種の 愛 藩からで あった。 けれども、 ツル 

ゲ H ネフが， もと、 かの 非常な 謙遜な 題 を 眼中に 置いて 

ゐた事 だけ は 述べ て 置く 必要が あると 考 へ る。 

ツル ゲェ ネフ は そ の 原稿に 添 へて、 スタシ ユレ ヰ ツチ に 

舆 へ た 手紙の 終りに 左の やうに 記して ゐる 、『……讚 者が 
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此の 「散文詩」 を 1 息に 讀過 しないよ うにと 望みたい。 で 

ない と、 その 結果 は 恐らく 返 屈を來 して、 I そして 「歐 

羅 巴め 使 ひ」 は その 手から 取 落されて しま ふで あら ラ。 

むしろ 1 篇づ丄 讀んで 頂き 度い、 今日は これ、 明日 は あ 

れと云 ふ， 風に 1- さ、 づ したなら ば、 多分 その 中から 何物 

かが その 胸に 刻み 込まれる であらう と 思 ふ  』 と。 仝 

く、 こ. の やうな 作品 は I 度 や 二度 卒讀 したの みで は 十分 

でない ので ある 。靜 かな 瞑想の 中から 生れた もの は、 ま 

た靜 かに 落着いて 味 は^なければ ならない。 . 

■- こ， ひ 集に 對 する 大 思想家 及び 大 批評家の 批評。 . 

ダ B ボ. r トキ シは. 云 ふ、 『これ は 一 千 八 百 七十 八年以 

降、 彼の 私生活 もしくは 公生活の、 種々 の 事實. から 受け 

た 印象に 基いて 書き留めた 「飛び 行く 思 ひっき、 思想、 影 

像」 である。 これら は 散文で 書いて は あるが、 優れた 詩 

の 0 の 微. 片 であ リ、 或る もの ijte の 寶 W で， ある。 或る も の 

は^ 刻な 刺戟 を與 へ、 優れた 詩人 達の 最もよ い 詩の 樣に 
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印象的で あ る (「老婆」 「乞食/ マ ー シャ」 「何と 美し い、 何 

と鮮 かな 薔薇 だら う 」-〕。 而も I 方に は (〔自然」 「- 犬」) ッ ル 

ゲ I ネ エフ の 哲學的 思想 を 何よりも 明か K 語った ものが 

ある』 (田 中 純 氏の 譯. による〕 

ブ ランデ ス はこれ を 『立 波な 散文 集』 と 嘆賞し、 その 「自 

然」 を 引き 來 つて、 ツル ゲ ェ ネフが 沈. 顧の 特性 を 認め、 ゴ 

ォ ゴリ、 ドスト ェ フス キイ、 トルストイと 比較し、 『獨り 

ツル ゲ H ネフ は哲學 者で ある』 と斷 じ、 また 云 ふ、 『抒情 

的な、 空想的な 1 要素が それらの 中に 最も 詩的に 閃いて 

ゐ ると 云 ふ 事 を 除いて は、 同 槺に靑 年 時代の 諸 作より 遙 

に 深い 憂愁 を 含んで ゐる。 此處 に、 最後に、 彼 は 生の 祕 

密に 面して、 それ を 小 止み もない 悲しみの 中に 象 徵ゃ幻 

影 を 以て 說 明して ゐ る。. 自然 は 頑固で 冷淡で ある、 それ 

ならば 人 をして 愛する こ と を 怠らし めるな 。此處 に は ッ. 

心ゲェ ネフが、 カム ブ ルグ から ロンドンへ の 寂し い 旅行 

中、 哀れな、 いぢけ た、 に^がれた 小さい 狻の手 をと 

つて 1- 時間も^ つて， ゐる SI 面が ある 1 此處 K は， 如何な 


る 信仰 香に 於け るよ リも 更に Is の 信仰が、 ある 」c 溉戶藜 

^氏の 譯 による〕 

この 小册子 を讀ん で先づ 目に 附 くもの は、 作者の 厭世 

思想で ある、 それ は 最も 深刻な- 1 1 リズ， ム である。 人間 

の 微小 を 二 巨 山に よって 語らし めた 「會 話」、 その 宿命 觀 

を 披瀝した 「老婆」、 ！ 瞬に 於て 人生の 無常 を觀 じた 「^ 

健」、 特に ブランデス をして 『ツル ゲェ ネフに とって は そ 

れは、 人類の 理想 は II 正義 も、 理性 も、 優越 も、 善 も、 幸 

福 も — 悉く 自然に 對 して. は無關 係の 事で ある、 そして 

決して それ 自身の 精神力で 確立す る もので はない と 云 ふ 

事 を 理解した 思想家の 沈鬱で ある』 (瀨戶 氏譯) と 云 はし 

めた 「自然/ それに 老年の 悲愁 を 託した 「老人」、 「明日 は 

明日 は」、 「何 を 私は考 へる だら う /そしで 彼 は 常に 常に 

死と 云ふ大 問 題に かへ つて 來る" そして 「世界の. 終 =T」 を 

さへ 蔡 みて ゐる。 けれども それが 何故 激烈に 心 を 打擊し 

ないで あらう？ 何故に かく も 温かく 柔 かく 心に 沁み 込 

むで あらう？ 何と なれば、 それ は 驚くべく 沈靜な 悲哀 
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であるか ある。  . - i  ；、. ；  

それ はや はら かな 少女の 手の ゃラに 撫でさす リ、 薄 喑 

に 於て 靜か な 落着 い た聲音 で 囁く からで あ も。 また ^理 

に 美く しい 衣裳 を 纏 はしめ てゐ るからで ある、 (赤裸の 眞 

理は 決して 人の 心 を動亂 させないで おく もので ない〕 と 

り わけ 彼の 厭世 思想 を 特質 づけても る 愛の 敎の爲 めで あ 

る。 温かい 慈悲と 慈愛の 心の ためで ある。 たと へば 、「乞 

食」、 「雀」、 「海上に て」、 「鳩」。 

プ ウル ヂ ェ は 云 ふ、 『彼の 厭世 思想 はしば. 7\ 誠 に强か 

りし も 嘗て 人 縦に 至る ことはなかった。 思 ふに、 彼 は 方 

に斯 くの 如く 人鈸 と當然 なる ベ きで あつ たらう、 凡て^ 

^思想 は、 理想と 現 赏 との 對 比なる inr 然に 封す る 呪咀な 

れば。 然して 1 面に 思想 は 人心の 所產 物なる 故に、 論理 

的に 云 はば、 此の世 を呪咀 する 櫂 利 を 得ん ために は、 此 

の 心 を 激昂せ しむる を 要すべし。 され ど 彼 は 決して 斯く 

の 如き こと はな か つ た。：，：： 彼 は 厭世 思想家に して 然も 

慈愛に 富めな 人で ある。 凡ての 存在 物が 宿命的に 老衰す 
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る樣 は、 彼 をして 致命の 罪に 處 せられし 可憐なる 生物 を 

f. 辜の 犧性 者な りと 訴 へしむ るに 至った。 …… かくて ッ 

ルゲ ェ ネフ はせ： ハの作 を 靉靆たる 慈愛の 衣 を 以て 包む に 至 

つた。 此れ まさに その 愛 を 捧 ぐる 女が その 生涯の 癒し^ 

き 不幸^ 語る その 吿 白に 面せる P 人の 心の 如くなる ベ 

し』 (山 手 捲 氏の 譯 による〕 

プリ ュク ネル は 云 ふ、 『彼の 厭^ 思想 は 後に 至って はじ 

め て 內 面 外面 の 經驗か らして 形成 さ れ たもので は • たく、 

彼に 生^の ものな ので ある。， その上、 その 非常なる 敎 養 

が 更に それ を 助成した 0 しかも その 知識た る や、 たと へ 

ばべ リンス キイの 如き か き ffi めら れ たもので はない ので 

ある。 …… 其處に 人道的 精神が 加 はって 來る II 曾て 靑 

年 時代に バ ルザ プクが 彼 を 親しまし めな か つたのに 反し 

て、 ジ ョ ォジ .サ ン にが 彼の 崇拜を 受けた の も その 精祌 

のた めで ある。』 

ツル ゲュ ネフ は 人 問の 醜惡と 痴愚と 利己主義と を 深く 

感じて 悲痛" の 思 ひに 打 たれ た。 そ g 感情が 反 語 と， なね 锼 
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智 とな リュウ モアと なつ て 現れた ものが 「滿 足せる もの」 

「處^ 法」、 「愚物」、 「エゴイスト」、 「友と 敵と」、 「神の 饗 

宴」 などで あるが、 然し 彼 は、 溫 厚なる 拔は、 それ をも堪 

へようと する、 『私 を 打て、 然し 健庶に 幸福に 生きよ！』 

と 言 ふ ことが 出來る ので ある (愚者の 黎判ヒ ウレ フス 力 

ャ と共に 何人に 感謝され なくと も怨 むこと をし ない の で 

ある 0 

この 外、 この蕖 に は 蜂蜜 も缺 にて はゐ ない。 それ は最 

も 詩的で、 戟 薇の 香リの やうに 萬ば しい。 「菁 薇」、 「おと 

づ れ」、 「空色の 國」 (幸福の 領と譯 した 方が いんか も 知れ 

ない )o 然し それら もまた 憂賴な 黑ぃ帷 に 織り出され たる 

薔薇の 花で ある。 

ツル ゲ. エネ フ の晚年 は、 あ、 何等の 苦痛、 何等の 孤 獨！ 

彼 は 丁度 かの 獨 逸の 薄倖な a マン チシ スト、 彼が 青年 時 

代に 心醉 してみ たか の ハイン リク ヒ • ハイネと 相似た る 運 

命に 遭^し た。， 丁度 同じ 巴 嵐で、 丁度 同じ death.in-l;fe を 


彼 は 送らねば ならなかった。 痛風 だと 思 はれて ゐ たが 實 

は 頑強な 病氣、 脊链の 癌腫の ために 痠 人の やうに なって 

最後の 數 年間 II 丁度 彼が この 散文詩 を 書いた 時分で あ 

る — を、 ハイネの 所謂 蒲圑の 墓の 中に 撗 はらねば なら 

なかった。 そして 彼は絕 間な しに 考 へた、 瞑想した、 夢 

想した、 囘 想した、 常に 人生の 謎に 面して、 人生の 最後 

の 大きな 謎、 —— 死に 相 面して。 それ故に 此 悲痛な 詩篇！ 

然リ、 この 詩篇 を 讀む人 は， この 作者が か 》 る 境遇に あ 

つたこと を考 へなくて はならない。 彼が 多年 敬愛して ゐ 

て、 その 遺產 の相續 人に 定めた ヴィ アルド ォ 夫人、 彼のた 

めに 無くて はならぬ 人で あり、 彼に 對 して 骨肉 も 及ばぬ 

世 話 を 見て くれた その ヴィ アルド ォ 夫人 すら、 後に はさま 

での 注意 を拂 はなくな つたので ある。 そして 彼 は 孤獨に 

愈々 孤獨に その 二階に 寢てゐ たの だ。 この 事 を 想うて こ 

の 作品に 對 する 時、 1 層 力 S く 動かさ れ ずに ゐられ な 

、 

ツル ゲ H ネフ は、 この 五十 篇を發 表した 翌年、 卽ち】 
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八 八 111 年に その 第二の 故鄕 なる 巴 里で 逝いた II 年 は 六 

十五 歳であった。 

ツル ゲェ ネフの 言葉の 中で も、 とりわけ どうしても 忘 

れ 去る ことの 出来な い 二 節 を 終 リに添 へて 置きた い 0 

『人生 は 冗談で はない、 慰みで はない、 勿論 快樂 ではな 

い …… 人生 は 重い 苦痛で ある。 放棄 (あきらめの 義)、 永 

久の 放棄 I それが 人生の 秘義 である。 鎵 である』 ファ 

ゥ スト 

『人生 はた だ 人生の こと を 思慮せ ず、 そして 人生より 何 

物 を も 要求せ ずして、 安んじて 人生が 附舆 する 僵少の 賜 

物 を 受け、 安んじて その 賜物 を 利用す る 人 を 欺かない。 

汝は 出来るだけ 前に 進め、 しかし 足が 疲れたなら 路傍に 

坐して、 悲しむ ことなく、 また 猜 むこと なく、 通行 者 を 

暁め るが よから う。 彼等 も 遠く は 行くまい …：， 』 通信 (昇 

«? 夢氏譯 による〕 
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